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例 ロ

1。 本書は四国横断自動車道建設に伴う,埋蔵文化財発掘調査報告書第五冊である。

2。 本書に収録したのは,1985年 から1987年 にかけて調査を実施した,香川県観音寺市

池ノ尻町に所在する石田遺跡と長砂古遺跡,同市杵田町に所在する杵田八丁遺跡の三

遺跡である。

3。 調査は,日 本道路公団高松建設局の委託を受けて,香川県教育委員会事務局文化行

政課三係 (善通寺連絡事務所)が実施した。

4。 発掘調査は石田遺跡を小西正行 。片桐孝浩 0磯崎寛,長砂古遺跡を小西正行 。片桐

孝浩 。磯崎寛・松浦隆,杵田八丁遺跡を小西正行 0中西昇・片桐孝浩・磯崎寛・松浦

隆 0竹内峰雄が担当した。

5。 調査に要する経費は,日 本道路公団が負担した。

6。 調査にあたっては,下記機関の指導や援助を得た。記して謝意を表したい。

日本道路公団高松建設局,同・観音寺工事事務所,香川県土本部横断道対策室,観

音寺市横断道対策室,共同企業体,地元自治会,地元対策協議会。

7。 出土品の整理は,善通寺連絡事務所職員が担当した。

8。 本書の作成に当っては,文化行政課職員をはじめ,調査に参加した調査員の助言を

受けながら,以下のように分担執筆した。また,校正作業では鎌谷周子・武内ゆかり

の協力を得た。

I-1…………………………………………………………渡部明夫 (調査三係係長)

I-2…………………………………………………………磯崎 寛 (調査三係技師)

H………ら・・……………………………………………………片桐孝浩 (調査三係技師)    .

Ⅲ-1区 。2区………………………………………………磯崎 寛 (  〃  )

Ⅲ-3区………………………………………………。…・…。松浦 隆 (調査三係嘱託 )

Ⅳ………………………………………………………………片桐孝浩 (調査三係技師 )



9。 本書の遺構 。遺物挿図の指示は以下のとおりである。

(1)挿図の縮尺は,掲載の図内にスケールで示した。

(2)方位は,国土座標第Ⅳ座標系の北を表す。

(3)水平基準線の数値は,海抜高を示している。

10。 本書に用いている遺構記号は次の通 りである。

SX…不明遺構

11。 長砂古 4号墳出土鉄製品のレントゲン撮影にあたり,坂出市所在の佐藤医院に御協

力を賜 りました。厚 くお礼申し上げます。

12。 調査組織は下記の通 りである。

SA¨・欄]夕」

SD…溝状遺構

SH…竪穴住居

昭和60年度

総括  課  長

教 育 次 長
課長事務取扱

主  幹

課長補佐

庶務  係  長

主任主事

主任主事

主  事

SE…井 戸

SK…土 坑

磯 田 文 雄 (～ 12。 20)

樫 原  悠 (12。 21～ )

松 本 豊 胤

片 山  尭

宮 谷 昌 之

前 田 和 也

酒 井 幸 子 (～ 5。 31)

松下由美子(6.1～ )

調査  善通寺連絡事務所

所  長 入 江  久

係  長 伊 沢 肇 一

石田遺跡

主任技師 ガヽ 西 正 行

嘱  託 片 桐 孝 浩

磯 崎  寛

調 査 善通寺連絡事務所

所  長 入 江  久

善
任
蕎
化
質 伊 沢 肇 一

主任技師 小 西 正 行

技  師 片 桐 孝 浩

磯 崎  寛

嘱  託 松 浦  隆

昭和61年度

総括  課  長 廣 瀬 和 孝

主  幹 松 本 豊 胤

課長補佐 片 山  尭

庶務  係  長 宮 谷 昌 之

主任主事 前 田 和 也

近 藤 紀 文

主  事 松下由美子

長砂古遺跡



昭和62年度

総括  課
′

長 廣 瀬 和 孝

課長補佐

副 主 幹

庶務  係  長

主任主事

主  事

片 山  尭 (～ 5。 31)

高 木  尚 (6。 1～ )

小 原 克 己

宮 谷 昌 之

前 田 和 也 (～ 5。 31)

松下由美子 (～ 5。 31)

三 宅 浩 司 (6。 1～ )

水本久美子 (6。 1～ )

杵田八丁遺跡

主任技師 小 西 正 行

中 西  昇

片 桐 孝 浩

磯 崎  寛

松 浦  隆

竹 内 峰 雄

整理作業  善通寺連絡事務所

杵田八丁遺跡

技 師 片 桐 孝 浩

磯 崎  寛

自雨

託嘱
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(幼 S B10柱穴出土遺物①

S B10柱穴出土遺物②

(1)S B10柱 穴出土遺物③

υ)S D04, S K01,S K03出 土遺物

(3)柱穴出土遺物

図版 103



図版 121 S K08出 土遺物①            図版 131 包含層出土遺物 (磁器)⑬

図版 122(1)S K08出土遺物②           図版 132 包含層出土遺物 (磁器)⑭

(2)包含層出土遺物 (須恵器)①      図版 133 包含層出土遺物 (輸入磁器)⑮

図版 123 包含層出土遺物 (須恵器)②       図版 134 包含層出土遺物 (輸入磁器)⑮

図版 124 包含層出土遺物(須恵器・土師器)③    図版 135 包含層出土遺物 (輸入磁器)⑭

図版 125(1)包含層出土遺物 (土師器)④      図版 136 包含層出土遺物 (越州窯系青磁その

(2)包含層出土遺物(東播系こね鉢)⑤         他)⑬

図版 126(1)包含層出土遺物(東播系こね鉢)⑥    図版 137 包含層出土遺物 (石製品)⑩

(2)包含層出土遺物 (土師器)⑦      図版 138 S H04出 土鉄滓

図版 127 包含層出土遺物 (土師器)③       図版 139 土師質風呂

図版 128(1)包含層出土遺物 (土師質土器)◎     図版 140(lX2)篠原義幸氏所蔵遺物

(2)包含層出土遺物 (土師質土器)⑩

図版 129 包含層出土遺物⑪

図版 130 包含層出土遺物 (磁器)⑫

付     図

1.石田遺跡遺構配置図

2.長砂古遺跡遺構配置図

3.杵田八丁遺跡遺構配置図
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1.調査の経緯

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査事業は昭和57年度に始まり,今年度で 6年目を迎

えた。今年度 (62年度)は ,用地未買収のため残されていた観音寺市杵田八丁遺跡の480m2も 6月

に発掘調査を終了し,こ れで24遺跡0211,500m2の 発掘をすべて終了した。これに伴い,今年度は

報告書作成のための整理作業が主体となり, 7遺跡 02冊の報告書を刊行した昨年度に続き, 9

遺跡 04冊の刊行を予定しているほか,次年度にまたがる整理作業も実施している。報告書作成

のための整理作業は今年度がピークで,順調に進めば,来年度以降には5遺跡の報告と総括編を

残すのみとなる。また,各遺跡の報告書とは別に,一般啓蒙用として,昭和60・ 61年度に『語り

かける埋蔵文化財 いにしえの讃岐 I・ H』 を刊行しており,今年度も3冊目を刊行する予定

である。

今年度で終了した発掘調査は,昭和58年 2月 か_ら 3月 にかけて,多度郡条里の検出を目的とし

て善通寺インター予定地付近で開始された。発掘実施前には,調査予定遺跡は,17遺跡・60,900

m2と みられていたが,57年度の発掘調査で善通寺市金蔵寺下所遺跡が新たに発見され,かなりの

増加が予想された。翌58年度には調査の基地として善通寺市原田町に「香川県埋蔵文化財発掘調

査善通寺連絡事務所」を設置し,金蔵寺下所遺跡以下の発掘調査を本格的に実施するとともに,

横断道予定路線内の事前調査を実施した。その結果,新たな遺跡の発見が相次ぎ,最終的には24

遺跡・211,500m2の 発掘調査を実施するに至った。各年度ごとの発掘調査にかかわる遺跡数0面積・

人員・経費は第 1表のとおりである。

第 1表 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査事業 (発掘調査のみ)

内容

年度
遺跡数

面 積

(耐 )

人 員 発掘調査費

(千円)

備 考
職 員 嘱  託

1,300 1 8,600

19,200
8

(う ち,係長 1,庶務 1)

4

(う ち,所長 1)
141,000

57,900
(同上 ) (同 上 )

245,644

781500
(同上 ) (同上 )

312,500

54,120
(同上 ) (同上 )

262,027

人員の内,職員 2は

報告書作成。報告書

作成の経費は含まずく

1,920

報告書作成の経費は

含まず。人員は報告

書作成の人数。

合計 211,500 971,691
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6年に及ぶ発掘調査によって,第 203表 に示すように縄文時代から江戸時代に至る遺跡が発

掘された。

縄文時代の遺跡をみると,善通寺市永井遺跡では縄文時代後期の河川跡から, ドングリ。トチ

などの堅果類の保存・加工処理場が発見されたほか,縄文晩期の打製石斧を大量に出土した別の

河川跡では,川底に14本の杭が打ち込まれていた。

観音寺市一の谷遺跡群では県下で初めて弥生時代前期の竪穴住居跡が 2棟検出され,善通寺市

矢ノ塚遺跡 0西碑殿遺跡で弥生時代中期の集落跡を,善通寺市稲木遺跡C地区・観音寺市一の谷

遺跡群で弥生時代終末頃の集落跡を検出した。このうち,矢ノ塚遺跡と西碑殿遺跡の掘立柱建物

跡が方形の柱穴掘 り方をもつことと,一の谷遺跡群で舶載と思われる鏡片や平形銅剣片が出土し

たことなどは注目される。

古墳時代では,高瀬町大門遺跡・観音寺市杵田八丁遺跡で 6世紀末頃のカマド付竪穴住居跡を

特色とする集落跡が検出され,瀬戸大橋架橋に伴って発掘調査された坂出市下川津遺跡の例と共

に,県内ではこれまで不明であった古墳時代後期の集落跡として重要である。

古代になると,善通寺市金蔵寺下所遺跡で奈良時代と考えられる30棟以上の掘立柱建物跡や条

里の推定方位 と一致する溝が検出されると共に,自然河川から斎串 0人形 。馬形・舟形などの木

製祭祀具 。わらじなどが出土した。また,善通寺市稲木遺跡 B地区では,飛鳥 。白鳳時代の掘立

柱建物跡32棟,平安時代前期と考えられる掘立柱建物跡 4棟が検出され,丸亀平野の条里や,古

代集落,あ るいは官衛の解明に貴重な資料を提供することとなった。また,善通寺市稲木遺跡C

地区から5枚の「承和昌宝」を納めた土師質甕が出土し,胞衣壺と考えられていることや,善通

寺市中村遺跡の平安時代中期頃の溝から,「貞」字をもつ銅印が出土したことも特筆される成果で

あった。

古代末から中世では,多 くの遺跡で掘立柱建物跡が検出されており,畿内の和泉産と考えられ

'る 瓦器や東播系須恵質土器・輸入磁器・中世陶器などが出土した。また,善通寺市上一坊遺跡や

観音寺市一の谷遺跡群で近世の遺跡に本格的な発掘調査のメスが入れられたことも注目される。

四国横断自動車道建設に伴う発掘調査で注目されるのは,初めて沖積平野の本格的な発掘がな

された点である。発掘調査前には60,900m2と 予想されていた遺跡面積が,最終的には211,500m2と

なった事実が示すように,こ れまでほとんど不明であつた平野部の遺跡,特に集落跡が大規模に

発掘調査された。これによって,平野部に多くの遺跡が存在する事実が確認されると共に,採集

土器と墳墓などの少ない資料から想定されていた香川の先人達の暮らしが,豊かでより具体的な

イメージを持ち始めてきた。

本報告は,四国横断自動車道の建設に伴って観音寺市内で発掘調査された石田遺跡・長砂古遺

跡・杵田八丁遺跡を収録した。

石田遺跡は,主任技師 (当時)ガ 西ヽ正行らを中心にして,昭和60年 5月 1日 から61年 1月 11日
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まで,17,200m2が 発掘調査された。発掘調査によって検出された主な遺構には弥生時代後期の土

坑,古墳時代後期から中世の掘立柱建物跡20棟などがある。掘立柱建物跡は,古墳時代後期のも

の 3棟,古代末～中世初期のもの12棟,中世のもの 5棟で,こ の地が永く集落として利用された

ことを物語っている。ただ,こ れらの遺構は主に微高地の縁辺部で検出されており,本来集落の

中心であつた微高地の中央部は粘土採取によって破壊されていたことは残念であった。また,こ

の遺跡の隣接地で,戦後,「生」のヘラ描き文字をもつた 8世紀頃の須恵器不蓋が出土して注目さ

れたが,今回の発掘調査では奈良時代の遺構は検出されなかった。

長砂古遺跡は,主任技師 (当 時)ガ 西ヽ正行らを中心にして,昭和61年 1月 13日 から8月 12日 ま

で,8,900m2発掘調査された。検出された主な遺構をみると,I区では削平された弥生時代の竪穴

住居跡・中世ではないかと考えられる掘立柱建物跡 5棟などがあり,H区では奈良時代の土坑や

各時代にわたる溝,Ⅲ 区では弥生時代末の竪穴住居跡 1棟 , 6世紀後半の横穴式石室 1基 (長砂

古 4号墳)な どがある。古墳は,路線内では 1基しか検出されなかったが,付近にはかつて 5基

程度が存在し,母神山古墳群の一部として長砂古支群を形成していたことが明らかになった。

杵田八丁遺跡は,主任技師 (当 時)イ 西ヽ正行・技師 (当 時)中西昇らを中心にして,昭和61年

4月 3日 から11月 28日 まで発掘調査を実施し,さ らに用地買収の遅れた一部については,技師磯

崎寛らを中心にして昭和62年 6月 5日 から6月 17日 まで調査を実施した。杵田八丁遺跡では,遺

跡の中央部が粘土採取によってかなり破壊されていたが, 6世紀末頃の小型横穴式石室 1基,竪

穴住居跡 7棟,掘立柱建物跡 1棟,7世紀初頭の土墳墓 2基,中世の掘立柱建物跡47棟 などが検出

されたほか,越州窯系青磁などの遺物が出土した。越州窯系青磁は包含層からの発見で,平安時代

中期の遺構は検出されなかったが,香川県で 3遺跡 04例 目の出土であり,注目される。本遺跡

から約200m離れた位置で,「封印」銘のある須恵質陶印も発見されており,約 l km離れて安井廃

寺や杵田駅推定地が所在することなどからして,今後,こ の地域の歴史時代の考古学的研究が待

たれる。

本報告に収録した 3遺跡の整理作業は,技師片桐孝浩・磯崎寛が担当し,石田遺跡・杵田八丁

遺跡を片桐が,長砂古遺跡を磯崎が主に分担して,昭和62年 4月 から行い,こ こに刊行の運びと

なった。
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2。 立地 と環境

三豊平野は,低い洪積台地と,財田川,杵田川及びその支流によっ形成された沖積地からなる。

観音寺市付近では西の隧灘に面して最も広 く,南は山地が海まで迫って愛媛県との境をなし,北

は,東西の山地に挟まれた地溝状の平地が細長 く延び,鳥坂峠で丸亀平野と区切られて,一つの

まとまった地域を形成している。

本書に収録した 3遺跡は,いずれも香川県西部の観音寺市を中心に広がる三豊平野の中央部に

位置する。各遺跡の所在地は,石田遺跡が観音寺市池ノ尻町石田,長砂古遺跡が同市池ノ尻町長

砂,杵田八丁遺跡が同市杵田町八丁である。

石田遺跡・長砂古遺跡は,独立丘陵である母神山の北及び北西にあたる洪積台地の縁辺部に立

地し,杵田八丁遺跡はこの 2遺跡 と杵田川を挟んで南西にあたる沖積地に立地している。

観音寺市内の遺跡を概観すると,旧石器時代の遺跡は実態がよく分かっていないが,伊吹島中

央部の台地上でサヌカイ ト製ナイフ形石器が採集されているほか,四国横断自動車道 (善通寺 。

豊浜)の建設に伴う発掘調査によって,財田川の南に広がる一の谷遺跡群からもサヌカイ ト製ナ

イフ形石器が検出されている。

縄文時代になると,観音寺市の北にあたる詫間町・仁尾町にまたがる荘内半島とその周辺に多

くの遺跡が分布するが,市内でも高屋町なつめの木貝塚 (前期),中田井町中田井東台地遺跡 (前

期),本大町樋ノロ遺跡 (後期),室本町室本遺跡 (後 0晩期)な どが知られているほか,遺構は

検出されなかったものの,四国横断自動車道 (善通寺～豊浜)の建設に伴う調査でも,一の谷遺

跡群 0長砂古遺跡などから,後期の土器等が出土している。なかでも,昭和62年 に財田川左岸の

自然堤防上で発見され,調査された樋ノロ遺跡からは彦崎KI式相当の良好な土器が出土し,注

目されると共に,従来知られていた海浜の砂丘上や海に面した台地・低丘陵上の遺跡ではなく,

沖積地に立地する遺跡であることから,三豊平野でも今後さらに多くの縄文遺跡の発見が期待で

きることとなった。

弥生時代の遺跡としては,ま ず室本町室本遺跡が挙げられる。室本遺跡は観音寺市北端の海浜

砂丘上に立地する遺跡で,砂の採掘に伴い,縄文時代後・晩期の土器・石器と共に弥生時代前期

古段階の壺が出土している。また,本大町から中田井町にまたがる一の谷遺跡群では前期の竪穴

住居跡 2棟が,前述した樋ノロ遺跡から前期の木棺墓群が検出されるなど,沖積地に前期の集落

が展開していった様子が窺われる。

弥生時代中期の遺跡の調査はほとんど行われておらず,遺跡の実態は明らかでないが,粟井町

岩鍋遺跡 (中期後半)の ような河川に面した山麓の集落が多く営まれていたのではないかと思わ

れる。

後期になると沖積地や洪積台地の集落が増加するようで,長砂古遺跡や,中 田井町向井西の岡

一-10-―



遺跡 。一の谷遺跡群で後期末前後の住居跡が検出されている。なかでも一の谷遺跡群では32棟 も

の住居跡が検出され,大規模な集落の一部が明らかにされた。

弥生時代の青銅器の出土は多くないが,粟井町藤の谷遺跡から細形銅剣 20中細形銅剣 1,古

川町南下から外縁付鉦式 2区流水文銅鐸が出土し,一の谷遺跡群でも,弥生時代終末頃の包含層

から出土した舶載銅鏡片と,古墳時代以降のピットから出土した平形銅剣が知られている。

古墳時代になると,香川県内では積石・土盛 りの前方後円墳が多数築造され,県内産の書J抜 き

式石棺が用いられるが,三豊地方では積石塚・ 4世紀の前方後円墳とも知られておらず,県内産

の石棺にかわって,阿蘇溶結凝灰岩製の石棺が用いられるなど,鳥坂峠以東の地域とは大きく異

なっている。
(註 11)

観音寺市内で最 も古い古墳は流岡町鹿隈罐子塚古墳である。七宝山の南端にある.こ の古墳は直

径27.6mの 円墳で,昭和13年に墳丘の一部 とその周辺が破壊され,第一主体から遺物を出土する

と共に,昭和52年 に第二主体 (小型竪穴式石室)が発掘調査され,鋤を出土 した。採集された遺

物には方格規矩鏡片・「王」字銘鏡片・櫛歯文鏡・玉類・槍先・刀子・鈍・短冊形鉄斧などがあ

り,こ れらすべてが鹿隈罐子塚古墳の副葬品でないにしても,こ れから鹿隈鍾子塚古墳が 4世紀

末頃に築造されたことを想定することができる。鹿隈鐘子塚古墳を除 くと,観音寺市内には 4世紀

まで遡る可能性のある有力古墳はな く,箱式石棺などが知 られている。

観音寺市内で古墳築造が本格化するのは遅 く,原町青塚古墳 (前方後円墳 )・ 室本町丸山古墳 (円

墳)な ど,阿蘇溶結凝灰岩製の石棺をもつ有力古墳が 5世紀になって築造される。

6世紀になると,母神山ではひさご塚古墳 (6世紀前半の前方後円墳),鐘子塚古墳 (6世紀後

半の円墳・ 巨石横穴式石室)をはじめとして,50基以上の古墳からなる母神山古墳群が形成され

るとともに,各地の山麓・低丘陵に横穴式石室を内部主体 とする円墳が築造される。本書で報告

した杵田八丁遺跡は,こ うした群集墳築造の背景 となった集落 として注目される。

奈良時代・平安時代以降の遺跡は,こ れまでほとんど調査されておらず,不明な点が多い。四

国横断自動車道 (善通寺～豊浜)の建設に伴 う調査の成果については本報告書,並びに続刊予定

の報告書に譲るが,今後の調査で観音寺市周辺の歴史考古学がさらに進むことを期待 したい。

(註 )

1.松本敏三ほか『観音寺市誌 (通史扁)』  1985
2.岸上康久ほか「一の谷遺跡群」『四国横断自動車道建設にともなう埋蔵文化財発掘調査実績報告』 昭

和61年度 1987

3.瀬戸内海歴史民俗資料館『四国地方縄文時代遺跡地名表』 1976
4.註 3に同じ

5。 昭和62年度に香川県教育委員会が発掘調査

6.松本豊胤「讃岐室本町の弥生式土器」『上代文化』 27 1957,及 び註 3に同じ

7.註 1に 同じ

8。 昭和59年度に香川県教育委員会が発掘調査

9.福家惣衛「香川県出上の銅剣」「考古学雑誌』 37-4 1962
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10.L原 準 1讃岐国Ji豊 郡 ‐ノ谷村
`il‖

発見の銅鐸について」「考占学雑誌』 13-11 1923
11.香川県教育委員会『香川叢書』 考古編 1983,及 び註 1に 同じ

12.藤田f意 ,1「 讃岐 (香 川県)の 石棺」『倉敷考占館研究集報』 12 1976,及 び観音キ市文化財保護協会

『観計キ市υ)文化財』 1977・ 1978

13.香川県史蹟名勝天然記念物調査会「スL山 占墳とそのrih7J「 香川県史蹟名勝天然記念物調査報告』 14
1950,及 び藤1l11き ,]「 讃岐 (香 川県)の石棺」『倉敷考占館研究集報』 12 1976

14.註 Hに 同じ

15. 言111に「ilじ

I鼻
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TN

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

道音寺跡 (奈良時代 )

宮脇遺跡  一―

四ツ塚古墳群 (古墳後 )

財田  〃 (古墳後 )

妙音寺跡 (奈良時代 )

岡本遺跡 (弥生中 )

経塚古墳 (古墳後 )

丸山 〃 (古墳中 )

室本 〃 (縄文晩,弥生前,古墳前 )

なつめの木員塚 (縄文前 )

興昌寺古墳 (古墳後 )

鹿隈古墳群 (古墳前 )

延命遺跡

① 八反地地区 (縄文晩,弥生前 0後
)

② 城 岡地 区 (縄文晩,弥生後)

14 延命古墳 (古墳後 )

15 樋ノロ遺跡 (縄文後,弥生前)

16 村黒  〃 (弥生後～古墳)

17 古川  〃 (弥生中)

18 -の谷遺跡群

① 平塚地区 (弥生前 。後,近世)

② 香門 〃 (中世 )

③ 竹道 〃 (弥生前,中世 )

④ 山ノ前〃 (中世 )

19 石ノ経遺跡 (弥生後 )

20 向井・西の岡遺跡 (弥生後)

21 古川下所遺跡 (弥生後 )

22 石田遺跡 (古墳後～中世)

23 長砂古遺跡 (縄文晩,弥生前。中・後,

古墳後 )

24 久染  〃 (弥生後 )

25 青塚古墳 (古墳中)

26 辻遺跡 (弥生時代 )

母神山古墳群 (古墳後 )

幸助藪古墳 (古墳時代 )

辻古窯址群 (古墳後 )

立石古墳 (古墳時代 )

百々 〃 (古墳後 )

中姫遺跡 (弥生前 )

小天皇塚古墳 (古墳時代 )

杵田八丁遺跡 (古墳後 )

安井廃寺 (奈良前 )

上野古墳群 (古墳時代 )

藤の谷遺跡 (弥生中)

岩鍋  〃 (弥生中)

藤目山古墳群 (古墳後 )

藤目城 (中世 )

道下古墳群 (古墳後 )

小森塚 〃 (古墳後 )

椀貸塚古墳 (古墳, 6世紀末)

宗塚古墳 (古墳後 )

赤岡山古墳 (古墳時代 )

経塚  〃 (古墳, 6世紀中頃
～ 7世紀初頭 )

役場南側古墳 (古墳時代 )

角塚古墳 (古, 7世紀頃 )

平塚 〃 (古墳後 )

西の後古墳群 (古墳時代 )

福田原古墳 ( 〃 )

竜王山古墳 ( 〃 )

王塚  〃 ( 〃 )

豆塚古墳群 ( 〃 )

雲岡古墳 (古, 7世紀 )

院内貝塚 (縄文前 )

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

ア
』

聯

聾

ヽヽ

｛̈一∴

判

襴
|ビ

C

ヽ ｀

Jウ 〆

第 4図 周辺地域の遺跡
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H石 田 遺 跡





1。 調査の経過

石田遺跡は,香川県遺跡台帳に遺物の散布地として登録されている。今回四国横断自動車道路

建設予定地内に当遺跡が含 まれるのではないかということで,本調査に先立ち調査対象面積

17,200m2に おいて,予備調査を実施することになった。この予備調査は,遺跡の範囲,遺構面の

枚数,時期決定を主な目的として,昭和60年 2月 18日 ～同年 3月 4日 に実施された。その結果,

調査区全域において,柱穴及び溝状遺構を検出した。しかし,出土遺物が少量であったため時期

決定には至らなかった。

以上の成果をもとに検討を加えた結果,17,200m2(予備調査1,200m2を 含む)本調査対象面積と

なった。

本調査は,昭和60年 5月 1日 に開始され,昭和61年 1月 11日 に終了した。しかし,宅地部分に

ついては,一時中断し,昭和61年 2月 26日 から3月 20日 までの期間に調査を実施した。

調査の方法としては,日本道路公団の設置したセンター杭・幅杭をもとに,国土地理院国土座

標に準拠し,20mメ ッシュを基本 とする調査区の設定を行つた。

調査区設定にあたっては,20× 20mを 小区画として,東西にアラビア数字を,南北にアルファ

ベットをつけ,北西隅の記号をその小区画の名称とした (第 4図 )。

また,各遺構番号は,西から振 り直した結果,昭和60年度の『四国横断自動車道に伴う埋蔵文

化財発掘調査実績報告』とは若干異なっている (第 1表 )。

地元住民との事前協議の折,調査地区に斜めに横切る樋管があるので,調査に際しては,現在

も使用しているこの樋管を壊さないようにとの強い要望があった。そのため,H-7, I-7,

J-708,K-8に おいて,こ の樋管部分に幅 3mの未発掘部分ができる結果となった。

今後の参考のために,発掘調査の結果起こった問題点を列挙しておく。

まず,国土座標に準拠したグリッドの設定は,平野部においては,有効であろうが,今回の様

に丘陵部での調査では,グ リッド間に残した土層観察用の畦が尾根筋に直交するように残ってお

らず,非常に都合の悪いものであつた。平野部と丘陵部における調査区設定にあたっては,今後,

検討を加える必要がある。

2つ めに,予備調査時にまだ未買収の土地が残っており,調査区中央部の粘土採取による遺構

の破壊の程度が確認できなかった。このことは,発掘調査工程に大きな影響を与えたと思われる。

また,畦畔を壊すことができなかったので,重機の移動に苦慮した。

今後,こ れらについては,事前に道路公団との打ち合わせを十分に行い,完全に用地買収され

てから,調査に入れる様相方で努力しなければならない。
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日召和60年      ,

4月

25日  石田遺跡の発掘に先立ち,杭打ちを行う。

30日  表土剥ぎのためのグリッド設定を行う。

午後から資材搬入を行う。

5月

1日  現場事務員が着任し,内業を始める。現

場では,重機によるF-11・ 12,G-90
10・ 11の表土剥ぎと公団のB-4,M―
4よ り基準杭のレベル高を引き出す。

2日  H-9, I-9, J-9に おいて順次表

土剥ぎを行う。

7日 現場作業員が初出勤。担当職員の紹介後 ,

現場での発掘調査の進め方についての説

明。午後,草刈 りから現場作業を開始する。

8日  H-9第 3～ 4層の発掘と並行してF―

11,G-10・ 11の遺構面精査を行う。

13日  F-12に おいてもひきつづき遺構面精査

を行う。

15日  F-11012,G-10・ 11に おいて柱穴・

土坑・溝を検出する。遺構検出後写真撮

影を行い,そ の後遺構実測を行う。土層

実測は,各グリッド東・南壁において実

施 した。

16日  I-9, J-9に おいて発掘開始。

20日  ベルコン等機材搬入。

23日  H-9に おいて溝を検出。H-9上 部包

含層には,古墳時代～中世までの遺物が

多量に出土した。特に須恵器が多い。F―

11・ 12,G-10011の遺構実測を並行し

て行う。

6月

4日  I-9第 4層 を発掘。

6日  H-9で 溝 0柱穴などを検出し,掘 り抜

きを行う。

10日  I-9, J-9,包 含層発掘。H-9に
おいては遺構実測を行う。

■日 I-9第 5層 において,平安時代の緑釉

皿出土。

19日  I-9, J-9,遺 構面を精査し,遺構

を掘 り抜 く。H-9か らの溝の延長及び

柱穴が確認された。この頃より7月 初旬

にかけて雨が多く発掘作業が思うように

進まなかつた。

24日  J-70K-70L-7の 発掘に着手。

7月

5日  K-7・ L-7の第 4～ 6層 を発掘しな

がら,G-100J-100K-80J-8
の表土lllぎ を行う。

K-7・ L-7,遺 構面を精査し,遺構

を掘 り抜 く。遺構は,溝・土坑・柱穴が

確認された。

J-809,K-8:精 査の結果,遺構

はほとんど検出されなかった。

24日  0-5,H-506,表 土lllぎ 。発掘区

は,工事用道路の付け換えの問題により,

まず調査範囲の東側から着手している。

8月

2日  Q-3・ 4,続いてR-20S-2・ T―

2の表土争1ぎ を行う。 8月 1日 よリアル

バイ トの学生が来る。遅れぎみの遺構実

測をしてもらう。実測作業は猫の手も借

りたいほどの忙しさである。

9日  Q-3・ R-3遺 構面精査の結果,溝が

4本検出された。それ以外に遺構は検出

されず,お そらく水田に伴う灌漑用の水

路かと思われる。

15～ 17日  盆休みで作業休み。       .
23日  Q-20R-2,第 3層 を発掘。

27日  Q-2・ R-2,遺 構面精査の結果,溝 0

土坑・柱穴が検出された。

30日  S-203,遺 構面精査の結果,弥生時

代の溝を確認。猛暑が続 く中,発掘作業

は行なわれた。

9月

3日  0-4・ 5,P-405,発 掘調査に着

手。

4日  L-6に おいても発掘調査に着手。

6日  教育長現場視察。

12日  P-4・ 5,Q-4,遺 構面精査。

18日  調査区北端 B-11,C-11の 調査を開始

する。調査終了したグリッドから埋め戻

しを行う。

19日  昭和59年 ,長砂古遺跡の予備調査時に調

査できなかった2,700耐について,今 日よ

り予備調査を行う。

調 査 日 誌 抄

10日

15日
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10月

1日  調査がP-304,Q-4,G-9010,
H-10,B-11,C-10011と 調査区全

域にわたり実施された。

14日  E-9・ F-9,遺 構面精査の結果,中

世頃の柱穴が多数確認された。B-100

11の平板実測を行う。

17日  E-10,F-10の 発掘に着手。

22日  E-9010,F-9・ 10か ら平安時代末

～中世にかけての掘立柱建物 6棟が検出

された。この区画は,野菜を作つていた

ため遺構の残 りが良好であうた。しかし,

A・ BOCeD列 は,果樹園にされてい

たため,そ のほとんどにおいて攪乱を受

けていた。

28日  H-7・ 8,発掘着手。D-9010,東・

南壁の土層実演1を行う。企業体との間で

工事用道路部分の明け渡しについて協議

をイ予う。

30日  E-9010,F-9・ 10の遺構面実測を

行う。東・南の写真撮影,土層実測も継

続して行う。 F-80G-7・ 8,発掘

着手。

H月

5日  F-8,G-708,遺 構面精査を行う。

7日  長砂古遺跡の工事用道路部分において立

ち会いを行う。

14日  H-7・ 8に おいて,遺構面精査を行い

継続 して遺構掘 り抜 きを実施。このグ

リッドでは,尾根部から谷部に流れる溝

を数本確認したが性格等については不明

である。

18日  F-8,G-7・ 8,H-708の 全体

写真を撮る。

20日  I-708,発 掘に着手。

25日  発掘調査域,安全のためロープで縄張 り

する。

26日  G-8・ 9,H-708な ど各グリッド

において写真撮影・実測を行う。

27日  J-60K-6の 発掘に着手したが,ほ

とんど全域において戦後の粘土採取に伴

う攪乱を受けていた。しかし,J-60
K-6の 東部でかなり削平を受けている

溝 S D29を確認した。この溝からは,古

墳時代～平安時代末頃の遺物が多量に出

土した。

12月

6日  H-7, I-9の 発掘に着手。企業体と

の間で,S T A202+70以 北を引き渡す。

12日  J-607, I-607,H-607の
グリッドにおいて遺構面を精査する。そ

の結果,中世の掘立柱建物 3棟・溝 2本 0

多数の柱穴を確認する。

14日  N-203,O-203の 表土象1ぎ を行

う。この調査において,宅地部分は,建

物が立ちのくまでは調査を行えないので

調査行程に多大な支障をきたした。この

頃より,徐々に建物が移転する。

23日  N-2・ 3,0-203の 遺構を発掘。

平安時代末頃の掘立柱建物を検出。また,

当遺跡において初の弥生時代の遺構を検

出。

27日  昭和60年 現場作業の最終日である。来年

予定されている長砂古遺跡調査に先立ち

杭打ちを行う。       、

日召春口61年

1月

6日  昭和61年 ,新春,現場作業開始。

8日  N-203,O-203,P-3の 遺構

実測を行う。長砂古遺跡ヘベル トコンベ

アー・発電機・分電板を移設する。

10日  発掘道具を長砂古遺跡へ移す。

22日  最後の宅地部分を除いて発掘調査終了。

宅地部分撤去後まで,発掘調査を一時中

断する。

2月

26日  宅地部分について杭打ちを行い継続 して

表土象1ぎ を行う。

27日  M-3,N-304,0-3・ 4に つい

て発掘調査を行う。

3月

5日  各グリッドの土層写真撮影・実測を行い
,

まず畦を取 りはずす。

10日  M-3,N-304,O-304,全 面

を精査し,遺構を掘 り抜 く。

11日・全体写真撮影を行う。継続して遺構平面

実測を行う。

20日  石田遺跡における全ての発掘作業が完了

する。
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第 1表 遺構番号変更一覧表

遺 構 名 地 区 名 旧 名 称 遺 構 名 地 区 名 旧 名 称
掘立桂建物SB I-9 S D8508

E-9 S B 8504 I-9 8509
E-9 I-8 8543
E-9 8506 I-8 8544

E-9.F-9 I-7.8 8545
E-9.F-9 I-7 8549
F-9 8509 K-8 8515
F-11 8501 K-8 8516
H-7 8510 K-7.L-7 8513
H-7 8511 L-7 8514

H-607. I-6 8512 L-7 8512
I-6 8513 7.K-708.L-7 8510
-7 L-7 8511

-7.K-7 N-3 8667
M-3。 N-3 8617.8618 N-3 8668
N-4 8620 N-2 8650
N-3 8619 0-2 8651
N-3 8621 0-2
N-3 N-3.0-3
0-2 3615 N-3.0-3
0-3 8614 N-3,0-3 8655
0-4 8616 N-3.0-3 8656

土  坑  SK 0-3 8657
G-9 S K8509 P-3 8658
G-8 8505 O-4.P-4 8634
G-7 8506 P-4 8531
H-7 P一 8532
H-8 P-4 8533
I-7 8512 P-4
-7 8504 0-2 P-2

K-7 8501 P-2 8661
K-7 S P7 P-2 8659
L-7 S K8503 P-2 8662
N-3 S P 8607 P-2
O-4 S K8508 P-2
N― 8613 O-2.P-2 8664
O-3 8615 P-2 8665
0-2 8614 -3 8521
P-2 8617 -3 8522
P-2 8618 Q-3.R-4 8519
P-2 8616 Q-3.R-3.S-2 8520.8525

溝   SD R-3.4
R-9 S D8537 R-3
E-9 8536 Q-203.R-3 8518
G-1 Q-2 8526
G-11 8502 CO-2 R― R 8527
G― H 8501 0-2.R-2
F-8 R-2,S-2

G-8.9 8539 土壊墓 ST
G-8. 9 8540 H-7 S T8503
G-9 S D8546.S K8510 L― S K8502(S T 8502)

G-8.9 S D8541 N-3 S T8604
G-9 8547 N-4 8604

G-9.H-9,I-9 8507 S-3 8501
G-9 S D8548,S K8511 不明遺構 SX
H-9 S D8504 F-8 S X8501
H-9 8505 F-8 8502
H-9 8506 I-8

8ら 3S
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―発掘作業に従事した人々―

秋 山 マサ子

今 村   瀞

太 田 春 夫

大 西 和 昌

大 西 節 子

大 西 崇 正

大 西 長 吉

大 広 林四郎

岡 田 桂 子

小 野 芳 子

片 山 康 子

加 藤 悠喜子

河 上 忠 義

木 下 アヤノ

本 下 行 雄

―整理作業に従事 した人々―

石 ナ‖ ゆかり

小 畑 三千代

葛 西   薫

鎌 谷 周 子

業 天 順 子

合 田 太郎吉

後 藤 満 枝

小 林 勝治郎

ノ」ヽ 林 ミサヲ

近 藤 キクエ

斉 藤 キミ子

斉 藤 清 子

坂 井 スマ子

佐 川 加代子

佐 藤 義 顕

篠 原 アヤ子

篠 原 弘 子

篠 原 善 美
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第 1図 整理作業風景
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2。 遺跡の概要

(1)地 形

石田遺跡の調査位置は,地形図 (第 4図)か らもわかるように,洪積台地上縁部にあたる。こ

の洪積台地は,菩提山 (標高312.Om)ょ り派生し,低丘陵状を呈している。この低丘陵地には,

微地形を復原することによって,た くさんの尾根部と谷部があることがわかる。石田遺跡におい

ても,調査区周辺を含めて,微地形の復原を試みた。その結果,調査区内の東半分には,谷筋が

大きく入り込んでおり,調査区外ではあるが,西側でも同様に谷筋が確認できた。四国横断自動

車道は,東側で確認された谷筋を通 り,尾根筋の基部を横切るように建設される。

当初の石田遺跡の調査対象区は,こ の谷筋と谷筋に挟まれた17,200m2でぁった。

(2)土層序

石田遺跡では,前項でふれた様に尾根部と谷部にわけられる。その各部における土層序は,尾

根部では,戦後まもない頃の製瓦用粘土採取のために,耕作土直下が遺構面となり,遺物包含層

は存在しないという状況であった。また,谷部においては,第 1層が耕作土,第 2層 に床土,第

3・ 4層 は旧の耕作土と床土で,それ以下が各

時代の包含層となる (第 2図 )。 第 5～ 7層 は,

各時期の遺物包含層となるが,それぞれの上面

で遺構は検出されなかった。 5層以下は,包含

層出土遺物などから,奈良時代から中世までの

自然堆積層と思われ, 4層以上は,土層堆積状

況から,現在と同様,水田に使用されていたこ

とが推定できる。

遺構面を形成する洪積台地の層序は,尾根部

では,白茶黄色粘質土層 (第 3図・第①層),谷

部では,茶黄色粘質土層 (第 3図 0第②層)と

なり,第②層が第①層の下に形成されている。

第2図 谷部基本層序模式図

②
★晋薫菅異常轟毒界量含視瑯にな引こつれ凛層にな乙)

第 3図  H列南壁土層模式図
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①耕作土

②設 マ質
土層

③種鼻貢号
粘質土層

④灰褐色粘質土層

⑤こげ茶褐色粘質土層

⑥鷺鼻視号
粘質土層

購墓副野ξ空房夢吉ず議を含0

③濁褐茶白色粘質土層

⑨暗褐白色粘質土層

第 2図
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0)調査区周辺出土遺物資料

石田遺跡の報告に先立ち, 周辺地域より出土した資料

0                     10cln
i            l            l

第 5図 調査区周辺出土遺物実測図

を紹介する。

当遺跡は,故石川巌氏によつて古墳時代後期の方形の

竪穴住居が発見されたことにより遺跡台帳に登録された。

しかし,石田遺跡の明確な位置については,不明な点が

多い。 1

ここに紹介する資料は,石川氏による発見時の資料で

はないかと思われ,石田遺跡の性格を知る上で重要な資

料となるであろう。この須恵器は,山本町管生神社宮司真屋哲氏所蔵のもので,戦後,調査区か

ら北西約50m付近の水田で発見されたものである。この須恵器の発見について真屋氏は,『円形の

竪穴住居らしい包含層からの出土である。』と語つてくれた。

この不蓋は, 8世紀頃のもので,内面天丼部に「生」とヘラ描きされている。しかし,完形で

はない ことか ら,「生」の字の後 に,文字が書かれていたか どうかは不明である。
(註 1)

現在までに,香川県下で須恵器の不蓋にヘラ描きの文字があるのは, 2遺跡 3点確認されてお

り,その中で竪穴住居出土のものはほとんどなく,貴重な資料であると思われる。

註 1 高屋廃寺出土「尤」(平安時代),森広遺跡「上」 2点 (平安時代)

『瀬戸内海地方墨書・刻書土器一覧』瀬戸内海歴史民俗資料館1987. 5.
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3.遺構・ 遺物について

(1)検出遺構の概要

石田遺跡は,前述したように菩提山から派生した低丘陵地に位置する。ここは,現地表面では

見分けがつかないほど,い くつかの尾根部と谷部に分かれていることがわかっており,その最東

端の尾根部に当遺跡は所在する。                  ,

発掘調査の結果,谷筋部分には,ほ とんど遺構は検出されず,全て尾根部において検出された。

しかし,こ の尾根部でも遺構の検出密度は希薄なものであった。これは,当遺跡の所在地が,良

好な粘土の堆積する洪積台地上であったため,戦後,製瓦工場の粘土採取を受け,尾根筋の大部

分が削平されたためである。その状況を示すように,調査区の半分程に当時の攪乱土坑が検出さ

れた。

このような状況において検出された遺構は,出土遺物などにより,弥生時代後期には,土坑 。

溝状遺構,古墳時代後期には,掘立柱建物,奈良時代には,土坑 O溝状遺構 。柵列が検出された。

平安時代後期・中世では,検出された掘立柱建物の切 り合いから,前者が 3期,後者が 2期に区

分された。以上の結果から,当遺跡の遺構を5時代 8期 と不明時代に細分した。ただし,平安時

代後期の 3区分と中世 2区分は掘立柱建物の時期差を示すものであり,時代区分ではない。

この中で掘立柱建物の時期内区分を行う時に主軸方向及び柱穴の切 り合いで,こ の操作を行

なったが,当遺跡は,中心部を攪乱により破壊され,ま た,谷筋部が尾根筋とは平行に走ってお

らず,地形に左右された掘立柱建物もあるという可能性から,こ のグルーピングが当遺跡に合致

するかどうかは,現段階では判断できない。

以下,こ の時期ごとに説明する。

12)弥生時代

石田遺跡において,弥生時代の遺構は少なく,土坑SK
15,溝状遺構 S D34035064065が検出されただけであった。

S K15

S K15は ,長幅135cm,短幅112.Ocmの 楕円形に近い土坑

で,深さ33。 9cmの 中から弥生土器が数点出土している (第

7図 )。

この弥生土器は,全て破片である。 2は ,甕形土器の口

縁である。口縁端部は,外方に肥厚した面を持つ。頸部と

体部の内外面の屈曲は,明瞭な稜を持たない。全体に摩滅

しており,内外面の調整については不明である。

3～ 6は ,弥生土器,底部である。 6は ,し っかりとし

④     lm

①暗茶灰色粘質土
②暗黄灰色粘質土
③濁自黄色粘質土
④自茶黄色粘質土

L=20.00m

1    1    1

第 6図  S K15平面図・断面土層図
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た平底を呈しており,大型の壺であろうと思われる。

S D340 35

S D34035は ,削平により検出状態が悪 く,ま た,範囲外へ延びているため,詳細は不明であ

るが,出土遺物より弥生時代の溝と思われる。S D35よ り出土した遺物は,壺の口縁(7),鉢(8)で

ある(第 7図 )。 壺は,二重口縁でやや内彎しながら口縁部に至る体部を持つ。口縁部は,外面に

面をつくり,やや外傾する。

土坑及び溝状遺構は,出土遺物より弥生時代後期のものと思われる。

0                     10cm
l            l            !

第 7図  S K150 S D35出 土遺物実測図

13)古墳時代

古墳時代の遺構は, 6世紀末の須恵器が出土した

溝S D22と それによって切られている掘立柱建物 S

B08～ 10である。この 3棟の掘立柱建物は,柱穴の

大きさ,埋土,方向性に一つのまとまりを見せてい

る。また, S D22は ,S B09の一柱穴と切 り合いが

あり,明 らかに掘立柱建物 3棟 S B08～ 10は S D22

に先行していることがわかる。

S B08

S B08は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (348× 435cm)の

建物遺構である。柱穴は,平均幅69cmを 計 り,柱間

は,平均長156.6cmを 計る。主軸は,真北から16.5°西

偏する。柱穴は,ほ ぼ中央が深 く掘 り込められ, 2

段掘 り状を呈する。これは,柱の根痕と思われる:

Ｈ
Ｈ

ｒ
＝
３

ｂ
ｏ
ヨ

0             4m

第 8図  S B08平・断面図

ШOS・ 61=¬
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柱穴より,残 りの良い遺物は,ほ と

んど出上していない。また,S B08

では,西側の柱穴に切られた規模の

小さい別の柱穴が検出された。南東

隅の柱穴でも同様なことが確認でき

る。以上のことから,建て換えある

いは別の建物の存在が推察できる。

S B09

S B09は ,梁 間 2間 ×桁行 3間

(350× 514cm)の建物遺構である。

柱穴は,平均幅57.8cmを 計 り,柱間

は,平均長172.8cmを 計る。主軸は,

真北から9.5°西偏する。この建物の

掘 り方も2段掘 り状を呈しており,

柱の痕跡が確認された。柱穴から

遺物は,ほ とんど出土していない。

この建物の中央に土坑が 2基検

出された。埋土がほぼ同じである

ことから,こ の建物に付随する土

坑であると思われるが,性格につ

いては不明である。

S B10

S B10は ,梁間 2間 ×桁行 3間

(430× 668cm)の建物遺構である。

柱穴は,平均幅59.6cmを 計 り,柱

Lu09・ OZ=¬

0                       4

0             4m

第 9図  S B09平・断面図

tu09・ OZ=¬
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第10図  S B10平・断面図

間は,平均長219.6cmを 計る。主軸は,真北から26.3°西偏する。この建物は,他の 2棟に比べると

平均柱間が若干広 く,少 し規模の大 きいものになる。北西隅の 2柱穴は調査区域外にあると思わ

れる。

以上の 3棟からは,遺物がほとんど出土しておらず,時期を決定することができなかった。 し

かし,掘立柱 S B09を構成する―柱穴 と切 り合 う溝 S D22よ り,古墳時代後期の土器が出土 した

ことと,柱穴の埋土 と溝の埋土が似通っていることより,ほ ぼ同時期ではないかと考えてお く。

S D22

S D22は ,H-7, I-708に またがる溝で,I-7で ほぼ南北方向に流れていたのが,I一
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8で東西方向に流れを変えている。この溝に伴う遺構は,検

出されなかつたので,どのような性格の溝であつたかは不明

である。

この溝より,須恵器の杯身 (第 11図 )が出土している。こ

の須恵器の不身は,立ち上がりと受部がかなり退化した形態

のもので,お そらく陶邑T K209型 式に比定されると思われる。第Htt S D22出 土遺物実測図

この古墳時代後期の建物遺構は,全て,主軸を北より西にふっており,石田遺跡で検出された

掘立柱建物の大半が主軸を北より東にふっていることから比べると特異な一群である。

0                                  20m

第12図 G-7・ 8,H-708, |-607・ 8平面図
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(4)奈良時代

奈良時代の遺構は, I-7に おいて検出された土坑 S K06,溝 状遺構 S D23,柵 列 S A02が あ

る。

S K06

径約185.Ocmの 楕円形を呈し,深さ43.lcmを 計る。土坑内から,少量の土器片と瓦片が出土して

いる。時期は不明である。

S D23

1-7においてほぼ東西に走る溝である。溝の形状は,天幅で38cm,深 さ25.2cmと 天幅に比べ

て深 く, I-8で検出されていないことから削平を受けていると思われるものの,残 りの良い溝

である。時期については,こ の溝状遺構 S D23か ら出土した須恵器 (第 13図 )よ り8世紀後半頃

と思われる。この須恵器は,底部に高台を有する不である。高台は,ヘ

ラケズリされた底部にほぼ垂直に付 く。体部は,底部と体部の境にシャー 0
プな稜線を持ち立ち上がる。 S D23の埋土は,S K06と ほとんど差がな 'に

~~~調 に___月

いことより,同時期 と思われる。

ヽ

第13図  S D23出 土遺物実測図
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L=20.00m

濁褐色粘質土層

褐灰色粘質土層

暗灰褐色粘質土層

茶黄色粘質土層

第14図  S K060 S D23平 。断面図
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S A02

S D23と 直交するようにある柵列 S A02は ,柱間約31cmで,24本打たれている。これらは,土

坑 S K06に伴う排水施設を途中で画するために造られた棚列と思われる。

奈良時代の遺構は,こ れら以外にS D29が あるだけで, どういう性格のもので,当時の生活の

どのような役割を果していたかは全 く不明である。

第 15図  S K060S D230S A02平 面図

◎

．

SA02

0                               1-―

――――――――――――――一――――――…………………11
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(51 平安時代

平安時代後期の遺構としては,13棟の掘立柱建物 (S B01～ 07,15～ 18,20。 21),溝状遺構 (S

D13045053057・ 61),土坑 (S Kll)な どがある。このうち掘立柱建物については,主軸方向

及び切 り合いにより3期に細分できた。しかし,溝状遺構・土坑については,こ の 3期のどの時

期に伴うものかは不明である。また,それぞれ

の建物に時期幅があるかどうかについては,遺 ШOS・ 61=¬ 雀

構に伴う遺物が少量であったため不明である。

平安時代後期 OI期 (S B01005006・ 17)

は,主軸が真北から約30° 東偏する一群で,SB
05の大型建物をのぞくと,ほ ぼ同じ大きさであ

る。

II期 (S B03004・ 15016021)は ,主軸が

真北から約25° 東偏する一群で,庇がつ く建物

(S B16),棚 を伴い柱痕を残す建物 (S B 15016)

などがある。

Ⅲ期 (S B020070 18020)は ,主軸が真北

から約39° 東偏する一群で,雨落ち溝を伴う建物

(S B20)な どが含まれる。

① 平安時代後期・ I期

|

Ш00・ 61=¬

第17図  S B05平 0断面図
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第16図  S B01平・断面図
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S B01

S B01は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (416× 669cm)の建物遺構である。

柱穴は,平均幅36.4cmを 計 り,柱間は,平均長217cmを 計る。主軸は,

真北から30° 東偏する。S B01に伴 う遺物がないため,時期は不明であ

る。

S B05               ・

S B05は ,梁間 2間 ×桁行 5間 (495× 1137cm)の 建物遺構である。

柱穴は,平均幅78cmを計 り,柱間は,平均長233.2cmを 計る。主軸は,

真北から31° 東偏する。 この建物は,平安時代後期・ I期の中では特に

巨大な建物で,特異な存在を示 している。柱穴は,かなりの削平を受

けているらしく,ほ とんど残っていないものもある。また,西側梁間

3穴は,S B04と 切 り合いがある。 この遺構に伴 う遺物が出土 してい

ないため時期は不明である。

S B06

S B06は ,梁間(1)間 ×桁行 3間 〔(176)× 712cm)の 建物遺構である

が,建物の一辺を残すのみで,ほ とんどが調査範囲外に逃げているこ

とから,全体像は不明である。しかし, S B05と セットで考えられる

建物である。

S B17

S B17は ,梁間 2間 ×桁

行 3間 (166文 330cm)の 建

物遺構で,南側に桁行上 1

間,梁間 4間で庇が付 く。

南東隅には,雨落ち溝 SD

32が伴 う。柱穴は,平均幅

36.6cmを 計 り,柱間は,平

均長220cmを 計る。主軸は,

真北から28。 5°東偏する。建

物を構成する柱穴は,SB

16と それに伴 う雨落ち溝 S

D31に 切 られて存在 しない

ものもある。

Ш00・ IZ=

|

L=18.60m

0              4m
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第18図  S B06平・断面図
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② 平安時代後期OH期

S B03

S B03は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (426× 677cm)

の建物遺構である。柱穴は,平均幅51.8cmを 計

り,柱間は,平均長220.6cmを 計る。主軸は,真

北から26° 東偏する。S B03の一柱穴が,溝 SD

01に 切 られていることより, S B03は , S D01

より古い遺構である。

S B04

S B04は ,梁間(1)間 ×桁行 3間 〔(268)× 752

cm〕 の建物遺構である。柱穴は,平均幅54.4cm

を計り,柱間は,平均長255cmを 計る。主軸は,

真北から27.5°東偏する。この建物の東半分は,

水田形成時の段差で削られてお り,詳細は不明

である。

S B15

i
―

                  
―  ll

Lu09・ 61=¬

S B15は ,梁間(2)間 ×桁行 3間 〔(330)× 497

cm〕 の建物遺構である。柱穴は,平均幅37.6cmを 計

り,柱間は,平均長195。 6cmを計る。主軸は,真北か

ら25° 東偏する。この建物も北西隅を水路で削られて

おり,全体像は不明である。 S B15と 後述するSB

16は ,柱穴に柱痕を残し,他の掘立柱建物に比べる

と特異な例を示す。南側に柱間172cmの柵列を伴う。

0              4m

L=21.00m

|
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:     

卜 n mm

0              4m

第21図  S B03平・断面図
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第22図  S B04平・断面図
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S B16                      .

S B16は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (338× 553cm)の建物遺構であ

る。柱穴は,平均幅52cmを 計 り,柱間は,平均長176.6.cmを 計る。

主軸は,真北から26.3°東偏する。西側に桁行上で 1間 ,梁間 2間

Lu00・ IZ=¬

の庇が付 く。また,南側に雨落ち溝SD

319東側に柱間191.3cmの 柵列を伴う。S

B15・ 16は ,柱穴に柱痕を残す・同一主

軸方向・棚列を伴うなどの理由から,同

時期に存在していたことが窺われる。柱

穴より,土師器の坪が出土している (第

25図 )。 底部は,、ラ切 りされており,体

部は,直線的に延び,端部を丸 くおさめ

る形態をとる。

S B21

S B21は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (244×

|

L=21.00m

0              4m

第24図  S B16平・断面図
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第25図  S B16柱穴出土遺物実測図
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第26図  S B21平 。断面図

482cm)の 建物遺構である。柱穴は,平均幅26。 2cmを計 り,柱間は梁間で244cm,桁行で平均長160.6

cmを計る。梁間長と桁行長が異なるS B21は ,平安時代後期・ H期の中で特異な例を示す。これ

がその他の建物との時期差と考えるのか,その時期のバ リエーションのひとつなのかは不明であ

る。主軸は,真北から21.3°東偏する。西側に一間の庇がつく。
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③ 平安時代後期・Ⅲ期

S B02

S B02は ,梁間 2間 ×桁行 2+1間 (388× 390+242cm)の 建物遺

構である。柱穴は,平均幅32.6cmを 計 り,柱間は,平均長194.5cmを

計る。主軸は,真北から37.9°東偏する。この掘立柱建物には,東側

に主軸と平行するように雨落ち溝 (S D01)と 思われるものが伴う。

また,柱穴には,根石を有するものがある。これら根石は, S B02

が,谷筋と平行するように建っていることから,建物の谷筋側.を補

強するために用いられたものと思われる。柱穴より,黒色土器A類

が出上している(第 27図 )。 底部には,外方にしっかりふんばつた高

台を持つ。

S B07

S B07は ,梁間 2間 ×桁行(2)間 〔156× (322)cm〕 の建物遺構 と

思われる。柱穴は,平均幅29cmを 計 り,柱間は,平均長150cmを 計

る。主軸は,真北から36.8°東偏する。この建物は,西側を水路で壊

されており,東側の一部 しか残っていない。

澳
隕

磋

澳

Ｅ
ｏ
Ｎ
．曽

＝

コ

く

Ш00・ IZ=¬

Ｅ
ｏ
ｏ

民

＝

コ
褻

饉

磋

瞑

邊

邁

磋

磋

頷

Ｅ
８

一
【
＝

コ

L=21.00m

二
L=21.00m

o             4m

L=19.50m

L=19.50m

0              4m

第28図  S B02平・断面図
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S B18

S B18は ,梁間 2間 ×桁行 2間 (341× 378cm)の建物遺構である。南側の桁行上に 1間,梁問

で 2間の庇が付 く建物である。庇を構成する柱穴は,主柱穴に比べるとやや小さい。柱穴は,平

均幅35.2cmを 計 り,柱間は,

平均長179.8cmを 計る。主軸

は,真北か ら40.6° 東偏 す

る。全体に小振 りの建物で

ある。

S B20

S B20は ,梁間 2間 ×桁

行 3間 (383× 699cm)の建

物遺構である。柱穴は,平

均幅36.8cmを 計 り,柱間は,

梁間で平均長191.6cm,桁行

で平均長233cmを 計る。柱穴

は,掘 り方がしっかりして
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L=20.20m

4m

おり,残 りの良い建物であ           第31図  S B20平・断面図

る。この建物は,北側と北西隅を囲うように雨落ち溝 S D36を伴う。主軸は,真北から41.5°東偏

する。柱穴より良好な遺物は出土していない。

S D36

S D36は ,S B20に 伴う溝状遺構である。S B20の北辺より120cm離 れて検出された。この溝か

ら出土した土器は,土師器l宛・小皿,黒色土器などである。この中で,実測可能な遺物を紹介す

る (第 33図 )。

14は ,土師器婉である。底部は丸 く造られ,高台は,外方にふんばる様に付けられている。全

面にナデ調整を施す。

15は ,土師器小皿である。底部は,ヘラ切 りされており,体部は,丸 く仕上げられた底部から

やや外反気味に口縁端部へとなる。全面においてナデ調整が施されている。

S D13

S D13は ,遺跡北端の谷部G-9で検出された遺構である。この溝より,須恵器杯と黒色土器

が出土している。

16は ,須恵器の不身で,お そらく高台の付かないものであろうと思われる。体部は,外方に直

線的に延び,口縁端部は,丸 くおさめられている。

17は ,黒色土器A類の婉である。高台はやや細身を呈し,高台径は 8 cmを 計る。内面だけに炭

＼ヽ

―-38-―
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素を吸着させ黒色化したものである。

S D47053・ 57061

S D47053・ 57061は ,石田遺跡の最西端P-20Q-30R-3に おいて検出された溝状遺

構である。 P-2に おいてはS D47と S D53が ほぼ平行して流れており,それが未調査部分を挟

んでQ-3で合流し,ま た 2本の溝 S D57061に 分かれ平走する。この 4本の溝は,Q-3に お

いて切 り合つてはいるが,出土遺物よりほぼ同時期であることがわかる。これらの溝は,お そら

く,生産域と居住域を画する溝であり生産域においての用水路としての機能もあつたであろうと

考えられる。S D470 530 570 61の 全てにおいて,黒色土器A類の婉が出土しており,お そらく

平安時代に使用されていたものと思われる。しかし,平安時代後期・ 3区分の中でどの時期に伴

うものか,そ れとも全時期に伴うものであるかは不明である。

これらの溝より出土した遺物で,実測可能なものは 4点であった。

S D53よ り18～20の上器が出土している。18は ,土師器婉の口縁・体部であり,少 し内彎しな

がら口縁付近ではやや外方に延び,口縁端部に至る。口縁端部はシャープな稜を持つ。19は ,黒

色土器婉の底部である。内面だけを黒色化したもので,底部には,外方にふんばるしっかりとし

た高台を持つ。20は ,土師器不の底部である。全体に摩滅が著しく,調整は不明である。

S D61か らは,21の 土器が出土している。21は ,黒色土器婉で,内面のみ黒色化したA類であ

る。底部には,か なり萎小化した高台が付き,体部は内彎しながら口縁端部に至る。口径15.6cm,

器高5。 7cmを 計る。器高指数は37で ある。

以上の遺物より,こ れら4本の溝は,お およそ平安時代末頃に比定される。
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第33図  S D130 360 53061出 土遺物実測図
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S Kll

掘立柱建物及び溝状遺構以外の平安時代後期の遺構としては,N-3よ り土坑SKnが検出さ

れている。形状は,南北に少し長い楕円形を呈し,規模は,南北91.6cm,東西68.Ocmを 計る。こ

の土坑も石田遺跡の他の遺構と同様にかなりの削平を受けており,底から土器片が破壊され廃棄

された状態で出土した。

かなりの削平を受けていたにもかかわらず,S Kllか ら多量の土器が出土した。その中で実測

可能な土器を紹介する。

22～ 24は ,土師器不である。底部はヘラ

切 りされており,体部は,やや内彎しなが

ら外方に延びるもの (23024)と 直線的に

延びるもの (22)がある。

25026は ,黒色土器A類の婉である。25

は,底部に外方にふんばったような高台が

付 く。体部は,内彎しながら口縁端部に至

り,端部は丸 くおさめられている。調整は,

全体に摩滅してはいるが,内面にわずかに

ヘラミガキが認められる。黒色化は内面だ

けである。器高指数は42を 計る。26は ,底

部にかなり退化した高台を持ち,体部は,

内彎しながら口縁端部に至る。口縁端部は,

丸 くおさえられている。器面調整は,体部

内面に縦方向のヘラミガキが施され,内面

見込み部分は不規則なヘラミガキが施され

ている。

0                     10cln

第35図  SKH出 土遺物実測図

―-42-―
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6)古墳時代～平安時代に継続する遺構

S D29

石田遺跡の中央部 J-69K-6・ 7,L-7で 尾根筋と平行する溝状遺構 S D29が検出され

た。この溝状遺構は,かなりの削平を受けており,検出状況は,天幅128cm,深 さ19.5cmを 計る

が,ほ とんど深さのない残 りの悪い部分もある。また, J-6で は,大きく2本の溝に分かれて

おり, ここより多量の遺物が出土した。この溝の性格は,かなりの削平のため不明であるが,こ

の溝より谷部側でこの溝と併存したと思われる遺構が検出されなかったことから,お そらく,居

住域と生産域を区画した溝ではないかと思われる。

この溝より出土した遺物を観察すると,弥生時代の遺物も少量混ってはいるが,主 として,古

墳時代～平安時代末頃の遺物が多量に出土していることがわかる。

出土遺物 (第 37図,第38図 )

27は ,弥生土器の壺である。「く」の字型に外反した頸部を持ち,口縁部は肥厚し,外面上方に

面を持つ。全体に摩滅しており,調整及び口縁部外面に凹線が施されていたかは不明である。

28は ,土師器小皿である。口縁は外方に直線的に延び,端部は丸 くおさめられている。全体に

摩滅が著しいので底部の調整は不明である。

29～ 33は ,土師器杯である。口径に比べ器高の低いもの (29),高 いもの (30～ 33)がある。29

は,底部をヘラ切 りしており,体部は,やや内彎しながら外方に延び口縁に至り,端部は丸 くお

さめられている。30～ 32は ,器高の高い土師器不の底部である。底部はじっかりとしており,体

部は,外方に直線的に延びる。調整は,内外面にナデ調整されており,底部はヘラ切 りされてい

るものと摩滅のため不明なものがある。33は ,底部より内彎気味に外方に延びた体部を持ち,口

縁端部は,やや外反しながら丸 くおさめられている。

34は ,突出した高台を持つ婉である。調整については,摩滅のため不明である。

35は ,低い高台の付いた杯である。体部は,直線的に外方に延びる。        .

36037は ,内面だけを黒色化した黒色土器A類の婉である。高台が外方に強 くふんばるもの(36)

と,外方に少し延びるだけのもの (37)の 2種類ある。調整は,摩滅が著しく不明である。

38は ,須恵器杯身である。立ち上がりも受け部もかなり退化したものである。体部内外面はヨ

コナデ調整されており,底部は,ヘラケズリされている。

39～41は ,須恵器杯身である。体部が外方に直線的に延びるもの (40041)と 口縁近 くでやや

外反しながら口縁端部に至るもの (39)がある。

42～ 44は ,須恵器杯の底部である。底部はヘラ切 りされてお り,体部は,やや内彎するもの

(42),直線的に延びるもの (44),や や外反するもの (43)な どがある。

45は ,つ まみのついた須恵器の杯蓋である。つまみはかなり簡略化されたもので,円錐形状に

なる。
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46～53は ,高台付きの壺か杯の底部と思われる。これら全て底部及び体部の器壁が厚いので壺

の底部である可能性が強い。高台は,底部と体部の境に外にふんばるように付 くものと,やや内

側にまっすぐ付 くものがある。

54は ,高台の付かない壺の底部である。底部は,ヘラ削りされ,器壁は厚い。

55は ,須恵器甕である。頸部から「 く」の字に曲がり,口縁部は,外方に面を持ち,そ こにわ

ずかな凹線を持つ。全体にナデ調整を施しているが,頸部外面には,格子ロタタキ痕を残す。

また,S D29か らは,多量の土器に伴い,石製品,瓦 も出土している。

56は,砂岩製の敲き石である。上方部を折損しているが,残 りの 3面には,敲打痕がある。

57～ 59は ,砂岩製の砥石である。上面と側面を使用面としているもの(57),上 面と下面を使用

面にしているもの (58)な どがある。

60は ,平瓦である。外面に縄目のタタキ痕を残す。

第38図  S D29出 土遺物実測図②
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(7)中 世

中世の遺構は,掘立柱建物 (S Bll～ 14,19),溝状遺構 (S D46051),土 坑 (S K18)な どが

ある。掘立柱建物は,時期的には区別できないが,主軸方向によって 2期に細分される。中世― I

としてS B13014(N-6° 一E),中世一Hと してS Bl1012019(N-16。 1° 一W)に分けられ

るが,それぞれの建物遺構に切 り合いはなく,遺物の面でも時期差がないことより中世一 I・ H

の前後関係は立証できなかつた。

① 中世― I
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S Bll                       第39図  S B13平・断面図

S Bllは ,梁間 1間 ×桁行 2間 (252× 345cm)の建物遺構である。柱穴は,平均幅22.6cmを 計

り,柱間は,梁間において252cm,桁行では,平均長172.6cmを 計る。この建物は,梁間と桁行の
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0     ・              locm
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S B13は ,梁間 2間 ×桁行 4間 (402× 913cm)  第40図  S B13出土遺物実測図
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第41図  S B14平・ 断面図

柱間に違いをみせている。主軸は,真北から14° 西偏する。柱穴から良好な遺物は出上 していな

い。

S B12

S B12は ,梁間 2間 ×桁行 2+1間 (338× 316+18∝m)の建物遺構である。南側に桁行上で 1

間,梁間 2間の庇を持つ。 これは, 2間 × 2間の主 となる部分があり,それに柱間の異なる付属

施設が付 く建物である。柱穴は,平均幅33cmを 計 り,柱間は,平均長163.6cmを 計る。主軸は,真

北から13° 西偏する。

S B19

S B19は ,梁間(1)間 ×桁行 2間 〔(84)× 338cm〕 の建物遺構である。柱穴は,平均幅26.6cmを 計

り,柱間は,平均長169cmを 計る。主軸は,真北から20° 西偏する。建物の北側が確認されていないた

め全様は不明である。柱穴から遺物は出土していない。

Ｅ
ｏ
Ｏ
．
民

＝

コ

Ｅ
ｏ
Ｏ
．
民

＝

コ

0011

４ｍ

ｒ
‐

ｒ

営

・８

ヨ

一

―-48-―



ШOS・ OZ=¬

一―L=20.20m

0             4m

第44図  S B19平 0断面図

③ 中世・その他の遺構

前述した以外の中世の遺構としては,

S D46

S D46は ,P-4に おいて検出された。後世の削平により残 りの悪い状態であったため,遺物

量が少なく,そのほとんどは破片であつた。溝内より,小片ではあるが瓦器が出土 している。口

縁端部下はヨコナデされてお り,体部外面に指頭痕が目立つ。 この瓦器は,日縁部・体部の形状

から13世紀末頃の和泉産 と思われる。

S D51

S D51は ,石田遺跡西側の谷筋,P-2に おいて検出された。 これらS D46・ .51は ,削平のた

めに性格の不明な遺構である。

S K09

土坑 S K09は ,当遺跡の東側の尾根部 と谷筋部間の斜面 (K-7)で 検出された。 この土坑は,

ほぼ円形の掘 り方を持ち,天幅100cm,深 さ74.4cmを 計る。その土坑より中世の遺物が出土 してい
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第42図  SBH平・断面図
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溝状遺構 S D46051と 土坑 S K18が ある。
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る。この周辺で同時期の遺構が検出されていないので性格等については不明である。

出土遺物 (第 45図 )

63は ,須恵質こね鉢である。体部は,ロ クロ整形時のヨコナデ痕が顕著に見られ,口縁部は,

上下にやや肥厚し,外面は丸 くおさめられている。また,内面口縁端部下には,強いヨコナデが

施されており,そ のために,口縁端部が内に反りかえる形状を持つている。

64065は ,土鍋である。口径が34cmと 43.8cmと 大型で,64の 日縁は,「 く」の字形に外反する形

態をとっている。

0               1ocm

第45図  S K09出土遺物実測図

(8)その他の遺構

S D17

S D17は ,東部谷筋部分の最深部 (H-10)よ り東で検出された遺構である。規模は,天幅180

cm,深さ15cmと 非常に浅い溝で,削平を受けている可能性が強い。溝は,南半で多数の凹凸が底

部に認められ,北半では, 3 cm～20cm程度の礫が検出された。

遺物は,弥生土器,須恵器の小片が出土しただけである。性格等については,不明である。

S K07

S K07は , J-7で検出された土坑である。埋土は,焼土を少量含む炭層であった。壁面 も赤

色化 していた。

S A01-05

当遺跡では,柵列が 5ケ所で確認された。

S A01は ,G-8,H-8で 検出された棚列で尾根部 と谷部を区画するように造 られている。

どの時期の遺構に伴 うのかは不明である。

S A02は ,奈良時代の遺構に伴うもので,前述した通りである。

S A03004は ,平安時代後期一Hの建物に伴うものである。

一-50-―



S A05は ,N-3,0-

柱穴出土遺物 (第46図 )

66は ,J-6,S P01

より出土した須恵器の不

蓋である。天丼部と体部

の境がほとんどなく,口

縁は,やや外反して終る。

67は ,N-3, S P08

より出土した弥生土器と

思われる。頸部は,「 く」

の字形に曲り,内面に柔

らかな稜を持つ。口縁端

部は,上方に面を持ち,

凹線が施されている。

弥生の遺物は,土坑・

柱穴及び包含層より少量

ではあるが出土している。

このことから,削平を受

ける以前には,弥生時代

の遺構が少なからず,存

在した可育ヒ性がある。

3で検出された柵列で,どの時代の遺構に伴うかは不明である。
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第46図 柱穴出土遺物実測図
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土墳墓

石田遺跡では,土壊墓と思われるものが 5基検出されている。しかし,平面形が歪なものがあっ

たり,墳内よりほとんど遺物が出土していないことから,こ れらは,土墳墓ではなく,ただの土

坑の可能性もあることを考えておかなくてはならない。

この 5基の上墳墓を,それぞれの主軸方向で分けると,ほ ぼ南北に主軸があるもの (S T01,

02)と 50° 前後に主軸があるもの (S T03,04,05)の 2グループに分けられる。また,頭位を確

定するには,削平され残 りの悪いものや,他の遺構に壊されているものなどがあり,非常に困難

を極めた。そのため,本書においては,短辺の幅が大きい方を頭位方向とした。それによると,

頭位が南側にあるもの (S T01,02,03,04),北 側にあるもの (S T05)に 分けられる。

以上のことから,こ れら土墳墓を細分しなおすと,①主軸を南北に,頭位を南側にとる一群(S

T01,02),②主軸をほぼ50°前後に頭位を南側にとる一群 (S T03,04)③主軸をほぼ50° 前後に

頭位を北側にとる一群 (S T05)に細分される。

ここでは,唯一土墳墓内より遺物の出土した S T02に ついて説明する。この上墳は,ほぼ主軸

を南北に,頭位を南にとる。頭位の方が少し歪になって

いるが,ほ ぼ隅丸の長方形型を呈する。

この土墳墓内より,土師器の小皿が出土している (第

48図 )。 底部は,回転糸切 りされており,体部は,外方ヘ

直線に延びるものと思われる。時期は,中世頃と思われ

る。
丁02出土遺物実測図第48図  S
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第50図  S T02平 0断面図
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(9)包含層出土遺物

石田遺跡では,尾根部においては,後世の攪乱により,遺物包含層がなく,谷部においてのみ

遺物包含層が確認された。そのためここでは,遺物包含層が形成されているG-9。 H-9・ I一

90J-9に ついて,層位ごとに遺物を列挙した。ちょうどここは,谷筋部にあたり,土層序で

も述べたように,70cmの包含層が堆積しているグリッドである。ここでは,土層ごとの上面で精

査を繰 り返しながら発掘を実施したので,かなり良好な状態で遺物が得られたと思われる。

また,その他のグリッドにおいては,器種別に遺物を列挙した。

出土した遺物は,後世の攪乱及び削平により包含層が削られている部分が多く,対象面積に比

べると出土量は少ない。しかし,谷筋にあたるG-90H-901-9。 J-9は ,その中でも

多量の遺物を出土したグリッドである。

出土遺物には,弥生～近世までの幅がある。弥生時代の遺物としては,弥生土器 。石鏃 。石匙,

古墳時代の遺物としては,須恵器・土師器が出土しているが,全体から見ると少量である。時期

別で多量に出土したのは,奈良時代の須恵器である。平安時代の遺物としては,緑釉陶器 。灰釉

陶器などが出上しており,中世期の土師器・土師質土器・須恵器・磁器・砥石などと同様に少量

である。また,近世の遺物としては,備前焼橘鉢・陶器 0染付などの陶磁器類とキセルなどの金

属製品が出土している。

① G-9, H-9, |-9, J-9出 土遺物

G-9 (第 54図 )

G-9よ り出土した遺物で実測可能な遺物は,第 4層から,須恵器の高台付壺 (70)が出上し

たのみであった。このように遺物量が少なかったのは,遺構面上層近 くまで重機による掘削を行っ

たためである。

H-9 (第 54図71～ 104,第 55図 105～ H6)

H-9で は,包含層が 6層に細分された。まず,第 102層 の耕作土及び床土からは,磁器碗 (71)

が出土している。時期は,近世以降と思われる。第 3層からは,高台付の須恵器 (72)が出土して

いる。第 4層においては,瓦器 (73)・ 須恵器 (74075)な どが出土している。少し古い須恵器杯

蓋 (74)が混ってはいるが,お そらく中世以降の包含層と思われる。以上 4包含層からは,遺物

の出土量が極めて少なかった。

第 5層 からは,土師器・瓦器・須恵器が出土している。土師器 (76077)は ,糸切 りされた底

部を有している。瓦器婉 (79)は ,外面に指頭痕が顕著にみられる。和泉産の瓦器と思われ,お

そらく13世紀末～14世紀初頭であろう。80～ 92は ,須恵器で,立ち上がり。かえりを有するもの

(80・ 81),宝珠つまみが付 く杯蓋 (82。 83),付かない杯蓋 (84085)底部と体部の境に高台を

有する杯身が出土している。87は ,お そらく器台の脚と思われる。88089は ,高不の脚である。

以上から,第 5包含層出土遺物には,古墳時代後期～中世の時期幅があることがわかる。
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H-9包含層出土遺物実測図②

第 6層からは,弥生土器・土師器・黒色土器・須恵器が出土している。93～ 95は ,黒色土器で

ある。全て,内面だけに炭素を吸着させた黒色土器A類で,高台径が大きく,高台がしつかりし

たものばかりである。99～ 101は ,須恵器,杯身である。立ち上がりが萎小化しており,6世紀後

半頃に位置付けられる。105～ 108は ,宝珠つまみの付 く不蓋で,宝珠つまみが退化したもの (105。

106),扁平になったもの (107)な どがある。102,109～ 114は ,須恵器の高台付き不身で,高台

は,底部と体部の境に垂直に付 くものばかりである。1150116は ,弥生土器である。115は ,内外

面に刷毛目調整を施し,口縁端部は上方に少しつまみ上げられている。以上より,第 6層 出土遺

物には,弥生時代～平安時代末頃までの時期幅があることがわかる。

IT9 (第 56図 H7～ 1530第 57図  154～ 199)

I-9の第 3層からは,須恵器の杯が出土している。出土遺物量は少ない。第 4層 では,土師

器 0須恵器が出土している。118～ 122は ,土師器である。124～ 128は ,須恵器の高台付不である。

底部と体部の境に属平な高台が付き,外方にややふんばり気味のもの (125)と 垂直に付 くものと

がある。130は ,宝珠つまみの付 く杯蓋と思われ,端部が下方に短 く屈曲する。これらの遺物に

は,奈良時代～中世にかけての時期幅がある。

第 5層からは,土師器・須恵器が出土している。131は ,土甕である。しっかりとした鍔が付

き,日縁端部は,短 くおさめる。132～ 134は ,土師器で,高台の付 くナ宛と,底部をヘラ切 りされ

た不がある。135。 136は ,須恵器の杯蓋である。天丼部が高 く,体部が内彎しながら口縁端部に

至るもの (135)と ,天丼部が低 く,お そらく宝珠つまみの付 くもの (136)が ある。137～ 141は ,

須恵器の不身である。体部は,直線的に延び,端部は,シ ャープな稜を持ち,終る。高台は,底

部と体部の境に付き,外方べ少しふんばるものばかりである。143は ,須恵器の婉で,突出した高

台を持つ。内面指ナデによリー段低 くなっている。1440145は ,高杯の脚で直線的に延びるもの

(144)と スカー ト状に裾がひらくもの (145)が ある。以上の出土遺物から,第 5層 は,奈良時

一-56-一
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代～中世にかけての時期幅が考えられる。

第 6層からは,土師器・須恵器が出土している。146は ,土師質の甕である。口縁は,ほぼ直角

に曲り,端部は,上方に小さくうまみ上げる。147e148は 土師器の杯である。この層出上の須恵

器は大別して, 6世紀以前のものと, 7世紀以後のものがある。 6世紀以前のものとしては,

150～ 153がある。1500151の 不身と不蓋は,不蓋の口縁端部と不身の受け部が,自然釉により癒

着した状態で出土しており,お そらく,須恵器窯が近 くに存在する可能性が考えられる。これら

の須恵器は,立ち上がりはやや退化しているものの,ま だ,し っかりしており,時期は,お そら

く6世紀後半頃と思われる。 7世紀以降の須恵器は,天丼部に宝珠つまみの付 くもので,その宝

珠もかなり退化している。不身における口縁の形状は,直線的に延びる体部とやや内彎気味に立

ち上がる体部があり,口縁端部も丸くおさめられるものと上面に面を持つものに分けられる。以

上の出土遺物から,第 6層 は,古墳時代～中世の時期幅があることがわかる。

第 7層出土遺物は,ほ とんど須恵器で,杯身に立ち上がりを有するもの (192)と ,高台付きの

不とに細分される。192の 須恵器の不は,立ち上がりも受け部もかなり萎小化しており,6世紀末

頃に比定される。また,高台付杯は,底部と体部の境に外方にふんばる高台が付 くもので,奈良

時代頃と思われる。以上の出土遺物から,第 7層 は,古墳時代～奈良時代の時期幅がある。

J-9 (第 58図  200～ 207)

J-9第 3層からは,高台付きの不身 (200)が 出土している。底部と体部の境に高台の付 くも

のである。第 5層からは,土師器・黒色土器が出土している。201は ,土師器の不で直線的に延び

る体部を持つ。202は ,黒色土器で,かなり退化した高台を持つ。時期は,おそらく平安時代末頃

と思われる。第 6層 からは,須恵器が出土している。宝珠つまみの付 くと思われる蓋 (203)と ,

底部と体部の境に高台が付 く杯 (20402050206)が 出土している。時期は,奈良時代であろう。

04

‐       ・

'05

0                     10Cln

ー第58図  J-9包 含層出土遺物実測図⑤

まとめ

以上G-90H-901-90J-9の 各包含層出土遺物を概略した結果をまとめると第 2表

になる。各グリッド各層ごとに時代幅はあるものの,おおまかな時期決定ができる。まず, 5層

以上は,古墳時代～中世の遺物が出土していることがわかる。第6層 は,弥生時代～平安末,第

7層 は,古墳～奈良時代と, 506層間, 607層間に遺物の時期差がみられる。しかし,第 1
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層から7層 まで出土している須恵器

の高台付杯身には,それほど時期差

はなく,お そらく石田遺跡の谷部の

包含層には,それほどの時期差はな

いように思われる。

② F-120第 4層出土遺物 (第

59Eコ  208-211)

F-12の 第 4層 より古墳時代の土

師器が出土している。208～ 210は ,

高杯と思われる。209は裾部で大きく

外方向に開き,筒部は,ややふくら

み加減である。調整は,外面に縦方

向の指ナデが顕著に見られ,内面は,

横方向のヘラケズリが施されている。

210は ,高杯の外部と思われ,底部か

第 2表 各層遺物時代幅一覧表

瀾 G-9 H-9 I-9 J-9

第1層 奈良時代

第2層

第3層 奈良時代

第4層

第5層
奈良時代 奈良時代

～中世
奈良時代
～中世

(白磁出土)

第6層
古墳時代
～中世

(緑釉陶器出土)

奈良時代
～中世

平安時代後期
～中世

第7層
弥生時代～
平安時代後期

古墳時代～
平安時代後期

奈良時代

第8層 獅

ら体部にかけて直角近 く内彎し,口縁端部は,上部に面を作る。調整は,体部内面に横方向のハ

ケロ調整があり,見込み部には,中心から放射状にハケロ調整が施されている。また,底部外面

もハケロ調整されている。211は ,直口壺である。体部は,ソ ロバン状で,最大径が中央にあり,

口頸部は直線的に外方に延びる。外面は, ミガキ調整されており,内面は,体部内面下半に指頭

痕が施され,上半には,粘土紐の継ぎ目が顕著に見られる。以上の 4点は,F-12第 4層からま

とまって出土しているため,包含層ではあるが,一時期の一括資料としての可能性は高い。時期

は,布留式期と思われる。

ヽ ‐

0                    10crn

第59図  F-12第 4層出土遺物実測図
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③ 土師質土器  (第 60図 212～ 221)

当遺跡出土の土師質土器としては,土鍋・土釜・摺鉢 0こ ね鉢がある。2120213は ,土鍋であ

る。頸部は「く」の字に曲り,口縁部は,端部に面を持ち終わるもの (212)と ,端部を外方に少

しつまみ出すもの (213)と に分かれる。214は橘鉢である。口縁部を内彎させており,内面では,

凹部下より縦方向の条溝が刻まれている。2150216は ,土釜である。しっかりした鍔の付 くもの

(215)と ,退化しているもの (216)が ある。外面には,煤の付着が著しい。217～ 221は こね鉢

である。体部は,直線的に延び,日縁を扁平に肥厚させたもので,内面に条溝を有さない。

④ 備前焼  (第 61図 )

222～ 228は ,備前焼である。222～ 225は ,摺鉢で,口縁端部を上下に拡張するもの (225)と ,

拡張しないもの (222・ 2230224)と がある。これは,内面においての条溝とも関連して,時期差

につながるものと思われる。内面の条溝は,重ねあわせるもの (225)と ,単位ごとに分かれるも

の (22202230224)が あり,その条溝も,上端を指ナデによってきれいに消すもの (2220223)

と,そ うでないもの (2240225)があり,施行具も鋭利なもの (2240225)と ,そ うでないもの

(222・ 223)がある。226は ,直口鉢で,体部は,やや内傾し外反気味に立ち上がる。端部は,丸

くおさめられている。体部外面には,窯印がある。227は ,甕 と思われる。外方に延びた体部が口

縁で少し内方向に曲り,端部を左右に拡張し,扁平に造る。228は ,甕か壺の底部であろう。

⑤ 陶 器  (第 61図 )

229～ 232は ,陶器である。229は ,小皿で,底部を糸切 りされ,体部は,直線的に外方に延び,

端部は,上方に短 く屈曲させる。230も 小皿と思われる。231は ,甕の底部と思われる。外面だけ

に暗こげ茶色の釉をかけている。232は ,甕の口縁と思われ,直角に屈曲する。

⑥ 肥前系陶磁器 (染付,陶胎染付) (第 61図 233～ 241)

233～ 236は ,肥前の染付である。233は ,二重網目文の碗である。内外面には,青味を帯びた自

色釉がかかっているが,高台端部には,かかっていない。台との付着を避けるためか高台端部に

砂粒が付着している。呉須の発色は悪 く,暗青色を呈する。時期は,18世紀頃と思われる。234

は,染付碗である。内面見込み部の釉を掻き取っており,高台端部には,釉がかかっていない。

釉は青味がかった白色釉である。235は ,染付碗で,内面見込み部に文様が描かれている。高台は

高 く,青味がかった白色釉は,高台端部を除く全面にかかっている。236は ,器壁の釉が,かなり

摩耗している。呉須の発色も悪 く,暗青色を呈する。237・ 239は ,肥前の陶胎染付である。カン

入が著しいものばかりで,全て碗 と思われる。240は ,磁器皿と思われる。全面に灰色釉がかかっ

ている。胎土も灰色を呈している。241は ,陶器の皿と思われる。陶器の胎土をしており,緑青色

の釉が内面と外面上部にかかっている。これらの磁器は,全て近世以降のものである。

② 緑釉陶器  (第 62図 )

242～ 245は ,緑釉陶器である。2420243は ,皿である。突出した高台を持ち,体部は,やや内
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彎気味に口縁に至り,端部は,外反している。244は ,器高が高いことから婉 と思われる。全て器

壁は摩滅しており,残 りは悪いが,胎土は砂粒を含まない精良なもので軟質に焼成されている。

釉は,淡緑色と濃緑色を呈している。また,底部にヘラ記号と思われる線刻があるもの (245)も

ある。時期は,平安時代と思われる。

③ 灰釉陶器  (第 62図 )

246は ,灰釉陶器である。体部は,やや内彎気味に立ち上がり,口縁は,少 し外反する。胎土

は,緻密で,灰色を呈し,内外面に灰釉がかかっている。時期は,平安時代頃と思われる。

⑨ 輸入磁器  (第 62図 )

石田遺跡出土の輸入磁器は少なく,実測可能な遺物は,1点だけであった。247は ,自磁碗底部

である。内面だけに自釉がかかっている。太宰府編年Ⅳ類―Iである。

⑩ 須恵器  (第 62図 248～ 252)

2480249は ,東播系のこね鉢である。どちらも口縁端部を上下に拡張している。時期は,13世

紀末～14世紀頃のものと思われる。250。 251・ 252は ,突出した高台を持つ婉で,内面は,一段低

く造られている。体部は,直線的に立ち上がるもの (252)と ,や や内彎気味に立ち上がるもの(2500

251)がある。時期は,平安時代頃と思われる。

① カマド (第 62図 )

253は ,カ マドと思われる。おそらく,焚口部の破片と思われる。表面は,赤色化しており,か

なり使用されていたものと思われる。

⑫ 土 錘  (第 62図 )

254は ,土錘である。紡錘状の土錘で,中央に孔があけられている。

① キセル (第62図 )

255は ,全長11.2cmの キセルである。火皿から吸口先端までを一枚の銅板で作ったもので,吸口

をややふ くらましている。

⑭ 石製品 (第63図 267～270)

256～ 269は ,サ ヌカイ ト製の石鏃である。267は ,平基無茎式,そ の他は全て凹基無茎式であ

る。細部において各形状で分けると,全体が二等辺三角形を呈するもの (256・ 257・ 258。 259。

2600262・ 263・ 264・ 265。 267・ 2680269),三角形を呈するもの (266),ロ ケット型を呈するも

の (261)に 分けられ,側辺においても,直線的になるもの (256・ 25902600263・ 264・ 266。 267・

268・ 269),や や内彎するもの (258),や や外彎するもの (257・ 2620265),ま た,基部のくりこ

みも,V字状を呈するもの (2560257・ 265),U字状を呈するもの (258。 259。 2610262・ 263・

264。 266・ 268。 269)が ある。

270は ,サ ヌカイ ト製横長石匙である。刃部は,素材の主要求J離側からの加撃により刃縁を形成

している。表面には自然面を残し,上部にはくりこみを作 り基部としている。
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4。 ま と め

石田遺跡は,当初,古墳時代の遺跡と思われていたが,調査の結果,主 として古代末～中世に

かけての集落跡であることが判明した。しかし,古墳時代の遺構も確認されていることから,古

墳時代の集落跡を全て否定するまでには至っていない。

ここでは,三豊平野における低丘陵地上の遺構の変遷を各時代ごとに概観することで,石田遺

跡のまとめにかえたい。

弥生時代後期

弥生時代後期の遺構は,当遺跡の微地形を復原することによって得られた尾根の西側縁部で,

溝状遺構 。土坑が確認されただけであった。これらの遺構は,溝については,範囲外に延び,土

坑については,単独で出土していることから,全体像は不明瞭で,遺構の広がりを把握するまで

には至らなかった。しかし,こ の低丘陵地上には,弥生時代後期の遺跡が点在しており,出土遺

物の中にも弥生土器 0石製品が少なからず含まれていることは,弥生時代の遺構の存在を窺わせ

るものである。

古墳時代後期

古墳時代の遺構は,尾根の東側縁部で,掘立柱建物 3棟が確認された。これらは,60cm前後の

柱穴を持つ建物で,一つのまとまりのある建物配置を成している。しかし, S B10が範囲外へ延

びていることもあり,全体の建物構成については不明である。

古墳時代後期の掘立柱建物は,こ の三豊平野では,高瀬町 0大門遺跡で一棟 (2間 ×4間 。柱

穴径約60cm,柱 間長約172.Ocm),杵 田八丁遺跡で一棟 (3間 ×3間 。柱穴径約65。 4cm,柱間長約

162.5cm)検出されているだけである。しかしこれらは,竪穴住居と共に検出されており,当遺跡

で検出された 3棟 とは,様相的に異なっている。この規格性のある掘立柱建物が検出されたこと

は,母神山古墳群を形成した人々の居住域の一端を垣間見たと同時に;今後,三豊平野における

古墳時代の集落跡を考えていくにあたり貴重な資料となった。

奈良時代

奈良時代の遺構は,尾根の東側縁部で土坑,溝状遺構及び棚列が検出された。これらは, SD
23が S K06の排水施設として機能していたと思われ,棚は,その排水施設を隠すために造られた

ものではないかという程度で,性格等については不明な点が多い。

平安時代後期・ I期

平安時代後期・ I期の遺構は,掘立柱建物 4棟 0溝状遺構である。掘立柱建物は,中央部が削

平されていることもあり,尾根の東西縁部で検出されている。60cm前後の柱穴を持つ大型建物 (S

B05006)は ,谷部に東半がかかることから,平安時代後期には谷部の堆積が進んでいたことが

わかる。
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第64図 石田遺跡遺構変遷図(1)
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平安時代後期 。H期

平安時代後期・ H期の遺構は,掘立柱建物 5棟 と溝状遺構が検出されている。柱穴掘 り方に柱

痕を残し,柵列を伴う2棟が近接してある。

平安時代後期・Ⅲ期

平安時代後期・Ⅲ期の遺構は,掘立柱建物 4棟がある。また,古墳時代から平安時代後期まで

の遺物を多量に含んだ溝状遺構が,尾根の西側で検出されている。遺構全体図では,尾根部にお

いて,こ の溝より西側全域は,削平を受けて遺構はないが,東側でこの時代に伴う遺構が検出さ

れていないということから,居住域と非居住域を画する可能性も想定できる。尾根の西側では,

尾根筋と平行するように溝が数本走っており,こ れらは,遺物量が少ないことから,水田施設に

伴う溝かと思われる。

中世一 I・ H

中世の遺構としては,掘立柱建物 5棟 。土坑 。溝状遺構などがあり,出土遺物により鎌倉時代

と思われる。S B12と S B13が重なり合っているために,こ こでは, 中世を 2つ に分けた。しか

し,その前後関係は,切 り合いからも出土遺物からも確認できなかった。

以上,石田遺跡で検出された掘立柱建物を5時代 8期に細分した。それによると,弥生時代～奈

良時代までの遺構の立地は,尾根部に居住域があり,谷部は,生産域にされていた可能性があり,

平安時代後期以降では,谷部もしだいに居住域 として使用されていたことが,遺構の検出状況か

らわかる。

ところで,平安時代後期の 3区分と中世 2区分については,試行としての域を出ず,こ の細分

が遺跡の実状に合致するものか否かは,確証を得ていない。そのため,柱穴間の切 り合っている

ものについては,前後関係がつかめるが,も う一つの決め手である主軸の方向性については,若

干問題点が残った。それは,尾根上における掘立柱建物に,主軸方向のまとまりがあるのかとい

う点で,地形に左右された建物があるのではないかということである。また,非常に残念なのは,

調査範囲の中心部を後世の攪乱によって破壊されており,石田遺跡の全体像がつかめなかったこ

とである。

しかし,弥生時代から中世に至る間の居住域は,遺構の検出状況から尾根部にあったと思われ,

谷部は,生産域あるいは湿地であったことがわかつた。
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屎
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱  間

備 考
大  き さ 最大 最小 最長 最短

S B08
2間 ×3間

N16.5° W
206 113 しつかりした掘り方を持つ建物

である。348× 435 69(平均 ) 156.6(平均)

S B09
2間 ×3間

N9.5° W
143 しつかりした掘り方を持つ建物

である。350× 514 57.8 172.8

S B10
2間 ×3間

N26.3° W
171 以上 3棟は柱穴の大きさ,埋土

にまとまりをみせている。430× 668 59.6 219.6

古墳時代後期

第 3表 掘立柱建物一覧表 (1)

単位 (cm)

平安時代後期  I期

S B01
2間 × 3間

N30° E
229 203

416× 669 36.4 217

S B05
2間 × 5間

N31° E
275 大きい掘り方を持つ巨大な建物

である。495× 1,137 233.2

S B06
(1)間 ×3間

N31° E
230 S B05に 伴 う建物であろうが半

分以上は範囲外にあると思われ
る。(176)× 712 54.6 237.4

※ 1

S B17

2問 × 3間

N28.5° E

南側に桁行 4間の庇が付く。

南側に雨落ち溝を伴う。166× 330 36.6
240

平安時代後期  H期

S B03
2間 ×3間

N26° E
241

426× 677 51.8 220.6

S B04
(1)間 ×3間

N27.5° E 後世の削平により東半分がなく
なっている。(268)× 752 54.4 255

S B15
(2)間×(3)間

N25° E 南側に柵を伴う。
(330)× (497) 37.6 195。 6

S B16
2間 × 3間

N26.3・ E
を柵まに

　
う

側

伴

東
　
を

，
　
ｏ
主
っ

き
る
溝

付
あ
ち

が
で
落

庇
物
雨

に
建
に

側
う
側

西
伴
南338× 553 176.6

※ 1

S B21

1間 ×3間

N21.3° E

244

梁間と桁行の間隔の違 う建物で
ある。
西側に庇が付 く。

244× 482 26.2
155

160.6
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屎
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱 間

備 考
大 き さ 最大 最小 最長 最短

※ 2

S B02

2間 ×2+1間
N37.9° E 東側に雨落ち溝を伴う。

388× 390+242 32.6 194.5

S B07
2間 ×(2)間

N36.8° E
170

西側半分は不明であるが総柱の
可能性がある。156× (322)

S B18
2間 ×2間

N40.6° E
135

南側に庇が付 く。
341× 378 35.2 179.8

※ 1

S B20

2間 ×3間

N41.5° E 北側に雨落ち溝を伴う。
191.6

383× 699 36.8
248 214

中  世  ―  I

第 3表 掘立柱建物一覧表 (2)

平安時代後期  Ⅲ期 単位 (cm)

※1 梁間と桁行の柱間長の違う建物で,上段を梁間の柱間長及び平均,下段を桁行の柱間

長及び平均とした。

※2 桁行において,柱間が明らかに異なるものがあり,主屋に対しての付属施設か間取り

の違いによるものか不明であるのでここでは区別した。

(長砂古遺跡 。杵田八丁遺跡も同様である)

S B13
2間 × 4間

N ll° E
240

402× 913 36.8 214.6

※ 2

S B14

2間 ×2+1間
Nl・ E 南側と東側に庇が付 く。

432× 411+306 46.6 210.8

中  世  ―  H

※ 1

S Bll

1間 ×2間

N14° W 梁間と桁行の間隔が違う建物で
ある。

252

252× 345 22.6
172.6

※ 2

S B12

2間 ×2+1間
N13° W

148

338× 316+280 163.6

S B19
(1)× 2間

N20° W
168

(84)× 338 26.6 169
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第4表 検出遺構一覧表 (1)
溝状遺構

SD グ リ ドツ

大 きさ (cm)
遺 物 時  期 備 考

天幅 深 さ

E-9 38.0 10.6 須恵器
平安時代

後期

る

る

あ
れ

で
流

溝
て

う

し
伴
行

に
平

０２
に

Ｂ
筋

Ｓ
谷

E-9 36.0 土師器

G-11 112.0 30。 5 土師器,須恵器
古墳時代～
奈良時代

谷筋の東側から流れ込む。

G-11 70.0 30.5

G-11 29。 0 5。 5
土師器,須恵器
瓦片 近世以降

谷筋の東側から流れ込む。

F-8 166.0 土師器,須恵器
天幅に比べると深さのない溝である。

G-8,9 100.0 41.2 土師器
谷筋に流れ込む。

G-8,9 74.0 12.9 土師器
削平を受けており,残 りが悪い。
谷筋に流れ込む。

09 G-9 58.0 13.9 土師器
削平を受けており,残 りが悪い。

G-8,9 64.0 10.9 土師器,須恵器
削平を受けており,残 りが悪い。
谷筋に流れ込む。

G-9 30.0
S D10と 同じ流れであると思われる。

G-9,H-9
1-9

76.0 15.1 土師器,須恵器
谷筋の中央に流れる溝である。

G-9 64.0 11.9 土師器
平安時代

後期
谷筋を流れる溝である。
窪みより土器が出土している。

H-9 68.0 土師器,須恵器

H-9 (102.0 19.0 土師器
ちょうど畦畔下にあり,全体は不明
である。

16 H-9 198.0 16.8 土師器

H-10 180.0 15。 0
弥生土器
土師器,須恵器

弥生時代～
古墳時代

底が一定してなく,い く条かの流れ
がある。北半では集石がある。

I-9 40.0 土師器 ,須恵器
谷筋を流れる溝である。

I-9 40.0 土師器
S D18と 同じ流れであると思われる。

I-8 16.0
削平を受けており,ほ とんど残つて
いない。谷筋と平行に流れる。

I-8 22.0
S D20と 同様。
S D20の続きの可能性有。

I-7,8 40.0 32.4 土師器,須恵器
古墳時獲期谷筋と平行に流れていた溝が I-7

南端でほぼ直角に曲がる。

I-7 38.0 25。 2 奈良時代
天幅に上ヒベると深く,配水施設とし
て,機能していたと思われる。
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第4表 検出遺構一覧表 (2)

溝状遺構

SD グリッド
大きさ(cm)

遺 物 時  期 備 考
天幅 深 さ

K-8 78.0
削平を受けて,ほ とんど残っていない。
谷筋と平行に流れる。

K-8 46.0
S D24と 同様。
S D24の 続きの可能性有。

K-7,L-7 13.0
器恵須

器，土
器
質

師
師

土
土

現在の畦に伴う溝 と思われる。

L-7 48.0 土師器
調査区外へ延びる。

L-7 21.0
削平を受けており,残 りが悪い。

J-6,K-6,7

L-7
128.0 19。 5 童習重鶉習,裁

古墳時代後期
～平安時代後期

削平を受けており,残 りが悪い。
J-7で分流する。

L-7 72.0 土師器,須恵器 〃
S D29と 切り合ってはいるが一支流
であると思われる。

N-3 43.0
平安時代

後期
S B16の 雨落ち溝である。
南側にめぐる。

N-3 37.0 平安時獲期
S B17の 雨落 ち溝である。
南側 0南東隅にめ ぐる。

N-2 62.0 土師器,黒色土器
平安時代

後期

0-2 40.0 弥生時代
削平されており,残 りが悪い。
全様不明。

0-2 20.0 土師器 弥生時代
削平されており,残 りが悪い。
全様不明。

N-3,0-3 35.0
土師器,炭化物
黒色土器

平安時代
後期

S B20の 雨落ち溝である。
東側,北東隅にめぐる。

N-3,0-3 32.0 土師器
S D36に 切 られている。

N-3,0-3 64.0 土師器 ,須恵器
S D36に 切 られている。

N-3,0-3 34.0 土師器

0-3 (34.① 18.8 嵩露糞付響憂
器

近世以降
現在の水路とほぼ平行する。

P-3 78.0

0-4,P-4 233.0 33.7 薦需震,須恵器近世以降

P-4 44.0
残 りが悪い。

P-4 63.0
残りが悪い。

P-4 54.0 19.0 土師器,須恵器
るカ広フ

」状

ｏ

坑
明

土
不

で
は

側
様

東
全

P-4 79.0 土師器 ,瓦器 中世
残 りが悪い。
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溝状遺構

SD グリッド
大 きさ (cm)

遺 物 時 期 備 考天幅 深 さ

0-2,P-2 62.0 10.9 土師器 ,須恵器
平安時代

後期
S D56に 続 く。

P-2 42.0 10。 7

P-2 171.0 土師器 埋上が砂である。

P-2 46.0 土師器 ,須恵器

P-2 76.0 土師器,須恵器 中世

P-2 54.0 S D51に 切 られている。

0-2,P-2 69.0 9。 6 土師器 平安時代
後期

S D61に 続く。

P-2 30.0 土師器

Q-3 22.0 S D57の 支流。

Q-3 23.0 S D57の 支流。

Q-3,R-4 86.0 18.6 土師器・須恵器 平安時獲期西側谷筋と平行に流れる。

Q-3,R-3
S-2

79.0 19.1 弥生土器,土師器 西側谷筋に流れ込む。

R-3,4 57.0 S D60の分流である。

R-3 66.0 11.2 S D58の 分流である。
S D58,59,60は 企画されている可育レ性有。

，

３

３

・
２

一

Ｑ

Ｒ 108.0 28。 2 童習重鶉須恵器平安時代
後期

西側谷筋と平行に流れる。
S D47,53,57と 同一時期の溝である。

Q-2 28.0 S D63に 切 られている。

Q-2,R-3 127.0 28.1 現在の畦畔に伴う。

Q-2,R-2 43.0 10.8 弥生土器
弥生時代

後期
不 自然な曲が りかたをしている。

R-2,S-2 48.0 弥生土器
弥生時代

後期
S D64の支流。

第4表 検出遺構一覧表 (3)
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第4表 検出遺構一覧表 (4)
土  坑

SK グ リツ ド 形   1犬  (cm) 遺 物 時 期 備 考

G-9 不定形
幅110.0× 68.0深 さ6.4

土師器

G-8 不定形
幅224.0× 179.0深 さ18.4

土師質土器

G-7 円 形
径241.0深さ26.4 土師器,須恵器

さき大カめたの

ｏ

平

い

削
浅

の
に

り
り

な
わ

か
の

H-7 不定形
幅254.0× 212.0深 さ28.5

H-8 不定形
幅220.0× 136.0深 さ18.9

焼土 。炭化物が
多量に出土 不明

底は 2段になっており,全体
に壁面が焼土化している。

I-7 楕円形
長185.0短 124.0深 さ43.1

須恵器,布 目の瓦奈良時代

J-7 楕円形
長126.0短 77.0深 さ14.3

土師器

K-7 不定形
幅226.0× 122.0深 さn.8 土師器,須恵器

K-7 円 形
径 100.0深さ74.4 須恵器 中世

L-7 不定形
幅(280.0)× 112.0深 さ4.8

土師器
削平により残りが悪い。

N-3 さ深
形

・
０短

円

９‐

楕
長

黒色土器A類
土師器 平安時代

削平されているにもかかわら
ず土器の出土量が多い。

0-4 方 形
長242.0短 23.9深さ7.0

N-3 円 形
径126.0深さ(64.6)

土師器 ,須恵器
摺鉢,土師質土器

近世以降
近世の井戸と思われる。
湧水のため底まで掘れず。

0-3 さ深
形
８
．

円
径

土師器 ,須恵器
焼木

柵列S A06を 伴う。

0-2 楕円形
長135.0短 112.0深 さ33.9

弥生土器
土師器

弥生時代

P-2 楕円形
長 84.0短 70.0深 さ3.5

土師器
土坑内にこぶし大の石が多量
に出土。

P-2 楕円形
長 56.0短 34.0深 さ7.9

土師器

P-2 円 形
径 82.0深 さ19.9 土師器
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第4表 検出遺構一覧表 (5)
土 墳 墓

ST グ リツ ド 主 軸

大  き  さ (cm)

遺 物 備 考辺
詢

長
帳

短 辺 (幅 )

最長 最短

H-7 S4.1° W 186.5 82.0 67.0 土師器
主軸はほぼ,南北をとる。
頭位は南向きをとる。

L-7 SO.5° W 182.5 86.0 75.0 土師器
唯一遺物の出土 した土嬌墓である。
主軸はほぼ南北をとる.頭位は南向
きをとる。

N-3 S62° W 155.0 78.0 75.0 頭位は,南向きをとる。

N-4 S54° W 184.0 62.0 頭位は,南向きをとる。

S-3 N38° E 195.0 67.0 44.0
土師器,須恵
器,黒色土器

頭位を,北向きにとる。

不明遺構

SX グ リツ ド 形  状 (cm) 遺 物 時 期 備 考

F-8 隅丸方形
幅138 ×134 深さ94.9

素掘 りの水溜め。

F-8 形
２

円
径 深さ77.7

素掘 りの水溜め。

I-8 不定形
幅130.0× 42 深さ 7.2

土師器
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S D23

第 5表 遺物観察一覧表

参考資料 (山本町菅生神社所蔵)

図
号

挿
番

図版
番号

器 種

法 量 (cm)
胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

5117

-1

須恵器不蓋 堅  緻 良  好
内面 濁灰色

外面 青灰色
晏暑奨肇獣[1笙写i暑懲昴:L。

S K15

生
-2

弥生土器甕

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 乳 褐 色

口縁部外方に面を持つ。
全体に摩滅が著しい。

生
-3

弥生土器

底部

径

　

・
１

底
　
５

0.5～ 2111111程

歩釜警警「 良 暗茶黄色

しつかりした平底を呈する。
全体に摩滅が著しい。

生
-4

底径

3.1

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
多量に合むく 良 茶 褐 色

小さい平底を有する。
全体に摩滅が著しい。

型
-5

底径

7.8

1～ 3 11un程

度の砂粒を
含む。 良

外面 乳黄色

内面 黒灰色

萬岳急,k9ツ宴り3ヒ天ソ魯Ъゞ施
されている。

型
-6

径

　

・
７

底
　
８

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 乳 白 色

内面 淡褐黄色

しっかりした底部を持ち,体部は外
反しながら立ち上がる。
全体に摩滅が著しい。

S D35

生
-7

弥生土器壺

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
多量に含むc 良 濁茶黄色

縁

ｏる

口
る
い

ｏ

，あ
て
る

り
で
れ
い

曲
縁
ら
て

に
口
め
れ

形
重
さ
さ

字
２
お
整

の
る
く
調

Ｊ
曲
丸
デ

く
れ
は
ナ

ｒ
折
部
コ

は
に
端
ヨ

部
方
縁
面

頸
上
回
全

生
-8

弥生土器鉢

程
を
む

皿
粒
含

５”２の
凱

０
．度
多 良 濁茶黄色

内彎する体部と内側に折れ曲る口縁

歯粛岳憶スレロ調整を施す。

S D22

生
-9

須恵器不身 竪  緻 良  好 淡青灰色

小型化したもので,立ち上がりも受
け部もかなり萎小化している。
内面をヨコナデ,外面底部はヘラケ
ズリされている。(右 まわり)

生
-10

須恵器不

底部

微砂粒を含
む。

良  好 淡 灰 色

底部に垂直にしっかりした高台が付
く。
全面ヨコナデ調整。
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S B16

挿図
番号

図版
番号

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

― H

土師器不

底径

7.0

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 淡黄褐色

響顧島倉昇男え違像菖糠黒喜焼議践'

おさめる。
全体にヨコナデ調整である。

S B02    、

η
l弼

-12

黒色土器よ苑

(A類 )

l llull以下の
砂粒を含む

良
内面 黒 色

外面 褐茶色

直線的に延びる日縁を持つ。

ν
l蟷

-13

0.511ull前 後
の砂粒を含
む。 良

内面 黒  色

外面 濁褐黄色

外方に強くお、んばった高台を持つ。

S D36

"IB
-14

土師器よ宛

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗白乳色

底部は丸くつくられており,外方に

基嬌醸」ヨ告ラ事劣墨1れてぃる。

"|~
-15

土師器小皿

精良
金雲母を含
む。 良 濁白乳色

と
外

部
や

体
や。は

ｏ

り
部
る

お
体
至

て
　
，に

。

れ
ず
部
す

さ
た
端
施

り
持
縁
を

切
に
口
整

ラ
確
ら
調

へ
明
が
デ

は
を
な
ナ

部
境
し
コ

底
の
反
ヨ

S D13

"|~
-16

須恵器不身

微砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

体部は直線的に外方へ延び口縁端部
は,シ ャープな稜を持ち終る。

錦
|~

-17
黒色土器碗

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好

内面 黒  色

外面 淡茶黄色

原獣lilま 早車調書5懸禁

`界

方へ延
びる。
調整不明。

S D53

生
-18

土師器よ宛

微砂粒を含
む。

良 暗茶黄色
穣,9軍

=多
惜蒸:Fち '口縁端部

生
-19

黒色土器1宛

(A類 )

精 良(密 ) 良
内面 黒  色

外面 淡茶黄色

僅姦あ発夕舗皇暴鋼付ゞく。

田
|~

-20
土師器不

径

　

・
１

底
　
８ 精 良 (密 ) 良 淡褐黄色

は
　
れ

部
　
さ

体

整

，
調

り

´
　

デ

お

。
ナ

て
る

コ

れ
び

ヨ

さ
延
は

り
に
面

切
的
内

ラ
線

・

へ
直
面

ｏ

は
へ
外
る

部
方
部
い

底
外
体
て

S D61

-21

黒色土器ナ苑

(A類 )

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

内面 黒  色

外面 淡褐黄色

底部には,かなり萎小化した高台が

饉皇蝙 |ま見:空讐豚なだ2F縁
内面ヨヨナデのちミガキ調整。
外面ヨヨナデ調整。
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S Kll

挿図
番号

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

%IB

-22
土師器杯

底径

7.8 精 良(密 ) 良 褐 黄 色
獣殻|ま 5彎空5な寝[簿省終冒F端
全面摩滅しており,調整不明。

“
|~

-23

底径

7.6

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡褐黄色

底部はヘラ切りされている。
体部は直線的に外方へ延びる。

生
-24

底径

6.9

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 淡褐黄色

底部はヘラ切りされている。
全体に摩滅しており。調整不明。

-25
黒色土器碗 精 良(密 ) 良  好

内面 黒  色

外面 淡褐茶色

外方にしつかりふんばった高台を持

体部はやや内彎しながら外方へ延び
口縁端部は丸くおさめる。
内面ヘラミガキ調整。

%|“

-26

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好

内面 黒  色

外面 濁白乳色

かなり萎小化した高台を持つ。体部は内彎
しながら,日縁端部に至り,丸 くおさめる。
内面は,タ テ方向にヘラミガキされてお
り,内面見込み部には,連続円形ヘラミガ
キが施されている。

S D29

"IЮ
-27

弥生土器壺

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
多量に含む

`

良 褐 茶 色

外反する頸部を持ち,口縁外方に面
を持つ。

"IЮ
-28

土師器小皿

底径

6.0

0.3～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 褐 茶 色

獣憩鼻勇史省願島|き是ふ′苫懸嬬獣
は丸くおさめられている。
全面に摩滅しており,調整不明。

"IЮ
-29

土師器不 12.3

底径

9.1

l llull以下の
砂粒を含む

`

良 乳 白 色

底部はヘラ切りされている。
体部は,やや内彎ぎみに外方に延び
る。
口縁端部は丸くおさめられている。

"IЮ
-30

土師器不

底部

底径

7.1 精  良 不  良 暗 茶 色

全体に摩滅していて調整不明。
体部は,直線的に外方へ延びる。

"IЮ
-31

底径

7.0

細砂粒を含
む。

良 白 灰 色

底部はヘラ切りされており,体部は ,

外方へ直線的に延びる。
調整不明。

"IЮ
-32

底径

6.6 精  良 不  良 暗白黄色

０び
明
延

不

ヘ

整
方

調
外

め
ら

た
が

る
な

い
し

て
彎

し
内

滅
や

摩
や

に

は
体
部

ｏ

全
体
る

"IЮ
-33

底径

7.5

程
を

皿
粒

３”２
の

む
。

０
．度
合 不  良 黒 褐 色

底部はヘラ切りされており,体部は
やや内彎しながら外方へ延び,日 縁
は外反する。
体部はヨコナデ調整されている。

"IЮ
-34

土師器婉

底径

7.1

微砂粒を含
む。

良 淡 褐 色

底部は突出した平高台を有する。
体部はやや内彎しながら外方へ延び
る。
調整不明。
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図
具

挿
番

版
暑

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"IЮ
-35

土師器不

l llull前後の
砂粒を少量
含む。 不  良 濁茶黄色

低い高台を有する。
焼成不良の須恵器の可能性大。
全面摩滅していて調整不明。

-36

黒色土器ナ宛

(A類 )

精 良(密 ) 良 淡褐茶色

内面のみ黒色化する。
高台は,やや外反しながら外方にお、
んばる形態をとる。

"IЮ
-37

精 良(密 ) 良 茶 白 色

全面摩滅が著しく,調整は不明であ
る。
高台は細 く,外方にやや内彎しなが
らお、んばる形態をとる。

生
-38

須恵器不身

口縁部

l llllll前 後の
砂粒を含むc

良  好
内面 灰 色

外面 黄灰色

立ち上がりがかなり萎小化している

笙悪響雪宇咎勢釜1亮事夕。

"|~
―-39

竪  緻 良  好 青 灰 色

外方へ直線的に延びる体部を持ち ,

日縁はやや外反し端部は,丸 くおさ
められる。
全面ヨヨナデ調整を施す。

生
-40

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

体部は直線的に延び,日縁端部は ,

シャープに終わる。
全面ヨヨナデ調整を施す。

生
-41

竪  緻 良 淡 灰 色
端
さ

ｏ縁
お

い
口
く

な

，丸

ど
び
ら

ん
延
が

と

に
な

ほ
方

り

は
外
作

境
に
を

の
的
稜

　

ｏ

部
線
や
　
明

体
直
や
　
不

と
は

，
。は

部
部
は
る
整

底
体
部
め
調

"|~
-42

須恵器不身

底部

底径

6.4 竪  緻 良  好 青 灰 色

底部はヘラ切 りされており,体部は,

やや内彎しながら外方に延びる。
全面ヨヨナデ調整を施す。

"|~
-43

底径

6.8 竪  緻 良  好 暗青灰色

底部はヘラ切りされており,体部は ,

直線的に外方に延びる。
全面ヨコナデ調整を施す。

-44

底径

6.9

細砂粒を多
量に含む。

良   好 青 灰 色

底部はヘラ切りされ,体部は直線的
に外方へ延びる。
全面ヨヨナデ調整を施す。

"|~
-45

須恵器杯蓋

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

円錐状のつまみが付 く。
全面ヨコナデ調整を施す。

"|"
-46

須 恵 器

底部

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

体部と底部の境に外方へふんばる高
台が付く。
全面ヨコナデ調整を施す。

"|"
-47

竪  緻 良  好 青 灰 色

体部と底部の境に下方へ延びる高台
が付く。
全面ヨヨナデ調整されている。

"|"
-48

竪  緻 良  好 暗青灰色

高台は,体部と底部の境に付き外方
へふんばる。
全面ヨコナデ調整を施す。
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図
書

挿
釆

版
晏

図
器

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|"
-49

須 恵 器

底部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗青灰色

高台は体部と底部の境に,垂直につ
く。
全面ヨコナデ調整を施す。

"IЮ
-50

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

底部内面は,指頭痕が施されている。
外方へお、んばった高台を持つ。
全面ヨコナデ調整を施す。

"|"
-51

竪  緻 良   好 青 灰 色

勾０
ゃ

る

や
い
り

　

。

て
よ

　
す

じ
境
　
施

出
の
　
を

み
部
　
整

ま
底
　
調

つ
と

，　
デ

を
部

ｏナ

方
体
く
コ

外
は
付

ヨ

ム
只
口
に
面

高
高
側
全

"|"
-52

程
を

。

緻

皿
粒
む

２
砂
含

”
の
量

竪
１
度
少

良  好
内面 青灰色

外面 黒灰色

体部と底部の境に外方へ』、んばる高
台が付く。
全面ヨヨナデ調整を施す。

"|~
-53

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗青灰色

高台端部はつまみだされ,外方に延

深轟稚比べると底部はうすい。
全面ヨコナデ調整を施す。

"|~
-54

底径

11.1 竪  緻 良  好 暗 灰 色

全面ヨコナデ調整を施す。

"IЮ
-55

須恵器裂 竪  緻 良  好
内面 灰  色

外面 暗青灰色

外方へ延びる頸部を持ち,日縁部は
外反する。
頸部外面はタタキのちヨヨナデ調整
している。

S D29

S D29

挿図
番 号

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

石  材 色  調 形 態 及 び手 法上 の特 徴
遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

"|四
-56

敲 き 石 (11.3)

砂  岩
(粒子が細

かい) 暗 灰 色

3側面を打面として使用している。
断面は楕円形を呈する。

田
|四

-57
砥  石 (10.1) 砂  岩 灰茶自色

るてし用使てし面
る

ｏ

ぎ

い
る

研
て
す

を
し
呈

面
損
を

側
欠
形

左
は
方

と

分

は

面
半
面

上
下
断

“
12

-58
(17.3)

上面と下面を研ぎ面として使用している。

研薔倉男修ξ堂手Tr。

38  1  -

-59
(8.0) (4.0) 黄 白 色

上面を研ぎ面として使用している。
左半分,下半分は,欠損している。
断面は不明。

挿図
番号

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

38  1  -

-60
瓦 (6.0) (12.6) 1,7 精  良 良 淡黒黄色

外面に縄目のタタキ痕がある。
内面は不明。
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S B13

挿図
番号

図 版
番 丹

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

牲
-61

土師器杯

底径

7.1

0.5～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 淡褐黄色 唇馨:3子番舅菫:III』 ]は

直

“
|~

-62
土師器不

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 淡 褐 色 辱馨:な i言 11員通::撫獣馨i

基吾言雪タン調整されている。

S K09

“
12

-63

須恵質土器

こね鉢

0.2～ lllull程

度の砂粒を
多量に含むc 良  好 灰  色

体部は直線的に延び,日縁は上下に
肥厚している。
体部外面にはヨヨナデ痕が明瞭に確
認できる。

612

-64

土師質土器

土鍋

l llull前後の
砂粒を含むc

良 淡黄褐色
備朝だ」製

の字形にまが先 口縁

外面にスス付着。

“
12

-■ 65

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
多量に含む

`

良 暗褐黄色

体部は,やや外反しながら,日縁部
に至る。

柱穴出土遺物

“
|~

-66
須恵器不蓋

0.511ull程 度
の砂粒を含
む。 良  好 灰  色

天丼部と体部に境がなく,日縁は外
反する。
全面ヨコナデ調整されている。

“
|~

-67
弥生土器壺

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗褐茶色

「く」の字に曲る頸部を持ち,口縁

練獣鑢恭副:胃籍畠農恵肴する。

S T02

侶
12

--68

土師器 /Jヽ 皿

底径

4.8

0.5～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良 淡褐黄色

屋穀あたな罹織Fい
る。

-69
土師器小皿

径

　

・
８

底
　
５

程
を

皿
粒

５”２
の

む
。

０
．度
含 良 淡褐黄色

蜃ら出き瞥留ユ阜羹墨ビえたぃる。
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包含層出土遺物

G-9第 4層

挿図
番号

版
丹

図
器

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

別
|~

-70

須恵器壺

底部
10.3

細砂粒を含
む。

良 灰  色

底部と体部の境に高台が付く。
体部外面はヘラ削り調整されている

H-9第 2層

生
-71

磁 器 碗 10.0 精  緻 良  好 断面 灰 白 色

体部はやや内彎ぎみに立ち上がる。
日縁端部はシャープに終る。

H-9第 3層

生
-72

須 恵 器

底部

細砂粒を少
量含む。

良  好 青 灰 色

ヘラ切 りされた底部に高台が付いて
いたと思われる。
ヨヨナデ調整されている。

H-9第 4層

墜
-73

瓦 器 現 精  良 良
黒  色

断面 淡褐灰色

かなり外反する口縁を持つ。
外面口縁端部下は,ヨ コナデ調整 さ
れている。

別
|~

-74
須恵器杯蓋 13.0

細砂粒を少
量含む。

良 灰   色

口縁端部は下方に短く屈曲する。
ヨヨナデ調整されている。

別
|~

-75
須恵器不身 竪  緻 良   好 灰  色

口縁端部は丸くおさめられている。

H-9第 5層

-76
土師器小皿

底径

7.8 精  良 良 濁褐黄色

底部は糸切りされており,体部は
,

直線的に外方へ延びる。
ヨヨナデ調整されている。

別
|四

-77
土師器皿 12.8

底径

8.0 精  良 良 暗白乳色

底部は糸切りされており,体部は .

内彎しながら口縁部に至る。

譴
1器

-78

土師器婉

底部

程
を

皿
粒２”．の

む。

０
．度
含 良 濁茶白色

外方にお、んばる高台を持つ。

譴
1器

-79
瓦 器 婉 精  良 良   好 灰 黒 色

口縁端部は丸くおさめる。
外面は指頭痕が目立つ。

別
|四

-80
須恵器不蓋 竪  緻 不  良

内面 濁茶黄色

外面 灰  色

の
。身

つ
不

持
で

を
器

り
恵

え
須

か
の

た
期

し
時

ｏ

化
転
る

小
逆
有

萎
の
も

り
身
性

な
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能

か
蓋
可
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挿図
番号

版

暑

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

-81
須恵器杯身 竪  緻 良  好 青 灰 色

萎小化した立ち上がりを持つ。

別
1器

-82
須恵器不蓋

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

扁平な宝珠形のつまみを持つ。
つまみはかなり退化している。

別
|四

-83
竪  緻 良  好 青 灰 色

かなり退化した宝珠形つまみを持つ
`

譴
1器

-84
13.9 竪  緻 良  好 青 灰 色

藝奪議を1部
の境を明確に持たない

ヨコナデ調整されている。

別
1器

-85

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 青 灰 色

天丼部と体部の境に稜を持たない
ヨコナデ調整されている。

譴
1器

-86

須恵器不

(1宛 )

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
星暑馨お島:劣唇ふ3しれない。

譴
|~

-87
須恵器脚

脚底径

28.9

細砂粒を含
む。

不  良 淡茶黄色
鼎罰荘皐響暮吾を持っ。

墜
-88

程
を

皿
粒２”．の

む。

０
．度
含 不  良 白 灰 色 持を稜た

０

　

０

１
）

る

る
出

れ

れ
突

わ

ら

，

思

め

は

と

さ

に

部
お
部

端
く
上

脚
丸
面

の
は
外

訪
榔
榔
つ。

譴
|~

-89

脚底径

14.9

程
を

。

皿
粒
む

２”‐の
並

０
．度
少 良  好 暗青灰色

外反する脚部で端部は,外方に屈曲
する。
ヨヨナデ調整されている。

譴
|~

-90

須恵器杯

底部
竪  緻 良   好 青 灰 色

蜃薔彗管ヂ9罰墨詈見写扁な′
付ゞく

譴
|~

-91

細砂粒を含
む。

不   良 暗茶灰色
管響善策薄?Fに少し外方にふんば

生
-92

須 恵 器

底部

底径

13.2

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
捺繋舞面房焚9場安夕含術ぞ禽%。
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H-9第 6層

挿図
番号

図 版
器 具

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-93

黒色土器婉

底部

程
を

皿
粒２”．の

む。

０
．度
含 良

内面 黒  色

外面 淡褐茶色

外方にややふんばる高台を持つ。
摩滅のため調整不明。

生
-94

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良

内面 黒 色

外面 褐茶色

外方にふんばっるしかりした高台を

謹濃あため調整不明。

生
-95

細砂粒を含
む。

良
内面 黒  色

外面 暗灰茶色

やや外方にお、んばる高台を持つ。
摩滅のため調整不明。

別
|~

-96

土師器よ苑

底部
精 良(密 ) 良 淡黄褐色

逆三角形の高台が付く

譴
|~

-97

精  良 良 淡 褐 色

る０て
く
れ

付
さ

が
整

台
調

高
デ

の
ナ

状

コ

形
ヨ

台
面

逆
全

生
―-98

細砂粒を含
むι

良 暗灰褐色

底部に垂直に高台が付 く

馴
1器

-99
須恵器不身 竪  緻 良   好 暗 灰 色

全体に退化してはいるが受け部 も立
ち上が りもしつかりしている。
ヨコナデ調整されている。

譴
1器

-100

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗灰褐色

立ち上がりも受ιナ部もかなり退化し
ている。
底部はヘラケズリされている。
ロクロは右まわり。

別
1器

-101

竪  緻 良  好 淡青灰色

まだ立ち上がりも受け部もしっか り
している。
全面 ヨヨナデ調整されている。

譴
1器

-102

19.2

細砂粒を含
む。

良   好 青 灰 色

直線的に外方へ延びる体部を持つ。
全体にヨコナデ調整されている。

譴
|四

-103

須 恵 器

底部

底径

14.1

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

原朝|ま 傘柔舞震ι暮無ζ起3b。
内面は指頭痕が目立つ。

別
1器

-104
須恵器壺 16.0 竪  緻 良  好 青 灰 色

口縁端部を丸く肥厚させている。
ヨヨナデ調整されている。

55  1  -

-105
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 青 灰 色

退化した宝珠つまみである。

"|=
-106

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

かなり退化した宝珠つまみでほぼ円
柱状を成している。
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版
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図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

墜
-107

須恵器不蓋

細砂粒を含
む。

良  好
暗青灰色

断面 茶 褐 色

扁平なつまみである。

生
-108

竪  緻 良  好 暗 灰 色
塁爆‖!暫妹花察ふ堀

`甲

駅と「
いる

55  1  -

-109

須 恵 器

底部
竪  緻 良  好 青 灰 色

県薄キ1部
の境にどっしりした高台

55  1  -

-110

須恵器杯

底部
竪  緻 良 灰  色

景薄ギ「

部の境よりやや内側に高台

55  1  -

-111

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色 [環[讐]『」曇][髯 [「 :lゞ

付

“
|~

―n2
竪  緻 良  好 灰  色

景薄 tr部
の境にやや内方向に高台

"|~
―n3

竪  緻 良  好 暗 灰 色
辱「

と体部の境にたて長い高台が付

生
-114

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色
昏」;F争藷2警児彎禽TFく。

墜
-115

弥生土器甕

0.5～ 2Eull程

度の砂粒を
多量に含むc 良 暗 茶 色 1喜女,言曇董ネ肯馨農;ユ晶塁:〈

れている。

墜
-116

弥生土器

底部

底径

7.1

細砂粒を少
量含む。

良 濁茶黄色
品番夕:夕 旨晶墨馨え警ヌ%。

I-9第 3層

生
-117

須恵器不

底部

底径

7.0 竪  緻 良  好 青 灰 色
属馨じな系智鼻晃た垂なヱもこ奨Tは
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挿図 版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

56 1  -

-118

土 師 器

底部

底径

7.2 精  良 良 淡褐黄色

底部は糸切りされている。

“
|~

-119

底径

7.0

0.2～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良 茶 褐 色

体部は内彎ぎみに外方へ延びる。

56  1  -

-120

土自市器婉

底部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡白乳色

小さい高台を持つ。
体部は内彎しながら外方へ延びる。

56  1  -

-121
精  良 不   良 白 黄 色

小さく丸い高台を持つ。

墜
-122

精  良 良 黄 白 色

底部はヘラケズリされており,逆三
角形の高台が付 く。
摩滅のため,調整不明。

%|~

-123

土師質土器

土鍋

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
多量に含む

`

良 濁乳黄色

縁
を

口
み，丸

ち
た

持

つ

を

よ
部
た

頸
か

る

に

曲
方

に
上

字
や

の
や

Ｊ
は

。

く
部
つ

ｒ
端
持

56 1  -

-124

須恵器不

底部
竪  緻 良  好 暗青灰色

底部と体部の境に外方にお、んばる高
台を持つ。

“
|~

-125
竪  緻 良  好 青 灰 色

底部と体部の境に外方にお、んばる高
台を持つ。
体部は直線的にほぼ上方に延びる。

“
|~

-126
竪  緻 良   好 暗青灰色

底部と体部の境にほぼ垂直に高台が
付く。

56 1  -

-127

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

底部と体部の境に扁平な方形の高台
が付く。
体部は内彎ぎみに外方へ延びる。

56  1  -

-128
〃 竪  緻 良  好 青 灰 色

底部と体部の境に高台が付く。
体部は内彎ぎみに外方へ延びる。

56  1  -

-129
須恵器甕

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

口縁端部は丸く肥厚し,お さめる。
ヨヨナデ調整されている。

生
-130

須恵器杯蓋 竪  緻 良  好 淡青灰色

口縁端部は,下方に短 く屈曲する。
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図
号

挿
番

版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 □ 径 器 高 高台径

T
-131

土師器甕

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 淡黄茶色 瞥底書を:1帰僣!:総書馨曇暑F(

“
|~

-132

土 師 器

底部

細砂粒を少
量含む。

良 淡黄茶色

丸く短い高台が付く

墜
-133

精  良 良  好 黄 乳 色
魯ふ符裂

こふんばるしっかりした高

生
-134

径

　

・
０

底
　
８

轡P粒を含
良 淡黄褐色

底部はヘラ切 りされている。

“
|~

-135
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 灰  色

會雪禁喫翼墓客耗早,端部に至る。

“
|~

-136
竪  緻 良   好 暗 灰 色

荼薔雫男た通そ浩島:忌蒸乞F縁
端

生
-137

須恵器不 竪  緻 良  好 暗青灰色
合凛踊覇憬9写壬ジ象繊馨鼻言漁乞

56 1  -

-138
須恵器不身 竪  緻 良  好 青 灰 色

冒督ツチ晶墨誉尻薯n管評
を持つ。

“
|~

-139

須恵器不

底部

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
層でょ

体部の境にほぼ垂直に高台が

56 1  -

-140
竪   緻 良   色 灰   色

底部と体部の境にやや外方にふんば

体爺層書な需庭界方へ延びる。

“
|~

-141

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

底部と体部の境にやや外方にふんば
つた高台が付く。
全面ヨコナデ調整されている。

“
|~

-142

須恵器壺

底部
竪  緻 良  好 青 灰 色 景撃i罠1[操11[::|ぎ

る高
ヨヨナデ調整されている。

“
|∞

-143

須 恵 器

底部

底径

7.0 竪  緻 良  好 青 灰 色 昇言裕児種蒙議璽:i:「8:

“
|~

-144

須恵器高杯

脚

脚底径

9.8
竪  緻 良  好

暗青灰色

断面 セピア色

鼎響究露去曹撼晋『
させており,端
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器 種
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胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

56  1  -

-145

須恵器高不

脚

脚底径

13.1

程
を

。

皿
粒
む

５”２
の
齢

０
．度
少 良  好 暗 灰 色

否1男た妙じ9まふ里静管ク'端部
ヨコナデ調整されている。

I-9第 6層

墜
-146

土師器甕 25。 9

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
多量に含むc 良 淡 茶 色

歩5][勇 |:甥ζttll静言鼻面llillま

凹線を施す。

生
-147

土師器不

底径

8.0

細砂粒を含
む。

良 暗褐黄色

全体に摩滅しており,調整不明。

“
|~

-148

底径

10.0 精  良 良 淡茶黄色

直線的に外方へ延びる体部を持つ。

T
-149

須恵器不蓋

細砂粒を含
む。

良  好 淡青灰色

天丼部は高く,そ して丸く作られて

口怠嬬部は内側につまみ出されてい
る。
ヨコナデ調整されている。

“
IZ

-150

竪  緻 良   好
内面 灰  色

外面 暗 緑 色

天丼部と体部間には稜を持たず,日
縁端部に至る。
外面に自然釉がかかる。

T
-151

須恵器不身 12.5 竪  緻 良  好 灰  色 l::%笙蕎ふだ髭&馬準輔計ぼぢ付い
たままの状態であつた。

“
IZ

-152

10.0 竪  緻 良  好 灰   色

立ち■1が りはじつかりしているもの
のかなり薄手になっている。

“
|四

-153

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

立ち上がり。受け部ともにしつかり
している。
ヨコナデ調整されている。

墜
-154

須恵器不蓋

細砂粒を含
む。

良  好 淡青灰色

かなり退化した宝珠つまみである。

"|~
-155

竪  緻 良   好 暗 灰 色

ほぼ円柱状のつまみである。

"|~
-156

11.6 竪  緻 良  好 青 灰 色

天丼部がふくらみ,日縁端部はやや
内側に短 く屈曲する。

"|~
-157

細砂粒を少
量含む。

良  好 暗青灰色
撮単]引鷺鍬|き裾,E孫慣媛見学「

る。
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版
号
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番

器 種
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胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|~
-159

須恵器杯蓋

細砂粒を多
量に含む。

良  好 暗 灰 色
冒督タツ晶墓曹児写ATPさせる。

"|%
-160

須恵器坪 竪  緻 良  好 青 灰 色

体部は直線的に延びる。

"|%
-161

細砂粒を含
む。

良  好 暗青灰色
嫌雪管憲努究箸チ

びるが全体に浅い

"|%
-162

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

体部は直線的に延びる。

"|%
-163

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色
憲譜綺冒F的に延びるが浅い杯身と

"|%
-164

〃

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

体部は直線的に延びる。

"|%
-165

細砂粒を含
む。

良  好 淡青灰色
壁督:ま

やや外反 しながら,日縁部に

空
―-166

細砂粒を含
む。

良  好 淡褐灰色
筆舞震亨督Pに延び口縁端部は,や

ヨコナデ調整されている。

"|%
-167

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

体部は直線的に延びる。

"|%
-168

細砂粒を合
む。

良  好 灰  色

笙喜馴き暮督簿ほ干ご線冒帰響iFは
'

"|%
-169

竪  緻 良   好 暗青灰色
筆鷲嫌空寧著夕

に延び,日縁端部は

フ
|~

-170

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色 讐],7曇墨[1,[管F:口

縁端

"|~
-171

須恵器皿

細砂粒を含
む。

良   好 暗 灰 色
::IIIi`171`さ I:だ [:オ泉?i[写 l書

り,

"|~
-172

須恵器杯蓋 竪  緻 良  好 青 灰 色
森蔀憩単筆罪震響警:稜

を持つ。
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番

図 版
番 晏

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法_Lの特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|%
-173

須恵器杯

底部

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

ぎん方
‘　
ｏ

外
　
る

し
　
い

少
　
て

に
　
れ

境

ｏさ

の
く
整

部
付
調

体
が
デ

と
台
ナ

部
高

コ

底
る
ョ

"|%
-174

竪  緻 良 灰   色
層報管徐晶招名た歩百採晃:こ ぉ、んば
る高台が付く。

"|%
-175

竪  緻 良  好 青 灰 色

底部と体部の境に少し外方にお、んば
る高台を持つ。
体部は内彎ぎみに立ち上がる。
ヨコナデ調整されている。

"|%
-176

11.0

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

底部と体部の境よりやや内側に垂直
に高台が付く。
ヨコナデ調整されている。

"|%
-177

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

底部と体部の境に垂直に高台が付 く

"|%
-178

細砂粒を含
t∫。

良   好 青 灰 色

よ境

ｏ

の
く

部
付

体
が

と
台

部
高

底
に

やや内側に垂直

"|%
-179

12.0

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

底部 と体部の境に丸い高台が付 く

"|%
-180

12.0 竪  緻 良  好 青 灰 色

底部と体部の境に垂直に高台が付 く
その境は稜を持たずゆるやかである

"|%
-181

15.0 竪  緻 良  好 淡青灰色

底部と体部の境に垂直に高台が付 く
高台下面には,凹線を施す。

"|%
-182

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

底部と体部の境よりやや内側に外方
にお、んばった高台が付く。

"|%
-183

竪  緻 良  好 青 灰 色

底部はヘラ切りされている。また ,

体部との境にほぼ垂直に高台が付 く
高台下面には凹線を施す。

"|~
-184

10.0 竪  緻 良  好 青 灰 色

高台は外方にお、んばる。

"|~
-185

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

垂直ぎみに高台が付く

"|~
-186

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
膏暮捕爺事缶虐懲呂魚を施す。
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胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|~
-187

須恵器不

底部
H.0

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

底部と体部の境に少し外方へ諾、んば
る高台が付く。

"|~
-188

11.7 竪  緻 良  好 青 灰 色

高台は,やや内傾して付く

"|~
-189

竪  緻 良  好 青 灰 色

ほぼ垂直に高台が付く

生
-190

底径

7.0

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色
魔響善策薄?『

に,断面が半円形

"|~
-191

須恵器不

底部

底径

9.4 竪  緻 良  好 暗青灰色

体部は内彎ぎみに立ち上がる。

I-9第 7層

生
-192

須恵器不身 竪  緻 良  好 青 灰 色

かなり萎小化した受け部と立ち上が
りを有する。
全面ヨコナデ調整されている。

墜
-193

竪  緻 良  好 暗青灰色 詈雪事曇黛堡:賃オi省『「
持ち,

"|~
-194

細砂粒を少
量含む。

良 淡 灰 色

ち持を

。

部
る

体
終

る

に

び
プ

延

一
ヘ
ヤ

方
シ

外
は

に
部

的
端

線
縁

直
口

"|~
-195

竪  緻 良  好 暗青灰色
冒督撃写罰墓含術ぞntt「

を持つ。

生
-196

11.8

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 暗 灰 色

少し内彎した体部を持ち,日縁はや
や外反する。

屋霊昏層蔵」禁う≒嵩基:λそ:ゝ る。

"|~
-197

須恵器杯

底部
12.0 竪  緻 良   好 灰  色

底部から垂直に高台が付く
ヨヨナデ調整されている。

生
-198

細砂粒を含
む。

良  好 淡青灰色
房宦禁ん層瞥

体部の境に付き,外

全面ヨヨナデ調整されている。

生
-199

須恵器高杯

程
を

。

皿
粒
む

５”‐
の
齢

０
．度
少 良   好 青 灰 色

全面ヨヨナデ調整されている。
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J-9第 3層
図
号

挿
番

図版
F●・丹

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

58  1  -

-200

須恵器杯

底部

細砂粒を少
量含む。

良 灰  色

高台は底部と体部の境に付き,少 し
外方へ諾、んばる様である。
ヨコナデ調整されている。

J-9第 5層

墜
-201

土師器不

底径

8.1

の
量

後
少

前
を

。

皿
粒
む

１
砂
含 良 淡黄茶色

体部は,直線的に外方へ延び口縁端
部はシャープな稜を持つ。
摩滅のため調整不明

生
-202

黒色土器婉
(A類 )

底部

細砂粒を少
量含む。

良
内面 黒 色

外面 茶褐色

かなり萎小化した高台を持つ。

J-9第 6層

田
|~

-203
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 灰  色

口縁端部は下方に短 く屈曲する。
ヨコナデ調整されている。

墜
-204

須恵器坪

底部
竪  緻 良  好 青 灰 色

高台は,底部と体部の境にほぼ垂直
に付 く。
ヨコナデ調整されている。

"|~
-205

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

高台は,底部と体部の境にほぼ垂直
に付 く。
ヨコナデ調整されている。

58 1  -

-206
H.0

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

高台は,底部と体部の境にほぼ垂直
に付 く。
体部は,ほぼ上方に立ち上がる。
全面ヨヨナデ調整されている。

田
|~

-207
須恵器裂

細砂粒を含
む。

良   好 暗 灰 色

口縁部は外面肥厚している。

F-12第 4層

"|%
-208

土師器高不

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 淡茶黄色

茎薔当響ヂ写峯墨留nたぃる。

"|%
-209

土師器高不

脚

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 淡黄茶色

異響T奔農言さな∫
らまし,裾部で

外面は上下に指ナデしており内面は
ヘラケズリしている。

"|%
-210

土師器高坪 12.7

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 濁黄白色

笞馨捕部窓呈熟たぎを轟ちナ
がる。

外面および外面不部下面にハケロを
施す。

"|%
-211

土師器壺 17.3

0.5～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 淡褐茶色

れ
び

く
延

ふ
へ

が
方

央
外

中

に
に
的

状
線

玉
直

ん
は

ば
縁

ろ

口

そ

，

は

り
部
お

ｏ

体
て
る

1撃攣窓羅]蘇菫雰線選科雪ぶ漏晶急ζれる(
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土師質土器

E-9第 2層
図
号

挿

番
版

号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

∞
lη

-212

土師質土器

土鍋
41.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 濁乳黄色

頸部は「く」の字に外反する。

E-10第 3層

∞
lν

-213

土師質土器

土鍋
33.5

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 暗 茶 色

罰殻嫌満庭力、?7ら嘗5出すF縁
端

N-3第 3層

∞
lη

-214

土師質土器

摺鉢
26.0

0.2～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良 好 濁 茶 色

筆謝醤事管Pに外方
へ延び,日縁部

体部内面に数条の条溝がみとめられ
る。

L-7第 3層

∞
lη

-215

土師質土器

土釜
25.8

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良 褐 茶 色

呂懸斃轟ほ為?な答f。

K-7第 1層

∞
|"

-216

土師質土器

土釜

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 淡 茶 色

喬懲晶爺言ヴ軍1ンな稜を持つ。

E-10第 3層

∞
lη

-217

土師質土器

こね鉢

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
多量に含む 良  好 淡 茶 色

直線的に延びる体部を持つ。
口縁端部は内面に肥厚している。

B一 H第 3層

∞
lν

-218

土師質土器

こね鉢
26.3

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡 茶 色

直線的に延びる体部を持つ。
口縁端部は上部に面を持ち左右に拡
張されている。

∞
lν

-219

程
を

皿
粒

２”２
の

む
。

０
．度
含 良  好 茶  色

吾鰻痛編借ビ晶惜書喜簿::左右に
拡張されている。

∞
lη

-220
20.2

0.5～ 3111111程

度の砂粒を
多量に含む 艮 淡 茶 色

体部は直線的に外方へ延び,口縁部

嘉晶な空熙荘岳を作るように拡張す
る。

∞
lη

-221

底径

16.1

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良 淡 茶 色

全体にヨコナデ調整されている。
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備前焼′染付′その他

L-7第 2層
図
号

挿
番

版
丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

“
1盤

-222
備前焼摺鉢 竪  緻 良  好

こげ茶色

断面 茶褐色

民帰響殻習曹寧挙誓れ壬1::特に
響習?寧殻季騎譜た施冒骨1釈詈P条溝は重なりあわない。

G-7第 1層

ml器

-223
備前焼摺鉢

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 茶 褐 色

肉厚な口縁を持つ。

衡悪奨饉こ秀農冒場畠警:Lこはなら
ない。
条溝単位に間があく。

B― H第 3層

“
1困

-224
備前焼摺鉢

程
を

皿
粒５”．の

む。

０
．度
含 良  好 暗灰褐色

肉厚な口縁を持つ。
端部は丸くおさめられている。
条溝は重なりあわないで不規則に施
されてる。

I-6第 1層

ml田

-225
備前焼摺鉢

細砂粒を含
む。

良  好
褐 茶 色

断面 淡茶黄色

全体に薄手の作りである。
外面に2条の凹線を施し,日縁端
部は内傾した面を持つ。

H-9第 1層

“
|"

-226

備 前 焼

直口鉢

底径

8.7

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗茶褐色

ほぼ直立する体部と,丸 くおさめた
口縁端部を持つ。
体部外面には窯記号を持つ。

K-6攪乱土層

T
-227

備前焼甕

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好

内面 茶 褐 色

外面 暗黄茶色

体部はやや外反しながら立ち上がり
口縁近くで内側に屈曲する。口縁端
部は上部に面を持つように肥厚し,

丸くおさめる。
外面は塗り上されている。

Q-2大溝

al器

-228

備前焼甕(壺 )

底部

底径

16.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗褐灰色

体部は外方向に延びる。

F-8第 4層

ml田

-229
陶  器

底径

3.2 竪  緻 良  好
暗こげ茶褐色

断面 茶褐色

突出した底部を有し,体部は外方に
直線的に延び口縁端部は内側に短 く
屈曲する。

F-9第 4層

ml器

-230
陶  器 竪  緻 良  好

暗こげ茶色

断面 暗茶褐色

口縁部は上方に屈曲し,丸 くおさめ
ている。
釉は内面と外面の口縁部にかかって
いる。
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K-6攪乱土層
挿図
番号

版

号
図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

“
1田

-231
陶   器

底径

16.0 竪  緻 良  好
内面 淡茶黄色

外面 暗こ|ザ茶色

体部はやや外反しながら立ち上がる
釉は,外面だけにかけられている。

D-10第 2層

T
-232

陶  器

口縁部
竪  緻 良  好

暗 茶 色

断面 暗灰色

管響編象徴雫男扁雰じ裳集冒帰「舞
面に凹線を施す。

B― H第 1層

ml"

-233
染 付 碗 緻  密 良  好 青 白 色 黛唇響柔言督暴1曹詈島貫裏瓶2:

C一 H第 3層

ml"

-234

染  付

底部
緻  密 良  好 淡青白色

内面見込み部に釉を掻き取っている

G-9第 1層

ml"

-235

染  付

底部
緻  密 良  好 青 白 色

内面見込み部に呉須絵を描 く

C― H第 1層

al"

-236

染  付

底部
緻  密 良  好 濁 白 色

捺獣嫌書泥買碧感ネ幅尭そ去frO

G-7第 1層

“
|"

-237
磁   器 緻  密 良  好 青 灰 色

籍馨線晶潟界響あi隼藷ふ未ぢ宅:、

る。

I-8第 1層

“
|"

-238
磁  器 竪  緻 良   好 暗緑白色

暗緑白色の釉がかかる。
カン入が著しい。

G-8第 1層

ml"

-239

肥 前 系

陶胎染付
竪  緻 良  好 暗青白色

高台下面には釉がかかっていない
全体にカン入が著しい。
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M-9第 1層

図
暑

挿

番
図 版
番 号

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

“
|四

-240

肥 前 系

陶胎染付
竪  緻 良  好 淡緑白色

高台下面には釉がかかっておらず ,

カン入が著しい。

L-7第 1層

“
|"

-241
施釉陶器 緻  密 良  好

緑 青 色

断面 濁黄白色

体部はやや内彎ぎみに立ち上がる。
釉は,体部内面と外面口縁部のみに
かかっている。

緑釉陶器′輸入磁器′その他

H-9第 6層

能
|"

-242
緑釉陶器皿

底径

5.8

0.511ull前 後
の砂粒を合
む。 良  好 淡緑灰色

は

り

部

至
体
に，縁

ｏ

し
回
る

有
ら
す

。

を
が
曲
る

台
な
屈
け

高
し
に
か

た
彎
方
を

し
内
外
釉

出
に
く
の

突
か
短
色

は
や
は
緑

部
る
部
面

底
ゆ
端
全

I-9第 5層

"1鋭

-243
緑釉陶器皿 精  良 良  好 濃 緑 色

日椴備獣源書穣管唇事争Ъれている
濃緑色の釉がかかつている。

H-3第 4層

T
-244

緑釉陶器碗 精  良 良  好 暗黄緑色

やや内彎ぎみに体部を持ち,口縁端
部は少し外方に屈曲する。
暗緑色の釉がかかっている。

L-11第 5層

能
|∞

-245
緑釉陶器碗

底径

7.0 精  良 良  好 淡 緑 色

突出した底部を持ち,体部はやや内
彎しながら,外方へ延びる。

優馨極お晟課量ボな気ゝる。

D-2第 3層

能
lm

-246
灰釉陶器 竪  緻 良  好 灰  色

体部は内彎しながら口縁に至り,端
部は外方に屈曲する。
内面灰色の釉がかかっている。

I-9第 4層

能
1鑓

-247

白  磁

底部
竪  緻 良  好 濁 白 色

融,関畜尭みたふ景ζたぃる。

J-5第 1層

能
|∞

-248

須 恵 器

こね鉢

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

口縁部を上下に拡張し,端部はやや
内傾する。
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K-7第 1層

挿図
番号

版

号
図
番

器  種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

舵
|∞

-249

須 恵 器

こね鉢

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

線
て

凹
し

に
傾

面
内

内
や，ゃ

し

，

張
に

拡
め

に
た

下
る

上
い

は

て
部
し

。

縁
施
る

口
を
い

N-3第 1層

"|∞
-250

須恵器不

底部

底径

5.6 竪  緻 良  好 青 灰 色
寄出寛遠曇象夕瘍責

=kな

っている。
底部はヘラ切 りされている。

K-7第 6層

能
|∞

-251

須恵器杯

底部
竪  緻 良  好 青 灰 色

段一
よ

　

。

に

　

る

一ア
　
　
い

。ナ
　
て

つ
指
　
れ

持
は

ｏ
さ

を
分
る
り

台
部

い
切

高
み
て
ラ

た
込

つ
ヘ

し
見
な
は

出
面
く
部

突
内
低
底

N-2第 3層

能
|∞

-252
須恵器塔

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗 灰 色

突出した高台を持ち,内面見込み部
は,指ナデによリー段低くなってい
る。
底部はヘラ切りされている。

L-7第 4層

悦
|~

-253
カ マ ド

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
多量に合む 良 淡 褐 色

焚き口部の上部と思われる。

N-3第 4層

"|∞
-254

土  錘

直径

1.0

細砂粒を含
む。

良  好 黄 黒 色

紡錘状を呈する。

P-5第 3層

舵
|∞

-255
キ セ ル

全長

11.2

直径

0.7 銅 緑 銅 色

火皿から吸口先端 まで一枚鋼板で作
られている。
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石製品
図
暑

挿
釆

図   版
番   具

器 種 石 材
法 量 (cm)

重量(g) 観 察グリッド名
出土土層名 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石   鏃 サヌカイ ト 21.40 18.30 3.40 (0.90)
足の長い凹基式である。

先端・両足を欠き全長は不明である。K-7第 1層 -256

120.80 13.60 2.50 (0.45)
足の長い凹基式である。

細身に作つてある。T-2第 3層 -257

27.00 21.60 3.75 1 1

凹基式である。

先端が細 く尖っている。表 採 -258

27.20 19.40 3.80 1.25
凹基式である。

足部は尖つているが,先端はにぶいH-9第 6層 -259

23.15 13.35 3.30 (0.7)
凹基式である。

足は欠損している。T-2第 3層 -260

18.40 13.30 3.25 0.55 ロケット型を呈する凹基式である。
H-9第 6層 -261

29.50 17.60 6.60 3.15
平基式に近い凹基式である。

大型の石鏃である。S D17 -262

19 15 11.25 2.60 凹基式 で あ る。
R-2第 3層 -263

14.30 13.00 2.90
凹基式である。

側辺は直線をなす。表 採 -264

16.60 12.951 2.05 (0 35)
凹基式である。

側辺は外彎孤をえがく。H-10表採 -265

11.45 3.50 (0 65)
平基式に近い凹基式である。

三角形を呈し,側辺は直線をなす。H-8第 5層 -266

14.75 12.55 3.10 (0.55) 平基式である。
N-3表採 -267

19.95 20.40 3.50 0.85 平基式に近い凹基式である。
I-9第 6層 -268

12.00 12.35 3.15 (0.45) 凹基式である。
S D15 -269

石   匙 85.80 8.55 28 20
横長石匙で表面に一部自然面を残し,裏面は

,

剥離面である。I-9第 7層 -270
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先端部

例凡

長
　
さ

Ａ
＝
＝
Ｈ
Ｕ

長

　
さ

基 部(a)

1間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長=(Att BttC+D tt E十 F)÷ 6

H
厚 さ

くり込み率=b/a

※ 先端部・基部に欠損が見られる場合,反転復元のくり込み率は( )書 きをしている。

幅

例凡

※ 1     1間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長 =(E十 F)÷ 2

=(A tt Btt C+D)÷ 4

※2        2間 ×2+1間
柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9+10+H)÷ H
柱間長=(B+C+E+F+G+H+|+」 +K+L)÷ 10

2間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9)÷ 9

柱間長=(A+B tt C+D+E tt FttGtt H+|+Jtt K+L)÷ 12
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ⅡI長 砂 古 遺 跡





1。 調査の経過

当該地域周辺では,1972年 に実施された埋蔵文化財分布調査によって,すでに長砂古古墳群及

び長砂古遺跡住居跡の存在が確認されていた。その記述によれば,各々「破壊されたものが多く

あり現在四基程あったとおもわれ,どれも天丼石を除去されており出土品は不明であるが,て ん

こやま古墳からは多数の遺物あり」0「三谷団地の北で柱跡三ヶ所,その西に土器(土師器らしい)

が径 3～ 4mの 円形に埋まっており,稀に須恵器片もある。」 とあり,今回の四国横断自動車道

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査において,さ らに周知の遺跡としての長砂古遺跡の正確な位置と

その性格の把握が必要となった。

そのため,昭和60年 9月 19日～26日 に予備調査が実施され,弥生時代の遺構 0古墳の存在を示

す成果を得た。調査対象面積は,8900m2と なった。

発掘調査は,昭和61年 1月 6日 ～ 9月 9日 にわたって実施された。 3ヶ 所に分けられた調査区

は,北からI区,H区 ,Ⅲ区と名付けられた。各々の調査区には,真北にその主軸を持つ20m×

20mの 小調査区が設けられ,南北方向にアルファベット,東西方向にアラビア数字が冠せられ,

小調査区の位置を表す記号が付された。

調 査 日 誌 抄

日召春口61年

1月

6日 , I区 において,小調査区設定のための

杭打ちを実施し,調査を開始する。 9日 より重

機による表土層の除去を行い,中旬より作業員

を就労し人力による発掘作業を開始する。下旬,

I区南部のE・ F列 を完掘,精査し,S H01・

S B02～ 05・ S Dll～ 150 S K03～ 05を検出す

る。

2月

先月下旬に引き続いて I区 中部～北部のA

～D列の調査を行う。D-12で は, S D06～ 10

を検出する。何れも流路を北西方向に持つ。13

日,観音寺市文化財保護協会による現地見学。

3月

前半雨天のため調査難行,さ らに石田遺跡宅

地部の調査を実施したため当遺跡の調査を一時

中断する。中旬, I区北部の小河川 S D01～ 03

完掘に重点を置き調査を継続する。その他に,

S B01, S D04005を 検出する。28日 ,昭和60

年度調査予定地区であつた I区の調査を終了す

る。

4月

2日 より昭和 61年度の調査を開始する。重

機によるⅡ区の表土層の除去に引き続き,H列

より調査を開始する。下旬,H区東部の I-8,

J-9・ 10に おいて S D16～ 18を 検出する。

5月

S D16～ 18の検出・完掘に調査の重点が置か

れる。中旬,雨天のため調査に支障をきたす。

J-7・ 8,K-8に おいて,S K08他,多数

の溝状遺構を検出する。下旬よりΠ区の調査に

平行して,Ⅲ 区の表土層を重機によって除去す

る。26日 , J-9010に おいて,S D16精査・

写真撮影及び断面土層実測を完了する。28日 ,

Ⅱ区全域の精査・遺構掘 り抜きを行う。

6月

203日,H区の遺構写真撮影を実施する。

上・中旬,Ⅱ 区の遺構・土層実測を進める一方,

Ⅲ区の調査を行う。 9日 ,R-2に おいて須恵
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器が多量に出土する。

7月

11日 ,R-3南 西隅において横穴式石室の側

壁,奥壁の石の並びを確認する。18日 ,石室の

調査に着手。下旬,石室床面の検出作業を進め

る。その他,R-3南 東隅 S D33～ 35を確認す

る。

8月

古墳群に対する調査に重点が置かれる。上旬,

大半の作業員が杵田八丁遺跡の調査に加わる。

6日 ,石室床面の検出を完了する。 7日 ,石室

北隣で炭化木材を比較的多く含む遺構 S H02を

検出する。中旬,石室を除 く部分の実測を行う。

一発掘作業に従事した人々ニ

19日 ,石室の実測に着手する。20日 ,観音寺市

文化財保護協会より現地見学。26日 , 1次的な

実測図の作成・写真撮影を完了し,上層礫床の

除去を行う。

9月

1日 ,下層礫床検出に伴い 2次的な実測図の

作成・写真撮影を開始する。 3日 ,礫床下にお

いて確認した排水溝の調査を行う。同日,石室

周辺の平板実測を開始。 5日 ,墓墳の精査を行

い,最終的な実測図の作成・写真撮影を完了す

る。 8・ 9日 ,石室 O S H02の 最終的な精査を

行い,Ⅲ 区の調査を終え,長砂古遺跡における

全調査を完了する。

秋 山 マサ子

今 村   瀞

太 田 春 夫

大 西 長 吉

大 広 林四郎

小 野 芳 子

片 山 康 子

カロ 藤 悠喜子

河 上 忠 義

河 田 雪 子

木 下 行 雄

業 天 順 子

一整理作業に従事 した人々一

石 川 ゆかり

小 畑 三千代

葛 西   薫

鎌 谷 周 子

△
口
　
後
　
小

/1ヽ

近

斎

斎

坂

佐

篠

篠

篠

田

藤

林

林

藤

藤

藤

井

サ||

原

原

原

川 田

高 橋

高 橋

太郎吉

満 枝

勝治郎

ミサヲ

キクエ

キミ子

清 子

スマ子

加代子

アヤ子

弘 子

善 美

裕加子

佳緒里

千 恵

渋 谷

資 延

田 岡

高 橋

高 橋

立 石

田 辺

筒 井

富 田

奈 尾

中 野

泰

百合子

照 治

千 弦

ヒサノ

船 場

船 場

松 下

三 谷

林

藤 田

森 岡

久 計

美不口子

貢 子

サダ子

キヌヨ

春 義

光

道 代

正 弘

薫

美智子

肇 子

由紀子

浩 子

ノ
　
幸
　
子

ミ
ヽ
　
　
　
ヤ

フ
　
利
　

ミヽ

恵
　
昭
　
子

玉
　
碁ホ

宏

好
　
岡

　

　

内
　
山
　
田

南

三

森

森

横

横

吉

武 内 ゆかり

筒 井 千 景

長谷川 郁 子
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第 1図 調魔区周辺地形図・ 調査区設定図
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第 1表 遺構番号変更一覧表

グ リ ッ ド 1日 番 号 新 番 号 グ  リ  ッ  ド 旧 番 号 新 番 号

I 区 (溝 ) I-8 S D8618 S D21

C-14,B-13,B-14 S D8609 S D01 I-8 S D22

B-14 S D02 I-8,J-8,K-8 S D8619 S D23

B-13,B-14 S D8610 S D03 J-8 S D8620 S D24

D-14 S D8608 S D04 J-8 S D8624 S D25

D-13 S D8607 S D05 J-8 S D8626 S D26

D-12 S D8605 S D06 J-8 S D8621 S D27

D-12 S D8604 S D07 J-8,K-8 S D8622 S D28

D-12,E-12,E-13 S D8603 S D08 J-8 S D8625 S D29

D-12,E-12,E-13 S08611 S D09 J-8,J-7 S D8623 S D30

D-12 S D8606 S D10 (土  坑 )

E-13,F-13,F-14 S D8602 S Dll J-9 S IK8607 S K06

E-13 S D12 I-8 S K8606 S K07

F-12,E-13,F-13 S D8601 S D13 J-8 S K8605 S K08

E-13 S D14

F-14 S D15 区 (溝 )

(掘立柱建物 ) P-3,P-4,Q-4 S D31

D-13 S B8606 S B01 R-3 S D32

E-12 S B 8604 S B02 R-3 S D33

E-12 S B8605 S B03 R-3,S-3 S D8627 S D34

F-13 S B 8603 S B04 R-3,S-3 S D8628 S D35

F-14 S B8602 S B05 R-2,R-3 S D8629 S D36

(竪穴住居 ) R-2 S D37

E-13,F-13 S B8601 S H01 (竪穴住居)

(土  坑 ) R-2,R-3 S H02

C-14 S X8601 S K01

D-13 S K8604 S K02

E-13 S K8603 S K03

E-14 S K8601 S K04

F-14 S K8602 S K05

(不明遺構)

E-12 S X01

E-12 S X02

E-12,E-13 S X03

E-12,E-13,F-12,F-13 S X04

E-12,E-13,F-13 S X05

H  区 (溝 )

J-10,J-9 S D8616 S D16

I-9,J-9 S D8615 S D17

I-9 S D8614 S D18

H-8, I-8 S D8618 S D19

H-8 S D8617 S D20
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2。 I区

(1)I区の概要

I区は長砂古遺跡の所在する2本の低丘陵のうち北側丘陵の北東斜面から谷部にかけての部分

に当たる。水田造成によって原地形はかなりの改変を受けており,現状では, 3～ 4段の階段状

を呈している。

西半最上段部では現耕作土直下に地山層が見られるが,こ れは造成時の削平によって本来多少

は堆積していたであろう包含層等が失われたものと考えられる(第 2図 -1)。 3段目の斜面中位で

は,若干の旧耕作土・床土を挟んで地山層に至るが,地点によって耕作土下,地山上の堆積層の

有無に,多少格差がある。(第 2図 -2)。 更に東端,再下段の谷部では現耕作土下,地山層上に厚

い部分で0。 6～ 0。 7mも の堆積層が見られる。この過半は旧耕作土層及び水田造成時の盛土である

が,下部に若干のプライマリーな遺物包含層を残している。(第 2図 -3)。

丘陵頂部付近を削平し,そ の上砂で谷部を埋めて,階段状に水田を造成しているため,丘陵部

では,遺構・遺物包含層の残 りが悪 く,逆に谷部では盛土下に保存されているようである。した

がって,今回の調査で確認した遺構・遺物包含層分布範囲は,後世の改変行為による影響を強く

受けており,必ずしも本来的なものではない可能性を念頭におく必要がある。

A′ 23m

‐
ｙ

一―一一―――-22m
=―-21m

一―一-20m

※ 平面図は 1/1500

断面図は 水平方向 1/1500

垂直方向 1/375(水平方向の 4倍 )

第 2図  I区基本層序と地形断面図

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

耕作土  暗褐色粘質土層
床 土  濁茶灰色 〃

旧耕土等 淡黄色  〃
〃  暗灰I18色 ″
″  濁自茶色 〃
″  暗茶灰色 〃
〃  淡灰茶色 〃
〃  暗灰茶色 〃

包含層 (?)淡黒茶色 ″
〃   灰茶色砂質土層

地 山  黄茶色粘質土層
地 山  自茶色  〃

一-110-―



第 3図 I区平面図
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12)遺構と遺物

① 溝状遺構

第 I調査区の北東部に位置する低地部を流れる流路について述べる。

S D01002・ 03

この 3条の溝は,第 I調査区の東北部の地形的に最も低 くなった部分に位置し,斜面と直行し

て南から北へ流れるS D01を本流とし,支流のS D02003が注ぎ込む。本流となるS D01の底は

かなりの起伏があり,凹地を流れた自然河川である可能性が高い。 S D01は 削平の結果,南部で

は残存状況が悪い。残 りの良い北部では幅約4.8m e深 さ約 lmの規模を計る。

出土遺物には埋上の最下層からは弥生時代の甕の底部 06世紀後半須恵器杯蓋・ 7世紀初頭の

須恵器不身が出土しているほか,埋上の上層部から石鏃が出土している。(第 7図 -25～29,第 6

図-1・ 2)

S D02か らは遺物が出上していない。 S D03の最下層からは弥生時代後期の甕が出土している。

(第 7図 -29030)。

S D01は古墳時代後期以降の流路であるとせぎるをえないが,地形的にみて最も低い部分であ

ることに加えて周辺に弥生時代の遺構群もあることから,弥生時代にも流路として機能していた

可能性も十分考えられる。また周辺には,土坑 (S K01)を確認しただけであるが,地形的にみ

て斜面部に位置することから,も ともと遺構が希薄であった可能性が高い。

S D080090 H                 .

調査区の西部を走る溝で,基本的には等高線と平行した流路を有し,N50°W前後の方位を有す

る。流路は重複しており, 3条の溝の切 り合いが認められる。

S D08は ,調査区の北西部のD-12,E-12013で 検出され, S D09の 北東部上端を切 り,下

流と考えられる南東部ではS D09と 平行に走る。 S Dllは S D08と 東南部で重複し, S D08を 切

L=20.90m

蜀 0     1m

嚢楚延 1剛
〇蓼堅身梨獅震記Lを含む土層)

〇中 ,こうし)

°ゆ稲辞晶潔響じ量に含む)

第 4図  S D01003土 層図
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り,北東方向へ直角に曲がり調査区外に延び,東南部ではS Dllを切る。いずれの溝も残存状況

の良い所で上面幅 lm。 深さ30cm程 の規模を計る。図示しなかったものの切 り合い関係から最も

古いS D08か ら平安時代の遺物が出土している。流路の重複状況等からすれば,いずれの溝も近

接した時期の所産であろう。 (第 7図 -33・ 34,第 6図 -4～ 9,15～ 21)

S D12・ 13

S D13は 竪穴住居 S H01を 囲む周溝と考えられ,斜面部側の低 くなった部分だけが残存する状

況で検出した。最深部は20cm,最大幅1.3mを計る。

出土遺物には,弥生中期の高杯,石鏃が 4点,楔状石器 1点,石錐と推定される石製品 1点が

出土しており,弥生前期の甕の口縁が混入している。 (第 7図 -35～40,第 6図 -10～ 13,22,

23)。

S D12は ,S D13か ら延びる排水用の溝であると考えられ,末端部で S Dllに切られる。 第

I調査区で検出した他の溝はいずれも遺物の出土を見ず規模 も小さい。近世以降の所産である可

能性が高い。

② 土  坑

第 I調査区で検出した土坑は,多 くはないが竪穴住居の炉跡と考えられるものなどがある。

S K03は ,第 I調査区の南部の微高地上で,竪穴住居 S H01の周溝の北側に位置する。長径160

cm O短径100cm。 深さ30cmを計る楕円形をした平面形を呈し,埋土中から焼土と炭化物が出土して

いる。後述するが,周辺に柱穴がめぐるように分布することから,削平を受けた竪穴住居の炉跡

の可能性がある。

S K05は ,南部微高地上の掘立柱建物 S B05に重複するように検出した。遺物は出土していな

い 。

③ 掘立柱建物

第 I調査区で検出した掘立柱建物を, 5棟復元した。調査区中央部の斜面部に位置する 1棟 を

除き,他は,微高地上に位置する。

S B01は ,斜面部に位置する 1間 四方の建物である。柱穴の中心間の長さは,109cmほ どを計

る。近接して古い時期の遺構がないことに加え,建物の方位が,近世遺構の溝等と平行すること

から,遺物は出土していないものの,それほど古い時期の所産ではないであろう。

S B02～ 05は , S D08011よ りも南の微高地上に位置する。いずれも削平をうけ,柱穴の残存

度は悪い。微高地上は削平を受けており,旧地形の復元には若千困難な面もあるが,巨視的に見

れば調査区の北部に位置するS D01が谷筋を形成していると考えられることから, S B02004は

長軸を現状から推定される旧地形の等高線と平行に営み,S B03は長軸が等高線と直交する可能

性が高い。また S B05は 中間的な方向を呈している。

S B02は桁行 3間 0梁間 1間以上の建物で,S D08011と 平行する方位を持つ。柱穴の中心間
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① 現在の溝

② 暗褐灰色粘質土層

8 堰震亀雹属書量層}SDll

⑤ 暗茶灰色粘質土層 SD08
⑥ 暗黄灰色粘質土層 SD09
⑦ 暗灰茶色粘質土層 (⑤とほぼ同じ)

③ 黄茶色粘質土層 (ベース)

① 現在の溝

② 暗褐灰色粘質土層

③ 褐黒色粘質土層

④ 暗灰褐色粘質土層

⑤ 暗黄灰褐色粘質土層

⑥ 暗茶灰色粘質土層

⑦ 暗黄灰色粘質土層

③ 灰茶色粘質土層

黄灰色粘質土層

藝堰E轄詈童胚}土
坑

黄茶色粘質土層 (ベース)

8纏 辟堀韮」熟彗蜃層 }Sml
③ 暗茶灰色粘質土層 SD08
④ 濁白灰色粘質土層
⑤ 暗褐灰色粘質土層

⑥ 暗黄灰色粘質土層
⑦ 黄灰色粘質土層

③ 黄茶色粘質土層 (ベース)
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|+圏 +層軍署日|

⑨

⑩

①

⑫SDll

SD08
SD09

第 5図  S D08・ 090H平・断面図
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は237cmを 計る。桁行756cmO梁間196cm以上である。 S B03は , S B02と 直交する方位を持つ建物

で,南西部が攪乱を受けて残存しないものの,梁間 2間 。桁行 4間ほどの建物であろう。柱穴の

中心間は146cmを計る。桁行は648cm。 梁間は324cmと なる。 S B04は調査区の東部に位置し,建物

の一部はS Dllに接する。桁行544+278cm・ 梁間298cmである。柱穴の中心間の長さは,桁行側で

181.3cm・ 梁間側で298cmを 計る。建物の東部の桁行側の柱穴間が278cmと他の柱穴間と比較すると

広いため,1間 ×2間 と1間四方の 2棟になる可能性もある。S B05は ,調査区の東南端で検出し

た掘立柱建物の一部と考えられる。庇を持つ可能性もある。桁行412cm・ 梁間204cm以上である。
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第 7図  I区遺構出土遺物実測図
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柱穴の中心間の長さは,桁行側で137.3cm e梁間側で204cmを 計る。

微高地上は削平を受けており,掘立柱建物の雨落ち溝等も消失しており,建物の時期の決定が

非常に困難である。ただ,前述した建物の規模や立地の規格性からS B02～ 04は 同時併存の可能

性があり,包含層出上の遺物の中には中世遺物もかなり出土しており,さ ほど古い時期の所産で

はないだろう。
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④ 竪穴住居

竪穴住居と考えられる遺構は微高地上で,竪穴住居を少なくとも1棟検出した。

S H01は ,中央部に焼土及び炭化物が入っていた S P02が あり,それを取 り囲むように直径約

6mの 8角形状に柱穴がめぐる。さらにその外側に前述した排水溝付きの S D13が半円形にめぐ

る。竪穴住居の平面形状は,柱穴の配列と周溝からしか推定しうる根拠はないが,直径 7～ 8m

ほどの円形のものであろう。時期については,S D13出土遺物から弥生時代の中期と考えられる。

S H01以外に微高地上には削平を受けた竪穴住居の可能性が考えられる遺構がある。 SX名 を

付けたものがそれにあたる。ほぼ円形に柱穴がめぐるという条件のもとに抽出した。いずれも平

面分布上での抽出であり,可能性があるという程度のものである。

S X03は ,中央に焼土と炭化物を含む土坑があり,取 り囲むように直径 8m程の規模で南部を

中心として柱穴が 6穴めぐる。この種の遺構のなかでは,竪穴住居の可能性が最も高いものであ

る。 S X03の柱穴群はS H01の周溝と考えられるS D13と 重なっており,前後関係が考えられる。

ただ遺物の出土を見ないことと埋土間での切 り合いがないため時期を特定できない。
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⑤ 包含層出土遺物

石製品 (第 18図 -45～ 50,第 19図 -51～ 75)

45は ,緑色片岩製の打製石包丁である。隅丸長方形を呈しており,側辺部には快りが認められ

る。46は ,サヌカイト製の打製石包丁である。ほぼ半分を欠損しているが側辺部に僅かな扶りが

認められる。47は ,緑灰色泥岩製の打製石斧である。刃部に擦痕がみられる。48は,緑色の結晶

片岩で叩き石の可能性がある。49は ,青白色の結晶片岩製で,一部に擦痕がある。石斧かあるい

は叩き石の可能性がある。50は ,結晶片岩製のバチ形蛤刃石斧である。石材の表面に l llllll内 外の

凹凸があり,明黄褐色の皮膜で覆われていて石材の表面は確認できない。51～66は,サヌカイト

製の石鏃である。51～ 62は ,凹基無茎式で,63～ 66は ,平基無茎式で,67は ,凸基無茎式 (?)で

ある。51は ,先端から片側を欠き翼端は尖り,翼部は張りだす。52は ,先端が尖り,翼部は丸み
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を帯びる。平面形は二等辺三角形状を呈する。53は ,先端 `翼部が欠損しており,平面形は二等

辺三角形状を呈する。54055は ,先端・翼部がやや丸みを帯びる。56は ,二等辺三角形状を呈し,

先端・翼部は尖る。57は ,周辺に細かい調整が施されており,翼端は尖る。先端は欠損している。

58は,先端・翼端が欠損するが,平面形は二等辺三角形状を呈すると思われる。59は,先端及び

片翼が欠損している。60は ,側片が内彎し,先端・翼部はやや丸みを帯びる。61062は ,繰 り込

みが小さく側片が内側に屈曲し,平面形は五角形状を呈する。63・ 64065は ,側辺・底辺の長さ

がほぼ等しく,平面図は正三角形を呈する。67は ,五角形状に翼が張りだしている。底部はやや

膨らんでいる。68～73は ,石錐である。68は,基部を欠損しているものの,わずかに摩滅痕を残

す。69は ,柳葉形を呈する石錐である。周辺には調整が施されており,先端に摩滅痕がある。70

は,周辺にのみ調整が施されており,錐部は彎曲している。71は ,大 きな基部と細 くて小さな錘

部を持つ。72は ,基部から錐部にかけて急に細 くなり,錐部が棒状に延びる。73は ,やや大きめ

の基部を持つもので錐部が欠損しているものの典型的な石錐である。74は ,有舌尖頭器で,全体

に調整が摩滅している。側片は,先端から最大幅を持つ部分まで緩やかに外彎しながら続き,舌

部に至る。75は ,細石核よりまJぎ取られたチャー ト製の細石刃であろう。背面は,二面の樋状剥

離痕を残し,側面には素材面を残している。腹面は,ポジティプな主要剥離面からなり,打点の

位置は背面中央部の樋状剥離の打点位置とほぼ同じである。先端部の欠損は,後世のものと思わ

れる。

第20図 は,石器もしくはその製造過程で生じた調整の認められる石片である。

弥生土器 (第 21図 -92～ 100)

I区西半包含層からは,多量の弥生土器が出土している。そのほとんどは摩滅しており,実測

可能な遺物は,数点にすぎなかった。底部形態には,穿孔のあるもの,上げ底気味に作られてい

るもの,底部から,l cm程垂直に立ち上がり外方に屈曲し延びる体部を持つものなどがある。底部

は全てしっかりしたものばかりで,胎土に砂粒を多量に含む。

土師器 (第 21図 -101～ H4)

101～ 114は ,土師器の杯である。そのうち101～■0は ,底部が糸切 り調整されている。101～ 107

は,糸切 り痕が直線的であり,静止糸切 りされたと考えられる。それに対し,108は ,糸切 り痕が

曲線的であり,回転糸切 りされたと考えられる。1090110は ,摩滅しているもののわずかに糸切

り痕が残る。nl～ n4は ,底部摩滅により,底部調整は不明である。

緑釉陶器 (第21図 一H5)

115は ,須恵質の緑釉陶器である。底部はやや上げ底気味の蛇ノロ高台を呈しており,体部は内

彎気味に立ち上がる。器表面は,黄緑色の釉がかかつている。

一-126-―



土師質土器 (第 22図 ―H6～ 125,第 23図 -126～ 130)

包含層出土の土師質土器は,土釜・焙烙・土鍋・土錘などである。すべて,外面口縁下の鍔が

かなり退化したものばかりである。全体にナデ調整されているものの,鍔の上下にはかすかに指

頭痕が残る。117・ 118・ 1210122の 鍔先端部は,下方に折り曲げられ,さ らにナデ調整が施され

ている。123は ,脚であり,全体に摩滅しているが一部にナデ調整が残る。1240125は ,焙烙口縁

部である。口径は,約45clnあ るが,丸 く外方に膨らみ9体部との境に稜を持つ。外面は,ス スの

付着によって黒ずんでいる。126～ 129は ,土鍋の口縁部で,126は ,やや立ち上がり気味であり,

:
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127は やや大きく外反し,外面に指頭痕を残す。129の 口縁部は「 く」の字に屈曲する。130は ,土

錘である。両端は欠損している。

瓦質土器 (第 23図 -1310132)

1310132は ,瓦質のこね鉢である。外面に指頭痕が見られ,日縁端部は三角形状につくられて

いる。

須恵器 (第23図 -133～ 135)

133～ 135は ,東播系のこね鉢である。1330134の 口縁端部は上下に拡張され,日縁端部上端を

内方につまみ出している。外面下半には指頭痕が見られるが,ほ とんどはヨコナデ調整されてい

る。135の底部は糸切 りされている。

・・            134

岡
噂

◎

0                      10cln

第23図  I区包含層出土遺物実測図③
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近世陶磁器 (第 24図 -136～ 153)

第24図 は, I区包含層出上の近世陶磁器である。136～ 141は ,碗である。136・ 137は ,陶胎染

付で,胎土はともに灰色であり,比較的精緻である。釉は136がオリープ灰色,137が乳濁色釉で

ある。時期は,17世紀末～18世紀中葉頃と思われる。138～ 140は ,染付磁器である。138は,外面

にコンニャク印判による施文が施されている。時期は,18世紀前半～18世紀中葉である。139に は

回縁端部外面に雨降り文が描かれている。140は ,見込みに釉剥ぎ痕が残る。141は ,青磁染付で

ある。丸碗で見込みに蛇ノロ釉剥ぎが入る。A-2類 とされるものである。蛇ノロ釉剥ぎ部には

砂が多く付着する。時期は18世紀中葉～19世紀初頭頃と思われる。142は 染付磁器の小瓶である。

畳付けには砂が多く付着する。143は ,陶器の蓋と思われる。外面にはオリープ灰色釉が施され,

ピラ掛けによる白色釉の圏線が入る。144は 陶器の鉢と思われる。内外面ともに暗オリープ色釉が
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施されている。145～ 151は 皿である。145は 印花文を見込み中央に持つセ ト0ミ ノ系陶器皿であ

る。時期は16世紀前半頃と思われる。146は 唐津溝縁皿である。内面見込みに砂目積痕を持つ。畳

付けから高台裏・高台内にかけても同様に砂目積の痕跡が残る。時期は1600～ 1630年代と思われ

る。147は 唐津系青緑釉皿である。外面の釉は146同様,外面途中までしか施されていない。時期

は17世紀後半～18世紀前半頃と思われる。148～ 150は 染付磁器である。148は 内面見込み部に蛇ノ

目釉祭Jぎが施されており,砂が多く付着する。外面の釉も高台脇までである。時期は17世紀後半

～18世紀前半頃と思われる。149は 内面に黒色釉を厚 く施した陶器皿である。152は 灯明皿である。

内面に突帯を持ち,灯芭受けの凹部が入る。内面及び口縁端部には塗り土が施されている。備前

系と思われ,18世紀中葉以降のものである。153は 摺鉢である。外面は口縁部と体部で色が重な

り,重ね積みをしたようである。おろし目の上端は揃えていない。備前系と思われ,17世紀後半

～18世紀頃のものである。

(3)小  結

第 I調査区では,調査区の南西部の微高地部で弥生時代中期の竪穴住居と掘立柱建物群を検出

した。現状での地形を見ると,微高地が南方へ広がる。また,予備調査の結果では,かなりの削

平を受けており,遺構の残存は考えにくいものの,かつては微高地上を中心として弥生時代前期・

後期の集落域も展開していた可能性が高い。

調査区内からは,弥生時代前期・後期の遺物も出土しており,微高地上を中心として集落域が

広がつていた可能性が考えられる。

また,旧石器時代の遺跡の様相が不明な点が多いこの地域でのチャー ト製の細石刃やサヌカイ

トとは異なる泥岩を用いた有舌尖頭器が出土した点は注目される。
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3。 H区

(1)H区の概要

H区は, I区の低丘陵の南側丘陵の北東斜面から谷部にかけての部分であるが, I区同様に水

田造成による地形改変を受けており,現状で調査区は北東方向に階段状に下降する 2段の平坦面

と成っている。上段および,下段西半部が丘陵斜面に,同東半部が谷部に当たる。上段は,削平

が著しく現耕作土 。床土直下に地山層が表れる (第 25図 -1, 2)。

下段西半部の谷底部では,現耕作土・床土直下に厚 く旧耕作土および水田造成に伴う盛土が堆

積しており下位には,遺物包含層も残存している (第 25図 -3)。

２
蒻

‐
Ｍ

※ 平面図は 1/1500

断面図は 水平方向 1/1500
垂直方向 1/375(水平方向の 4倍 )

-22m
一一一-21m

耕作土  暗灰色粘質土層
床 土  灰茶色  〃
旧耕土等 濁黄茶色 〃

〃  灰茶黄色 ″
″  茶褐色  〃
〃  灰茶褐色 〃

包含層(?)暗茶褐色 〃

地 山  黄茶色  ″

地 山  灰黄色  〃

地 山  暗茶褐色 〃

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

第25図 Ⅱ区基本層序と地形断面図
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12)遺構と遺物

① SD16

J-9010で検出され,最大幅 7m弱 0最深部3。 3mで,N15° E,N50° Eに 流路を取る小河川

を総長15mほ ど確認した。川底には,約 30cm大 の石があり,その両岸には,遺物の出土したピッ

トが見られる。溝底は起伏があり自然流路の可能性が高い。

検出面から6層 目には,土師器杯が 7個体かさなって出土している。 (第 29図 -154～ 160)。 底

部は,糸切 りされており,中心部が浮き上がっている。体部は,水平より約40° の角度を持つて外

反する。最下層から瓦質土器・須恵器が出土した (第 29図 -161～ 163図 )。 161の 瓦質土器は,ほ

ぼ完形で,底部は粘土紐の貼 り付け高台で,体部は灰黒色を呈している。162は ,瓦器である。底

部が欠損しているものの,内面にはヘラミガキが見られ,外面には指頭痕が見られる。163は ,須

恵器である。底部のみを残し,ヘラ切 りの痕をとどめる。

その北には,30～ 40cmの 大きな石が検出された。そのすぐ下流には,深い掘れ込みがあり,そ

Ｂ
一

Ａ
一

①灰茶褐色粘質土

②暗茶褐色粘質土
(3)7で習野謝詈彗証を含む)

④築変調島単昇表、)
Ol猟に写遷鳴響コ監覧含む)

⑥
螂 礫・粒土を多く含む)

⑦黒灰色粘質土

③淡黄灰色粘質土

⑨黒灰色粘質土
⑩零車辱D霧斃著響Fく

い)

⑪淡灰黒色粘質土

⑫黒灰色粘質土
°
嚇 む)

°
嚇 層)

⑮

…

,番3)

③暗茶褐色粘質土(さ くい)

◎鴇鍵算轟絶塁t5mmの 大の小礫を含む)

⑩
岬 t5mm大 の小礫を含む)(さ くい)

(製暫冒雰霜窒響冒im大の小礫を含む)

°~く 含む)

⑬黒灰色粘質土

⑭灰色砂質土(さ くい)

(91智ツ野り報覧り,吾31

①耕作土

②濁黄茶灰色粘質土

③灰茶黄色粘質土

④茶褐色粘質土

⑤灰茶褐色粘質土

⑥暗茶褐色粘質土
⑦鷲羹静臨 ぃ)

第27図  S D16土層図

L=22.00m
検 出 面

|         _上 =1900m

①黒灰色粘質土  ③黄灰色粘質土  ⑤黒灰色粘質土
②灰色粘質土   ④黄灰色砂質土  ⑥暗灰黄色粘質土

②黒灰黄褐色粘質土
③黒灰色砂質土

第28図  S D16縦断面模式図
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こから,弥生土器が出土している (第 30図 -164～ 179)。 164は ,日縁部が拡張している。165は ,

口縁端部上面をつまみ上げており,165は ,日縁外部に鋸歯文が施されている。167は ,外面に叩

き目が施されており,上部には,さ らにナデが施されている。168は ,小型の支脚で,上部が欠損

している。やや傾きを持ち,全面にナデが施されている。169～ 173は ,し っかりとした平底を持

つ。174は ,底部の縁辺部が丸みを帯びている。他の底部に比べて大きく,他の平底よりやや底が薄

くなると考えられる。175は ,弥生土器の底部で,体部は,やや厚い。外面は,ハ ケロがあり,底

部縁辺部には,指頭痕が顕著に認められる。

176～ 178も 同じく溝底のくぼみから出土した弥生土器である(第 31図 )。 内面に稜を持ち,「 く」

の字に外反する甕の口縁である。

179は ,北壁精査中に,右岸の下層より出土した甕である。(第 31図 )。 外面は,ナデ調整が施さ

れ,内面には指ナデの痕が明瞭に遺存する。頸部には,内外面に指頭痕が見られる。また,底部

外面には,黒斑が広がっている。体部内面には,粘土のつなぎ目が見られる。

180は ,北端部最下層から出土した高杯である。体部は,く びれを持ちながら外反する。内外面

 `   十

“

0

158

｀
＼    |.J__ブ

レ

163

第29図  S D16出土遺物実測図①
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第30図  S D16出 土遺物実測図②
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0                      10cm

はヨコナデ調整されている。

②  SD17

1-90J-9に 位置 し,幅3.2m,深さ0.3mの規模 を計る。長さ36mほ どを検出した。真北

から西にやや振った方位を呈 し,北端部で東に流路を向ける。埋土は砂であったが,溝底には鉄

分が沈着 しサビ状に硬化 した砂層がみとめられた。遺物は,縄文晩期の土器片の口縁部 と炭化物

が出土 している (第 33図 -181)。 表面は,暗茶褐色を呈 し,口縁部内面に削 り出し部を持つ深鉢

(岩田Ⅳ類)である。
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第31図  S D16出 土遺物実測図③



L=22.50m

①耕作土

②灰黄茶色粘質土

③灰茶色粘質土

④暗茶褐色粘質土

o                           2m

⑥灰茶褐色砂質土(マ ンガンを多く含む)

②礎爽層鵬 含有量が多は くしまっ
“③黄灰掲色砂質土(⑤よりさくい)

⑨黄茶褐色粘質土(マ ンガンを多く含む)

⑤黄灰褐色砂質土(マ ンガンを念む) ⑩濁灰黄色粘質土(マ ンガンを多く含む)

第32図  S D17土層図

③ SD18
この溝は, I-9で検出され,長さ560cm,幅240cm,深 さ38cmで ,ほぼ真北に流路を取る。S

D17か ら派生した溝である。 S D17と S D18に ,明確な切り合い関係は認められない。遺物は,

炭化物,土器片が出土している。

④  SD19～ S D22

いずれも残存が悪 く連続 しては検出できなかったものの,流路方面からすれば同一のものか,

近似した時期の所産である可能性が考えられる。

S D19は ,H-8, I-8で 検出され,長さ880cm,幅 60cm,深さ8 cmほ どを計る。流路は真北

に近い。 9mほ どの長さを検出した。遺物は,上師器片,須恵器片が出土している。

S D20は ,幅50cm,深 さ20cmほ どを図り,S D19の西側を平行して走る。長さ lmほ どを検出

した。遺物は,弥生時代の鉢が出土している (第 33図 -182)。 底部が欠損しているが,内面に指

頭痕を残し,ゆ るやかに立ち上がる。

S D21は , I-8で検出され,長さ440cm,幅96cm,深 さ 5 cmで ,N15° Eに 流路を取る。遺物

は,磁器片,須恵器片,土師器片が出土している。

S D22は , I-8の東部で検出され,長さ90cm,幅 32cm,深 さ10cmで ,真北方向に流路を取る。

遺物は,須恵器の高台,染付碗の口縁部が出土している (第 33図 -1830184)。

⑤  SD23

この溝は, I-8,J-8,K-8で 検出され,最大幅1.lm,深 さ15cmほ どを計る。長さ20m

ほどを確認した。真北方向に走 り, S D25を 切っている。遺物は,石鏃,須恵器の口縁部,弥生

土器壺口縁部が出土している (第 33図 -18501860191)。 191は ,先端・片翼が欠損している。186

は,口縁端部をわずかに拡張している。全体に摩滅しており,調整は不明である。

⑥  SD24

この溝は, J-8で検出され,現在の水田に伴う段落ち部と平行して走る。最大幅64cm,深 さ

10cmほ どを計る。長さ9mほ どを検出した。 S D27を切っている。遺物は磁器片,須恵器片が出
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土している。

②  SD25・ 28

いずれもS K08お よびその東側の段落ち部をめぐるような方向を見せており,出土遺物では時

期が特定できないものの関連がある遺構である可能性が高い。

S D25は , J-8で検出され,幅80cm,深 さ10cmほ どを計る。長さ6mほ どを確認した。

S D28は , J-8,K-8で 検出され,長さ2,120cm,幅110cm,深 さ20cmほ どを計る。北部で

彎曲した流路を取 り,S D27029を 切る。遺物は,須恵器壺の頸部から口縁部,土師器口縁部が

出土している (第 33図 -1890190)。

③  SD26

この溝は,J-8で 検出され,長さ110cm,幅 56cm,深 さ13cmを計る。N35° Eの方位を示し,S
p25に切られている。遺物は出土していない。土坑の可能性もある。

⑨  SD27

この溝は, J-8で検出され,幅70cm,深 さ15cmで ,真北に近い方位を呈する。長さ15mほ ど

を検出した。 S D24028に 切られている。遺物は,弥生後期と考えられる土器の底部が 2点出土

している (第 33図 -187・ 188)。 187は ,外面に指頭痕がみられ,内面には,指ナデが施されてい

る。188は ,全面ナデ調整されている。切 り合い関係,出土遺物より,J-8で は一番古い溝と考

えられる。

⑩  SD29

この溝は,J-8で 検出され,幅30cm,深 さ 5 cmを 計 り,長 さ2mほ どを検出した。N75° Eに

流路を取る。 S D28に切られる。遺物は出土していない。             、

⑪  SD30

この溝は,調査区の西端のJ-708で 検出され,幅70cm,深 さ8 cmほ どを計る。長さ10mほ

どを検出した。 N65° Eに流路を取る。遺物は,須恵器片,土師器片が出土している。

0                      10crn

H 992

1  l      m

第33図  SD出土遺物実測図
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⑫ SK06

J-9で検出された。平面形は,長径84cm,短径68cmの 楕円形を呈しており,深さは,10cmを

計る。遺物は,石鏃 1点,炭化木材 1点が出土している (第 33図 -192)。 石鏃は, くり込みがあ

り,側辺はやや内彎しながら延びる。炭化木材は,長さ5.5cm,直径2.7cmの 棒状で,ひ びわれが

無数に走つている。

①  SK07

1-8で検出された。平面形は,大 きさ50× 80cmの ひずんだ台形状を呈しており,深さは,24

cmを計る。遺物は出土していないが,埋土や位置からS D21に続 く溝の一部と考えられる。

.  ①  SK08      ,

J-8で検出された。平面形は,大 きさ160× 110cmの ひずんだバチ形を呈しており,深さは25

cmを計る。東側の段落ち部とS D25028と の間に位置する。遺構内部からは多量の須恵器とカマ

ドが出土した。埋土はわずかで,ほ とんど遺物によって埋まっていた。出土状況からすれば平安

時代前期の一括資料で,出土した須恵器には不 0皿等が欠落し貯蔵形態のものからなる点が遺構

の機能を考えるうえでは注目される。 (第 35～37図 )。

193は ,須恵器の壺である。全面
・

ヨコナデ調整されており,底部には,ヘ ラケズリが施されて

いる。底部から体部にかけて急に立ち上がり,ヘラケズリによって形成された面を持ち,肩部か

ら頸部にかけては,ゆ るやかに内彎する。

194は ,やや外反する高台を持ち,水平面より60°の角度ですぐに内彎しながら立ち上がり,最大

径部からは内彎しながら頸部へとつながる。頸部は,やや開きながら外反する。全面,ヨ コナデ

調整されている。

195は ,壺の肩部から口縁部である。ゆるやかな丸みを持つた肩部から,やや外反しながら,一

気に立ち上がってい
.る 。全面,ョ ヨナデ調整されている。

196は ,薬壺の肩部である。肩部は,ゆ るやかに内彎し,頸部は,垂直に立ち上がる。

197は ,壺の底部から体部である。底部は,平坦で,体部との境に明瞭な稜を持つ。体部は,や

や内彎しながら立ち上がる。

198は ,須恵器壺の頸部である。肩部から明瞭な稜を持ち,垂直より約10°外反する。

199は ,須恵器壺の頸部である。198よ り緩やかに外反しながら立ち上がる。

200は ,須恵器の高台付壺の底部である。やや外反する高台を持ち,水平より約40° の角度でやや

内彎しながら立ち上がる。

201は ,平瓶である。平底を呈しており,水平より約65°で立ち上がる。肩部からは,ゆ るやかに

内彎する。

202は ,口径24cmに も達する須恵器甕である。外面には格子状の叩き,内面には青海波文の叩き

が施されている。口縁部は,ヨ コナデ調整されている。
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第34図  S K08平面図
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0                     10cm

第35図  S K08出 土遺物実測図①

―-143-―



〆
『

: P
205

206

207

0                     1ocln

第36図  S K08出 土遺物実測図②

203は ,須恵器甕である。外面には粗い叩きが,内面には青海波文の叩きが施されている。

204は ,土師器の口縁である。口縁部は外反し,日縁端部はつまみ上げられている。

207は ,土師器甕である。やや内彎する体部を持ち,口縁部は外反するも口縁端部は,つ まみ上

げられている。外面にハケロが施されている。

208～ 212は ,カ マドである。焚き口部外面には,粗いハケロが施されており,焚 き口部内面は

ナデ調整されている。209～ 211に は,焚き回の鍔がついている。209は ,S P05出土のものと接合

した。212は ,カ マドの口縁部と考えられる。
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⑮ 包含層出土遺物

石製品 (第 38図 -213～ 218)

213～216は ,サ ヌカイト製石鏃である。213は ,凹基無茎式で,側辺は内彎する曲線である。214

は,凹基無茎式で,く り込みが213に比べると深い。215は ,凹基無茎式で,く り込みが浅い。216

は;平基無茎式のやや小型の石鏃である。217は ,サヌカイ ト製スクレイパーである。両面とも,

一回の打撃による大きな面を持ち,刃部には粗い調整が施されている。218は ,緑色片岩製太形蛤

刃石斧ある。先端部に使用痕が認められる。

弥生土器 (第 38図 -219)

H区包含層より出土した弥生土器はほとんどが摩滅しており,実測可能なものは一点のみで

あった。219は ,弥生土器底部である。しっかりした平底を持ち,体部は外方に直線的に延びる。

須恵器 (第 38図 -220～ 235)

220～ 225は ,不蓋である。220は ,天丼部と体部間にわずかな稜を持つ。断面は明赤灰色を呈し

ている。221～ 222は ,天丼部と体部間に稜を持たず緩やかに屈曲しながら口縁部になる。223～ 225

は,天丼部につまみを有する不蓋である。223の つまみ上には,焼成時に他の須恵器片が癒着して

いる。外面は,暗緑色の自然釉が付着し,内面のかえりは小さい。226～228は ,高杯の脚である。

脚端部は上方へ屈曲するもの (226)と ,下方へ屈曲するもの (227,228)がある。229～235は ,

須恵器底部である。229は ,平底の底部にヘラ削りが施されている。230,231の 高台は,底面やや

内側に付き,その断面は,長方形を呈する。232～234の高台は,体部と底部の境につき,外方へ

張りだしている。235の高台は,底部端に付 く。体部外面には,叩 き目があり,内面は指ナデが施

されている。

土師器 (第 38図 -236～ 242)

236は ,底部を静止糸切 りされた杯である。237は ,土師器小皿である。底部は静止糸切 りされ

ており,体部は直線的に外方に延びる。238は ,底部をヘラ切 りされた杯である。240,241は ,土

師器婉である。逆三角形状の高台が付 く。242は ,土錘である。両端に溝を持ち,レモン型を呈す

る。

土師質土器 (第 38図 -243・ 246)

243は ,羽釜の鍔である。鍔の端部は上方へやや上がり気味である。246は ,土鍋の脚である。

途中から欠損しており全体は不明であるが中心部に穿孔を持つ特徴がある。

瓦質土器 (第 38図 -2440245)

2440245は ,羽釜である。244は ,羽釜の鍔の部分で,外面にはみがきが施されている。245,

外面に 2条の凸線を持つ。口縁端部上面は,ややくぼんでいる。
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近世遺物 (第 39図 -247～ 274)

第39図 は,Ⅱ 区包含層出土近世陶磁器である。

247～261は ,碗である。247は唐津系刷毛目碗で,黒褐色の釉がかけられている。内外面とも刷

毛目模様が認められる。時期は,18世紀前半～中葉頃と思われる。248～250は ,陶胎染付である。

胎土は粗 く,外面はオリープ灰色～明緑灰色釉がかけられている。肥前系か。時期は17世紀～18

世紀中葉頃と思われる。251～ 258は ,染付磁器である。251は ,外面に二重網目文が描かれてお

り,時期は18世紀頃と思われる。2520253は ,外面に梅樹文らしい文様が描かれている。2540255

は内が深 く小丸碗 B類に属するものと思われる。19世紀頃である。256は 口縁端部に口銹が施され

ている。257は ,見込み中央に文様が入り,高台はやや高めに作られる。2590260は 青磁染付であ

る。260は高台脇から体部にかけて朝顔型に開く青磁染付B類に属するものと思われる。時期は,

18世紀中葉～19世紀初頭頃と思われる。261は筒形碗である。染付磁器で外面にコンニャク印判に

よる施文が見られる。18世紀前半～19世紀初頃と思われる。262は陶胎染付の瓶である。胎土は粗

く,外面は明紫灰色釉がかけられている。17世紀末頃～18世紀中葉頃である。263は小瓶である。

染付磁器で外面に笹文が描かれている。264-2671ま 染付磁器θDIIIlで ある。2641ま F勺 面に斜格子文が

描かれている。18世紀頃のものである。265は墨弾き抜型による白ぬき染付である。268・ 269は灯

明皿である。内面に突帯を持つタイプである。268は備前糸で,18世紀中葉以降のものと思われ

る。269は灰黒色を呈し,内面の立ち上がりが大きく突出する。産地は不明である。270～ 274は摺

鉢である。2700272は 細 くてシャープなおろし目を持ち,上端をナデで揃えていない。重ね積み

をしているため,口縁部外面と体部外面の色が異なる。17世紀～18世紀前半頃と思われる。271は

おろし目上端に段を付けて揃えている。外面は,口縁部・体部とも自然釉がかかる。18世紀後半

以降である。273は平坦な平底を持つ。おろし目はシャープである。274は おろし目がシャープで,

高台を持つ。

13)小  結

第H調査区も自然流路が東部の谷筋を流れ,その西側の微高地上に集落域が広がるという点で

第 I調査区と共通した状況を示す。中心となる遺構は,調査区西部の緩斜面部で検出した。遺構

は,斜面を方形にカットした段落ち整地部と溝などからなる。その段落ち整地部は,地形的に高

く,その西側を溝がめぐる。またその整地部に隣接する土坑からは須恵器・土師質のカアド等が

出土している。これらのことよりこの整地跡は掘立柱建物等の施設の整地面の痕跡である可能性

が高い。

調査区の東部で検出した自然河川と考えられる流路 S D16。 17は 第 I調査区のS D01と 同様に

溝底は起伏に富む。

また調査区内の遺構や包含層からは弥生時代の遺物が出土しており,本調査区に近接して弥生

期の集落域が営まれている可能性が高い。
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4.ⅡI区

(1)Ⅲ区の概要

Ⅲ区は,H区 と同一の低丘陵の南西部,頂部平坦面から南西側面にかけて広がる。大部分が丘

陵上平坦部に当たり,西南端が側斜面にかかっている。今回検出された長砂古 4号墳は平坦部西

縁に立地する。 I・ H区同様に水田造成の影響を強 く受けているが,こ れに加えて本区では,お

そらく近世以降の粘土採取によるものと考えられる掘削・攪乱の痕跡が著しい。

調査区中央部では,現耕作土直下に粘土採取に起因する攪乱土が堆積しており,遺物包含層は

残存せず,遺構の残存度も低い(第40図 -2)。 西端の斜面部には,同様の攪乱土が厚 く堆積して

いる (第40図 -1)。

２Ｎ

※ 平面図は 1/1500

断面図は水平方向 1/1500

垂直方向 1/375(水平方向の 4倍 )

1 耕作土

2 攪乱土層

3    ″

4  〃

5    ″

6    ″

7地 山

8地 山

暗灰色粘質土層

暗灰色・黒色粘質土層

暗灰色・黒灰色  〃

暗茶褐色。黄褐色 〃

黄白色・暗灰色  ″

黄白色。暗茶褐色 〃

黄褐色粘質土層

黄白色粘質土層

第40図 Ⅲ区基本層序と地形断面図

ｍ

ｍ

ｍ
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9)遺構と遺物

①  SH02

竪穴住居 (S H02)は ,古墳築造及び後世の攪乱・削平のために,北東壁と西側に周溝を残す

だけの残 りの悪い状態で検出された。そのために,規模・形状については,推定の域を出ないが,

わずかに残る北東壁より直径約 6mの 円形住居址ではなかったかと思われる。主柱穴は,北東部

では確認されていないが, 4穴 と考えられる。また,床面には炭化木材が検出されており,焼失

家屋と思われる。東側で焼土化した床面が見られるのは,そのためかあるいは,炉が検出されて

いない現状から竪穴住居に付随した炉の可能性も考えられる。

遺物は,わずかに残っていた埋土から少量ではあるが出土している (第 42図 )。

275は ,弥生土器壺である。口縁端部外面に退化した凹線を持つ。

276～ 281は ,弥生土器甕である。口縁端部は,少 し下方に拡張するもの (276)も あるが,ほ と

んどは,そのまま終わらせているものである。また,頸部については,内面にシャープな稜を持

つもの (27602770278・ 279)と 丸 くおさめるもの (2800281)に 分けられる。

2820283は ,弥生土器の壺か甕の底部である。底部はしつかりした平底を呈している。

285は ,弥生土器高杯の脚で,四方に透しを持つ。

時期は,弥生時代後期後半頃と思われる。

・・
.                :               ・`｀

 276

0                      10Cm

鰺
第42図  S H02出 土遺物実測図
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②  SD31

この溝は,P-30P-40Q-4で 検出され,長さ29m,幅60cm,深 さ30cmで,N50° Eに 流

路を取る。溝より西側は,一段低 くなっており,30cm程の高低差がある。

溝の埋土は,地山の黄灰白色粘上の風化層からなる。

遺物は,甦・長頸壺 。短頸壺の蓋・提瓶が出土している (第 44図286～ 289)。 288は魅である。

丸みを帯びた底部を持ち,体部の上半肩部には凹線が施されている。内面底部には,ヨ コナデが

施されている。287は長頸壺である。底部は,ヘ ラ切 りによる平底を呈しており,暗赤色を呈して

いる。286は 短頸壺の蓋である。口縁端部は外反し,体部との間に稜を持つ。体部は,ほぼ真っ直

ぐ立ち上がり,天丼部との間に凹線を持つ。289は提瓶である。断面は,暗赤色を呈し,極めて硬

質である。前面は,釉が景J離 した様で,灰白色を,背面 。内面は,青黒色を呈している。頸部に

は,ヘラ記号が記されている。

時期は,ほぼ 6世紀の中頃に比定される。

S D31出土遺物実測図

―-155-―
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③ 長砂古 4号墳

立 地

長砂古 4号墳は,菩提山 (標高312,Om)ょ り派生した低丘陵地上 (洪積台地上)西側縁部に立

地している。ここより南側には,近接して,約 70基の後期古墳が群集している独立丘陵がある。

この古墳群を母神山古墳群 という。母神山古墳群には,下母神支群 。上母神支群 。黒島林支群 。

千尋支群の四支群があるが,その中の下母神支群は,こ の独立低丘陵から北西に派生した一尾根

先端付近に位置している。この下母神支群 と谷を挟んだ東側に長砂古 4号墳がある。この長砂古

4号墳が立地する場所において微地形を復原すると,母神山の他の古墳群 と同様微高地上に長砂

古 4号墳が立地していることがわかる。

この微高地上には,戦後の粘土採取により破壊された古墳が多数あつたようである。そのため

に,当時の状況に詳しい篠原義幸氏の記憶及び遺跡台帳に基づき周辺の古墳の位置の復原を試み

た。それによると,長砂古 4号墳の位置する周辺には,数基の古墳があったことがわかった (第

45図 )。

篠原氏と遺跡台帳の記述には,若干の相違があるものの,遺跡台帳にあるてんこ山古墳 (1号 )

及び長砂古 203号墳の位置はほぼ同じで,こ れら全て,微高地上に位置していることが判明し

た。

以上のことより,今回の調査で確認された古墳を長砂古 4号墳と称し,こ の微高地上の古墳群

を母神山古墳群の一支群に位置づけ,母神山古墳群 (長砂古支群)と総称する。

長砂古古墳の確認 0末確認古墳も含めて全体像を復原すると, 7基の古墳群であったことがわ

かる (第 45図 )。

遺 構

a。 墳丘 (第46図 )

本古墳の墳丘は,製瓦用の粘土取 り,後世の耕作等により削平を受けたのか,発掘前において

は全 く起伏が認められなかづた。

調査の進行にともない,耕作土,床土の直下に黄白色粘質土 (地 山)が広がつており,墳丘を

構成していたと思われる盛土は,西部で少し確認しただけでその他ではほとんど確認することが

できなかった。そこで,版築の残る,R-20S-2の 東壁土層 (第 47図 )を参考にしながら周

溝埋土,竪穴住居埋土,古墳版築土をそれぞれ説明する。

長砂古 4号墳は,竪穴住居 S H02の埋土上部より墳丘版築を開始しており,古墳築造以前にあっ

た包含層及び遺構を破壊して造られていることが判る。現状では,約80cm程の版築が確認され,

各層は,非常に固くしまっており,他の攪乱土層・堆積土層とは異なっていた。各層は,地山 。

腐蝕土及び弥生遺物包含層をプロック状に含み,墳丘全体に広 くしかも薄 く築き固められたよう

である。
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第45図 母神山北西部地形図
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長砂古4号蟻地形図
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a

L=23.10m

I 耕作± 0床± 0流土等  ①～⑩

H 周溝埋土(?)     ①～⑬

Ⅲ 墓道埋土        ⑭

墳丘盛土        ⑮～④

墳丘盛土(?)     ④～⑩

下層竪穴住居(SH02)埋土 ⑪⑫

地山          ①～①

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

L=22.30m

b b′

L==22.50m

①暗灰色細砂質土(耕作土)

②黄灰色細砂質土(床土)

③濁黄褐色粘質土

④腐蝕土十暗茶褐色粘質土+黄褐色砂礫土
(10～ 50mm大の円礫を多く含む)

⑤濁黄褐色砂礫土(大・′
]ヽの円礫を含む)

⑥黄褐色粘質土+暗茶褐色粘質土+淡茶褐色粘質土

②暗茶褐色粘質土+黄褐色粘質土十黒色粘質土

③黄褐色粘質土+淡茶褐色粘質土

⑨黄褐色粘質土十淡茶褐色粘質土+暗茶褐色粘質土

⑩暗茶褐色権暴鼻座ま奥録島舗5↓)小礫を含む)

⑩黒色粘質土

④黄褐色粘質土+黒色粘質土(本の根による攪乱土)

②黄褐色粘質砂礫土
古雁斃命m大の円礫を多く含む)

3][1011[曇[:[[11:こ貞][曇番鷺
⑮耕作土(5～ 20mln大 の小礫を含む)

⑩黒色粘質土(5 mln大 の小礫をわずかに含む)

②黒色粘質土(5～ 15mm大の′jヽ礫を含む)

⑩暗茶掲色粘質土十黄褐色粘質土

①暗茶褐色粘質土+幕
鼻轟異肇ち`かに含む)

⑫黄褐色粘質土十暗茶褐色粘質土

⑩暗茶褐色粘質土+黄褐色粘質土

⑭暗茶褐灰
鵠 質土のプロツクを含む)

①濁黄褐色砂質土(5 mln大の小礫を多く含む)

⑩黒色粘質土+暗茶褐色粘質土

⑫淡茶褐
離 ゎくプロック状に含まれる)

①籍薔重象ツ冨寺メ曇程警響青菅ダ
暗茶褐色

L=21.50m

④黒色粘質土

④暗灰色細砂質土(5～ 40mm大の円礫を含む)

①黄褐色粘質砂礫土(20～ 50mm大の円礫を多く含む)

①暗茶褐色粘質
た 色粘質上がプロック状に含まれる)

◎暗茶掲色粘質土+黒色粘質土

°
憎 綿 霧 藻 曇 及び5～ 21hm大の小礫を少し含む)

①濁黄掲色粘質土(地山)

①濁黄掲色粘質土(地山)(やや淡い)

①

②

③

④

⑤

灰黄色粘質土

灰褐色粘質土

暗褐色粘質土

I18灰 色粘質土

褐茶色砂質土

第47図 長砂古 4号墳墳丘断面図
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そのような状況から,本古墳の墳丘を復原することは非常に困難であるが,現地形,あ るいは

あとで触れる溝状遺構等を考慮にいれると,直径12～14m程度の円墳であったと推定される。

b.埋葬施設

本古墳の内部主体は横穴式石室である。削平によって奥壁の一部を含め上半部を失つていたが,

床面から約60cm,側壁石の構築数にして 3～ 4段が遺存していた。

石室は両袖式で,やや中央部が膨らむ矩形状を呈する玄室と,幅の狭い羨道からなり,その前

方に素掘 りの墓道が続いている。

石室はほぼ真西に開口しており,主軸方位は S82°Wを計る。石室の全長は,石室床面測定値で

奥壁から羨道側壁最前端までが2.59m,玄 室長2.6m,玄室幅は奥壁部で1.70m,袖部で1.65mを

計 り,奥壁から1.3mの ところに最大値1.88mが ぁる。羨道は長さ2.86m,幅 1.Oγ l.1lmを 計る。

横穴式石室を構築するにあたっては地山に約6.5m× 3.Omの墓墳を掘ることから始められてい

る。墓墳は玄室,羨道を意識して穿たれており,上面観は縦長の凸字形を,断面形は壁体石材の

積み方を考慮してか,扁平な逆凸字形を呈している。

Ce母神山古墳群との比較

奥壁は,羨道に向かって左側の壁体を盗掘により失っているが,右側と同様の大型で縦長の石

材が用いられていたものと考えられる。右側の壁体は縦 1。 23m,横0.8mの石材を用いている。こ

れらは墓墳掘 り方直下に穿たれた穴に据えられており,裏側には小ぶりな石を隙間に詰めること

によって更に安定を図つている。

玄室側壁は,奥壁から羨道に向かって左右両側とも最も奥壁寄 りに大型で扁平の石材を用いて

いる。それに続 く側壁は,長軸方向を石室主軸に並行にした方柱状の石材を2個基底石として据

え,その上にやや小ぶりの縦長の石材が基底石に直交した方向に小口積みされることによって構

成されている。側壁は僅かに内傾する傾向が認められる。

一方,袖部側壁は,やや大型で縦長の石材を石室主軸に直交させ基底石とし,そ の上に同一方

向に同様な石材を積み上げることによって構成されている。

以上の 3壁によって形づくられた玄室の平面形は,中央部がやや膨らむ胴張り傾向を示してい

る。

玄室の床面は,地山面を被覆することによって整形し,その面から排水溝が掘 りこまれている。

排水溝は奥壁から墓道にかけて,石室の中央にほぼ真っすぐ穿たれており,そ の規模は長さ7.5

m,深さ0.2m,幅 0.4mを 計る。断面は「U」 字を呈し,上面を平坦な石材が被覆しており蓋

石の役割を果たしている。蓋石は,概ねその規模は縦40cm,横 50cm程 度に統一されているが,も っ

とも奥壁のものは縦86cm,横 53cmを計る平坦なものでその趣を異にしている。墓道側の出水口に

当たる部分には小さめの石が蓋石の下側に縦方向に詰められており,排水の際の便が図られてい

る。
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排水溝の上面は,礫によって床面が構築されているが,使用されている礫によって2面構成に

なっている。上層には4～ 10cm程度の礫 (玉砂利)がランダムに,全面にわたって敷かれ,その

隙間を自褐色粘土で充填している。下層には10～20cm程度の比較的大きめの礫が敷かれ,同 じ様

に自褐色粘土で隙間を充填しているが,礫の敷き方に変化が認められる。すなわち奥壁から羨道

に向かって右側はランダムに敷かれているのに比べ,左側は20cm程度の同様な礫が約200cm× 80cm

程度の範囲にその長軸方向を同じにして敷かれており,何 らかの意図が働いたことが窺われる。

なお,床面 (上層)に は20～30cm程度の石材が矩形に並べられており,棺台に該当する役割を果

たしていた可能性が考えられる。

羨道は,その主軸方向玄室に比べ,更に南にとっている。羨道の両側壁も玄室同様直方形の石

材の長軸を石室主軸方向と平行に,右側壁では5個,左側壁では3個据え基底石としている。そ

の上にはやや小ぶりの縦長の石材が小口積みにされ壁体が構成されている。側壁は更に内傾して

おり,持ち送りが顕著である。

羨道床面は中ほどまで玄室と同様に2層 にわたって礫床が構築されているが,墓道側は大きめ

の石材によってしきり状に段がつくられており,段から墓道にかけては排水溝の蓋石がみられる

だけで他の敷石は全く認められなかった。

玄門部には約57cm× 15cm程度の石材が仕切り石として立てられていたが,その掘り方が墓墳掘

り方に穿たれていた点を考えるとこの石は床面の構築以前に置かれていたことが推定される。更

に玄門部にはやや小振りの石材が長軸方向を石室主軸に平行にして積まれているものが認められ,

閉塞石の一部であったことが考えられる。
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遺 物

a.石室内出土遺物

石室内より,須恵器・鉄製品 (馬具・武器)0装身具などが出上している。

石室内出土状況としては,奥壁際に鉄矛・太刀・刃子・馬具などが出土しており,装身具は,

玄室奥半分に散乱している状態で検出された。また,羨道部右側壁際には,上部を欠損した須恵

器脚 2点が出土している。

当古墳は,天丼石・側壁石上半および奥壁石半分を盗掘のために取 り除かれ,ま た,石室内の

土層の堆積状況により石室内は,相当の攪乱を受けていることが判る。そのために,床面直上の

遺物は,当初副葬された位置及び遺物量を示していない可能性も考えられる。特に,石室内出土

の土器類は,非常に小量であった。

ここでは,石室内出土遺物を中心に説明するが,須恵器に関しては,墳丘盛土内の遺物も含め

て最後に述べたい。

鉄製品

一
馬 具 類

一

馬具は玄室左袖部を中心として,数点出土しており,そ の内訳は雲珠 1点 ,辻金具 2点,革金

具 2点,餃具 (破片)3点,棒状金具 4点である。

辻金具 (第 53図 303,304)

303・ 304共 にほぼ同じ構造,規格をもち,直径6.8cmを 測る有脚半円形辻金具である。何れも鉢

部を失い,肥厚な縁辺部のみが遺存しており,責金具を伴う4個の脚を有している。303に は縄状

繊維の残存が認められる。      ,

雲 珠 (第53図 305)

有脚半球形の雲珠である。全体の約 5分の 1程度を失っているが,直径5.2cm,高 さ1.5cmの 浅

い鉢部に隅丸形の脚を6個伴う。脚部には中央に鉄鋲が打たれており,僅かに金箔が認められ,

金箔張りであったようである。

革製品 (第 53図 3060307)

長方形の地板に 2本の鉄鋲を打つ。306は 2.7cm× 1.3cm,307は 2.6cm× 1.6cmと 規格が異なって

おり,307は長側辺に突起している。

餃 具 (第 53図308～ 310)

何れも破片であるが,餃具の刺金 (308)お よび輪金 (3090310)部分と考えられる。刺金は環

部を失っており,残存長4.6cm,,断面形0.5cmを 計る。

棒状金具 (第 53図311～ 314)

311～ 314は ほぼ同巧同大の棒状金具である。芯材に管状の金具が被せられており,両端が肥大

した鋲状を呈している。長さ3.4～ 3.7cm,径 0.5～ 0.6cmを 計る。
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―武器類―

玄室南側壁沿いから太刀が,奥壁沿い南寄 りから太刀 (部分)・ 鉄鉾が出土した他,鉄鏃,刀子

など図化し得た遺物の総数は50点 を越える。

鉄 鏃 (第 55図 334～ 367)

玄室北東隅,同中央部,あ るいは羨道部から多数の鉄鏃が出土したが,完存しているものは 1

点もない。図化し得たものは鋒部破片を含めて35点 にのぼる。それらは鋒部の形態から幾つかに

分けられる。

334～342は逆刺を有さない三角形鏃である。3340335の 鋒部は長さ4.6cm,幅 2.5cmを 計 り,両

丸造 りである。336は鋒部の破片であるが,その形状から同タイプと考えられる。337・ 338も 三角

形鏃の鋒部と考えておきたい。339～ 342も 逆刺を有さない三角形鏃であるが,法量9鋒部の形状

にバラエティーがみられる。341は もっとも大型の鋒部を持ち,長さ6.5cm,幅 4.7cmを 計る。342

は鋒部が長さ4.4cm,幅 4。 4cmを計 り,五角形に近い形状を呈している。

343～ 346は逆刺を有する三角形鏃である。法量,鋒部,逆刺の形状にバラエティーがみられる。

343は 鋒部先端が丸 く,逆刺がやや内彎する。344～ 346は 逆刺が外反する形状を呈 している。

343～ 345は両丸造 り,346は 片丸造 りである。

347は非常に小型の三角形鏃で,鋒部の長さ2.3cm,幅 1.Ocmを計る。なお茎部に木質が残存して

いる。

3480349は 鋒部の破片であるが柳葉形鏃と考えられる。349の み片丸造 りである。

350～ 367は茎部の破片である。残存部分が僅かで判然としないが,概ね平根式 (350～355)と

尖根式 (356～367)に 分けられる。破片でありながらも遺存状態は比較的良 く,矢柄への装着方

法の一端を知ることのできるものが幾つかみられた。35303550359に は矢柄部木質のほか,その

上から斜め方向に巻かれた樹皮が認められ,そ うすることによって鏃身と矢柄の接続部分を強化

していたことが知られる。

刀 子 (第 56図368～ 383)

完存に近いもの 2点を含めて16点 を図化した。

368は残存長15.5cmを 計 り;両関で刀身:茎 ともに木質が残存している。刀身長11.3cmを 計 り,断

面は二等辺三角形を呈し,切先より1.5cmで 幅1.lcm,厚 さ0。 4cm,関 より1.7cmで 幅1.6cm,厚 さ0.5

cmを計る。茎は断面台形を呈し,関付近で幅1.lcm,厚 さ0。 4cmを計る。目釘は認められない。

369は切先,茎を僅かに欠損している。残存長19.6cmを 計 り,刀身,茎 ともに本質が残存してい

る。関部は錆化のため判然としないが両関と考えられる。刀身は残存13,5cmを 計 り,断面はやや

膨らみを持つ二等辺三角形を呈し,ほぼ中央で幅1.5cm,厚 さ0.5cmを 計るも茎は断面長方形を呈

し,幅 0。 4を計る。目釘は認められない。

370～375は関を中心として,茎から刀身にかけての部分の破片である。3700372は 茎が端部ま
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第50図 石室内出土遺物実測図①
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で依存しており,何れも端部は丸く仕上げられているが,規格にはバラエティーがみられる。3700

371に は,本質の残存も見られる。

376～ 380は切先を中心とした刀身部分の破片である。376は 368に 近い質感を呈する刀身部分の

破片であり,残存長約8.Ocmを 計 り,関側から3分の 1程度のところから内側に二次的に曲げられ

ている。377～ 383は 切先部分のみの破片で,残存長は何れも約 2～ 4 cmで全容を明らかにし得な

い。377・ 382・ 383は 他のものに比べ幅,厚さとも小さく刀子形 (片刃式)鏃鋒部先端の破片であ

る可能性がある。本質の残存は381に のみ僅かに認められる。

鉄 鉾 (第 56図 386)

玄室奥壁沿いから出土した。異物などの銹着が著しいが,遺存状態は良好といえる。全長31.8

cm,身長22.4cmを 計る山稜身で,断面三角形を呈する。鉾身は中央部で一辺約1.4cmを計 り,基部

に袋状の装着部を持つ。その規模は長さ9.4cm,直径2.5～ 0.7cmを 計る。装着部には木柄が僅かに

残存している。

太 刀 (第 56図3870388)

387は小型の太刀である。先端切先付近は,僅かに反っている。残存長は切先部分の銹着のため

判然としないが,約46.5cmと 推定される。断面は鏑を持たず,二等辺三角形で僅かに膨らみを持

第51図 石室内出土遺物実測図②
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ち,中央部で幅2.7cm,厚 さ0。 6cmを計る。ほぼ全面にわたって木質が残存している。

388は全長106.Ocmを 計る直刀で,異物などの銹着が著しく,刃部を僅かに欠損しているが遺存

状態は良好と言える。刀身の長さは関部が銹着のため判然としないが,約89.5cmと 推定される。

断面は鏑を持たず,二等辺三角形で僅かに膨らみを持つ。切先近 くでは刀身の幅3.8cm,厚 さ0。 8

cm,関部近 くで幅4.4cm,厚 さ1.Ocmを計る。茎は幅2.6cm,厚 さ0。 9cmを計る。端部は僅かに欠損

しており,日釘は不明である。なお,一部に木質が残存している。

飽 (第53図 319)

319は ,飽 と思われる。断面は二等辺三角形を呈しており,稜を持つ側に上端をやや反りかえら

せている。下部を欠損しているため全体

は不明であるので,鏃の可能性も考えて

おかなくてはならない。

一古墳周辺攪乱土層出土鉄製品― (第

53図 315～3■,320～324第 54図 325～ 333)

古墳周辺攪乱土層より多数の鉄製品が

出土している。これらは,お そらく長砂

古古墳群のひとつからの出上と思われる。

3150316は ,馬具の革金具と思われ,

五角形を呈し,鉄鋲を持つもの (315)

と,一辺2.6cmの 正方形で鉄鋲を 4つ持つ

もの (316)が ある。

317は鉄斧である。全長5。 6cm,刃部2.8

cm,袋部2.8cm,最大幅3.4cmで袋部断面

を隅丸の長方形に作っている。

3180320～324は ,鉄鏃である。318は ,

切先が圭頭状を呈し,鏃身の側面には刃

を持たない。320は ,柳葉形の鏃であろう

か。鏃身は細 く長い。321～ 324は ,鉄鏃

の茎である。321の矢柄には,木質が残っ

ている。

325～ 333は ,馬具である。3250326は

鐙担で,二連の兵庫鎖の一方に餃具を,

もう一方にU字形金具 (3260327)を つ

けている。U字形金具には,鋲が打たれ

③績T笠簡桑鈴雷績

⑤

②

①:1皐

②遊鎗

④衝

⑤餃具

⑥電 話

②U字形金具

③踏込部
′

∪     ③

第52図 長砂古 4号墳出土馬具復元推定図
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ており,木製の沓受部と接合する構造をとる木製壺鐙であったと思われる。330～ 333は ,轡 と思

われる。3300331は ,素環の鏡板に遊環・弓1手・衛が付いているものである。332は ,引手の一部

であろうか。333は板状立聞素環鏡板に衛が付 くものと思われる。

装飾類

―紡錘車― (第 57図 1)

羨道部床面直上から 1点出土した。断面裁頭円錘形で,外縁に面を持つ形状を呈する,緑色片

岩製である。外縁部を僅かに欠損しているが,直径4.2cm,厚 さ1.3cmを計 り,径0.62cmの 貫通孔

を有する。

表面は平滑に仕上げられているが,斜面部分に僅かに盤跡が認められる。なお,使用痕が認め

られる。

一耳 環― (第 57図 2～ 5)

合計 4点が出土しており,その何れもが銅地銀張りのいわゆる銀環である。地金の銅は全て中

実である。

2。 3は玄室奥壁寄りから接近して出土したものであるが,法量,色調などから対をなすもの

と考えられる。 2は端部を丸 く仕上げた径約 611111の 銅地金を長径2.9cm,短径2.5cmの 「C」 字形

に曲げ,表面に銀箔を施したものである。全体に遺存状態は良好であるが,銹化のため,やや光

沢に乏しい。 3は 2と ほぼ同巧同大のものであるが,部分的に亀裂,破損が見られ,緑青銹がふ

き出している。

4。 5は法量は異なるものの,同等のつくりのものである。径 2～ 3 11ullの 銅芯に銀箔を施した

もので, 2。 3に比べ稚拙なつくりである。これら2点は法量差が認められるところから,各々

が単品と考えられる。

一玉 類―

勾 玉 (第57図 6。 7)

玄室中央部やや奥壁寄 りから2点が出土した。何れも硬玉製で,淡白緑色を呈しており,法量

は異なっているものの,そ の形状は趣きを一にしている。 6は両側, 7は 片側穿孔である。

切子玉 (第57図 8)

玄室中央部やや奥壁寄 りから1点のみ出土している。稜角はやや不明瞭であるが,平面六角形

を呈する十四面体のもので,自濁した水晶製である。直径9.211ull,厚 さ12.lllllllを 計る。

管 玉 (第 57図 9～ 20)

合計12点 が出土している。これらは玄室中央部やや奥壁寄りから,あ るいは同東北隅からある

程度まとまって出上している。

何れもが碧玉製で,オ リープ色から淡灰緑色を呈しており,表面は平滑に磨き上げられている。

規格に統一性は見られないが,色調の差が若干反映されているようである。なお,穿孔は何れも
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片側から実施されている。

ガラス製臼玉 (第 57図21～31,第 58図32～44,46,49～ 53,61～ 109,117)

ガラス製小玉同様多数出土している。図化し得たものは80点 を数えるが,破砕したものも若干

見られることから,本来副葬されたものは80点 を超えるものと思われる。

直径 6 11un前後,断面図が扁平なドーナツ形をなし,藍色を呈するものがその大半を占める。

68～70は 法量が大きく,形状を異にしている。何れも直径10111111前 後を計るが,68069は 断面が

やや歪んだ扁平なドーナツ形を呈し,70は 断面がほぼ球形を呈するものである。

ガラス製小玉 (第 58図45,47,48,54～ 60,110～ 116,118～164,第 59図 165～ 209)

石室奥半部から多数出上した。図化し得たものは109点 を数えるが,破砕したものを含めると総

数は120点 を優に越えるものと考えられる。

直径が 3 11ull前 後,断面形が扁平なドーナツ形を呈するものがその大半を占めており,色調は藍

色を中心として,う すい青色,淡青緑色,淡白緑色,黄色を呈してしる。

土製丸玉 (第 59図210～ 261)

玄室中央部,北側側壁沿い,左袖部より多数出土しており,52点 を図化し得た。やや脆弱なつ

くりのため,検出,水洗段階で破砕したものも多く認められており,総数は70点 を優に越えるも

のと思われる。

直径 8 11ull前 後,厚さ 6 11ull前 後を計 り,断面が扁平なドーナツ形を呈し,径 1.5～ 2.Ollllllの 貫通孔

を有する。色調は全て黒褐色を呈している。
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b.墳丘盛土内出土遺物

長砂古 4号墳では,墳丘築造時,古墳造営にかかわる祭祀行為があつたことを示唆する痕跡が

確認された。その痕跡 とは,墳丘盛土内に含まれていた土器群で,墓道の右側 と左側に確認さ

れている。この土器群は,土層的に弥生時代の土器を含む包含層上面に接するように置かれ,版

築上の中に掘 り方なしの混入状態を呈していた。また,墓道左側土器群の上面観は,かためてお

かれた状態を呈していたが,右側土器群は,整然と立て並べられていた土器群が版築のため左右

に倒れたような状態で検出されている。

墓道左側土器群であるが,器種別に分けると有蓋高杯 8点,無蓋高不 1点,高不蓋 7点,脚付

き壺 1点が版築包含土層中より出土している。これらは,高不 と蓋を主として,かためておかれ

ている状態で検出された。

墓道右土側器群も,器種別に分けると,無蓋高杯 7点 ,短頸壺 1点 と,高杯を主としてまとめ

られており,供膳具による祭祀形態があつたことが判る。

これらの土器群のなかで,特に高不に関しては,局部及び口縁立ち上がり部の形態により,い

くつかのタイプに細分されるので,石室内出土遺物 と共にここで説明する。

須恵器

石室内から出土した須恵器は,提瓶 (第 50図 295),不蓋 (第 50図 296)と 若干の高不を数えるの

みで,大半は周辺から出土している。その器種は,高坪蓋,不蓋,高杯,提瓶,脚付長頸壺,短

頸壺,器台,魅 1等 と多岐にわたっている。

第60図 左側土器群出土状況①
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一高杯蓋―

7個体が出土しており,全て天丼部につまみを伴うが,つ まみの形状から2つ に分類される。

50cln

第61図 左側土器群出土状況②

右側土器群出土状況
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Ia類 (第63図389～ 392)

口径に比べ高い器高を持ち,天丼部に中央のくぼんだやや大きめのつまみを伴う。形態的には

外面中程の稜の下側に凹線を伴うことを特徴とする。

Ib類 (第63図 393)

天丼部に中央のくぼんだやや大きめのつまみを伴うが,天丼部が比較的平坦で,口縁部と120° を

成す。天丼部内面に同心円文叩きが明瞭に残る。

Ha類 (第 64図 395)

天丼部に中央の膨らんだ宝珠状のつまみを伴う。口縁は端部に向かって内彎するが,端部は外

方につまみだされている。

Hb類 (第64図 394)

天丼部に上面の平坦なつまみを伴う。口縁端部は395と 同様に仕上げられているが,器壁は比較

的厚い。

一塚蓋― (第 50図 296)

羨道部理土中より床面から浮いた状態で破片として出土した。器壁が比較的厚 く,口縁端部は

丸 く仕上げられている。外面に「十」印のヘラ記号が認められる。

一高 杯―

杯部に立ち上がりを伴うもの (有蓋高不 :I類)と ,そ うでないもの (無蓋高杯 :H類 )と の

2つ に分類される。

Ia類 (第63図 396～ 398)

比較的器高が低 く,脚部は太 く短い。 5分の 2で 2段に屈曲し,透かしを伴わない。

Ib類 (第 64図401～ 403)

所謂長脚 2段透かしの有蓋高不で,脚部は下端付近で 2段に屈曲する。403の み長方形と三角形

の透かしを伴う。

IC類 (第63図 399。 400)

長脚 2段透かしの有蓋高杯だが,脚部の屈曲はほとんど見られず端部は丸 く仕上げられている。

Ha類 (第65図406～ 412)

長脚 2段透かしの無蓋高不で,脚端部が丸 く仕上げられている。その形状には若干のバラエ

ティーが認められる。

Hb類 (第 64図 404)

長脚 2段の透かしの無蓋高杯である。外部は口径に比べて器高が高 く,脚部は細 く直線的に延

び, 2分の 1で ラッパ状に広がる。

HC類 (第50図 290)

長脚 2段透かしの無蓋高杯である。形態的にはHa類に近いが,全体に小型で外部下半にヘラ
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描波状文を伴う。        ,

Hd類 (第 50図 291)

長脚 2段透かしの無蓋高杯である。不部は比較的平坦で口縁部と105° を成す。脚部は 4分の 3ほ

ど欠損しているが,形状はHC類に近いものと考えられる。

一提瓶― (第 50図 295)

口縁部は短 く,内彎気味に延びる。肩部の把手は鉤状を呈し退化段階途上にある。扁平な球状

には全面にカキロ調整が施されている。

一台付長頸壺― (第64図 405)

脚部 2分の 1を 欠損しており,残存高26.3cmを 計る。口縁部は緩やかに外反し,端部が内彎す

る。体部最大径を 3分の 2に持ち,肩部に 2条の凹線を伴うクシ描列点文が施されている。脚部

は長方形 2段透かしを 3方向に持ち,緩やかに外反する形状を呈するようである。

一短頸壺― (第 65図 413)

口縁部は立ち上がりがやや内傾し,端部は丸く仕上げられている。体部最大径を3分の 2に持

ち,底面にかけて緩やかに内彎する。□頸部から肩にかけて蓋をして焼成した痕跡が認められる。

一脚付長頸壺― (第 50図2930297～ 301)

293・ 297。 298は ,長頸壺の口縁部である。口縁端部においてやや内方に屈曲し,す ぐ外反する

もの(293),やや内彎気味に外方へ延び,口縁端部外側を上方に短 くつまみ上げたもの(298)がある。

299～ 301は ,脚付長頸壺の脚部である。三方 2段透かしを持つもの (2990300)と 四方 1段透

かしを持つもの (301)が あり,前者は,後者に比べ裾がかなり広がっている。2990300は ,脚部

上半外面にクシ描が施され,内面にはしぼり目が見られる。また,299・ 300は ,上下透かし間に

凹線を施し,301は ,透かし上下に凹線を施す。透かしは,全て長方形を呈している。脚端部は,

外方に面を持つもの (299)と 下方に面を持つもの (3000301)がある。

一題― (第 50図 294)

口縁部は, 2段になりかなり広 く拡がる。外面には,ヘラ磨き状の調整が施されている。

一器台― (第 51図 302)

2状の凹線を 3段施し,その凹線によって 4区に画した外面の上部三区画をヘラ状工具による

磨きを施し,最下段の区画には,波状文を施している。透かしは長方形で, 4段 6方向に穿たれ

ている。脚端部は,外方に小さく彎曲させている。

以上のように墳丘盛土内及び石室内埋土より多量の遺物が出土しており,特に墳丘盛土内より

出土した土器群は,な んらかの祭祀行為の結果生じたものと思われ,こ れら土器群による時期決

定が古墳築造時期及び初葬時期を決定する貴重な資料となった。

須恵器細部の特長については,遺物観察表 (第 11表290～302,389～ 413)|こ まとめてあるので

参照されたい。
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左側土器群実測図①
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第64図 左側土器群実測図②
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第65図 右側土器群実測図
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C。 周溝内出土遺物

当古墳では,石室の北側と西側で周溝が検出されているが繋がってはおらず,古墳の立地する

高所側で切れている。高所から傾斜を持つように造られた周溝は,丘陵地の縁辺部に造られた古

墳によく見られ,周溝に排水の機能を持たせたものと思われる。周溝検出状況から, 2時期にわ

たる堆積があったことが窺れる。

この周溝より多数の遺物が出土している。

414～ 416は ,弥生土器で,古墳築造以前の遺構を壊して造られたための混入と思われる遺物で

ある。

417～ 420は須恵器である。

417は ,不身で,立ち上がりも受け部も太いが,かなり退化傾向にある。この土器は,古墳築造

時を土器溜りの時期 (6世紀 3四半期)と すると,やや新しい形成であることから,追葬時ある

いは後世の混入遺物と思われる。

418は ,無蓋高不の外部である。右側土器群の型式に似ていることから,ほ ぼ同時期と考えられ

る。

419は ,壺である。口縁部をやや拡張 している。

420は ,甕である。口縁部を上下 |こ

‐
やや拡張 してお り,上端は,上方につまみ出している。

この周溝は,出土 している遺物より古墳築造期から6世紀末頃に堆積 したものと思われる。

0                      10cm 419

第66図 周溝内出土遺物実測図
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ま  と め

長砂古4号墳の各細部についての特筆すべき事項を列挙することによって,ま とめにかえたい。

①石室構築方法は,母神山古墳群。縁塚古墳群などの群集墳と同様に基底部に方柱状の川原石

を直列に配し,上部は方柱状の川原石を小口積みする方法をとつている。また,奥壁及び側壁奥

部からの一枚は,基底石に大きめの板石を使用している。

②玄室床面は,二重構造をとっており,第一面は5～ 10cm程度の川原石を配し,第二面では,

中央に配水溝を,その両面に5× 15cm程度の方柱状の石を奥壁に向かって左側をランダムに,右

側を規則的に配している。

③第一面上に棺床と考えられる川原石を長方形状に配している。また,第二面でも第一面の棺

の位置を想定した配石方法 (②)を とつている。

④床面の玉砂利は,羨道部中央に配された仕切り石まで敷かれている。

⑤玄室と羨道部の境 (玄門部)には,石室構築当初から障壁と考えられる板石が立てられてい

たようである。

⑥配水溝は,地山状に整地された土層上面から掘り込まれており,素掘溝の上面に板石を配し

た構造をとつている。

⑦墳丘は,弥生時代の包含層状に版築されている。

③版築土層の2カ 所に土器溜りが検出された。

⑨時期は,陶邑編年T K43頃,お そらく6世紀第 3四半期頃と思われる。

以上のことから長砂古4号墳は,母神山古墳群あるいは縁塚古墳群と同様な石室構造を持つ古

墳であることが判る。

盛土中に土器溜 りを持つ例は,県内では確認されていない。その上器溜 りは,器種的に一つの

まとまりを見せており,古墳築造に際して盛土版築直前に墓道両側に高不を主とする供膳具の祭

祀形態をもっていたことが想定される。掘 り方の両脇で検出されたこの上器溜 りは,お そらく墳

丘版築 (古墳造営)当初に行われた地鎮祭的な祭 りの痕跡ではないかと考えられる。

古墳周辺出土遺物

ここに紹介する遺物は,長砂古古墳群推定地に畑地を持つ篠原氏所蔵の遺物である。篠原氏の

記憶により,こ れら遺物の大半は,長砂古 2号墳から出土したものであることが判った。

遺物は,通常古墳に副葬されているものばかりであるが,全体像の不明な長砂古古墳群にあつ

ては,貴重な資料である。
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④ 包含層出土遺物

石製品 (第 68図 -421～434)

421～428は サヌカイト製石鏃。421は翼端が丸みをおびて,く り込みの幅が小さい。片側辺にく

びれがあり,左右対称でない。先端がやや突出する。422は二等辺三角形状で,先端はややとがる

ものと思われる。調整が少ない。423は ,先端がとがり,二等辺三角形状を呈し, くり込みは浅

い。424は先端角がやや大きい二等辺三角形状で, くり込みが浅い。425は ,側辺がやや内彎し,

先端・翼端がとがる。くり込みのあるタイプである。426は くり込みがなく,左右非対称の五角形

状である。427は五角形状だが,長さのわりに幅が狭く,特異な形をしている。428は検出された

中で一番小さい石鏃で周辺に細かい調整が施されている。430は ,サ ヌカイト製の打製石包丁の側
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辺と思われる。429は ,サ ヌカイ ト製のスクレイパーだが,石匙の可能性がある。431は ,赤色結

晶片岩で,打製石包丁と思われる。432は 流紋岩製の砥石で,主な研ぎ面は四面あり,どの面もつ

るつるに磨かれ隣接面とは鋭い稜を持つ。他一面の一部には,研ぎ部があり,計五面が研ぎ面と

して使われている。4330434は ,淡い青緑色を呈するチャー トを石材とする。前者は上下に残る

石理平行面を打面として,石理に逆らって樋状祭J離が認められ,良好なブレイド争J離痕はない。

細石刃核である可能性は低い。後者は稜上にかなりつぶれがあり,まJ離痕は認められるものの

石核等の可能性は低い。

弥生土器・その他 (第 69図 -435～453,第70図 -454～473,第71図 )

435～5110516は 弥生土器95120513は 縄文土器,514・ 515は土師質土器の把手である。

長砂古遺跡Ⅲ区においては,弥生時代の竪穴住居が検出されたこともあり,多量の弥生二器が

出土している。

435～ 453は ,弥生土器の壺である。口頸部の形態により4つ にグループ分けできる。二重口縁

を持つもの (4350436),頸部を広 く水平に造 り,口縁端部外面の凹線・鋸歯文・竹管文などが施

されているもの (437～444),頸部を「く」の字形に屈曲させ,ほ ぼ水平に口縁端部に延びるもの

(446～448),頸 部は外反気味に大きく広がり,口縁端部外面には,凹線気味のヨコナデなどを施

すもの (449～453)である。

454～ 467は ,弥生土器の甕である。頸部は「く」の字形に屈曲し,口縁端部を上下に拡張させ

凹線を施すもの (454～456),端部上端を上方につまみあげるもの (45704580460),頸部内面に

明瞭な稜を持つもの (458)な どがある。

4680469は ,小型丸底壺と思われる。これらは,頸部を短 く屈曲させるものである。

470～472は ,鉢である。体部は,やや内彎気味に造られ,頸部は「く」の字に屈曲し,口縁端

部に至るものである。

473は ,杯である。内彎気味に立ち上がり,口縁端部に至る。

474～ 501は ,弥生土器の底部である。丸底気味の平底を呈するもの (474),や や小さめの平底

を呈するもの (475～480)な どがあるが,全体にしっかりした平底を持つものが多く認められる。

502～ 510は ,高杯の脚及び台付壺の脚である。508は ,外方に広がる脚部で,端部に面を持つ。

511は ,支脚である。棒状の体部下端に,円形状の脚を持つものである。上半は欠損している。

512・ 513は ,縄文土器の深鉢である。

514・ 515は ,土師質土器の把手である。515は ,ヘラ描き文様が施されている。

516は ,弥生土器の壺である。口縁部は,二重口縁で,頸部外面には撚 り紐状の突帯を持つ。

以上の弥生土器は,弥生時代後期後半頃と思われ,三豊平野で増加する弥生時代末頃の前段階

として,今後,注目される遺跡であろう。
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須恵器 (第 73図 -517～536,第74図 -537～547)

長砂古遺跡,包含層より,多数の須恵器が出上している。Ⅲ区では,長砂古 4号墳が検出され

たことにより,古墳と同時期の遺物が多数出土している。

5170518は,短頸壺の蓋である。天丼部と体部の境に稜を持つ。

519は ,長頸壺の蓋と思われる。

520～ 527,不蓋である。天丼部と体部間に稜を持たず,日縁端部内面に段を持つものである。

528～531は ,杯身である。これらは,受け部・立ち上がりがしつかりしている。

532～ 535は ,高杯の杯部である。全て,無蓋高杯で,体部外面に波状文を施しているものがみ

られる。

537～540は ,壺である。538は ,広口壺で,頸部外面に波状文が描かれている。

541～ 544は ,甕である。頸部外面に波状文 。櫛描列点文などが施されている。また,口縁端部

は,丸 くおさめたもの,外面を上下に拡張したものなどが見られる。

545～ 547は ,器台である。
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陶磁器 (第 75図 -548～ 574)

548～ 562は呉須絵碗 (陶器 )。 セ ト・ ミノ系か。549～ 554は陶胎染付。胎土は549・ 550・ 552・

553は粗 く,5510554は 比較的精緻。552は 549～ 551に比べて高台内の削りが高台脇よりも深くなつ

ている。17世紀末～18世紀中葉頃。唐津系か関西系かは不明。555～ 562は染付磁器。5550556は

外面に梅樹文 。雪輪 0笹文などが描かれる。556は見込みに釉象Jぎ痕が残る。18世紀頃。557・ 558

は外面にコンニャク印判による文様が描かれている。559。 560は染付。時期は近世 と思われる。

5610562は セ ト・ ミノ系磁器か。562は型紙による施文か。時期は近代の可能性がある。

563は鍋か。セ ト0ミ ノ系の陶器と思われる。

564は小鉢か。セ ト・ ミノ系の陶器と思われる。

565は染付磁器の瓶である。内面無釉で焼成不良である。

566・ 567は皿である。566は染付磁器か。高台脇から高台・畳付 0高台裏・高台内無釉。見込は

蛇ノロ釉象Jぎがされている。17世紀後半～18世紀前半。567も 磁器である。外面に黒色釉が施され

る。

568は灯明皿である。内面に突帯をもつタイプである。備前系であろうか。時期は,18世紀中葉

以降である。

569～ 574は摺鉢である。5690571は 重ね積みをしているため,口縁部外面と体部外面の色が異

なる。5700572は ,口縁部・体部とも塗 り上が施されているようであり,重ね焼きをしていない

ためか,そ の色に差異が認められない。569は細 くてシャープなおろし目をもち,上端をナデで揃

えていない。570～ 572は おろし目上端に段をつけて揃えている。特に5700572は その境をはっき

りと沈線で区画している。569は 17世紀後半から18世紀前半。570～ 572は 18世紀後半以降。573は

非常に厚い底部をもつ。高台内を削り出した底部となる可能性がある。574は底部外面に,非常に

多くの砂が付着する。堺産橘鉢の可能性がある。
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長砂古遺跡Ⅲ区は,低丘陵西端に位置している。この調査も I区・II区 と同様にかなりの削平を

受けており,遺構は竪穴住居一棟と古墳が一基調査区西側で検出されただけで東側ではほとんど

検出されなかった。しかし,検出された遺構および包含層出土遺物よりこの低丘陵上には,弥生

時代後期に竪穴住居 (居住域)力 あヽり,古墳時代に母神山古墳群の一支群としての墓域が形成さ

れていたことが窺われる。また,長砂古 4号墳は母神山古墳群のなかにおいて出土遺物・古墳形

成過程において注目されるべきものがあり,広い視野に立った考察が可能な古墳であったと評価

されるものと思われる。

ま  と め

母神山北西麓の標高25m前後の段丘面は小谷によって開析されて,平行に北西に延びる3本の

低丘陵状を呈している。南端の丘陵頂部に下母神古墳群が形成されている。これに北接する2本

の丘陵部に長砂古遺跡が立地する。

今回の調査では,北側丘陵北東側斜面 (I区 ),南側丘陵北東側斜面 (H区 ),同南西斜面 (Ⅲ

区)の ,三か所に調査区を設定した。しかし,本遺跡周辺はほぼ耕地化されており,水田造成時

に階段状に整地された結果,丘陵頂部付近の遺跡残存状況は良好ではない。

長砂古遺跡は,三豊平野のほぼ中央部に位置する低丘陵地上にあるが, この丘陵地も微地形を

復元することによっていくつかの尾根部と谷部が存在することが判る(第 1図 )。 それによると調

査区最北端にある長砂古遺跡 I区は,ち ょうど尾根東斜面にあたり,そのために遺構の検出状況

も調査区東部に集中していることが判る。また,調査区最南端にある長砂古遺跡Ⅲ区は,下母神

古墳群がある尾根の西側に位置している。そのため古墳群の存在する可能性があったが調査の結

果かなりの削平を受けており遺構はほとんど検出されなかった。また,調査区中央部にある長砂

古遺跡 H区は, I区 とⅢ区の尾根に挟まれた谷筋にあたり,Ⅲ区の存在する尾根東傾斜面にわず

かに遺構があるだけでほとんど遺構は検出されなかった。このように,長砂古遺跡におけるそれ

ぞれの遺構は, 2つ の尾根にまたがり形成されており,時期も違うことから別の遺跡として考え

たほうが良いかもしれない。また,こ の低丘陵上尾根最頂部がかなりの削平を受けていることが

今回の調査で判明した。しかし,それぞれの調査区において縄文時代から近世までの遺構の存在

を窺わせる遺物が多量に出土していることは見逃せない事実である。

Ⅲ区で検出された竪穴住居は,弥生時代後期後半にあたりこの低丘陵地上で最近確認されてい

る竪穴住居に比べるとやや古い時期に否定され,今後三豊平野における弥生時代研究の貴重な一

資料となるであろう。

(1)長砂古遺跡・石1鏃・石材 (サ ヌカイ ト)のグリッドごとの分布

長砂古遺跡からは,44点の石鏃・多量のサヌカイ ト片が出土している。それらの分布を遺跡の

性格を考える資料としてまとめてみた。
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石鏃については点数を,サ ヌカイ ト片については質量を,グ リッドごとに集計した (第 2表 ,

第 3表 )。

表にあげた石鏃以外の遺物として,石鏃がD-12か ら1点,D-13か ら 1点,E-12か ら2点 ,

E-13か ら3点,F-14か ら1点出土している。また,石包丁が,E-12か ら 1点,D-12か ら

1点, S-2か ら2点出土している。

12)石田遺跡 。長砂古遺跡 。梓田八丁遺跡から出土 した石鏃の形態

石鏃は,長砂古遺跡から44点,石田遺跡から14点,杵田八丁遺跡から13点出土しており,こ の

報告書に載せられた石鏃総数は,71点にのぼる。その中の欠損の少ないもの52点からデーターを

取 り,石鏃の形態的な特徴と傾向を調べる事にした。

計測した値は,長さ 0幅 。厚さ 0先端の角度 。くり込みの幅 。深さ。角度の 7項目である。

なお,欠損の大きいものについては,あ らかじめデーターから除いてあるが,欠損の小さいも

のは,反転復原や側辺の延長により数値的に完形なものにして,こ の作業を進めた事を断ってお

きたい。

計測した値を基に,長さ。幅・ くり込みの深さ。くり込みの幅 。長さと幅の割合い 。くり込み

の深さとくり込みの幅の割合, くり込み率と重量,先端の角度 。くり込み角,以上 5つ の関係を

グラフ化し,石鏃の傾向を見る事にした。

a.長 さと幅の関係 (第 4表 )

長さは, 8 11ull～ 55。 511ullの 間に分布し,幅は,10.5111111～ 31.8111111の 間に分布する。長さと幅の比 ,

2:1～ 1:1の間に多く分布する。さらに,長さ2011ull以 下のものには,長さの割に幅の広い個

体が多く,逆に,2011ull以上の個体には,ス マー トなものが多い傾向がある。

b。 くり込みの深さと幅の関係 (第 5表 )

くり込みの深さと幅の比が, 1:2よ り小さく,そ れより浅いくり込みが多い事がわかる。中

でも, くり込みの深さと幅の比が 1:4～ 1:2の ものは:翼端が丸みを帯びた形のものが多く,

広いくり込み幅の割に,深いくり込みを示している。

C.長 さ。幅とくり込みの深さ・幅の関係 (第 6表 )

長さを幅で割ったものは,0.9～2.3の 間に分布する。 くり込みの深さをくり込みの幅で割った

ものは, 1～ 0。 67に 分布する。この長幅比と, くり込みの深さ。幅の比は,小さなまとまりは少

ないものの,細長 く,く り込みの浅いもの,長幅比 1～ 1.5位でくり込みが0。 1～ 0。 4位のもの,く

り込み率が0.6～ 0。 7で長幅比が1.2～ 1.7位のものの 3つ に大きく分けられる。

d。 石鏃の厚さと幅の関係 (第 7表 )

厚さは,1.8～ 6.611ullま での間に,幅は,10.0～ 28.311ullの 間に分布するが,その多くは,厚さ :

幅=1:5の 近辺に分布する。

e.石鏃のくり込み角と先端角の関係 (第 8表 )
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先端角は30°～90° の間に分布し, くり込み角は70°～16o°の間に分布する。 (く り込み角は180°は,

平基を表す。)凹基は, くり込み角と先端角の比が, 3:1～ 3:2の間に分布し, くり込み角が

110° より小さいものは,先端角との比が3:2になる傾向がある。また,先端角は60° 付近に多く

分布し, くり込み角は110°～160°付近に多く分布している。

(註 )

1.香川県教育委員会 埋蔵文化財分布調査報告書 1972  ・

2.佐賀県立九州陶磁器文化館「南川原窯,辻窯,広瀬向窯」

一肥前地区古窯跡調査報告書 第 3集 -1986. 3 P17

3。 「木村コレクション古備前図録」 P106,107
4.註 2.に 同じ        P29,30
5。 註 2.に 同じ          P17,29
6。 註 3.に 同じ

7.高槻城跡遺跡調査会「高槻城三ノ丸跡発掘調査概要報告書」 1987 P13

第76図 グリッド配置図

Ⅲ 区
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第 2表 グリッドごとの石鏃 1出土点数
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第 7表 石 S族 の厚さと幅の関係
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第 9表 遺物観察表 (古墳出土装飾具・その他)(第 57～59図 ′図版73～ 75)

遺物番号 種 類 直径 (llllll) 厚さ(llull) 孔径 (llull) 質量 (g) 材 質 色 調 備 考

紡鍾車 42.0 13.0 31.84 緑色片岩

遺物番号 種 類 外径 (cm) 内径 (cm) 太さ(cm) 質量 (g) 材 質 色 調 備 考

耳 環 0.59 9.93 青 銅 銀箔張 り
耳 環 0.59 11.68 圭目 銅 銀箔張 り

耳 環 2.23 青 銅 銀箔張 り
5 耳 環 1.17 青 銅 銀箔張 り

遺物番号 種 類 直径 (llull) 厚さ (llull) 孔径 (llull) 質量 (g) 材 質 色 調 備 考

匂 玉 23.0 8.16 碧 玉 淡 白 緑
7 匂 玉 31.0 9.33 碧 玉 淡 白 緑

切 子 玉 12.1 1.30 水 日
田 白 濁

管 玉 20.6 2.32 碧 玉 オ リープ

管 玉 24.2 1.56 碧 玉 オ リープ

管 玉 21.1 2.2 1.36 碧 玉 淡 灰 緑

管 玉 21.1 1.08 碧 玉 淡 灰 緑
管 玉 19.6 1.24 碧 玉 淡 灰 緑

管 玉 18.8 1.26 碧 玉 淡 灰 緑
管 玉 19.1 1.12 碧 玉 淡 灰 緑
管 玉 18.5 1.00 碧 玉 淡 灰 緑

管 玉 19.0 1.13 碧 玉 淡 灰 緑
管 玉 17.1 1.78 碧 玉 オ リープ

管 玉 16.8 0.84 碧 玉 淡 灰 緑

管 玉 17.8 1.11 碧 玉 淡 灰 緑
臼 玉 10.1 1.7 1.57 ガ ラ ス 紺 不 透 明
臼 玉 1.09 ガ ラ ス 紺 不 透 明
臼 玉 1.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.56 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.36 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.48 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.32 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.62 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.38 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.27 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.20 ガ ラ ス 藍 色 半 透 明
臼 玉 0.20 ガ ラ ス 藍 色 半 透 明
臼 玉 0.17 ガ ラ ス 藍 色 半 透 明
臼 玉 0.20 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.23 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.28 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.27 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.27 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.20 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.20 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.18 ガ ラ ス 藍 色 不 透 明
臼 玉 0.21 ガ ラ ス 深 緑 半 透 明
臼 玉 0.12 ガ ラ ス 深 青 緑 半 透 明
臼 玉 0.07 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明
/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明
臼 玉 0.30 ガ ラ ス 青

玉 0.12 ガ ラ ス 青

玉 5.2 0.11 ガ ラ ス 青
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遺物番号 種 類 直径 (llull) 厚さ (llull) 孔径 (llull) 質量 (g) 材 質 色 調 備 考

臼 玉 0.22 ガ ラ ス 青

臼 玉 0.09 ガ ラ ス 黄

臼 玉 0.07 ガ ラ ス 黄

臼 玉 0.12 ガ ラ ス 黄

臼 玉 0.06 ガ ラ ス 黄

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 藍 色 半 透 明

玉 0.05 ガ ラ ス 黄 不 透 明

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明

玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明

玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑 不 透 明

/Jヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明

/1 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑 半 透 明

臼 玉 0.48 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.56 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.26 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.25 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.25 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 3.9 0.22 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.21 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.17 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.18 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.19 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.19 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.16 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 5.8‐ 0.27 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.16 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.23 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.16 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.25 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.21 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.19 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.26 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 5.9 0.23 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.21 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.24 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.19 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.21 ガ ラ ス 淡 青 緑

臼 玉 0.14 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.18 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.25 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.22 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.24 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.23 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.22 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.20 ガ ラ ス 紺 不 透 明

臼 玉 0.25 ガ ラ ス 紺

臼 玉 6.5 0.24 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.21 ガ ラ ス 紺
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遺物番号 種  類 直径 (llull) 厚さ (llull) 孔径 (llull) 質量 (g) 質材 調色 考備

玉臼 0.19 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.10 ガ ラ ス 淡  紺

玉臼 0.09 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉臼 0.09 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.09 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.09 ガ ラ ス 紺

玉 0.06 ガ ラ ス 青緑

玉/Jヽ 0.06 ガ ラ ス 紺淡

玉 0.09 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉 0.08 ガ ラ ス 紺

玉 0.08 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.08 ガ ラ ス 紺

玉 0.08 ガ ラ ス 紺

玉臼 0.10 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉 0.07 ガ ラ ス 紺

玉 0.06 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉 0.04 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.04 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉 0.06 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.02 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

小   玉 0.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/Jヽ 0.05 ガ ラ ス 紺

玉 0.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/」 ヽ 0.07 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.04 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.07 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/Jヽ 0.08 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/jヽ 0.05 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.06 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.03 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.03 ガ ラ ス 紺

玉 0.03 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.02 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.05 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.04 ガ ラ ス 紺

玉/1 0.03 ガ ラ ス 紺

玉 0.03 ガ ラ ス 紺

玉/Jヽ 0.04 ガ ラ ス 紺

玉 0.03 ガ ラ ス 紺

玉 0.03 ガ ラ ス 紺

玉/1ヽ 0.02 ガ ラ ス 紺

玉 0.04 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉 0.05 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉 0.02 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉 0.03 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/Jヽ 0.03 ガ ラ ス 紺 不 透 明

玉/」ヽ 0.17 ガ ラ ス 淡 青 緑
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遺物番号 種 類 直径 (llull) 厚さ (llull) 孔径 (llull) 質量 (g) 材 質 色 調 備 考

玉 0.05 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.08 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.01 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.08 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.05 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.06 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.05 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

176 /1ヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 .0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/Jヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 ヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1 玉 0.03 ガ ラ ス 白 緑 不 透 明
/J 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑 不 透 明

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑 不 透 明

/1ヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/Jヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑
/Jヽ 玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/Jヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/Jヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

玉 0.04 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 ヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/jヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/Jヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

/1ヽ 玉 0.03 ガ ラ ス 淡 青 緑

/」 ヽ 玉 0.02 ガ ラ ス 淡 青 緑

丸 玉 0.43 土 黒 褐 色
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遺物番号 類種 直径 (llull) 厚さ (llllll) 孔径 (llull) 質量 (g) 質材 調色 考備

丸   玉 0.37 土 黒 褐 色

丸   玉 5.5 0.40 土 黒 褐 色

玉丸 0.53 土 黒 褐 色

丸  玉 0.47 土 黒 褐 色

玉丸 0.37 土 黒 褐 色

丸   玉 0.37 土 黒 褐 色

玉丸 0.38 土 黒 褐 色

玉丸 0.42 土 黒 褐 色

丸   玉 0.36 土 黒 褐 色

玉丸 0.39 土 黒 褐 色

丸  玉 0.35 土 黒 褐 色

玉丸 0.34 土 黒 褐 色

玉丸 0.37 土 黒 褐 色

玉丸 0.30 土 黒 褐 色

玉丸 0.35 土 黒 褐 色

玉丸 0.39 土 黒 褐 色

玉丸 0.41 土 黒 褐 色

玉丸 0.31 土 黒 褐 色

玉丸 0.44 土 黒 褐 色

玉丸 0.34 土 黒 褐 色

丸  玉 2.0 0.33 土 黒 褐 色

232 玉丸 0.42 土 黒 褐 色

玉丸 0.46 土 黒 褐 色

玉丸 0.40 土 黒 褐 色

玉丸 0.35 土 黒 褐 色

玉丸 0.32 土 黒 褐 色

玉丸 0.36 土 黒 褐 色

玉丸 0.39 土 黒 褐 色

239 玉丸 0.52 土 黒 褐 色

玉丸 0.44 土 黒 褐 色

玉丸 0.42 土 黒 褐 色

242 玉丸 0.34 土 黒 褐 色

玉丸 0.40 土 黒 褐 色

玉丸 0.38 土 黒 褐 色

玉丸 0.45 土 黒 褐 色

玉丸 0.37 土 黒 褐 色

玉丸 0.36 土 黒 褐 色

玉丸 0.43 土 黒 褐 色

玉丸 0.43 土 黒 褐 色

玉丸 0.44 土 黒 褐 色

玉丸 0.33 土 黒 褐 色

玉丸 0.34 土 黒 褐 色

玉丸 0.27 土 黒 褐 色

玉丸 0.39 土 黒 褐 色

玉丸 0.38 土 黒 褐 色

256 玉丸 0.46 土 黒 褐 色

257 玉丸 0.34 土 黒 褐 色

玉丸 0.38 土 黒 褐 色

259 玉丸 0.39 土 黒 褐 色

260 玉丸 0.26 土 黒 褐 色

玉丸 0.38 土 黒 褐 色

―-213-―



第10表 検出遺構一覧表 (1).

掘立柱建物  遺構観察表 I区

※1 梁間と桁行の柱間長の違う建物で,上段を梁間の柱間長及び平均,下段を桁行の柱間

長及び平均とした。

※2 桁行において,柱間が明らかに異なるものがあり,主屋に対しての付属施設か,間取

りの違いによるものか不明であるのでここでは区別した。

竪穴住居

遺構番号 グリッド名
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱穴 (cm) 柱間(cm)

備 考
大  き  さ (cm) 最大 最小 最長 最短

S B01 C-13
1間 ×1間

N32° E
94× 124 21.5

〃 02
E-12 (2)間 × 3間

N46.5° E
296 192 長辺の半分は段差によっ

て切られる。(196)× 756

〃 03 E-12
2間 ×3間

N41.5° W 攪乱によって切られる。
324× 648 27.5 146

※102

〃 04

E-13
F-13
F-14

1間 ×3+1間
N26° E

2981

298

真7を違震r伴サF長の
298× 544+278 32.2

2021 158

181.3

※ 1

〃 05 F-14
(2)間×(4)間

N19° W

2041

204
全体 に削平 されてお り浅

言静量属墜稽量I`lT(204)× (412) 46.5
1381 136

137.3

遺構番号 グリッド名
大 き さ

遺 物 時 期 備 考
直径 (cm) 検出ピット数

S H01
E-12013

F-12013
600

弥 生 土 器

サヌカイ ト片
弥生時代 誓着考言量暴誓「

部が出

不明遺構

遺構番号 グリッド名
大  き さ

遺 物 時 期 備 考
直径 (cm) 検出ピット数

S X01 E-12 10角形を呈する。

〃 02 E-12 655 8角形を呈する。

〃 03 E-12 8角形を呈する。
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第10表 検出遺構一覧表(2)

遺構番号 グリッド名
大 き さ

遺 物 時 期 備 考
直径 (cm) 検出ピット数

S X04
E-12013

F-12013
10角形を呈する。

〃 05
E-12.13

F-12013
6 10角形を呈する。

溝状遺構

遺構番号 グリッド名
大  き  さ (cm)

遺 物 時 期 備 考
長 さ 天幅 深 さ

S D01
B-13014

()-14
3,680 480 99

弥生土器

須恵器 ,石鏃
弥生時代～

※N5『 Wグ リッドの中央部
で最大幅を計る。須恵器の
不身と不蓋が出土 している。

〃 02 B-14 N10° W
S D01に つながる。

〃 03 B-13014 弥生土器 弥生時代
N80° W, N90° W
S D01に つなが る。

〃 04 D-14 N35° W

〃 05 D-13 1,536
弥生土器

サヌカイト片
弥生時代 鏃聖里黒ぁ晨爺路品土し

てい る。

〃 06 D-12 1,248 弥生土器 弥生時代
N55° W SP01に切 られる。
弥生土器 ,底部が出土 して
いる。

〃 07 D-12 N30° W
S Dllに 切 られる。

〃 08
D-12

E-12013
2,800

須恵器
弥生土器
サヌカイ 卜片

弥生時代～
N50° W SD09の 片を切る。
須恵器の甕が出土している。
S P03に 切 られる。

〃 09
I)-12

E-12・ 13
2,168

弥生土器
須恵器
サヌカイ ト片

弥生時代～
N50° W
S D08に 片を切 られる。

〃 10 D-12 448 28 石鏃 蝋銀菖葵膳:』IF′
北

〃 11
E-13

F-13014
2.880 28.4

器

，イ

土
器
カ

生
恵
ヌ

弥
須
サ

石鏃
卜片

弥生時代～ 範発議膊鞣醒,

してい る。

〃 12 E-13 86
N45° E末端で S D13か ら
S Dll方 向に比高差を持ち ,

この 2つの溝をつな ぐ。

〃 13
E-13

F-12・ 13
130 20

弥生土器

石鏃・楔状石器

弥生時代

中期

S D14に よって,S Dllに つながる。
S H01の 周溝 ,直径1.520an
弥生前期の甕 ,弥 生中期の高不が出
土 している。

〃 14 E-13 N35° W SD13に切られる。
S D13の 弧内で検出される。

〃
中

Ｎ

である。いいいｍ５．

の

　

　

　

　

２．

鴻
　

　

一

一いいい̈

のれ流の溝

Ｎ
И
十
十

てし

例

と準基を※
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第10表 検出遺構一覧表 (3)

遺構番号 グリッド名
大  き  さ (cm)

理退 物 時 期 備 考
長 さ 天幅 深 さ

S D15 F-14 N45° W
S Dllに 切 られている。

遺構番号 グリッド名
形    ‖犬 (cm)

遺 物 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S K01 C-14 平面形は円形を呈する。

〃 02 D-12 210 平面形は紡鍾形を呈するc

〃 03 E-12 100
炭化物

焼 土

平面形は楕円形 を呈するc

埋土か ら焼土 と炭化物が
出土。

〃 04 F-14
す

ら
切

呈
切

も

を

に

に

形

ｎ
２２

方

Ｄ

ｌ．

長

Ｓ
２

階
経

。
Ｓ ‐

は
東

る

。

形
北

い
る

面

ｏ
て
れ

平

る
れ
ら

〃 05 F-14
を
内

形
地

方
敷

長
の

丸
０４

。

隅
Ｂ
た

，Ｓ
れ

は

。さ

形
る
出

面
す
検

平
呈
で

遺構番号 グリッド名
形   状 (cm)

物】退 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S P01 C-13 土師器
S B01北 東角の ピッ トであ

皇llli器の小Ⅲlが出土してい
る。

〃 02 D-12
須恵器片

土器片
S D06を 切っている。

〃 03 D-12 土器片 S D08を 切 つている。

〃 04 E「 12
弥生土器

サヌカイ ト片
弥生時代 第 7図 -42

〃 05 E-12 土器片

〃 06 E-12
サヌカイ ト片

土器片
S B03の ピットである。

〃 E-12 弥生土器
S X03の ピットである。

第 7図 -41

〃 08 E-12 炭化物
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第10表 検出遺構一覧表 (4)

遺構番号 グリッド名
形     1犬 (cm)

物遺 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S P09 E-12 土器片 S B02の ピットである。

〃 10 E-12 サヌカイ ト片 S B02の ピットである。

〃 11 E-12
弥生土器
瓦質土器
須恵器片

第 7図 -43

〃 12 E-12 土器片 S B02の ピットである。

〃 13 E-13 土器片 S H01の ピットである。

〃 14 E-13 サヌカイ ト片 S H01の ピットである。

〃 15 E-13 弥生土器
弥生時代

前  期

こ
の

０条
る
３

て
部

つ
体

切
は

ｏ
４４

を
器

つ

一

‐２
上
も
図

Ｄ
生
を

７

Ｓ
弥
線
第

〃 E-13

〃 17 E-13 土器片
S H01の 中心部のピット
である。

〃 18 E-13 弥生土器

サヌカイ ト片
弥生時代 S H01の ピシトである。

〃 19 E-13 土器片 S H01の ピットである。

〃 20 E-13 弥生土器 弥生時代 S B04の ピットである。

〃 21 E-13 弥生土器 弥生時代
この弥生土器は三条の凹
線文を持つ。

〃 22 E-13 土器片

〃 23 E-13

〃 24 E-13 サヌカイ ト片 S X03の ピットである。

〃 25 E-13 17 土器片 S H01の ピットである。

〃 26 F-13 サヌカイ ト片 S X05の ピットである。
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第10表 検出遺構一覧表 (5)

遺構観察表 H区溝状遺構

北を基準にして ,

例

れの方向を表示し

〃
である。いヽ
ぃ
］

のもた
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

輌　Ｎ４月十十１

遺構番号 グリッド名
大  き  さ (cm)

遺 物 時 期 備 考
長 さ 天幅 深 さ

S D16
J-9
J-10

1,520 680
器
　
器

土
器
土

生
恵
質

弥
須
瓦

弥生時代～ 益碁譜ち発し漱浩品でぁ
る。

〃 17
I-9
J-9

3,600
縄文土器

炭化物

縄文時代

晩  期
N15° W, N25° W

〃 18 J-9 560 炭化物 懸57Pl群雪よそ:

るハ

〃 19
H-8
1-8

880
須恵器片

土器片
N5° E,N10° W

〃 20 H-8
弥生土器

須恵器片

N5° W
弥生土器の鉢が出土 して
い る。

〃 21 I-8 440 96
須恵器片

土器片,磁器片
N15° E

〃 22 I「 8
須恵器

染 付

N5° E
須恵器の高台付壺の高台
が出土 している。

〃 23
一
一
一

Ｉ
Ｊ
Ｋ

2,080 110
土師器,須恵器

磁器,石鏃

N5° W
S D25を 切っている。

〃 24 J-8 64
須恵器片

磁器片 ,土器片
ざg,穏切営:5程lんど
水平である。

〃 25 J-8
須恵器片

土器片
切

ｏ

一雅稲

７０
Ｄ
ら

Ｎ
Ｓ
切

S D23に

〃 26 J-8 110
N35° E
S D25に 切 られる。

〃 27 J-8 1,560 弥生土器 弥生時代
N10° E弥 生土器の底部が
出土している。
S D24,S D28に 切 られる。

〃 28
J-8
K-8

2,120 112
須恵器

土師器
奈良時代

単:41晶纂ぁ曽憩暴出墾モ
百S易:S D29を切る。

〃 29 J-8 N75° E
S D28に 切 られる。

〃 30
J-7
J-8

須恵器片

土器片
N65° E
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第10表 検出遺構一覧表 (6)

遺構番号 グリッド名
形   状 (cm)

遺   物 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S K06 J-9 68
石鏃

炭化木材 僧渇彬奪璽写2F長
い。

遺構番号 グリッド名
形   状 (cm)

遺   物 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S K07 I-8 曇言萱事IFF彎楚薔形
〃 08 J-8

須恵器

表師質
土器等多奈良時代 軍曇膨様gttri負す場]量し

る。

遺構番号 グリッド名
形   状 (cm)

遺   物 時 期 備 考
長径 短径 深 さ

S P01 J-10 土器片

〃 02 I-9 土器片 S D07の 東に位置する。

〃 03 J-9 土器片

〃 04 I-8 土器片

〃 05 J-8 土師質土器 カマドが出土している。
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N150° W

第10表 検出遺構一覧表 (7)

竪穴住居  遺構観察表 Ⅲ区

遺構番号 グリ ド名ツ

大  き さ
遺 物 時 期 備 考

直径 (cm) 検出ピット数

S H02 R-203
弥生土器

サヌカイ ト

弥生時代

後半

弥生土器の壺0甕 0高杯が
出上 している。床面 より
炭化木材が出土 している(

溝状遺構

遺構番号 グリッド名
大  き  さ (cm)

理退 物 時 期 備 考
長 さ 天幅 深 さ

S D31
P-3。 4

Q-4
2,900 須恵器

6世紀

中頃 島栄詈」を3曇菅景警提
〃 32 R-3 卜J140° W

〃 33
R-3
S-3

須恵器片

〃 34
R-3
S-3

1,180 須恵器 6世紀
古墳の周溝である。
須恵器の甕が出土 してい
る。

〃 35 R-2・ 3 920 145 須恵器 6世紀 て
０
１
レ

る
土

あ
出

で
が

溝
甕

周
の

の
器

墳
恵

ｏ

古
須
る

〃 36 R-2
弥生土器

須恵器
6世紀 古墳の周溝である。

〃 37 R-2 225
弥生時代

後期後半
S H02の 壁溝である。
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I区

遺構出土遺物

第H表 遺物観察一覧表

挿  図
澤   晏

版
昇

図
器

器 種 石  材

法 量 (llllll)

重量 (g) 観 察
出土遺lyl 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石  鏃 サヌカイ ト 48.95 24.00 5.05 5.18
凹基無茎式

兇轟窟委「卿 夕形状を呈する。S D01 -1

19.40 12.05 2.20 (027) 掌;璽全謝量髯憾言貫墓言警響
らΓす

S D01 -2ヽ

10.651 16.55 2.95 (0.45)
凹基無茎式

薬罪蘇警元僧形裕∴暑1'れ
る。

S D10 -3

16.50 14.50 1.80 0.35
凹基無茎式
側辺はやや外反する。
くり込み率0.45SDH -4

21.30 3.35 3.50 1.02
るてし

。

呈
む
。

を
ぼ
１０

状
く
角

形
に
端

角
か
未

式
五
ず
。

茎
は
わ
７０

無
形
は
角

基
面
部
端

平
平
基
先DH -5

1200) 14.25 3.80 (0.67)
るてし呈を状形

ｏ

角
る

一二
い

辺
て

等
し

式
二
損
。

茎
は
欠
４５

無
形
を
角

基
面
端
端

平
平
先
先D ll -6

24.95 13.30 2.75 0.72

サII言]∫I関

で写詈言晏黒象κ梵募暑幕
D ll -7

28.45 15.75 3.25
平基無茎式

勇轟髪歩春でア満量あ農讐は異なる。D ll -8

33.00) 20.05 4 85 (2.58)
凹基無茎式

をサ登ダ峯濯島
片翼端を欠損している。

S Dll -9

〃 124.40 1895 3.20
凹基無茎式

(1ザ遠擦睾F見曲,ヮ還泳角希F至る。
S D13 -10

〃 16.50 2.95 (059)
凹基無茎式

響ザ遠方峯F募
す
ぞち込み角2ぴS D13 ― H

6
24.55 17.30 4.70

凹基無茎式

鴨 機 、3ま
なく,不り讀収安五解 を呈する。

S D13 -12

6
〃 29.00 18.40 5.40 2.26

凹基無茎式

調燿鵜モ苛】町lξ」響△鐸;施からなる。S D13 -13

不   明 39.70 26.55 6.50 6.87 一辺にわずかな調整がみられる。
S D05 -14

11.14 幅
る，な

ち

く
持
厚

を
て

度
れ

角

つ
は
に

辺
れ

両
そ

れ
り

。ら
が

る
み
広

あ
が
に

が
整
部

損
調
広

欠
は
ら

な
に
か

き
辺
部

大
側
狭-15

明
嗜

＞

不
は
一

27.80 35.95 5.80 6.05 稜線にはわずかな摩滅がみられる。
S Dll -16

不  明

(石 錐 ?)
20 36 11.05 4.70 1.50

上下に折損部がある。

石錐の胴部と思われる。S Dll -17

楔形石器 22.53 両長側に裁断面を持つ。
S Dll -18
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挿  図
番   具

図   版
番   具

器 種 石 材
法 量 (llllll)

重量(g) 観 察
出土遺情名 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

不   明 サヌカイト 3.92
一辺に折損面,一辺に欠損面がみられる。

羹墨示尾雪紀Tiゝ 2P度
である。

S Dll -19

1.99
一辺にくぼみ調整がみられるのみである。

周辺端部は薄くなる。-20

13.65
大きな折損面があり,反対側には小さな折損

図書を追ス弱篭省客鼻ち三逸ら、讐?智 F｀

い調
S Dll -21

不  明

(石 錐?)
14.95 30.95 6.20 2.03

片側に調整が施されている。

先端部に摩滅がみられる。S D13 -22

楔形石器 6.49

る

，

れ
く

ら
粗

み
は

ｏ

が
面
い

整
整
か

調
調
細

に
の
は

外
方
整

以
片
調

面
の
の

損
辺
面

折
側
片

ングを持つが
S D13 -23

不  明

(石庖丁?)
8.64

折損面以外には調整がみられる。

一辺の中央部にくぼみがある。SP3 -24
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S D01

挿図
番号

図版
番丹

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

里
-25

弥生土器

底部

0.5～ 3111111程

度の砂粒を
多く含む。 良 明黄褐色

しつかりとした底部。摩滅のため調
整不明。

-26

弥生土器

体部

0.2～ 3111111程

度の砂粒を
多く含む。 良

外面 暗 橙 色

内面 黄灰褐色

底部は不安定な平底。

里
-27

須恵器不蓋 12.3

l llull程度の
砂粒を含む(

良 灰 白 色

口縁端部からゆるやかに内彎しなが
ら立ち上がり天丼部はヘラ切り。

-28
須恵器不身

l llull程度の
砂粒を含む〈

良
外面 灰  色

内面 灰 白 色

喬糞薔雪雪与夕畠金ξれ壬:::天
井部はヘラ切りされている。

S D03

-29
弥 生 土 器 甕 15.0

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明黄褐色

内面 褐 灰 色

頸部は「く」の字に屈曲し,日縁は外反す
る。
器 壁 は薄 い。
外面□縁部付近は ヨコナデ調整 されてお
り,体 部には 9～ 10条 /cmの ハ ケロが施
されている。

71"

-30

14.6

1～ 3 11ull程

度 (最大 5
11ull)の砂粒
を含む。

良
外面 赤 橙 色

内面 黄 灰 色

口縁部は体部よりゆるやかに外反
し,端部では面を持つ。
外面摩滅のため調整不明。
内面はナデ調整されている。

S D05

-31

弥生土器

底部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡 黄 色

内面 黒 褐 色

外面は摩滅のため調整不明。
内面はナデ調整されている。

S D06

-32

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
多く含む。 良

外面 明赤褐色

内面 黒 褐 色

しっかりした平底。
外面 。内面体部摩滅のため調整不明
底部内面はナデ調整されている。

S D09

7

-33

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良

外面 黄 褐 色

内面 明黄褐色

小ぶりで底部から体部へ厚さの変化
が少なく,体部はやや内彎ぎみであ
る。
内外面摩滅のため調整不明。

SDH

7

-34
須恵器裂 15.0

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 灰  色

頸部で「く」の字に屈曲し,日縁にかけて
外反している。

駅 謂 雪,場 墨堰1ヤ7雷弓11石饒内
面には同心円文の叩きが施されている。
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S D13

挿図
番 暑

版
晏

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

翌
-35

弥生土器甕 23.0

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明黄褐色

内面 褐  色

如意状口縁で ,日 縁端部に刻み目があ り ,

日縁部下に2条 を1単 位 とするクシ描状の
工具を用いた計6条 の平行沈線がめ ぐる

.

そのヘラ描きを一部切 りながら下方に約 2

cm4条 のヘラ描き沈線が施 されている。内
面はナデ調整されている。

-36

弥生土器

体部

l llllll程 度の
砂粒を含むて

良 明赤褐色

外面にはヘラ描き沈線が施されてい
る。

7

-37

弥生土器甕

体部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 暗黄褐色

内面 黄 褐 色

外面には 2条 を1単位とするヘラ描
き沈線が施されている。

7

-38

弥生土器
高不

口縁～体部

25.0

0.5～ lllllll程

度の細かい
砂粒を多く
含む。

良
外面 明 褐 色

内面 暗黄褐色

口縁端部は左右に拡張され,上部に
は平らな面を持つ。
全面摩滅のため調整不明。
外面に 3条の凹線を持つ。

7

-39

弥生土器

口縁～体部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 灰 橙 色

内面 黒 褐 色

な

　

る

様
　
い

の
を
縁

，面

３８
形
口
が
外

7

-40

弥生土器

体部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 明赤褐色

外面は摩滅のため調整不明だが,竹
管文がみられる。
内面はナデ調整されている。

S P07

7

-41
弥生土器鉢

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡 黄 色

内面 黄 橙 色

体部の中ほどでややお、くらむ。
外面頸部及び内面には指頭痕が見られる。
内面はナデ調整されているが,外面は摩滅
のため調整不明。

S P04

-42

弥生土器

底部

02～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明橙褐色

内面 黄灰褐色

底部のわりに薄く,体部は外反する
外面は10条 /cmのハケロが施されて
いる。内面は摩滅のため調整不明。

S Pll

-43

弥生土器

底部

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良

外面 黒 褐 色

内面 灰 黄 色

内外面ヨコナデ調整されている。
しつかりした平底。

S P15

-44
弥生土器甕

l llull程度の
砂粒を含むc

良
外面 橙黄褐色

内面 暗 褐 色

体部の一部で頸部から口縁にかけて
は欠損している。
外面は摩滅のため調整不明だがヘラ
描き沈線が 3条みられる。
内面はナデ調整されている。
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包含層出土遺物
図
昇

挿
番

版
昇

図
番

器  種 石 材

法 量 (llllll)

重量 (g) 観 察名
名

ド
層

ツ
上

り
土

グ
出 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

打製石庖丁 緑色片岩 45.50 98.75 13.15 115 40

平面 形 は隅丸の長 方形状
短辺 の 1辺 は外反 し もう1辺 は中央部 にえ ぐりを持 つ。
長辺 の 1辺 はやや くぼみ調整 され ている。
周縁 に鋭利 なエ ッジは残 らず摩滅 してい る。

E-12第 1層 -45

サヌカイ ト 53 45 60.55 14.15) (53.33)

片側を欠lllし ている。
周辺に細かい調整が施 されている。
表裏に自然面を残す。
短辺にくぼみがある。

D-12第 2層 -46

明
刃
？

謝
斧

不
扁
石

泥  岩

(緑灰色)

55.05 57.40) 12.90) (52.15) 糞』I::(|liら督5ばたな号そ:、る。
攪乱土 -47

不  明

(ロ ロき石 ?)

結晶片岩

(緑 色)

88.00 35.95 12.85 (63.77) 先万T幕歩蒐晃黒累E倉遜機歪躍菫り,ipき
石の可能性がある。C-13第 3層 -48

不  明

(石 斧 ?)

結晶片岩

(青白色)

77.00 44.90 25.00 (142.81)

一部に擦痕がある。
断面は情円形を呈 しており.上 ドは欠損 している。
結品の流れは縦方向に走る.石 斧と思われる。
刃部は欠損 している。

B-14第 3層 -49

バチ型

蛤刃石斧
結晶片岩 104.65 53.25 34.90 300.45 爺百貨 lTnIの

咄 があ 性 嚇 馳 の 榊 訥

持 つた感 じが重 い .片 但1辺 .片 刃 部 に使用痕 が見 ら
れ る。磁石が反応。

C-14第 5層 -50

石 鏃 サ ヌ カ イ ト 120.05 9.15 2.90 ( 0.50)
凹基無茎式

衡遊登ば装鼎集粂撮}〔∵迭称率同。B14第 5層 -51

19.00 16.60 2.80 0.55
凹基無茎式
平面形は二等辺三角形状。
先端角70° 末端角50° くり込み率0.32。B-14第 4層 -52

17.80〕 14.35) 3.00 ( 0.61)

凹基無茎式 先端及び片翼を欠損。
平面形は二等辺三角形状。調整は少なく粗い側辺に
起伏がある。
先端角40・ 。

C-14第 4庭 -53

17 05 14.75 2 90 0.52

肥l基無茎式
平面形 は二等辺 三 角形。
先端 はやや丸み を帯 る。
先端 角 80・ 末端 角 40・ くり込 み率026。

C-14第 5燿 -54

16.05〕 15.90 3.45 ( 062)
凹基無茎式
平面形は正三角形 .先端及び側辺の一部欠損。

待夕留
60i杏端角60° くり込み率015。C-14第 4庭 -55

22.80 17.50 3 80 0.81
状

は

〓

形
率

Ｈ

角

み
／

三
込
Ａ

辺

り

等

く

３０

式

二
・

Ｌ

茎
は
５０

〓

無
形
角

Ｈ

基
面
端
／

凹
平
先

Ｎ
E-13第 2層 -56

2530 20.70 3.35 ( 165)
凹基無茎式 平面形は二 等辺 三角形状。
先端 部 を欠損 し,周辺 に細 かい調整が施 され てい る。
翼端 はす るど く尖 る。
くり込 み率 は038と 大 きい。

E-13第 1層 -57

18.951 19.00 3.75) ( 1

凹基無茎式
先端及び両翼欠損。
平面形は二等辺三角形状 と思われる。
先端角35° 末端角 15・ くり込み率055。

14第 6層 -58

16.70) 14.10 3.35 ( 0.52)

凹基無茎式
先端及び片翼欠損。
全体に調整が少ない
くり込み率025。

-13第 3層 -59

18.50 14.05 2 45 ( 0.44)

凹基無茎式
平面 形は二等辺三 角形。
片翼 を欠損 してい る。 翼が側辺 よ り突出。
くり込 み率013 N/H=132 A/H=017D-12第 2層 -60

22.80 17.45 4.85 1.42
暴書言F発

。晋甲ζ?千ぞ了松際率も0.17と
E-13第 2層 -61

2060 15.00 3 70 ( 0,78)

凹基無茎式
片翼末端 を欠損 してい る。
平面形 は五 角形状。
くり込 み率 0,33。

C-13第 3層 -62

※ 表中のN/Hは 長さ/幅 ,A/Hは 厚さ/幅の略である。
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挿  図
番   晏

版
丹

図
番

器 種 石 材

法 量 (llull)

重量 (g) 観 察
名
名

ド

層
ツ
土

り

土

グ

出 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石  鏃 サヌカイ ト 13.95 13.35 2.80 ( 0.36) い
す

て
損

し
欠

呈

を

を
部

状

一

形

の

角

辺
三
側

ｏ

式
正
び

・

菫
は
及

７０

無
形

，角

基
面

翼
端

平
平

片
先E-13攪 乱 -63

12.25) 13.20 2.30 ( 0.33) 。
る

２３

る

い

Ｌ

い

て

〓

て

し

Ｈ

し
損
／

皇

欠

Ｎ

を
は
・

状
部

４０

形
端
角

角

翼
端

三
片
末

式

正
び

・

茎

は
及

４０

無

形
部
角

基
面
端
端

平
平
先
先 A/H=0.17E-13攪 乱 -64

14.30) 13.75 3.30 ( 0.56)

平基無茎式
平面形は正三角形状を呈する。
先端部を欠損 している。
周辺に細かい調整がみとめられる。先端角60°E-13第 3層 -65

19.50 13.25 2.90 0.67
す彎内やや辺

ｏ
ｏ

側

る

４７

，
い
Ｌ

し
て

〓

呈

れ

Ｈ

を

ら
／

状

え
Ｎ

形
加

・

角

み
３０

三

の
角

辺
辺
端

等

周
末

式

二
は
・

茎

は
整

４０

無

形
調
角

基

面

ｏ
端

平

平

る
先C-15 -66

20.351 12.45 3.00 ( 0,72) い
０

て
る

し
ゆ

損
わ

欠

い

翼
す

片
出

ｏ突
る
が

れ
片

かヽ
に

に
状

？

か
形

か
や
角

式

る
五

茎

ゆ
は

無

が
形

ｏ

基
部
面
型

凸

基
平

トC-14第 6層 -67

石   錐 24.951 9.60 4.75 ( 1.08)
先端部は細 くなる。

基部は欠損。F-13攪乱土 -68

33.4α 8.80 4.35 ( 1

細長い棒状を呈し,通例の石錐とは形状が異
なる。
先端部は細 く尖る。D-13第 2層 -69

33.65 11.95 6.10 2.59
棒状を呈するが69よ りもやや幅広のものであ

る。E-12攪 乱 -70

27.35 19.40 3.45 1.48
大きな基部と細 くて小さな錐部を持つ。
錐部の長さは 8 11ullで ,先端にかすかに摩滅が
みられる。D-12第 2層 -71

28.95 17.85 7.25 ( 3.84)
錐部は欠損している。

周辺に調整が認められる。E-12第 2層 -72

44.05 24.05 5。 70 ( 5.51)
先端錐部側辺に調整がみられる。

錐部が欠損している。E-13第 1層 -73

有舌尖頭器 泥  岩 55.60 25.30 8.90 9.71

軟質の石材 を用 いてい るためか ,表 面の摩滅 が著 し

押圧剥離 による加工 と考 え られ素材面 は残存 しない。
基部 は欠損 してい る。

-14第 3層 -74

細 石 刃
チャー ト

(白茶色)

16.00 9.00 1.30
白色を基調とし,茶褐色部が一部に認められる。
チャート製で,打面はほとんど残存しない。
断面は台形状を呈し先端部は欠損している。E-12第 2層 -75

不   明 サヌカイ ト 0.92 二側辺に明 らかに調整が加えられている。
-14第 5層 -76

楔形古器 5.79 凹線部には敲打が見られる。
E-1鎌財■土 -77

4.38
平面形は台形状を呈している。
片面には大まかな調整がみられる。
他の三辺は欠損している。E-lMLt -78

片翼の欠損した石鏃の形をしている。

周辺に調整がみられる。E-lMLL -79

13.22
平面形は五角形状を呈し,片面はややくぼん

だ平面から成るが片面は起伏がある。E-1鋸風土 -80

8.64 二辺が調整を受けている。
E-13第 1曜 -81

不   明 24.25 20.80 4.50 2.08
平面形は三角形を呈している。

一辺に凹形の調整を残す。E-1雛 -82

※ 表中のN/Hは 長さ/幅 ,A/Hは厚さ/幅の略である。
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図
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器 種 石 材
法 量 (llull)

重量(g) 観 察名

名

ド

層
ツ
土

り
土

グ
出 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

楔形石器 サヌカイ ト 8.08 全面 。全辺に形成調整がある。
E-12第 1層 -83

〃 17.53
コーナーに大きな欠損面がある。

折損面に対する面は自然面である。F-13第 2層 -84

5.95
ほぼ五角形の平面観を持つ。

側辺は楔状を呈する。D-12第 2層 -85

〃 9.43
下線に敲打を有し,一面の一部に自然面の名

残を有する。D-12第 1層 -86

18.89
欠損のある側辺に自然面を残す。

一側面に調整痕がある。D-13第 3層 -87

14.33
多くの欠損部がある。

片面はほぼ平らであるが,片面は起伏がある。E-lMLL -88

22.11 看言操∃詈FT追た散免k゛れたやや新しい欠
E-12第 2層 -89

15.40 折損面以外には調整が施 されている。
F-13第 2層 -90

24.35 刃部はなく,ま た,多 くの欠損が見られる。
E-1躍諷土 -91
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B-14第 5層

挿図
番 暑

版
昇

図
番

器  種

法 量 (llull)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

亜
-92

弥生土器甑

底部

の
む
の
立

皿
含

皿
目

５
を
５
が

”
粒

”
粒

ｏ

ｌ
砂
３
砂
つ

良
外面 淡橙色

内面 橙灰色

るて
る

れ
す

さ
有

整
を

調
孔

デ
穿

ナ
に

面
部

外
底

C-13第 3層

-93

弥生土器

底部

l llull程度の
砂粒を含む。

良 橙 褐 色
品鼻書′争晶基唇認をぃる。

D-12第 2層

滉
|~

-94

弥生土器

底部

l llllll程度の
砂粒を含むc

良  好
外面 黄 褐 色

内面 黄黒褐色

しつかりとした平底。
外面はナデ調整されており内面には
指頭痕が見られる。

D-12第 3層

生
-95

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 好｛［０（　　　．

黄 褐 色
おｏて

ｏ

底
れ
明

平
さ
不

た
整
整

し
調
調

と
デ
め

リ

ナ

た

か

は

の

つ
面
滅

し
外
摩

内面は

D-12第 2層

-96

弥生土器

底部

l llull程度の
砂粒を含むて

良  好 淡黄白色

平底。

捨裏農暮羅習発覆争夢畠皇き兜マ餞
る。
部分的に黒斑がみられる。

D-14第 4層

生
-97

弥生土器

底部

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 暗灰橙色

内面 明灰黄色

しつかりとした平底。
内外面ナデ調整されている。

E-12第 2層

―‐98

弥生土器

底部

2 11ull程度の
砂粒を含む(

良 淡 褐 色

しつかりとした平底。
外面はナデ調整されている,内面は
摩滅のため調整不明。

E-13第 1層

滉
|~

-99
弥生土器

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 赤 橙 色

るて
。れ

底
さ

平
整

た
調

ト
エ
ア

リ

ナ
か
面

つ
外

し
内

E-12第 2層

生
-100

弥生土器

底部

1～ 2 11ullの

砂粒を含む
`

良
外面 橙褐色

内面 黄褐色

ややうすい平底。
摩滅が著しく調整不明。
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攪乱土

挿図
番 丹

図版
番 昇

器 種

法 量 (llllll)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

-101

土師器杯

底部

0.5-lllullの

砂粒を含む
`

良  好 明 橙 色 倉欝層曇子スを二署:ili:こ l、

に立ちあがる。

C-13第 3層

al“

-102

土師器杯

底部
緻  密 良 黄 白 色

懲罰|ま晶i素易雫Fさ
れている。

C-14第 4層

al“

-103

土師器不

底部
緻  密 良  好 灰白黄色

内外面はヨコナデ調整されている。
底部は静止糸切 り。

｀

D-14第 3層

劉
|~

-104

土 師 器不

底部
緻  密 良 暗灰黄色

塵獣百獣星累務τF整されている。

E-13第 2層

21~

-105

土師器杯

底部
lgl 密 良 黄 白 色

全面摩滅。
底部静止糸切り痕がわずかに残る。

E-12第 1層

al“

-106

土師器不

底部
緻  密 良 白 橙 色

内外面はヨヨナデ調整されている。
底部は静止糸切り。

C-14第 4層

al~

-107

土師器不

底部
緻  密 良 黄 白 色

内外面ナデ調整。
底部静止糸切り。

C-13第 3層

al~

-108

土師器杯

底部

0.2～ lllullの

砂粒を含むく
良 白黄橙色

外面はヨコナデ調整されている。

理覇|ま箇羅累為9曹需T盟 %。

C-15第 5層

21~

-109

土師器不

底部

の
む

皿
含５”‐粧

０
．砂

良 明橙白色
窪獣顧霧子ふ茫蓄翌繋島サあ裟ふ競
る。
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C-14第 5層
図
号

挿

番
版
号

図
番

器 種

法 量 (llull)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-110

土師器不

底径

6.0 緻  密 良 灰白橙色

内外面ヨコナデ調整されている。
底部は静止糸切 り。

B-14第 4層

-111

土師器不

底部

底径

5.4 緻  密 良 灰 自 色

内外面摩滅のため調整不明。
底部はわずかに静止糸切りの痕が残
る。

C-14第 6層

生
―n2

土師器不

底部

底径

6.1

0.5～ 2111111の

砂粒を含む
良  好 灰黄白色

内外面摩滅のため調整不明。

C-14第 4層

21~

-113
土師器杯

底径

6.0 緻  密 良 灰黄白色

全面摩滅。

C-14第 6層

生
-114

土師器不

底部

底径

8.0 緻  密 良  好 灰 白 色

全面摩滅。

B-14第 4層

a14

-115

緑釉陶器

底部
緻  密

良  好

(須恵質)

(釉)淡黄緑色

(地)灰 白 色

底部はやや上げ底気味の蛇の日高台を呈
しており,体部は内彎気味に立ち上がる。
器表面は黄緑色の釉がかかる。内外面ヨコ
ナデ調整されている。底部は回転糸切りさ
れ,高台は中央部でくぼむ。

C-14第 4層

214

-116

土師質土器
土釜

口縁部

0.5´ψlllullの

砂粒を含むく
良

外面 暗黄黒色

内面 黄灰白色

内外面ナデ調整されている。

費票帰薯響甲優T押
されており,ス

B-13第 4層

214

-117

土師質土器
土釜

口縁部

0.5～ 211ullの

砂粒を含む
良

外面 白黄色

内面 黄白色

鍔先端部は下方に折り曲げられさら

舞蓄層霧登お雪暮警百::負Ъれる。

C-13第 3層

生
-118

土師質土器
土釜

口縁部

0.5～ lllullの

砂粒を含む〈
緻密 良 黄 白 色

鍔先端部は下方に折り曲げられさら
にナデ調整が施されている。
外面に粘土のつなぎ目が見られる。
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図
書

挿

番
版
丹

図
番

器 種

法 量 (llull)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

羽
|~

―n9

土師質土器
土釜

口縁部

05～ lllllllの

砂粒を含む〈
良

外面 黄 褐 色

内面 黄灰褐色

わずかに鍔が張り出す。
内外面ナデ調整されている。
外面には指頭痕が見られる。

C-15第 5層

"|~
-120

土師質土器
土釜

口縁部

1～ 3 11ullの

砂粒を含むc

粗い胎土。 良
外面 暗灰橙色

内面 明灰橙色

鍔がやや下方に大きく出る
内外面ナデ調整されている
外面にはま旨頭痕が見られる

C-14第 5層

笠
-121

土師質土器
土釜

口縁部

0.5～ lllullの

砂粒を含むく
良

外面 黄白色

内面 灰黄色

鍔先端部は下方に折り曲げられ,さ
らにナデ調整が施されている。
外面及び内面上部に指頭痕が見 ら
れ,内 面にはハケロが施されている。

C-13第 3層

生
-122

土師質土器
土釜

口縁部

0.5～ lllllllの

砂粒を含む
良

外面 黄白色

内面

さ

　

に

，　
面

れ

ｏ外

リヽ
ス
υ
　
・

げ

い
り

曲
て
お

り
れ
て

ｏ

折
さ
れ
る

に
施
さ
れ

方
が
整
ら

下
整
調
見

は
調
デ
が

部
デ
ナ
痕

端
ナ
面
頭

先
に
外
指

鍔
ら
内
は

B-131目舌趾

笠
-123

土師質土器
土釜

脚

1～ 3111111の

砂粒を含む
良 暗黄白色

全体に摩滅しているが一部にナデ調
整の跡が残る。
断面はほぼ円。

B-14第 4層

"|~
-124

土師質土器
焙烙

口縁部

1～ 2 11ullの

砂粒を含む
良

外面 暗黒茶色

内面 暗灰茶色

口縁部は丸く外方に膨らみ,体部と
の境をつくっている。
外面はススの付着によって黒ずんで
いる。
内外面ヨコナデ調整されている。

D-14攪乱層

笠
-125

土師質土器
焙烙

口縁部

1～ 3 11ullの

砂粒を含む。
良 神

蜘

面
色
面

外
黒
内

口縁部は丸く外方に膨らみ,体部と
の境をつくつている。
外面はススの付着によって黒ずんで
いる。
内外面ヨコナデ調整されている。

B-14第 4層

生
-126

土師質土器
土鍋

口縁部

1～ 2 111Elの

砂粒を含む
良 明褐黄色

口縁部は立ち気味である。
摩滅のため調整は不明。外面には粘
上のつなぎ目が見られる。

C-13第 2層

生
-127

土師質土器
土鍋

口縁部

0.5-31111Dの

砂粒を含む
良 明褐黄色

口縁部は大きく外反し外面に指頭痕
を残す。
内外面ナデ調整されている。
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C-14第 5層
図
号

挿
番

版
昇

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-128

土師質土器
土鍋

口縁部

1～ 2 11ullの

砂粒を含むく
良 明黄灰色

磐5F黒昂帰呂駐払髪景踏兄願T各
す。
内外面ナデ調整されている。

C-13第 4層

生
-129

土師質土器
土鍋

口縁部

の
む

皿
含

３

を
”
粒

２
砂

良

面
　
面

外
　
内

暗褐黄色

明白黄色

口縁部は「く」の字に屈曲している
内外面ナデ調整されている。

E-12第 1層

器
|~

-130
土  錘

径

2.5

0.5～ lllllllの

砂粒を含むc

良  好 暗黄灰色

両端が欠損している。
中心に穴を持つ紡錘形。

C-14第 4層

生
-131

瓦 質 土 器
こね鉢

口縁部

下
多剛は含む。

０
．
の
く 良 明褐黄色

方慢雪響城云仔管2懲百:Fし '上

ナデ調整。

C-14攪乱土

生
-132

瓦 質 土 器
こね鉢

口縁部

の
む

皿
含５”‐陵

０
．砂

良
外面 灰黒白色

内面 灰 白 色

口縁端部は三角状の断面を有し,上

塗]岳層覇義?新畔どた稽番射貧ぶ場箋る。

C-14第 6層

生
-133

器
鉢ね

　
部

恵
こ
　
縁口

須 0.5～ lllull大

の砂粒を含
む。 良 明青灰色 晏昴誓馨書;'肇菫fiti::『

部

C-13第 3層

生
-134

須 恵 器
こね鉢

口縁部

緻  密 良 明青白色
自懲嘉昂こ1子雷霧晶警五|｀畠縁部
上端を内方につまみ出している。

C-13第 4層

生
-135

須 恵 器
こね鉢

底部

0.5 11ull程 度
の砂粒を含
む。 良 明青灰色

内外面はヨコナデ調整されており,

体部外面には指頭痕が見られる。
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D-13第 2層

挿図
番 号

図版
番 号

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成
呉須の発色
釉 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

Z14

-136
陶胎染付碗

灰 色

やや粗い

暗青色から
暗緑灰色

オリープ灰色釉

厚手でつくられており口縁端部は ,

丸くおさまる。
全体にかん入が入る。
17C～ 18C中

E-1釧覺舌し土

ZI~

-137

陶胎染付碗

底部

灰  色

やや粗い
若干不良

紫 灰 色

乳濁色釉

非常に厚くつくられており畳付以外
|ま 釉がかかる。
全面にかん入が入る。
高台には 1条の圏線が入る。
17C末 ～18C中

ZI犯

-138
染付磁器碗 13.6

色
　
緻

白
　
精

明青色から青色

明緑灰色釉

口縁端部は若干とがりぎみで少し丸く
なっておさまる。
□縁端部外面に1条の圏線が入り,外面
にコンニャク印判による施文がある。
18C前半～中葉の頃。

劉
|″

-139
染付磁器碗 14.0

灰 白 色

精  緻

青 灰 色

明緑灰色釉

外醤檀殻長嶺ふ鵜ふえ,b縁端部外
面には,雨降り文が入る。

ZI狙

-140
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

青 灰 色

明緑灰色釉

やや厚手でつくられており,日縁端
部は丸くおさめられている。
見込は,蛇ノロ状の釉lllぎ がされて
いる。
俗にいう「くらわんか手」である。

ZI~

-141

青磁染付碗

底部

明紫灰色

精  緻

内面 0高台裏・
高台内は,明緑
灰色釉・外面 。

高台脇 。高 台
は,緑灰色釉。

底部はやや厚手であり,高台はほぼ直線的
におり,高台裏はゆるやかに彎曲しながら

農艶曖留ヂツ:[鮮易kttF
18C頃

212

-142

染付磁器
小瓶

灰 白 色

精  緻

青 灰 色

明緑灰色釉

高台内は削 り出されており.削 り痕が残
る。体部から高台 ,高 台喪・高台内は柚が
かかる。
最付露胎砂付着。内面無釉。

業甲場畠贔禁父警∫・
L高合脇。高台,1

ZI″

-143
陶器蓋 ?

にぶい黄燈
色

精  緻

オリープ灰色釉

。
２つ

釉
わ

鉦
ま̈，条

は
２

て
が

け
線

か
圏

に
の

。
り
色

‥
え
白

ｏ
か
　

，

ら

は

か

に

面
面

裏
外

T
-144

陶 器 鉢
灰  色

やや粗い
暗オリープ色釉

体部途中から,ラ ッ
縁端部は上にあがり
細かくかん入が入る

口

る
，
ま

き

さ

開

お

に
く

状

丸

C-13第 3層

ZI″

-145
印花文皿

灰 白 色

粗い
浅黄色釉

′
ヽ
　
い

つ
　
て

く
　
れ

低
　
ま

は
　
刻

ム
ロ
　
が

高

文

，

花

ｏ

で
　
印
系

手

ｏ
・ノ

厚
胎
は
ミ

や
露
に

ｏ

コ
や
み
央
ト

ー
は
の
中
セ

誰
部
付
込

ｏ

＜
底
畳
見
る

B-14第 4層

ZI娼

-146
陶器溝縁皿 13.3

明褐灰色

やや粗い
灰オリープ色釉

(誰 2)
体部途中で,ラ ッパ状に広がり.口 緑端部
で屈曲し,上 にあがる。
高台脇から高台～高台内にかけては無釉。
見込には砂日積痕がい くつか残 り.高 台
内にも砂が残る。 tヽ 1)ゆ る潤緑Шl。

ZI“

-147
陶 器 皿

灰 白 色

精  緻
オリープ灰色釉

外面には釉がかか り,高 台脇から高台 .畳
付 ,高 台裏・高台内とも無釉。
内面にも,釉がかかるが .見込みは蛇 ノロ
粕剥ぎされている。
全面にかん人が入る。
唐津系Ⅲl 17C後 ～18C中 か ?
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E-13攪舌し土

挿 図 図版
番号

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉

形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

笠
-148

磁 器 皿
灰 白 色

精  緻
透 明 釉

高台は台形状につく。
見込は蛇ノロ釉創 ぎされてお り。砂が多
く付着する。
畳付から高台裏 。高台内無釉。
かん入が入る。
17C後 半～18C中頃

Zぱ
-149

磁 器 皿
灰 白 色

精  緻

明 青 色

明緑灰色釉

下
る
り

台

い
入

高
て
が

，れ
線

り
さ
圏

ｏ

お
り
条
る

に
取
１
入

ぐ
面
に
が

す
に
台
様

つ
も
高
文

ま

と

，
は

ぼ
外
条
に

ほ
内
２
央

は

，に
中

台
は
込
込

高
端
見
見

C-13第 2層

ZI~

-150
染付磁器皿 12.0

灰 白 色

精  緻

灰   色

明緑灰色釉

やや薄手でつくられており,内面に
は文様が描かれている。

E-13攪乱土

ZI″

-151
陶 器 皿

灰 白 色

やや粗い

内面には,黒色
釉。
厚くたまる。

高台は低 く.若 千』、んばったようになつ
ている。
高台下端は面取 りされている。
畳付は,平坦であ り高台脇から高台 ,畳
付・高台裏 。高台内と無釉。
ヘラ削 り (右 回転 )

C-13第 2層

生
-152

陶器灯明皿 10.0
明褐灰色

精  緻

施

ｏ灰

が
色

，

土
褐
釉

塗
赤
無

は
れ
は

。

面
さ
面
色

内
こ
外
赤

ぶ啓息kラ 削り。回転方向不明。

容房缶獣曹露ちF鳥前系ず
に灯芭受

18C～

E-13損lttL土

ZI~

-153
備前摺鉢 27.8 暗赤褐色

色

　

色

褐
　
鋤
褐

嚇　嘲赫

内面に 2111111内 外の沈線を6本以上持

18C頃 の備前焼摺鉢。
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H区

遺構出土遺物

S D16
図
丹

挿
番

版
丹

図
番

器 種

法 量 (cln)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

"|"
-154

土師器不

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 淡灰白色

ほぼ完形 底部の中心部は浮 き上が って
いる。体部は水平より約40° の角度を持 つ
て斜めにのび端部は丸 くおさめられてい
る。外面は二段ナデが施 されており,内面
はヨコナデ調整されている。底部は糸切
り。

"|"
-155

土師器杯 11.0

1～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良 淡灰白色

て

つ
い
面

切

つ
持
て
内

糸

が

を
れ

，は

離囃一］。底部
¨̈̈
一̈

動中̈̈
神

〕一“る。外面̈り。"|"
-156

土師器不

2 EIEl程度の
砂粒をわず
かに含む。 良 淡白灰色

て

つ
て
内

ｏ

ぃ

。
体部‐ま水平

め‐この び
，

端

。
外面‐ま二段

¨

ぼ
る
斜

る
は

ほ

い
て

い
面

"|"
-157

土師器杯 11.0

1～ 2 11ED程

度の砂粒を
含む。 良 淡白灰色

部

の
は
滅

体

に
面
摩

ｏ
め
外

は

る
斜

ｏ
面

¨
¨

¨
¨

。
底 部‐ま糸切り

。

は

４０

ぉ
さ
明

部
約

く
施
不

心

り
丸

が
整

中

よ

は
デ
調

の
平
部

ナ
め

部
水
端
段
た

底

は
び

二
の

"|"
―‐158

土師器不 11.2

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
わずかに含
tP。

良 淡白灰色

部

の
は
の

体

に
面
滅

ｏ
め
外
摩

る
斜

ｏ
は

い
て

る
面

¨
¨

¨
れ て ぉ り

，
内

¨

は

４０

ぉ
さ

０

部
約

く
施
明

心

り
丸

が
不

中

よ

は
デ
整

の
平
部

ナ
調

部
水
端
段
め

底

は
び

二
た

"|∞
-159

土師器不 11.6

1～ 2 Eull程

度の砂粒を
わずかに合
む。

良 淡白灰色

底部の中心部は浮 き上が っている。体部
は水平より約40° の角度を持つて斜めにの
び端部は丸 くおさめ られている。外面は
二段ナデが施 されてお り,内 面はヨコナ
デ調整されている。底部は糸切 り。

笠
-160

土 師 器

1～ 211m程

度の砂粒を
含む。 良 淡黄白色

醐8:剤ぢ譜撼畠i夢卜翁Fて
いる。

"|"
-161

瓦質土器婉

微砂粒を多
く含む。

不  良

淡灰黒色

口縁部
黒 色 化

り
や
け
が
い

が
や
付
痕
て

上

ｏ，
頭
れ

ち
る
貼
指
さ

立
い
を
の
整

ら
て
紐
際
調

が
れ
土
の
デ

な
ら
粘
そ
ナ

じ
め
は
リ
コ

彎
さ
台
お
ヨ

内
お
高
て
面

や
く
る
れ
外

や
丸
あ
ら
内

は
は
で
く

。

部
部
手
つ
る

。

体
端
厚
て
残
る

29 1  -

…162

瓦 器 婉 15.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 灰 白 色

わずかに内彎 しなが ら斜 めに立 ち上が
る。
外面上半部はヨコナデ調整 されてお り ,

下半部は指頭痕がみられる。
内面はヘラミガキされている。
いぶしは施 されていない。

"|~
-163

須 恵 器 10.0

微砂粒を含
む。

良 淡 灰 色

内外面ナデ調整されており,底部は
ヘラ切 り。

30  1  -

-164
弥生土器壼 32.0

砂粒を含む
`

不   良 明 褐 色

口縁部が拡張している。

晟俄劣譜ほ舗墨茶翁Pされて
いる。

∞
|゛

-165
弥生土器壺 28.0

1～ 2 1nlD程

暮3P粒を
良

外面 明 褐 色

内面 淡灰黒色

目憬顔電‖士夏1:長ふ:きま縛壬::2:

∞
|・

-166

弥生土器壺

頸部

2～ 5 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡灰褐色 僧層児濠詈露驀:書,世:誇

帯の上

∞
1侶

-167
弥生土器甕

1～ 7 mm程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰褐色

外面はタタキの上ナデ調整されている。

]曇菫董ζ17′:][査
箸堂ぢ′花な
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図
号

挿

番
版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

∞
1盤

-168
支  脚

脚底径

10.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡黄褐色

小型で上部が欠損している。
やや傾きを持つ。
くびれ部外面はハケロ調整されており,

脚部外面は指ナデが認められている。
内面はナデ調整されている。

墜
―-169

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

５
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 暗灰褐色

底部の縁辺部が丸みを帯びている。
内外面ナデ調整されている。

30  1  -

-170

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

８
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良

外面 明 橙 色

内面 淡灰黒色

しつかりとした平底を持つ。
内外面ナデ調整されている。
外面に黒斑がみられる。

墜
-171

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 不  良

外面 淡黄褐色

内面 淡灰黒色

しつかりとした平底を持つ。内外面
ナデ調整されている。

墜
-172

弥生土器

底部

輸
開
詢

”
の
く

皿
度
多

１
程
を 良 灰 褐 色

しつかりとした平底を持つ。
摩滅のため調整不明。

30 1  -

-173

弥生土器

底部

2～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡灰黒色

内面 茶 褐 色

底部端が丸みを持ちやや底が薄い。
外面はナデ調整,内面は指ナデ調整
されている。

30  1  -

-174

弥生土器

底部

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 明黄褐色

丸底風の平底を持つ。
外面はナデ調整されており,黒斑
がみられる。
内面は摩滅のため調整不明。

∞
|“

-175

弥生土器

底部

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡灰黄褐色

底部はしっかりとしており体部はや
や厚い。
外面はハケロが施され内面は板ナデ
調整されている。
内外面指頭痕がみられる。

生
-176

弥生土器甕

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡 橙 色

内面 淡黄橙色

内面に稜を持ち「 く」の字に外反す
る口縁である。
外面頸部及び内面はナデ調整されて
いる。他は摩滅のため調整不明。

譴
|~

-177
弥生土器甕

l llull程度の
砂粒を含む

良 淡黄褐色

内面に稜を持ち「 く」の字に外反す
る口縁である。
外面はヨコナデ調整されている。
内面は摩滅のため調整不明。

生
-178

弥生土器壺

1/1ヽ型丸底壺)

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明褐色

内面 橙褐色

外面の一部に黒斑がみられる。
頸部は凹線風にヨコナデされている
他は摩滅のため調整不明。

笠
-179

弥生土器甕

l llull～ l cln

程度の砂粒
をわずかに
含む。

良 淡黄灰色

る
施
指
に
る

い
が
に
面
れ

て
デ
半
内
ら

ｏ
ｏれ
ナ
下
部
み

る
る
さ
指
部
体
に

ｏ
い
れ
整
の
体

，著

る
て
ら
調
向
と
た
顕

い
し
み
デ
方
面
ま
が

て
呈
が
ナ
縦
内

ｏ目

し
を
斑
指
は
部
る
ぎ

矩
焔
礫
搬
紅
噸
弛
功

が

，方
半
半
お
み
の

部
は
下
上
上
て
が
土

縁
部
面
面
面
れ
痕
粘

口
底
外
外
内
さ
頭
は

銀
|~

-180

弥生土器

高坪体部

↓麗警傷?
含む。 良 淡 褐 色

体部はくびれを持ちながら外反する
内外面ナデ調整されている。

S D17

"1譴
-181

縄文土器深鉢

0.2～ loun程

58偲蓼∵
含む。

良 暗茶褐色

口縁内部に削り出しを持つ,岩田Ⅳ

猥書悸謹濃お免Ъ調整不明。

―-236-―



S D20
図
晏

挿
番

版
晏

図
器

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色 調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-182

弥生土器鉢 10.0

0.2～ 511ull程

度の砂粒を
多く含む。 良

外面 明黄褐色

内面 白黄灰色

体部はやや内彎しながら急に立ち上
がる。
内面にわずかに指頭痕が残る。摩滅
のため調整不明。

S D22

33  1  -

-183

須 恵 器

高台
10.8

微砂粒を含
む。

良 淡黄灰色

膏真震JT」
の字に開き端部がさら

内外面ヨコナデ調整されている。

生
-184

染 付 碗 精  緻 良
乳 白 色

釉 暗緑青色

捺獣嫌喜穆層崎豊藉要轟Ъゞ括かれて
いる。

S D23

"|~
-185

須 恵 器

口縁

微砂粒をわ
ずかに含む

良
外面 淡灰褐色

内面 白 灰 色

呂帰響雪F事事羹墨き五讐禽な。

生
-186

弥生土器壺

口縁

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明橙褐色

内面 淡黄褐色

端部は上方へややつまみ上げられて
いる。
内外面摩滅のため調整不明。

S D27

33  1  -

-187

弥生土器

底部

底径

4.0

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡黄黒色

内面 淡黄白色
][:[ζ暮::極ξ]露

暴l認妻倉]・る。

"|~
-188

弥生土器

底部

底径

60

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
多量に含む

`

良
外面 茶黒色

内面 茶 色

竪智呈藤唇F体
部はやや内彎気味に

全面ナデ調整されている。

S D28

型
-189

須 恵 器

口縁

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良 暗青灰色

やや外反気味に立ち上がり端部は丸

僣を言息il彙譴:hを正ξ′外面

"|~
-190

土 師 器

口縁

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 赤 橙 色

端部は上方へやや内彎気味に立ち上
がる。全面摩滅のため調整不明。

S K08

%|~

-193
須恵器壺

底径

9.0

0.2～ lllull程

度の砂粒を
わずかに合
む。

良 好 暗青灰色

へ
肩

す
面

て

り
ち
彎
外

れ

掛
蜻
‐こ内るヽ。い

お緬
拗
］な

いい“神一

か

て

け

ナ

か

に

つ
か

コ

に

部

よ

に

ヨ
部〔̈榊。内外面̈る。

底

ラ
部

る
下

い

T
-194

須恵器壺

0.2～ lllull程

度の砂粒を
わずかに含
む。 艮 好 青 灰 色

水

が
が

ら
れ

て

ち
な
な
が
さ
れ

持

し
し
な
整

さ

を
彎
彎

き
調

リ

台
内
内
開
デ
ズ

高

に
は
は
ナ
ケ

一̈一一。内外面ョコ一

ｃｍ
度

り

つ
る
高

５
６０
が
と
す
面

‐８
り
上

へ
反
外

径

よ
ち
部
外

り

。

大

面
立
頸

や
お
る

最

平

ら
ら
や
て

い
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挿図
番号

図 版
番 号

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|"
-195

須恵器壺

微砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

ゆるやかな丸みを持った肩部からや
や外反しながら一気に立ち上がって
いる。

宮禁藉ふ存暑こそπttFさ
れている(

%1郭

-196

須恵器壺

(薬 壺)

微砂粒をわ
ずかに含むc

良  好 明青灰色 日弄暑[:::撃 ,曇[:得1lI`

墜
-197

須恵器壺

底部

径

　

・
４

底
　
１４

微砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色
唇薄らI保爺億鷲単実醤じT繁な竪
ち上がる。内外面ともヨコナデ調整

覆1了撃轟量摯 退、
切りした

翌
-198

須恵器壺

頸部

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

『
]liI言[[:::][:ilく

とめられる。

%1駐

-199

須恵器壼

頸部

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 淡黒灰色

198よ り緩やかに外反しながら立ち
上がる。
内外面ともヨコナデ調整されている
内面に粘上のつなぎ目が顕著に見ら
れる。 1

35  1  -

-200

須 恵 器
高台付壺

底部

細砂粒を含
む。

良  好
外面 灰黒色

内面 濁灰色

り
立
は
面

よ
ら
部
内

平
が
み
部

水
な
込
体

，し
見

ｏ
ｏ

ち
彎
面
る
る

持
内
内
い
い

を
や
び
て
て

台
や
及
れ
れ

高
で
面
さ
さ

る
度
外
整
施

す
角

ｏ調
が

反
の
る
デ
デ

外
。
が
ナ
ナ

ゃ
４０
上
コ
指

や
約
ち
ヨ
は

里
-201

須恵器平瓶

底径

14.0

l llull程度の
砂粒を含む

良  好 淡灰白色
輝岳Ъ雇撃争慇盤 嘲綸容

[19ゑ魚ξ肯草響:蝠       [

里
-202

須恵器甕 24.0

l llllll程 度の
砂粒を含む

良  好 淡青灰色

口頸部は内外面ともヨコナデ調整さ
れており,体部外面は格子目状のタ
タキ,体部内面は青海波文のタタキ
が施されている。

%|"

-203
須恵器甕

l llllll程度の
砂粒を含む。

良  好 淡青灰色

口頸部は内外面ともヨコナデ調整さ
れてお り,体部外面には粗いタタ

ふ施讐鶉守肩箸:ま

青海波文のタタキ

%|~

-204
土 師 器

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 淡黄褐色

口縁部は外反し口縁端部はつまみ上
げられている。
内外面ナデ調整されている。

生
-205

土師質土器

羽釜

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 赤 橙 色

鍔は先端部が少し上がり気味になっ
ている。

貧ワ醤森品で覧宅供IFり ,内面は

墜
-206

土日雨器婉

底部

底径

9.4

細砂粒を含
む。

良   好 赤 橙 色

底部の中心部はくぼむ。
体部への立ち上がりは段を伴う。

窟鮪百夫,務τフ
整されている。

生
-207

土師器甕 16.0

l llull程度の
砂粒を含む

良  好 淡黄褐色

外

て

整

ケ

は

れ

調

ハ

部

ら

デ

の

縁
げ

ナ

帥

口
上

は

・
３

や
す

る

れ

が

や
反

い
さ
目

生
-208

土師質土器
カ マ ド

ロ縁

29,0

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 赤 橙 色

外面は3条/1 cmの ハケロが施され
ており内面はナデ調整されている。
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挿図
番号

版
丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"1別
-209

土師質土器

カ マ ド

2111111程度の
砂粒をわず
かに含む。 良  好 淡赤橙色

正面に3条/1 cmの ハケロが施され
ている。

生
-210

土師質土器

カ マ ド

l llull程度の
砂粒をわず
かに含む。 良  好 赤 橙 色

正面に 7条/2 cmの ハケロが施され
ている。

"1馴
-211

土師質土器

カ マ ド

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良  好 赤 褐 色

正面に5条/1.5cmの ハケロが施 さ
オ■ている。

生
-212

土師質土器

カ マ ド

1～ 3111111程

度の砂粒を
多く含む。 良

外面 黄褐色

内面 暗褐色

カマドの焚田部の上部である。
調整は不明である。

包含層出土遺物

J-9第 5層

38  1  -

-219

弥生土器

底部

底径

6.0

2～ 5 11ull程

度の砂粒を
含む。 良

明橙黄色

外面・底部付近
明赤橙色

摩滅のため調整は不明。
大きい砂粒が目立つ。

|-8第 2層

"|~
-220

須恵器杯蓋

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良

明青灰色

(断面 明赤灰色)

肩と体部の成す角が小さい。
内外面ヨコナデ調整されている。

|-8第 4層

"|~
-221

須恵器不蓋

砂粒を含ま
ず。

良 暗青灰色

体部から口縁にかけて下方へ緩やか
に屈曲し,日縁部は少し外反気味に
終る。
内外面ヨヨナデ調整されている。

|-8第 2層

"|~
-222

須恵器不蓋 14.0

1～ 2111111の

砂粒を含む
`

良 暗青灰色

内外面ヨヨナデ調整されている。
天丼部にはヘラケズリが施されてし
る。

J-9第 4層

"|"
-223

須恵器杯蓋

31111n程度の
砂粒を含む

`
良

外面

内面 薄青灰色

天丼部には偏平な宝珠つまみがついてい

著し≒仁・′iat;留樫摯F嵩舞缶ば曾
コナデ調整されており外面には自然釉が
かかる。

J-8第 4層

生
-224

須 恵 器 蓋

宝珠つまみ

砂
な

ど
ま

ん
含

と
を

。

ほ
粒
い 良 明青灰色

ボタン状のつまみを有する。
全体にナデ調整されている。

生
-225

須恵器杯蓋

ほとんど砂
粒を含まな
い 。 良 暗青灰色

内外面ヨコナデ調整されている。
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J-8第 2層

挿 図 図版
番号

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

38  1  -

-226

須恵器高不

脚

脚底径

8.8 緻  密 良
外面 明黄灰色

内面 暗青灰色

端部が上方へ屈曲し底面はどちらも

高ス1吾否」,半野事轟讐ζHそ :、 る。

墜
-227

須恵器高不

脚

脚底径

10.0

砂
な

ど

ま

ん
含

と

を

。

ほ
粒
い 良

外面 暗青灰色

内面 暗青黒色

輸髪鮪雰酵予男ズ覇罫馨‖じ宅仕百:｀

る。

J-8第 3層

"|~
-228

須恵器高杯

脚

脚底径

12.5

l llull程度の
砂粒を含むc

良
外面 暗青灰色

内面 暗青黒色

端部が下方へ屈曲している。
内外面ヨコナデ調整されている。

J-8第 4層

“
|~

-229

須 恵 器

底部

底径

8.0

砂粒をほと
んど含まな

良 暗青灰色

底が平坦である。

濃爺顧民;す要雫警鳥を正:夕
。

J-8第 3層

墜
-230

須 恵 器
高 台 付 不

底部

l llull程度の
砂粒を含む。

良 暗緑灰色
面在禽ぢ博ぢ官髪でRttFが底部内
内外面ヨコナデ調整されている。

J-8第 4層

"|~
-231

須 恵 器
高 台 付 不

底部

大きな砂粒
は含まない

良 青灰白色

外側へ張り出す高台がやや内に貼り

寓昇畠讐百ア争調整されている。

“
|~

-232

須 恵 器
高 台 付 不

底部

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰紫色

外へ張り出す高台が貼り付けられて
いる。
内外面ヨコナデ調整されている。

J-9攪乱土

38  1  -

-233

須 恵 器

高台付底部

と

な

ほ

ま
を
含

粒
ど

ｏ

砂
ん
い 良  好 明 灰 色

膏守?Fあ學剋宙製爾鼻賃学::禽舞醤響
ヨナデ調整されている。内面には暗青色

愛暑簗稽だ館をM、焼成が他の

J-8第 3層

生
-234

須 恵 器

高台付底部

0.5111111程 度
の砂粒を含
む。 良 白青灰色

高台はやや内側につき底面との間に
谷を造り外反する。
内外面ヨコナデ調整されている。

J-8第 4層

38  1  55

-235

須 恵 器
高 台 付 壺

底部

と

な

ほ

ま

を
含

粒
ど

ｏ

砂
ん
い 良  好

明青灰色

(断面 暗赤色)

高台は底部端に付く。

祭晃醤綺宅綴をPが内面には指ナデ

―-240-―



|-8第 3層
図

■

挿

番
図 版
番 丹

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

路
|~

-236

土 師 器

底部

底径

4.0

微砂粒をわ
ずかに含むく

良 赤 橙 色

内外面ヨコナデ調整されている。
底部は静止糸切り。

J-10第 5層

墜
-237

土師器小皿

底径

5.2

l llull程度の
砂粒を含むc

良 淡黄橙色

全面摩滅のため調整不明。底部は静
止糸切り。

K-8

"|~
-238

土 師 器

底部

底径

6.0

l llllll程 度の
砂粒を含む

良 淡 橙 色

内外面ヨヨナデ調整されている。
底部はヘラ切り。

J-9第 6層

"|~
-239

土 宮雨 器

底部

底径

5.0

0.5～ lllull程

霧9黎権各
む。

良 淡橙白色

全面摩滅のため調整不明。

J-9第 3層

“
|~

-240

土師器椀

底部

0.5 11ull程 度
の砂粒を含
む。 良 灰黄褐色

逆三角形の高台が貼 り付けられてし
る。
全面摩滅のため調整不明。
内面には黒っぱいものが付着 してし
る。

J-10第 7層

墜
-241

土師器よ宛

底部

微砂粒を含
む。

良 灰黄橙色

逆三角形の高台を持つ。
高台は貼り付けて造られている。
全面摩滅のため調整不明。

J-8第 3層

38 1  -

-242
土  錘

02～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良 暗黄橙色

小型の有溝土錘である。
両端に溝を持ち.レ モン型に巡る。

J-10第 2層

墜
-243

土師質土器
羽   釜

鍔

程
を

。

皿
粒
む

２”‐
の
鈴

０
．度
多 良

内面・鍔上
暗黄灰色

鍔下
黄黒褐色

端部が上方へ少し上がっている。
内外面ナデ調整されている。

J-101攪舌L■

生
-244

瓦質土器
羽  釜

鍔

微砂粒を含
む。

良
外面 白黒色

内面 黒白色

内外面ヨコナデ調整されている。
外面はミガキが施されており,光沢
がある。

―-241-―



J-9第 3層

挿図
番 号

図 版
番 号

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

器
|~

-245

瓦質土器
羽  釜

口縁

程
を

皿
粒５”‐の

む。

０
．度
含 良

外面 黄黒色

内面 淡黒色

口縁端部はややくぼんでいる。
内外面ヨコナデ調整されている。
外面には凸線がみられる。

38  1  -

―‐246

土師質土器
土   釜

脚

”３の
輸

５
度
多

・程
を

。

０

皿
粒
む

良 明黄褐色

大きな欠損が目立ち途中から折れて
いる。
中心部は穿孔されている。
摩滅しているが,指ナデの痕がわず
かに遺存する。

|-8第 3層
図
■

挿
番

版
具

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉

形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

墜
-247

陶  器

刷毛目碗

灰黄褐色

やや粗い
黒 褐 色 勒

り
と
入
面
る

よ
面
が
内
入

脇
外
入
　
，が

台
内
ん
向
目

高

ｏか
方
毛

干
る

，コ
刷

若
い
れ
ヨ
の

コ
は
て
さ
は
色

４
内
れ
こ
面
白

誰
台
ま
施
外
灰

て
高
込
が
を
の

|-9攪乱土

39  1  -

-248
陶胎染付碗

明紫灰色

少し粗い
やや不良

緑 灰 色

灰色から
明緑灰色釉

厚手でつくられており,外面には文
様が施されている。全面にかん入が
入る
17C末 ～18C中

|-9第 3層

"|~
-249

陶胎染付碗
明褐灰色

少し粗い

青灰色から
暗緑灰色

オリープ灰色釉

端
に
様
入

縁
面
文
が

日
外
は
入

，部
に
ん

り
端
面
か

お
縁
外
に

て
日

，面

れ

ｏり
全
中

ら
る
入

ｏＣ

く
ま
が
る
１８

つ
さ
線

い

”

で
お
圏
て
末

手
く
の
れ
Ｃ

厚
丸
条
か
１７

や
は
２
描

ｏ

や
部
は
が
る

J-10第 5層

39  1  -

-250
陶胎染付碗

灰 白 色

少し粗い

青 灰 色

明緑灰色釉

高台はややふくらみながらおり,高
台裏は若干内彎しながらあがる。
外面下方に1条 ,高台に 1条 ,そ れぞ
れ圏線が入る。全面にかん入が入る

(

畳付露胎。

|-9攪乱土

39  1  56

-251
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

オリープ灰色
から明青灰色

明緑灰色釉

面
に

外
脇

ｏ

ム
ロ
る

り
高
入

お

，が
Ｃ

て
れ
線
１８

れ
か
圏

ｏ

ら
描
の
着

く
が
条
付

つ
文
２
砂

で
目
に

ｏ

手
網
台
胎

厚
重
高
露

や
二

，付

や
は
条
畳

J-10攪乱土

"|“
-252

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

焼成不良
釉が溶け
ず発色が
悪い。

オリープ黒色

透 明 釉

高台脇から底部は厚手である。日縁端部
は丸くおさまり,外面にはロクロ痕が残

急l環猫殿:1響獣脇豊♂応に
いう「くらわんか手」。18C頃

J-9第 3層

"|~
-253

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

暗緑灰色から
緑灰色

明緑灰色釉

やや薄手でつくられており,日縁端
部は,丸 くおさまる。
外面には文様が描かれている。
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」-10
図
丹

挿

番
図版
番具

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|“
-254

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

青灰色から
オリープ黒色

明緑灰色釉

端

ｏる
の

縁
る
入
条

口
ま
が
１

，さ
文
に

詢
↑
０
艇

て
丸
蝶

，

れ
に
に
条

ら
み
文
２

く
ぎ
弁
に

つ
坦
連
面

ｏ

で
平
細
内
る

手
干
は
部
入

薄
若
に
端
が

や
は
面
縁
線

や
部
外
口
圏

|-9攪乱土

"|"
-255

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

釉が溶け
ず,発色
が悪い。

灰オリープ色

灰 白 色

やや薄手でつくられており,日縁端
部は丸くおさまる。
高台脇から体部へは,するどく屈曲

鼻畠iこ はよろけ縞文が入る。

J-9第 2層

"|“
-256

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

釉が溶け
ず発色が
悪い。

青灰色から
暗青灰色

透 明 釉

口縁端部は丸くおさめられている。
内面には矢羽文が ,｀ 外面にも文様が
入る。
日縁端部は,日銹が施されている。

J-10第 3層

"|~
-257

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

青  灰  色

明緑灰色釉

やや厚手でつくられている。

禁冒賃遠港驚げ増な廿薬お畠線察更
る。

J-8第 2層

"|~
-258

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

明 青 色

明緑灰色釉

高
高
が
の

干

ｏ様
条

ｏ

若
着
文
２
る

軋

詢
証
螂

ぐ

ｏる
条
も

す
る
残
１
に

つ
い
が
に
央

ま
て
痕
脇
中

ぼ
れ
り
台
込

ほ
ら
削
高
見

は
く
は
れ

ｏ

台
つ
内
か
線

高
く
台
描
圏

|-9第 2層

"|“
-259

青磁染付碗
灰 白 色

精  緻

明 青 色

明緑灰色釉

部
少
は
色

端
で
に
灰

縁
端
面
緑

”れてぉり，日一ｍ。外面のみ明̈
郊感じ‐こまる。駅潮

蒙
つた腱
静
誡

憚
め
怒
ツ割碗

や
は
じ
四釉

|-9第 3層

"|"
-260

青磁染付碗
色

緻

白

精

明青色から
青黒色

外面は
明オリープ灰色

高台下端は面取りされている。高台脇か
ら屈曲し,朝顔形に開く。見込に2条の圏
線が入り,見込中央にはコンニャク印判に
よる五弁花文が入る。畳付露胎。外面,明
オリープ灰色の青磁染付。

J-10第 5層

"|“
-261

染付磁器

筒形碗(?)

灰 白 色

精  緻

暗 青 色

透 明 釉

体部はほぼまつすぐに上が り,日 縁部はや
や平坦 ざみに外側が高 く斜 めにお さま
る。□縁端部内面に四ッ割花弁連続文。外
面に圏線が 1条入 り,コ ンニ ャク印判に
よる。施文が見られる。
18C前 半～中葉頃

|-9攪乱土

"|~
-262

陶胎染付
瓶(?)

暗 褐 色

粗い

明 青 色

明紫灰色釉

高
の

ｏ
ｏ

，部
る
り

し
体
い
削
中

曲

ｏて
ラ
Ｃ

屈
る
れ
へ
１８

て
い
か
は
”

け
て
描
脇
末

か
れ
が
台
Ｃ

に
ら
様
高
１７

部
く
文

ｏ

体
つ

，る

。

ら
く
れ
入
着

か
さ
さ
が
付

脇
小
釉
入
砂

台
は
施
ん
付

高
台
み
か
畳
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|-9第 3層

図
晏

挿
番

図 版
番 昇

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉

形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

墜
-263

染付磁器
小瓶

灰 白 色

精  緻

オリープ灰色

透 明 釉

目存|ま薯阜官堺ヒ昇l写語:ち ,高
台裏もやや内彎しながらあがる。
外面に笹文が入る。
高台下端及び畳付が無釉。

|-9攪乱土

墜
-264

染付磁器皿
灰 白 色

精  緻

緑 灰 色

明緑灰色釉

口縁端部は丸くおさまり外面には 1

条の圏線が入る。
内面には斜格子文が描かれている。

|-9第 3層

"|~
-265

染付磁器皿

白

　

精

色
　
緻

明青色から
青  色

透 明 釉

激

様

ｏぬ

急
　
文
る
自

は

ｏも
入
て

台
胎
に
が
つ

高
露
面
線
よ

，
島
独
日
に

り
坦

，の
法

ｏ

お
平
り
条
技
る

一
する。

畳付
¨
一

ヽ
墨‐まじき

一

で
傾
に
る
は
付

手
内
込
入
面
染

薄
に
見
が
内
き

"|~
-266

染付磁器皿
明緑灰色

精  緻

明青色から
暗青色

透 明 釉

干

，内

若
条
台

は
１
高

裏
に

，

台
面
条

高
外
２

，　
。
卜に
　
。

し
る
台
る

傾
が
高
入

内
上

，が

に
ら
条
線

激
が
１
圏

急
な
に
の

は
じ
脇
条

台
彎
台
１

高
内
高
に

|-8第 3層

"|~
-267

染付磁器皿
灰 白 色

精  151

青灰色から
暗青灰色

明赤灰色釉

は

も
面
面

内
外

り
た

お
ま

て

ｏ

れ
る

ら
い

く
て

つ
れ

ｏ

に
か
る

手
描
入

厚
が
が

や
様
様

や
文
文

J-8第 2層
挿図
番号

版

号
図
番

器 種

法 量 (cln) ｀
胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

墜
-268

灯 明 皿 精  緻 良  好 茶 褐 色
衡薔|きな1男富三蜜販空存拒営幕急
持つ。

J-8第 3層

39 1  -

-269
灯 明 皿 精  緻 良  好 灰 黒 色

内面の立ち上がりは長く延びている
全面ヨコナデ調整されている。

J-10攪乱土

39  1  57

-270
摺  鉢

細砂粒を含
む。

良 褐 茶 色

口縁端部外面には,2条の凹線がみ

え書た1ま 鋭利な工具による条溝が施
されている。

J-10第 2層

39  1  57

-271
周  鉢

細砂粒を含
む。

良  好
内面 茶 色

外面 黒褐色

口縁端部外面下半を三角形に拡張

某継i爺8皆督寧學茫ゝり切られて
いる。
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|-8攪乱土
図
■

挿

番
版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"|"
-272

摺  鉢

0.5～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 褐 茶 色 見曾雰撃告署「讐i脊 3闇督轟言ア

|-9攪乱土

"|"
-273

摺  鉢

底部

底径

13.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗茶褐色

客審|:磐ふ警先季清暑:鋭
利な工具

里
-274

摺  鉢

底部

細砂粒を含
む。

良  好 茶  色
萬薔あ具怠ば襲為層笙貫奪魯:こ施さ
れている。
外面はヨヨナデ調整されている。

石製品

挿  図
器   具

図   版

器  種 石 材
法 量 (llull)

重量 (g) 観 察名
名

ド
層

ツ
土

り
土

グ
出 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石  鏃 サヌカイ ト 23.30 20.25 6.35 ( 2.69)
凹基無 茎 式

先部及び片翼を欠損している。S D22 -191

17.95 16.75 3.30 0.66 星言F言〕遼霞塁者炉勇菅澤号P髪撚慮曇ンS K06 -192

22.55) 22.45 4.50 (2.74)
る

６０
い
色
月　
ｏ

て
端
る

し
先

い

損

ｏて

欠
る
し

を
あ
曲

部
で
屈

端
線
り

翼
曲
な

片
る
か

す
と

式
彎
。

茎
内
２０

無
（は
角

基
辺
端

凹
側
末翻 -213

28.38〕 16.50 4.75 (1.76)

量尋置呑目まI唇
髯尋言薗F詈

層膨讐線,対
-10第 1庭 -214

29.05 19.70 4.40 (2.39)
呈言I雰§卜需思r」

轟f議警茫象髯習とびる。
J-9第 2庭 -215

22.65 14.85 3.80 1.32
平基無茎式

側辺はゆるやかに内彎する。I-9第 3躍 -216

スクレイパー 23.75 了雪髯警1ま
三量在髯危暑晶墨祟鳥ぇ哲得マダ

る。K-8 -217

太形蛤刃石斧 緑 色 片岩 65.58

い
る
い
る

て
あ
て
あ

し
が
し
は

損
痕
る
で

欠
用
つ
か

は
使
る
や

外

ｏつ
る

以
る
は
ゆ

部
い
面

，

先
て
主
は表 採 -218
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Ⅲ区

遺構出土遺物

竪穴住居

挿図
番号

版
丹

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-275

弥生土器壺

0.2～ llllln程

度の砂粒を
含む。 良  好 黄 茶 色 [緻     聾勢:

の他はヨコナデ調整されている。

21~

-276
弥生土器甕

0.5～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 褐 茶 色

頸部はくの字形に外反する。

撮欄講籠藷軋:榔就

生
-277

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良 黄 茶 色

頸部はくの字形に外反し,日縁端部

襲象禽岳滝恰ネ携ζゝ:禽級が認めら
れる。
摩滅が著しく,調整は不明。

生
-278

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 黒茶黄色

習鷲早1劣言ζ緩分二♭そ風管P部
輝薔官冒写寧警笑書:陸滅が著しい

″
|~

-279

0.2～ 411ull程

蓼宣稽督急。 良 褐 黄 色

や

ｏ

も

る
縁
い

口

て，め

　

。

し

さ

ｏ
明

反
お
つ
不

外
く
持
整

に
細
を
調

形
ら
稜

，

字
が
は
く

の
な
に
し

く
し
面
著

は
反
内
が

部
外
部
滅

頸
や
頸
摩

犯
|~

-280

0.2～ lEull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 濁白黄色 憬器肯1鵞言番う1「と資号

『 響整

体部内面はヘラケズリされており,

その他はヨコナデ調整されている。

生
-281

0.2～ 5111111程

を貫:誉:
多量に含む

良  好 褐 茶 色

頸部はくの字形に外反し,日縁は短

禽喜itti鷺ぶ勅Γれている。

21~

-282

弥生土器

底部

底径

5.5

程
を
む

皿
粒
含

２”３
の
難

０
．度
多 良 淡茶褐色

底部は平底を呈し,体部は真っ直ぐ
外方へ延びる。
摩滅のため調整は不明。

生
-283

底径

7.8

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好

内面 淡 黒 色

外面 淡赤褐色

底部は平底を呈し,体部はやや内彎
ぎみに立ち上がる。

鑑借財 禿忌調蓋妻ネ萌Fい
る。

蜆
|~

-284
弥生土器鉢

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良   好 暗褐茶色

体部はやや内彎ぎみに立ち上がり口

爆獣萬告蘊撃早中真畠iま刷毛目
(6本 /cm)調整されている。

蛇
|~

-285

弥生土器
高不

0.5～ 311ull程

豪菫稽督急( 良  好 淡黄茶色 称爺昇吾ほ罰亀百
し
t'朱/m譴

されている。
内面にはしぼり目が認められる。
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S D31

挿 図 版
具

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

綱
1譴

-286

須 恵 器

短頸壺蓋
10.6

密
l llull前後の
砂粒を少量
含む。

良  好 暗青灰色

天外部と体部の境 に俊を持 ち.ll縁 端部
は外方につまみ出 している。
天メト部はヘラケズリ,そ の他は ヨコナデ
調整されている。
ロタロは右 l」 転。
内面に赤色顔料が付着 している。

綱
1譴

-287

須 恵 器

長 頸 壺

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗 赤 色

辱鷲舞震層F禁智:き勢夫纏3を:警朝笈
び体部中程までヘラケズリされている。
体部肩部に2条の凹線が施されている。
頸部内面につなぎ目が認められる。

生巳
-288

須 恵 器

魅 (?)

微砂粒を多
量に含む。

良   好 灰 黒 色

底部・体部とも丸く作られている。
底部及び体部中程までヘラケズリさ
オしている。
体部肩部に2条の凹線が施されてい
る。

“
1譴

-289

須 恵 器

提  瓶
22.9 緻  密 良  好

前面  灰白色
背面 0内面

青黒色
(断面 暗赤色)

持
に
部
頸

を
方
体

ｏ
ｏ

手
上

ｏる
る

把
れ
る
い
い

に
さ
い
て
て

部
張
て
れ
れ

一月
拡
れ
さ
ら

，や
ら
施
け

れ
や
げ
が
つ

ら
は
上
目
が

作
部
み
キ
号

く
端
ま
力
記

丸
縁
つ
は
ラ

は
口
く
に
ヘ

部

ｏさ
面
に

体
つ
小
正
部
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石室内出土遺物
図
書

挿
番

版
晏

図
番

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

須 恵 器

無蓋高不

〔羨道埋土〕

口 径 11.3
器 高 14.0
基部径 42
脚部高 10.0

脚底径 10.2

外部外面下半は回転ヘラケズ

花調書皐争ワ罰基F調整。
胎 土 やや密,砂粒

を多く含む。

焼 成 竪緻

色 調 灰～黒灰色

質摺F縁
を1/7程 度

IIe C

-290

須 恵 器

無蓋高杯

〔羨道埋土〕

口 径 11.1

基部径 3.8

脚部高 11.3

脚底径 9.3

箸署窯写¥警信爾程骨争:F喜
罰平皐E層幡島現踏隻崇魔Ъ擁

勇8:盤縁i13を5鑽
ちスカシ間に3条の凹線を持つ。

外部外面下半は回転ヘラケズ

花調書維ワ寧発墨フ
整。

伊ヂ穿F中
央に単方

甲
の仕上

脚部内面にしぼり目。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～黒灰色

脚部を3/4程度欠損

-291

須 恵 器

高 杯 脚

脚底径 140
男譜婦奮事箸

「

がり,端部で内

脚端部外側を小さくつまみ出し
ている。

回転ナデ調整されている。 胎 土 微砂粒を多 く

含む。

焼 成 竪緻

色 調 暗青灰色

脚部5/6程度欠損
-292

須 恵 器

長頸壺口縁

口 径 8.0
男楚壇:届密亨き争

に端部で外外面には櫛描きによってカキ
目調整が施されている。

胎 土 微砂粒を含む

焼 成 竪緻

色 調 青灰色

口縁部2/3程度欠損

-293

須 恵 器

魅 口 縁

口 径 16.4 頸
２
　
く

，

，
　

さ

り
め
　
小

お
た
　
に

】
てしヽ る
しヽる

。け
る
。

広
し
て
部
い

り
曲

つ
端
て

な
屈
な
く
し

か
で
に
細
出

は
半
縁
は
み

縁
上
回
縁
ま

田
部
重
回
つ

認癸ゾ慶船野幾彎 胎 土 細砂粒を含む

焼 成 竪緻

色 調 内面暗灰茶色

外面暗青灰色

口縁部2/3程度欠損
-294

須 恵 器

提  瓶

口 径 5.7
器 高 23.5

螢大種Ю・
奮大智隔

ず
内
比
な
象
接
り
の

働
江
意
僻
期
詢
あ
蹴

部
ず
は
は
は
部
面
い

縁
わ
部
部
形
頸
な
丸

口
で
端
体
面
口
坦
の

わ
さ

に
施

口
体
た
れ

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 黒灰色～灰色

外面は自然釉が顕著

口頸部1/3欠損
-295

須 恵 器

杯  蓋

〔羨道部埋土〕

口 径 14.2

器 高 4.6 界言僣皆繋は[瑾を言職。
部は外面上半は回転ヘラケズリ調

整。

丼言暑不車「撃看kζ言己号。

胎 土 密 ,砂粒を

含む

焼 成 竪緻

色 調 青灰色

-296
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挿図
番号

図 版
番 丹

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

須恵器壺

口 径 9.0 頸部はほぼ真直ぐ立ち上がる。
□縁端部は折 り曲げられ,丸 く
おさめている。

頸部外面にはカキロが施され
ている。
その他はヨヨナデ調整されて
いる。

胎 土 微砂粒を含む

焼 成 竪緻

色 調 暗青灰色

-297

須 恵 器

広日長頸壺

口 径 11.0 立
方

に
上

』
師
』

や
端
上

や
縁
み

で
口
ま

部

，つ

半
り
く

上
が
さ

部
あ
小

頸
ち
に

全面ヨヨナデ調整されている。胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 暗青灰色

口縁部2/3程度欠損

-298

須 恵 器

脚付長頸壺

脚

脚底径 15.2 脚
　
３
あ
に

，
ｏ段
が
間

く
る
２
み
し

広
す
は
歪
透

伽
融
乱
嚇
肝
す。

脚部上半にカキロを施す。
その他はヨコナデ調整されて
いる。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 外面黄 灰 色

内面暗青灰色

-299

脚底径 14.4 裾は広く,脚端部やや上方で内
方に屈曲する。
上下透し問および下方に 2状の
凹線を施す。

選熟雫弁借畠奮薄ちFあ
る。

脚部上半にカキロを施す。
その他は,ヨ コナデ調整 され
ている。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 外面 黄灰色

内面 青灰色

-300

脚底径 12.2 299。 300に 比べると裾の広がり
は少ない。透 しは, 1段 4方透
しである。
透し上下に 2～ 3状の凹線を施
す。
脚端部やや上方で内方に屈曲す

畠蔀下方に面を持つ。

全体にヨコナデ調整されてし
る。 胎

焼

色

土 微砂粒を含む

成 竪緻

調 黒灰色

-301

須 恵 器

器 台 脚

脚底径 31.2 絡
し
，

昴州　ある。

び
驚

。貰

し
を
る
透

反
側
せ
方

外
外
さ
６

で

，曲
段

方
は
屈
４

下
部
に
は

は
端
方
し

裾
脚
内
透

２
最
か
波

”
け
上
に

１
分

・目

を
に
ち
段

脚
区
持
４

胎 土 細砂粒を含む

焼 成 竪緻

色 調 灰色

-302
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墳丘内左側土器群
図
昇

挿
番

版
晏

図
番

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

須 恵 器

高 不 蓋

口 径 14.5

器 高  6.0
天丼部に中央の凹んだつまみを

黒皐民醤譜li肉借子慧a讐葎禽:

外面2/5に 稜があり,そ の下側
に凹線を有する。

つまみは貼 り付け外面上半は

日暫含尋年李勇翌F。  .
天丼部内面中央に仕上げナデ。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 暗灰～青灰色

(内面 青灰色)

完 存

I― a-389

須 恵 器

高 不 蓋

口 径 14.3

器 高 5.9
天丼部に中央の凹んだつまみを
有し,日縁部に向かって内彎す
る。
端部内面には内傾する段を伴い

,

外面2/5に 稜があり,そ の下側
に凹線を有する。

つまみは貼り付け。
外面上半は回転ヘラケズリ調
整。
他は回転ナデ調整。
天丼部内面中央に同心円叩き
目。

胎

焼

色

完

Ｉ

土 密

成 竪緻

調 青灰～暗灰色

存

-390

須 恵 器

高 不 蓋

口 径 14.2

器 高 5.6
天丼部に中央の凹んだつまみを
有し,日縁部に向かって内彎す
る。
端部内面には不明瞭な段を伴い

,

外面1/2に 稜があり,そ の下側
に凹線を有する。

つまみは貼り付け。
外面上半は回転、ラケズリ調
整。
他は回転ナデ調整。
天丼部内面中央に仕上げナデ。

胎 土 密 ,砂粒含む

焼 成 竪緻

色 調 暗灰色

(内面 青灰色)

完 存

I― a-391

須 恵 器

高 不 蓋

□ 径 15.0

器 高 55
天丼部に中央の凹んだつまみを
有し,日縁部に向かって内彎す
る。

嬬 明 躍 票明 年%群 れ
に凹線を有する。

つまみは貼り付け。
外面上半は回転ヘラケズリ調
整の後回転カキロ調整。
他は回転ナデ調整。
天丼部内面中央に仕上げナデ。

胎

焼

色

土 密

成 竪緻

調 黒灰色

(内面 青灰色)

完 存

I― a-392

須 恵 器

高 杯 蓋

口 径 15.5

器 高 5.1

の
と
し
仕
る

央
部
成
く
す

中
縁
を
角
傾

に
口
度
四
内

部

，角
は
に

井
し
の
部
側

天
有
度
端
内

つまみは貼り付け。
外面上半は回転ヘラケズリ調
整の後回転ナデ調整。
他は回転ナデ調整。
天丼部内面に 1次的に同心円
叩き目。

胎 土 密 ,砂粒含む

焼 成 竪緻

色 調 淡青灰～灰色

口縁部を1/4欠損

I― b

-393

須 恵 器

高 不 蓋

口 径 15.3

器 高 5.2

天丼部に頭の平坦なボタン状の
つまみを有し,日縁部に向かっ
て内彎する。
端部はわずかに外方につまみ上
げあげられ,内面に内傾する段
を伴う。

つまみは貼り付け。
外面上半は回転ヘラケズリ調
整。
他は回転ナデ調整。
天丼部内面に 1次的に同心円
叩き目。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 青灰～灰色

焼成時の歪み有り

完 存

H― b-394

須 恵 器

高 杯 蓋

口 径 15.3

器 高 5.4 露蔀青縁事f籠第11亀亀魂
げられ,内面に内傾する段を伴
つ。

つまみは貼り付け。
外面上半は回転ヘラケズリ調
整。
他は回転ナデ調整。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～青灰色

口縁部中央をわずか

に欠損

H―-395

―-250-―



図
号

挿
番

版
昇

図
番

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

有蓋高不

器恵須

口 径 12.5

器 高 11.8

基部径 4.8
脚部高 7.0
脚底径 12.8

不部は,緩やかに内彎しながら
上方にのび外面下半に稜を伴う。
立ち上がりは内傾し,端部が直
立気味にのび端部内面に段を伴
う。
脚部は2/5で 2段 に屈曲し,端部
は外方につまみあげられている。

経 χT彙お品 理

=密

不部外面下半は回転ヘラケズ

花習薔維チワ罰基F調
整。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 青灰～黒灰色

脚部をわずかに欠損

I一 a

-396

器恵須

有蓋高不

口 径 12.4

器 高 12.0

基部径 4.3
脚部高 7.3
脚底径 12.3

ぃを伴ぅ。ぃ軋̈
　̈

呻呻帆鰤糧れ　ず，屈る。

や
外
は
端
で
つ
　
わ
す

，
緩
ω
刃
ω
笏
放
　
畔
誦

は
に
上
に
は
外
　
シ
線

部
方
ち
味
部
は

ｏ力
凹

不
上
立
気
脚
部
る
ス
に

不部外面下半は回転ヘラケズ

花習薔皐争ワ舗基F調
整。

外部,脚部に接合痕。 色灰黒”

密
鞭
諏

土

成

調

存

ａ一

胎

焼

色

完

Ｉ

-397

須 恵 器

有蓋高不

口 径 12.7

器 高 11.8

基部径 4.6
脚部高 7.1
脚底径 11.8

ら
を

　

，す
　
は
　
点

¨̈　ｍ̈　̈̈
，屈曲の変換を有する。

か
面
　
直
れ
　
段
あ
ず
線

鰊
叫
　
卿
¨
　
殴
鯵
物
硼

，の
　
が
上
　
ν
つ
は
浅

は
に

。上
仕
　
は
に
シ
く

部
方
う
ち
く

。部
方
力
ご

杯
上
伴
立
丸
る
脚
外
ス
に

不部外面下半は回転ヘラケズ

花習薔象争ワ罰菫F調整。

簡獣肉悪定杏脹サ昔:プ

ナデ。

完 存

I― a

”青灰　
胞

江
艶脚色師

土

成

調

胎

焼

色

-398

須 恵 器

有蓋高坪

口 径 13.4

器 高 14.4

基部径 4.6
脚部高 10,0

脚底径 12.4

杯部は緩やかに内彎しながら上方に
のび外面に稜を伴う。
立ち上がりは,内彎しながら上方にの

高晶h緩やかに外方に広がり,端割
は丸く仕上げられ,下方につまみあげ

負努続 色鴇形の2段スカシを3方
向に持ち,上段に櫛描文が施され,ス
カシ間に2条の凹線を伴う。

杯部外面下半は回転ヘラケズ
リ調整の後櫛状工具による回
転ナデ調整。

器欝晏雷15君章瞥F叩き目。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～青灰色

完 存

I― C

-399

須 恵 器

有蓋高杯

口 径 14.0

器 高 14.6

基部径 5.4
脚部高 10.3

脚底径 11.8

外部はやや直線的に上方にのび ,

1/3に 稜を伴う。
立ち上がりは直線的に内傾 して
いる。

鋼獣は賛:在上伊ξ紆五:現 '

夏;;彬 l奎2影楊ち犠勢ヵシを
あ票男繰警出線を津

`■

に2条

不部外面下半は回転ヘラケズ

花習薔皐争ワ舗整F調
整。

脚部内面にしぼり目。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～青灰色

ほぼ完存

I― C

-400

須 恵 器

有蓋高坪

口 径 13.6

器 高 16.6

基部径 4.4
脚部高 12.3

脚底径 13.9

上
　
直
瞭

　

，　
向
明

か
面
は
び

ｏか
更
段
力
伴

や
外
り
の
う
や
で
２
ス
を

緩
び
が
に
伴
緩
近
の

，線

は
の
上
味
を
は
付
形
し
凹

部
に
ち
気
段
部
端
方
有
な

不
方
立
立
な
脚
下
長
に
瞭

外部外面下半は回転ヘラケズ

珠弱嵩呂筆真茫星翌静ンデ。
鮨舗日薔麿ご習夢自。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～暗灰色

焼成時の歪みあり

ほぼ完存

I― b-401

須 恵 器

有蓋高不

口 径 12.7

器 高 16.0

基部径 4.5
脚部高 11.9

脚底径 14.1

上

　

，

下
　
に
条

‐̈こ稜を伴ぅ。い̈̈一̈̈

に
面
直
上
に
外
ス
間

。

か
外
は
仕
か
に
段
シ
う

や

，り
く
や
更
２
カ
伴

緩
び
が
丸
緩
で
の
ス
を

は
の
上
は
は
近
形

Ｌ線

部
に
ち
部
部
付
方
ち
凹

不
方
立
端
脚
端
長
持
の

ズ¨
カキロ調整

。整
。仕上‐デナデ

。り目
。

は
転
調
に
ぼ

半
回
デ
央
し

下
後
ナ
中
に

面
の
転
面
面

外
整
回
内
内

部
調
は
部
部

不
り
他
不
脚

色灰”

密
艶
諏

土

成

調

存

ｂ一

胎

焼

色

完

Ｉ
-402
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図

昇

挿

番

版

号

図

番
器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考

遺物番号

有蓋高不

器恵須

口 径 13.0

器 高 15.8

基部径 4.7
脚部高 11.8

脚底径 15.3

か
が
　
直
上
か
に
形
ス

や
る

。は
仕
や
更
角
ち

ｏ

，
緩
ω
秘
渕
意

，
緩
魔
距
喘
艤

は
に
で
上
は
は
付
形
向
を

部
方
坦
ち
部
部
端
方
方
線

不
上
平
立
端
脚
下
長
３
凹

不部外面下半は回転ヘラケズ

花習薔皐争ワ罰基F調整。

簡朝肉悪定杏|ます昔:プ

ナデ。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 淡灰色

完 存

I一 b

-403

須 恵 器

無蓋高不

口 径 10.3

器 高 15.5

基部径 3.1

脚部高 11.3

脚底径 9.4

に
向

に
さ
斜

て
方

に

の

２

部

線

つ
反

て

す

る

ラ

ま

力

の

坪

凹

か
外

れ

行

い
で

つ

ス
条

杯部外面下半は回転ヘラケズ
リ調整の後回転ナデ調整。
他は回転ナデ調整。

胎 土 やや密,砂粒

を多く含む

焼 成 竪緻

色 調 灰～灰褐色

わずかに成形時の歪
みあり

完 存 H― b
-404

器恵須

台付長頸壺

口 径 9.3
器 高 26.3

景粟種Ю・
螢大種“

5

立

部

直

を
部

い
長

間

は

斜

，３／４で直傾する。端
』̈

‐このび，底な
り，２段のち，スカシ¨
，その間‐こる。

甦
ｍ
級
・２／筋
畔
か
‐こ持る。札
村

‐こ外郵
噸
湖
げ
組
方‐こ加
帯
縦
難

や力、　
，口搬
‐こ広琳
ｏ脚‐こ外都
縦
硼
舶

畷
劉
。体肪
醜
掲
い
″
硼
録
錨

卿
味‐こか
的‐こ
し，醜
珊
豚
誅
秘
％

口気
は線
有
で
る方
に上
行

体部下半,脚部は貼り付け。
体部外面,1/5回転ヘラケズリ
調整。
他は回転ナデ調整。
脚部内面にしぼり目有り。

胎 土 密 ,砂粒を

含む

焼 成 竪緻

色 調 灰色～灰紫色

口縁部1/4,脚 部1/2

を欠損-405

墳丘内右側土器群

無蓋高坪

器恵須

口 径 13.6

器 高 14.9

基部径 4.3
脚部高 10.3

脚底径 11.1

口
端
は
段
方
２
カ
有

，
，部
で
外
の
ス
を

し
び
脚
端
に
形

，線

有
の

ｏ下
更
角
ち
凹

を
に
る
り
ら
二
持
の

稜
的
す
が
が
と
に
条

に
線
反
広
な
形
向
２

ψ縫け加鵠跡訪
は

面

つ
か
外
内

ｏを
明

外
か
ず
に
　
，る
シ
不

は
向
わ
か
い
が
力
に

。

部
に
は
や
伴
広
ス
間
る

不
縁
部
緩
を
に
段
シ
す

杯部外面下半は回転ヘラケズ
リ調整の後回転ナデ調整。
外部内面中央に複数方向の仕
上げナデ。
他は回転ナデ調整。
(杯部下半 ,脚部は櫛描文施

文後 2次的に脚部内面にしぼ
り目有り,外部外面下半 ,脚
部外面に櫛描文

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 灰～暗灰色

焼成時の歪みあり

ほぼ完存

H― a-406

須 恵 器

無蓋高杯

口 径 14.0

器 高 14.5

基部径 4.1
脚部高 10.3

脚底径 10.7

伴
直
脚
端
外
の
ス

ｏを

を
て

。下
に
形

，る
味

条

つ
る
り
更
角
ち
す
丸

１
か
す
が
ら
一一一持
有
や

線
向
反
広
が
と
に
を
や

凹
に
外
に
な
形
向
線
が

に
縁
は
方
し
方
方
凹
る

И
，口榔げ醜
。長都勧
帯

面
し
び
か
い
る
シ
２
を

外
有
の
や
伴
が
力
に
面

ｏ

は
を
に
緩
を
広
ス
間
は
る

部
稜
的
は
段
に
段
シ
部
び

不
う
線
部
で
方
２
カ
底
お

不部外面下半は回転ヘラケズ
リ調整の後回転ナデ調整。
杯部内面中央に複数方向の仕
上げナデ。
他は回転ナデ調整。

1課覇雫撃雫笛7忌

`轟

畿鴨
文後2次的)に 脚部内面にし
ぼり目。

胎 土 密 ,砂粒含

む

焼 成 竪緻

色 調 黒灰～灰色

焼成時の歪みあり

ほぼ完存

H― a

-407

須 恵 器

無蓋高杯

口 径 14.2

器 高 15.1

基部径 4.0
脚部高 10.8

脚底径 11.5

伴
立
脚
面
し
方
方
凹
内

を
直

ｏ外
彎
長
３
の
ち

条
て
る
り
内

ｏを
条
持

１

つ
す
が
に
る
シ
２
を

線
か
反
広
か
が
力
に
面

剛ｍ
麒放
げ
げ解
瀾
組
る。

И
哺
榔
‐こ外札
紡
∝
勅
。底弛

緬
札
∞
やヵ、陛
更‐こ解
ち，％
あ

搬
雄
嗽雌
椒
朽
」喘
猜
峨

不
う気部
下
な形
向
線
面

不部下半は回転ヘラケズリ調
整の後回転ナデ調整。
不部内面中央に複数方向の仕
上げナデ。
他は回転ナデ調整。
(外部下半 ,脚部は櫛描文施

文後 2次的に)

胎 土 密 ,砂粒を

含む

焼 成 竪緻

色 調 黒灰～青灰色

焼成時の歪み有り

ほぼ完存

H― a

-408

―-252-―



挿図 図版

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

須 恵 器

無蓋高杯

口 径 15.2

器 高 13.6

基部径 3.8

脚部高 10.0

脚底径 10.7

И
範
。江神解
ち，％

面

つ
る
や
は
三
持
有

外
か
す
緩
段
と
に
を

は
向
反
は
の
形
向
線

部
に
外
部
端
方
方
凹

不
縁
は
脚
下
長
３
の

ズ
　
仕
　
　
　
的

‐ま回転ヘラヶ転ナデ調整。̈　̈調整。ぃ

半
回
央
　
脚
デ
描

下
後
中

。
，ナ
櫛

面
の
面
デ
半
転
は

外
整
内
ナ
下
回
面

部
調
部
げ
部
は
外
＞

不
り
不
上
不
他
＜
に

胎 土 密 ,砂粒を

含む

焼 成 竪緻

色 調 灰褐～黒灰色

焼成時の歪みあり

脚端部は 1/5程度
欠損
H― a

-409

須 恵 器

無蓋高不

口 径 14.3

器 高 16.2

基部径 4.6
脚部高 11.9

脚底径 11.9

不部は外面1/3に 凹線 1条 を伴う稜
を有し,日縁に向かって直立気味にの
び端部は外反する。脚部は緩やかに外

事ふ俺鶴讐渕 島鳥島ピ広察
る。長方形と三角形の2段スカシを3

貫:[I:評鼻ま単母「畜][:役多
描文がみられる。

外部下半は回転ヘラケズリ調
踪皐衡日常英冤諭方向の仕
走II占姦>デ調整。
長覆り戻嵩た押

部は櫛描文施

胎 土 密 ,砂粒を

やや含む

焼 成 竪緻

色 調 黒灰～灰色

焼成時の歪みあり

ほぼ完存

H― a

-410

器恵須

無 蓋 高不

口 径 12.3

器 高 14.8

基部径 4.6
脚部高 10.2

脚底径 11.7

杯部は外面1/2に 凹部を伴う稜を有

晶|ま男季ふ定舞晨手膏F的
にのび,端

脚部は緩やかに外方に広がり下端近

真彫 tnミ リ嶽 3を 3方
向に持ちスカシ間に不明瞭な2条 の
凹線を有する。
杯部外面下半,脚部外面に櫛描文。

杯部外面下半は,回転ヘラケ

`|!1調

l言♀gilこ「
lli`,`倍 ]〕;阜i

i墳,テ詣[仲5霧疱
脚部内面にしぼり目有 り。

胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 黒灰～灰色

成形時,焼成時の歪

みあり

ほぼ完存

H― a

-411

須 恵 器

無蓋高杯

口 径 14.5

器 高 14.9

基部径 4.4
脚部高 11.0

脚底径 11.8

笏
師
範
か
江牌
紡
∝効猜

面線
つはやを
に形
，線

麟
硼い
榔雌
鍛
噸
珀
櫛
硼

部
側
に

，部
端
が
と
に
条

杯
上
縁
び
脚
下
な
形
向
２

杯部外面下半は回転ヘ ラケズ

珠弱蕎書筆異電機識 の仕
上げナデ。

籍受1面
下半 ,脚部外面に櫛

翼稜号I藷[酌ま櫛描文施

胎 土 密 ,砂粒含む

焼 成 竪緻

色 調 灰～暗灰色

焼成時の歪みあり

ほぼ完存

H― a-412

須 恵 器

短 頸 壺

口 径 7.2

器 高 8.0
最大径 13.3

傾
　
や
径
わ

内
　
緩
大
は

や
　
し
最
部

嗜　崚れ刺」

掛
」犯
あ加権

ち
丸
部
な
内
を

立
は
頸
し
下
み

は
部
口
彎

，丸

部
端
は
内
し
に

頸

，部
に
有
か

口
し
体
か
を
ず

陽::][1:[11よ
]整

外面は自然釉が顕著 ,

肩部に不蓋口縁端部
が癒着

色

色

灰

灰

黒

青

密
轍
外
内

土
成

調

胎
焼

色

-413
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周溝内出土遺物

挿図 版

具

図

番

器 種 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備  考
遺物番号

弥生土器
脚付鉢

方外らな

。

し

る

彎
と

内
を

や
態

や
形

，
る

は
び

部
延

体
に

器面は著しい摩滅のため調整
は不明である。

胎 ± 0.2～ 211ull程 度

の砂粒を含む

焼 成 良

色 調 黄茶色

体部を残すのみで脚

部は欠損している。-414

脚底径 8.3 脚部は短く,外方に広がる。 器面は,著 しい摩滅のため調
整は不明である。

胎 ± 0.2～ 3111111程

度の砂粒を含

む

焼 成 良

色 調 淡黄茶色

体部は欠損している-415

弥生土器高杯

基部径

脚部高

脚底径

2 4 脚部は短く,大 きく広がる。
基部は細くしまっている。

器面は,著 しい摩滅のため調
整は不明である。

胎 ± 0.2～ 311ull程 度

の砂粒を多量

に含む

焼 成 良

色 調 茶色

不部は欠損している-416

須恵器不

口 径 12.9 受け部も立ち上がりもかなり萎
小化している。
立ち上がりは外反しながらもほ
ぼ垂直に立ち上がる。

全面ヨコナデ調整されている。胎 土 密

焼 成 竪緻

色 調 白灰色

全体のn/12を 欠損し

ている

-417

須 恵 器

無蓋高不

口 径 14.0 底部は丸く作 られ,体部はやや
外反ぎみに立ち上がる。

底部と体部の境に稜及び凹線
を持つ。
全体にヨコナデ調整されてい
る。
底部にはカキロが施されてい
る。

胎 土 細砂粒を含む

焼 成 竪lgl

色 調 黒灰色

全体の2/3を欠損して

いる

-418

須恵器壺

口 径 15.1 頸部は外反ぎみに立ち上がり,

日矮嫌告在ほぢ躁あL嶋轟:施 さ
れている。
日縁内面にはヨコナデによる凹
みがある。

全体ヨコナデ調整されている。胎 土 微砂粒を多量

に合む

焼 成 竪緻

色 調 暗灰色

口縁全体の9/10を 欠

損している-419

須恵器裂

口 径 20.6 頸部は外反ぎみに立ち上が り,

口縁は上方へつまみ上げている。
口頸部はヨコナデ調整されて
いる。
体部外面は,格子状の叩きを
残し,内面は同心円状の叩き
を残す。

胎 土 微砂粒を少量

含む

焼 成 竪lgl

色 調 暗青灰色

口縁全体の3/4を欠損

している。-420
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包含層出土遺物

R-2第 3層

IF図
器f:

版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

墜
-435

弥生土器壺

皿
粒
含

３
砂
に

２”帥
宛
ｏ

Ｏ
．程
を
む

良  好 暗褐茶色

頸部は外反しており,日縁部は垂直
に立ち上がる二重回縁である。外面
には,ヘ ラミガキが密に施されてい
る。

S-2第 3層

ω
l%

-436
弥生土器壼 24.0

0.5～ 3 11ull

程度の砂粒
を含む。 良 淡黄茶色

口縁部は外側へ垂直に延び,上方に
立ち上がる二重口縁である。立ち上
がり外面には4本の凹線が施されて
おり,リ ボン型の張 り付け突帯が
数ヶ所につけられている。

R-2第 3層

"|"
-437

弥生土器壺 29.8

l nllll以下の
砂粒を含むc

良 淡黄茶色

口縁部は上下に拡張されている。拡
張された外面には 3本の凹線が施さ
れている。頸部は広く水平に造られ
ている。

R-2攪乱土

69 1  -

-438
弥生土器壼 24.0

0.5^ψ 31111n

程度の砂粒
を含む。 良 暗 茶 色

口縁部は上下に拡張されている。拡
張された外面には4本の凹線が施さ
れている。頸部は広く水平に造られ
ている。

S-2第 3層

69  1  -

-439
弥生土器壺 20.0

細砂粒を含
む。

良   好 淡 茶 色

口縁端部は上下に少し拡張されてい
る。拡張された外面には2条の凹線
が施されている。頸部は広く水平に
造られている。全面ヨコナデ調整さ
れている。

ω
l.%

-440
弥生土器壺

0.5～ 2 11ull

程度の砂粒
を含む。 良  好 淡 茶 色

口縁端部は上方に小さく下方にかな
り拡張している。拡張された外面に

装部響腰斎票澤信進ζお省11::｀基〈
面 ヨコナデ調整されている。

墜
-441

弥生土器壺

0.2～ 2 11ull

程度の砂粒
を含む。 良   好 淡黒茶色

口縁端部は上下に小さく拡張されて
いる。頸部は広 く水平に造られてい
る。全面ヨコナデ調整されている。

Q-4第 3層

69 1  -

-442
弥生土器壺 27.0

細砂粒を含
む。

良   好 淡 茶 色

て
い

れ
て

さ
れ

張
ら

拡
造

く

に

さ
平

小
水

に
く

下

広

上

は
は
部

部
頸

端

ｏ

縁
る

。

日
い
る

R-2第 3層

69  1 85

-443
弥生土器壺

0.2～ l llull

程度の砂粒
を含む。 良  好 濁茶黄色

頸部から口縁にかけては,外反して水平
になる。日縁端部は上下に小さく拡張さ
れ,外面には凹線状のヨコナデの上に3

個一単位の竹管文が6ヶ 所に施されてい
る。
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P-3第 3層

挿図
番号

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

墜
-444

弥生土器壺

皿
粒

２
砂

ｏ

５”帥
詢

０
．程
を 良 淡黄茶色

口縁部は上下に小さく拡張されてお
り,外面には凹線状のヨヨナデがみ
られる。頸部から口縁にかけて外反
し,水平になる。

S-2攪乱土

墜
-445

弥生土器壺

皿
粒
む

３
砂
含

５”
帥
処

０
．程
を 良 暗 黄 色

口縁端部で下方に小さく曲る頸部は
広く水平に造られている。かなり薄
手に造られている。

S-3第 3層

69 1  -

-446
弥生土器壺

0.5～ l llllll

程度の砂粒
を含む。 良 淡茶黄色

「く」の字形に外反した頸部を持ち,外面
を少し』、くらませている頸部からほぼ水
平に日縁端部に延びる。口縁端部は下方
につまみ出している。ヨコナデ調整され
ている。

R-2第 2層

生
-447

弥生土器壺

2～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良 暗茶橙色

持

ｏ内

ｏ

を
る

，る

Ｊ
ほ
面
部

く

，外
頸

ｒ
ち
内
面

S-2攪乱土

69 1  -

-448
弥生土器壺

2 111El程度の
砂粒を含むく

良 黄 茶 色

「く」の字形に外反した頸部を持ち
ほぼ水平に口縁端部に延びる。内外

雇思F出履覗警臭鳥ζおそtゝ 冒「

部

S-3損括L土

69 1  -

-449
弥生土器壺

2～ 5111111程

度の砂粒を
含む。 不  良 灰 橙 色

頸部は外反気味に大 きく広が り,日 縁端

部外面には凹線気味の ヨコナデを施 す。
外面はナデ調整されており。わずかにハケロ
の痕が残る。内面は摩滅のため調整不明。

R-4第 2層

69 1  -

-450
弥生土器壺

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰黄褐色

ロ
デ
て

，ナ
れ

リ

コ

さ

が
ヨ
整

広
の
調

く
味
デ

き
気
ナ

大
線

コ

に
凹
ヨ

味
は
面

気
に
外

反
面
内

外
外

ｏ

は
部
す

ｏ

部
端
施
る

頸
縁
を
い

S-2攪乱層

69  1  -

-451
弥生土器壺

l llllll程 度の
砂粒を含む

`

良 暗灰橙色

頸部は外反気味に大きく広がり,日
縁端部外面には凹線気味のヨヨナデ
を施す。内外面ヨヨナデ調整されて
いる。

P-3第 2層

69 1  -

-452
弥生土器壺

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 褐 茶 色

頸部は外反気味に大きく広がる。内

借霊「晶す季認碧ふ幾慧F呂縁鼎雇
は凹線が 2条施されている。
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Q-2第 2層

挿 図
番 贄

図版
番 号

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色 調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

墜
-453

弥生土器壺 24.0

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良

外面 黄灰黒色

内面 灰橙黄色

頸部は外反気味に大 き く広が り,ll縁 端
部内面には凹線気味の ヨコナデを施 し .

内外面 ヨヨナデ調整 されている。体部外
面はハケロを施 したの ち.ナ デられ てい

る。

S-2攪乱土

墜
-454

弥生土器裂 16.0

1～ 211111程

度の砂粒を
含む。 良

黄灰白色

(断面中心.黒色)

揮獣域I+た繰柔警[零出を:目爆
露缶:香 ?り攣翁基f貧写鷲8:内

R-3

η
l~

-455
弥生土器甕

l llllll程 度の
砂粒を含む

良
外面 白 橙 色

内面 黄 灰 色

頸部は「く」の字形に屈曲し,日縁端部を
」甘][吉:|[1:鳥ギIili`iiこ i:;i::あ 111:li

だ馨急鱚 えλ罰亀杉
訓1“。

Q-4第 2層

701-

-456
弥生土器裂

の
む

度
含

程
を

皿
粒

１
砂

良 白 橙 色 翻植ケ襦魏よ∴:[
り,そ の一部は白赤色の化粧土が残
る。

S-2

墜
-457

弥生土器裂 16.0

皿
粒

１
砂

ｏ

５”帥
訥

０
．程
を 良 好 灰 橙 色

口縁端部上端 を上方につまみあげる.外
面はナデ調整されてお り、体部に10条 /
cmの ノ、ケロが施 され てい る。 内面 には
8～ 9条 /cmの ハ ケロが施 されてお り ,

くびれ部 より下 はヘ ラケズ リされ てい
る。

S-2攪舌L

η
l~

-458
弥生土器裂 17.0

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 橙 灰 色

頸婦歯薔走切畠碁凝纏昇ら『禽ズ歯
ヨヨナデ調整されている。

Q-4第 2層

η
l~

-459
弥生土器甕 16.0

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 黒 黄 色

内面 黄 灰 色

筆i町1冒見そぃなPT警察飾内鼻蓄
に粘上のつなぎ目が残る。内面はナ

層習警貞サ百労:鳥 えゝキΠ督評
内面

S-2第 2層

η
l~

-460
弥生土器饗 16.0

程
を

皿
粒

２
砂

。

”
の
む

１
度
含 良

外面 黒 黄 色

内面 黄 灰 色

日霞舗関赤響慈普曹撃フ勇皇雪ズを`

おり,体部内外面は,ナ デ調整され
ている。内面くびれ部から体部には
指頭痕が見られる。

R-3第 2層

Ю
I~

-461
弥生土器甕 13.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 不 良

外面 淡 赤 色

内面 暗 茶 色

窯筈燿写辱罰基ふ城ζ夕:る F頸
部内
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R-3
図
号

挿
番

図 版

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

墜
-462

弥生土器饗 140

l llull程度の
細かい砂粒
を含む。 不  良 暗橙黄色

全体に摩滅しているが,日縁内面に
ヨコナデが施されている。

Q-4第 2層

墜
-463

弥生土器饗 20.0

0.5～ 3 11ull

の大きい砂
粒を含む。 良   好

外面 黄黒灰色

内面 暗灰黄色

口縁内外面は,ナ デ調整されている
外面 くびれ部より下は,タ タキの上
からナデ調整されている。体部内面
は,ヘラケズリされている。

S-2攪乱土

η
l~

-464
弥生土器饗 20.0

1～ 3111111の

大きい砂粒
を含む。 良 暗黄灰色

内外面ヨヨナデ調整されている。日
縁部内面にハケロが施されている。

墜
-465

弥生土器裂 200

度
含耐隈

。

０
．
の
む 良 灰 橙 色

内外面ヨコナデ調整されている。 |コ

縁部下に指頭痕がみられる。

R-2攪乱土

Ю
I~

-466
弥生土器裂

石
粒

コ
石

ｏ

４
長
む

”　
，含

３
英
を 良

淡灰橙色

(外 面胴部 すす色 )

外面 5条/1.2cmの 斜め方向のハケ
目が施されている。 くびれ部はヨコ
ナデ調整されている。内面はナデ調
整されており, くびれ部には,指頭
痕がみられる。

墜
-467

弥生土器甕 12.0

2111111程度の
砂粒を含む

`

不  良 暗茶黄色

内外面摩滅のため調整不明。

P-4第 2層

η
l~

-468

弥生土器
小型丸底壺

12.0

0.5～ 3 11ull

程度の砂粒
を含む。 良 淡黄褐色

頸部を短く屈曲する。
内外面ヨコナデ調整されている。

S-2攪 乱土

Ю
I"

-469

弥生土器
小型丸底壺

1～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 赤 黒 色

内面 灰 黄 色

口縁部1/4欠 損している。頸部は短
く屈曲する。内外面ヘラケズ リの
後,指ナデ調整されている。外面に
は,黒斑がみられる。

P-4第 2層

η
l~

-470
弥生土器鉢 14.0

0.2～ l llull

程度の砂粒
を含む。 良  好 茶  色

獣殻
llkFあ

撃程量踏じ帝呂懲嬬罰
に至る。内外面摩滅しているが,ハ
ケロの痕が見える。

S-2攪乱土

η
l~

-471
弥生土器鉢 24.0

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 灰黄橙色

蜘障不明，ｍ

られ，Ｍ
雌
り，

造

口
に
お

に
　

，め

て

味
し
た
れ

気
曲
の
さ

彎
屈
滅
整

ｏ

内
に
摩
調
る

や
字
は
デ
残

や
の
面
ナ
が

は
Ｊ
外
は
痕

部
く

ｏ面
頭

体
ｒ
る
内
指
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R-3
図
書

挿
器

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

墜
-472

弥生土器鉢

l llun程度の
砂粒を含む

良
外面 灰 黒 色

内面 茶灰 色

部

に
る

頸
部

い

端

て

ｏ

れ
縁
れ
る

ら

口
さ

い

造

・キ

て

に
し

ガ

れ

味
曲
ミ
さ

気
屈
ラ
整

彎
に
へ
調

内
字
面
デ

や
の
外
ナ

や
Ｊ
内
は

は
く

ｏ部

部
ｒ
る
縁

体
は
至
口

P-2攪乱土

η
l~

-473
弥生土器不

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 灰 黒 色

内面 暗黄橙色

内彎気味に立ち上がり口縁端部に至
る。外面はナデ調整されている。黒
斑がみられる。内面は摩滅のため調
整不明。

R-3第 2層

-474

弥生土器

底部

1～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明灰黄色

内面 暗 灰 色

羹塁桑踏β
平底を持つ摩滅のために

・ |~

-475

弥生土器

底部

0.5～ 2111111

程度の砂粒
を含む。 良

外面 白 黄 色

内面 灰 黒 色

やや小さめの平底を呈する。外面
摩滅のため調整不明。内面は6条/
1.3cmの ハケロが施されている。

・ 1別

-476

弥生土器

底部

1～ 2111111程

度の石英 0

長石粒を含
む。

良
外面 灰 橙 色

内面 暗灰橙色

雰革劣皇だア乎曇墨景萬岳板争ワ発
整している。

S-2損 l舌趾

・ |~

-477

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰橙色 l蠍2繕籍暑軋 sた見ら

れるのは,も みの圧痕かも !

S-3第 2層

・ |~

-478

弥生土器

底部

0.5～ 3 11ull

程度の砂粒
を含む。 良 暗 橙 色

やや,小 さめの平底を呈する
内外面,ナデ調整されている。

生
-479

弥生土器

底部

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 灰 黄 色

内面 暗 橙 色

やや小さめの平底を呈する。.

外面はハケロの上からナデられてい
る。内面は指ナデ指頭痕が残る。

R-2

・ |~
-480

弥生土器

底部

の
粒

皿
砂

ｏ

２
の
む

”
度
含

１
程
を 良

外面 白 黄 色

内面 灰 黒 色

舞誂諄箭覆震観
内面は摩滅のため調整不明

R-3第 2層

・ 1譴

-481

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰赤色

外面は叩きの後 7条/1.lcmの ハケロ
が施されている。
内面はナデ調整されている。

・ |~
-482

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

３
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 暗黄黒色

窪獣胃;、デ督8農ネ諏覧TP。
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Q-4第 2層

挿図
番暑

版
丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

・ 1譴

-483

弥生土器

底部

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 黄 褐 色

内面 灰 黄 色

外面にはっきりとしたハケロの痕が
みられる。内面には指ナデ調整され
ている。

R-3第 2層

・ |~
-484

弥生土器

底部

1～ 4 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 暗 褐 色

外面は7条/cmのハケロがみられる
内面はナデ調整されている。

Q-4第 2層

・ |~
-485

弥生土器

底部

3～ 7 11ull程

度の粗い砂
粒を含む。 良

灰 茶 色

(底部 黒色)

肉告賣込薇鰍程藉畠震禁爾響五T:

R-3

・ |~

-486

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

４
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良

外面 黒  色

内面 淡黄茶色

外面は6条/cmのハケロの上からナ
デ調整,内面は摩滅のため調整不明く

Q-3第 2層

・ |~

-487

弥生土器

底部

1～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良

外面 淡暗赤色

内面 黄 灰 色

外面は11～ 12条 /cmの ハケロが施さ
れている。底部にもハケロがみとめ
られる。内面は摩滅のため不明であ
る。

排土中

生
-488

弥生土器

底部

皿
粒

１
砂

ｏ

５”帥
訥

０
．程
を 良 黄 褐 色

内外面ナデ調整されている。

R-3

・ |~

-489

弥生土器

底部

皿
粒

３
砂

ｏ

５”帥
舗

ｏ
．程
を 良 暗 茶 色

外面はナデ調整されている。
内面は摩滅のため調整不明。

S-2第 2層

・ |~

-490

弥生土器

底部

皿
粒

３
砂

ｏ

５”
帥
詢

０
．程
を 良 黄 茶 色

摩滅のために調整不明。

S-2攪乱土

-491

弥生土器

底部

最

皿
含

＜

＞

を
”３出
開
。

１
大
の
む

良 暗 茶 色

内外面,板ナデ調整されている。
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Q-2第 2層

挿図
番号

図版
番号

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

・ |~

-492

弥生土器

底部

皿
粒

２
砂

ｏ

５”
帥
詢

０
．程
を 良

外面 暗灰黄色

内面 暗 灰 色

騎澪告雇落ズ雰鶏讐ぶ1亀百五そ:ゝる。

R-2

・ |~

-493

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
合 良

外面 黒茶黄色

内面 灰 黒 色

禽署蓬姦謬発島畠墨素晶:

S-2攪乱土

-494

弥生土器

底部

3～ 5 11ull程

度の石英粒
を含む。 良 内面 灰 黄 色

摩滅のために調整は不明だが,外面
にハケロの痕が残る。

Q-4第 2層

al&

-495

弥生土器

底部

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 暗灰黄褐色

内面 灰 黄褐 色

禽喜|ま |ま指学算晶釜響鳥讐ムな′
内面にモミの圧痕がみられる。

S-2第 4層

η
l譴

-496

弥生土器

底部

の
むりい̈

』
良

外面 橙 赤 色

内面 灰 黄 色

全体に摩滅しているが,外面には ,

ハケロ 0指頭痕がかすかにみとめら
れる。

S-2攪舌趾

・ |~

-497

弥生土器

底部

0.511ull程 度
の砂粒を含
む。 良

外面 暗 橙 色

内面 黄 灰 色
含冒伝,参急:,借曇喜二霞

`れ '`
・ |~

-498

弥生土器

底部

程
を

皿
粒

３
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良

外面 暗緑黄色

内面 明 橙 色

全体に摩滅 しているが ,外面にはタ
タキがみられ ,内面には指頭痕がみ
られる。

生
-499

弥生土器

底部

度
含剛職

。

０
．
の
む 良

外面 暗 赤 色

内面 赤 黒 色

誉肩写餞詈参κ缶な層γ)衡塾省俯
ている。

S-3攪乱土

生
-500

弥生土器

底部

程
　
石
含

皿
石
に
を

‐”４麒帥螂む。

良
外面 灰 黄 色

内面 橙  色

銭房堤誌晶翌栗晶lて
いる。他は摩

R-3第 2層

-501

弥生土器

底部

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 暗灰黄色

内外面ナデ調整されている。
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Q-4第 2層
図
晏

挿

番
図版
番号

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

21“

-502

弥生土器高杯

脚

皿
を

１
粒

５”
帥
む
。

０
．程
含 良  好 淡黄茶色

外面はナデ調整されている。
内面にはしぼり目がみられる。

Q-3第 2層

空
-503

弥生土器

脚

0.5～ 3111111

程度の砂粒
を含む。 良  好 淡茶褐色

ナデ調整されている。
穿孔の数は4つであろう。

R-2第 2層

η
l~

-504

弥生土器

脚

皿
粒

２
砂

ｏ

５”帥
訥

０
．程
を 良  好 黄 灰 色

内外面摩滅して調整不明。
内面にしぼり目がみられる。
穿孔が 4方 にある。

R-3

η
l~

-505

弥生土器

脚

0.5～ 2 11ull

菅暮8P粒 良  好 茶 黄 色
借百旨男蕎ゐ女ワ響力tな目れ官F編
面にしぼり目がみられ,外 部内面見
込み部にはヘラミガキが施されてい
る。穿孔が 4方にある。

S-3第 2層

生
-506

弥生土器

脚

程
を

皿
粒

２
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良  好 茶  色

ナデ調整されている。
内面にしぼり目がみられる。

R-3第 2層

21~

-507

弥生土器
台付鉢

凱底径 0.5～ 3 11ull

程度の砂粒
を含む。 良  好 暗茶黄色

内面見込み部には6条/cmのハケロ
がみられ,底部には粘土のつなぎ目
がみられる。外面はナデられてお
り,ハケロがかすかに残る。

R-4第 2層

生
―‐508

弥生土器

脚

脚底径

12.6

0.5～ 2111111

程度の砂粒
を含む。 良  好 淡褐黄色

外方に広がる脚部で,端部に面を持
つ。内外面ナデ調整されている。外
面にはハケロの痕がみられる。

S-4第 2層

生
-509

弥生土器

脚

脚底径

14.0 『螂含む。

０
．程
を 良 褐 茶 色

内外面ナデ調整されている。

R-3第 2層

η
l~

-510

弥生土器

脚

脚底径

17.6

0.5～ 31皿

程度の砂粒
を含む。 良 黄 茶 色

内外面は摩滅して調整不明。
穿孔は4方 と思われる。
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R-2第 1層

図
号

挿

番
図版

番号
器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 J形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

-511

弥生土器

支脚

程
を

皿
粒

４
砂

ｏ

”
の
む

１
度
含 良 淡茶黄色

棒状の体部下端に円形状の脚を持つ
上半は欠損している。
全面に指頭痕がみられる。

S-2第 2～ 7層

η
l&

-512
縄文土器深鉢

0.5～ 2111111

程度の砂粒
を含む。 良 黄 黒 色

外反する頸部を持ち,日縁端部外面
は拡張され。内面は沈線がみられる

η
l譴

-513
縄文土器深鉢

0.5^V3mlll

程度の砂粒
を含む。 良 茶 黒 色

外方に延びる頸部を持つ。

S-3第 2層

η
l~

-514

土 師 器

把手

0.5～ 2 11ull

程度の砂粒
を含む。 良 淡褐茶色

指頭痕が顕著にみられる。

R-2攪乱土

η
l~

-515

土 師 器

把手

1～ 2 11ull程

度の砂粒を
含む。 良 淡 黒 色

把手上面にヘラ描 きの文様がつけら
れている。

71~
-516

弥生土器壺 29.0

1～ 3 11ull程

度の砂粒を
含む。 良

外面 明灰橙色

内面 暗橙灰色

リ

ハ

撚
は

は
に

に
面

面
内

ｏ

外
部
る

部
体
れ

頸

∝ら

，つ
み

ち
持
が

持
を
痕

を
帯
頭

縁
突
指

日
の

。

重
状
目

二
紐
ケ

R-2攪乱土

生
-517

須恵器

短頸壺蓋

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

る

い
　

，
ｏ

な

て

り

る

と
れ

お

い

部
さ
て
て

体
張
れ
れ

り
拡
さ
さ

曲
し
り
整

に
少
ズ
調

角
に
ケ
デ

。

直
右
ラ
ナ
転

ぼ
左

ヘ
コ
回

ほ
は
は
ヨ
右

ら
部
井
は
は

か
端
天
他
ロ

井
縁

ｏの
ク

天
口
る
そ
ロ

R-3攪乱土

質
|~

-518

須恵器

短頸壺蓋

微砂粒を多
量に含む。

良 灰  色

天丼と体部間には.やわらかい稜を

発著Ъワ?雫獣|き吾奮搾:F警誓阜
デ調整されている。

R-2第 3層

質
|~

-519

須恵器

長頸壺蓋

微砂粒を多
量に含む。

良   好 暗青灰色

天丼部からなだらかに口縁端部に至
り,内 面には,小 さくかえりが付
く,天丼部はヘラケズリされてお
り,そ の他は全面ヨコナデ調整され
ている。ロクロは左回転。

器
|~

-520

須 恵 器

不蓋
密 良   好 暗青灰色

天丼部と体部の境に凹線を持つ。
□縁端部は外方につまみ出している。
ヨヨナデ調整されている。
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R-3攪乱土
図
号

挿
番

版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

η
l~

-521

須 恵 器

不蓋

0.2～ 31Ш
程度の砂粒
を含む。 良  好 暗 灰

.色

天丼部から,な だらかに体部に至り,日縁
端部内面には,段を有する。天丼部はヘラ
ケズリされており,そ の他はヨコナデ調整
されている。天丼部内面には当て具痕が認
められる。ロクロは右回転。

S-2第 3層

円
|~

-522

須 恵 器

不蓋
15.0

細砂粒を含
む。

良 濁 灰 色
備獣鑢害擢ほ農T暑テ冒rに至り
ヨコナデ調整されている。

Q-2第 3層

笠
-523

須 恵 器

不蓋
15.2

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

天丼部から内彎しながら体部に至る
`口縁端部内面には段を有する。天丼

部はヘラケズされており,そ の他は

最泥落柔電等高あ了寧ふ脆響肩否古
る。ロクロは右回転。

R-3攪乱土

生
-524

須 恵 器

不蓋

多

ｏ

を

む
粒
含

砂
に

細
量

良  好 暗青灰色

天丼部と体部の境にやわらかな稜を持
ち,体部は真っ直ぐ口縁端部に至る。端部
内面には段を有する。天丼部はヘラケズ
リされており,そ の他はヨコナデ調整され
ている。ロクロは右回転

Q-2第 3層

η
l~

-525

須 恵 器

坪蓋

l llull以下の
砂粒を少量
含む。 良  好 青 灰 色

ｏ天
の
ク

る

。
そ

ロ

至

る

，
ｏ

に
す

り

る

部
有
お
い

体
を
て
て

に
段
れ
れ

か

。さ
さ

ら
は
り
整

だ
に
ズ
調

な
面
ケ
デ

ｏ

ら
内
ラ
ナ
転

か
部

ヘ
コ
回

部
端
は
ヨ
左

井
縁
部
は
は

天
口
井
他
ロ

R-3第 3層

生
-526

須 恵 器

杯蓋

14.0

微砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

端
天
の

。
　
。
Ｚ
ヽ

る
る

，
ｏ

至
す
り
る

に
有
お
い

部
を
て
て

端
段
れ
れ

縁
た
さ
さ

口
し
り
整

，化
ズ
調

し
退
ケ
デ

彎
は
ラ
ナ

内
に
ヘ
コ

は
面
は
ヨ

部
内
部
は

体
部
井
他

S-2第 3層

笠
-527

須 恵 器

不蓋
16.0

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良  好 青灰黒色

鴨瑞
ヘ
コ
に
は

る
縁
は
ョ
面
ロ

す
口
部
は
内
ク

有

」看
獣
Ｔ

を
す
天
の
井

ｏ

線
出

ｏそ
天
る

凹
り
る

ｏ
ｏれ

に
張
す
り
る
ら

境
や
有
お
い
め

の
や
を
て
て
認

部
に
段
れ
れ
が

体
方
は
さ
さ
痕

と
外
に
り
整
見

ｏ

部
は
面
ズ
調
て
転

井
部
内
ケ
デ
当
回

天
体
部
ラ
ナ
は
右

R-3攪乱土

路
|~

=528

須 恵 器

坪身
緻密 良  好 濁 灰 色

立ち上がりは内傾し,端部で外方へ
屈曲する。
受け部は上方へ延びている。
ヨコナデ調整されている。
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S-2第 3層

挿図
番号

版

丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

生
-529

須 恵 器

坪身

微砂粒を含
む。

良 暗青灰色

立ち上がりは内傾している。受け部
も立ち上がりも萎小化している。
ヨコナデ調整されている。

Q-2第 3層

鴇
|~

-530

須 恵 器

不身

細砂粒を含
む。

良  好 暗 黄 灰 色

立ち上がりは内傾し,かなり細 くつ
くられている。
ヨヨナデ調整されている。

R-3第 3層

質
|~

-531

須 恵 器

不身
緻密 良  好 青 灰 色

立ち上がりは外反しながら,やや上
方へ延びる。底部はヘラケズリされ
ており,そ の他はヨコナデ調整され
ている。ロクロは右回転。

R-2第 3層

生
-532

須 恵 器

高不 杯部

(無蓋高不 )

微砂粒を含
tr。

良  好 青 灰 色

讐壁憶機社蟹 驚 謂鴇鴨書歴
は,沈線を持つ。 ヨヨナデ調整され
ている。

R-2攪舌し土

円
|~

-533

須 恵 器

高不 杯部

(無蓋高不 )

0.2～ l llllll

程度の砂粒
を含む。 良  好 暗青灰色

底部と体部の境は稜を持ち,日縁端
部はやや外反する。
ヨコナデ調整されている。

生
-534

須 恵 器

高不 外部

(無蓋高不)

l llull前後の
砂粒を含む

`

良  好 黒 灰 色

底部 と体部間に稜を持つ。体部は
真つ直ぐ外方へ延び,口縁端部でや
や外反する。底部外面はカキロ調整
されており,そ の他はヨヨナデ調整
されている。

円
|~

-535

須 恵 器

高不 杯部

(無蓋高杯)

微砂粒を含
む。

良 暗 灰 色

底部と体部の境と体部中央に凹線が
有り,そ の間に波状文が施されてい
る。体部は真っ直ぐ外方へ延びる。

P-3第 3層

質
|~

-536

須 恵 器

高不 杯部

(小型P)

微砂粒を含
む。

良   好 青 灰 色

体部は直線的に外方へ延び,日縁部
でやや外反する。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。

Q-2第 3層

ZI~

-537

須 恵 器

直口壺

微砂粒を含
む。

良  好 暗 青 灰 色

頸部はほぼ真っ直ぐ立ち上がり,口
縁は拡張され,外側端部は上方へつ
まみ出されヨコナデ調整されている(
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S-3第 3層

挿図
番 号

版
暑

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

ZI%

-538

須 恵 器

広口壺

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色 8'雅雰糖F種響莉 勘
文Z魔 3を晨:「

デで消し,■1から波状

R-3第 3層

T
-539

須 恵 器

短頸壺

(平瓶)

皿
粒

１
砂

ｏ

５”帥
詢

０
．程
を

良   好 灰 黒 色

を
が
縁

ｏれ
櫛

部
上
回
る
さ
ち

体
ち

ｏあ
り
の

る
立
る
が
ズ
ロ

張
ぐ
す
線
ケ
キ

ｏ

の
直
彎
沈
ラ
カ
る

一肩
つ
内
の
へ
は
い

，真
や
条
は
に
て

し
ぼ
や

一
部
面
れ

呈
ほ
で

，底
外
さ

度
駆
榔
蹴
則
卿
碗

平
頸
縁
面
半

，文

は

ｏ
日
内
下
り
点

部
つ

，部
部
お
列

底
持
り
端
体
て
描

S-2第 3層

ZI~

-540

須 恵 器

長頸壺(?)

17.0

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

頸部は外反ぎみに立ち上がり,日縁
は外方に折りまげて作られている。
ヨコナデ調整されている。

R-3第 3層

-541

須 恵 器

甕
22.0

皿
粒

２
砂

ｏ

５”帥
詢

０
．程
を 良  好 青 灰 色

罰警嫌勢層嘉夕蟹静そ棒ぢえそ日督c

ヨヨナデ調整されている。

P-3第 3層

生
-542

須 恵 器

饗

細砂粒を多
量に含む。

良  好 褐 灰 色

頸部は外反ぎみに立ち上がり,口縁
部は下方に拡張されている。
ヨヨナデ調整されている。

Q-4第 3層

ZI%

-543

須 恵 器

甕

微砂粒を含
む。

良   好 黒 灰 色
層穀装誉尻11捕灌ちよダユ|デ響祀
ている。頸部外面には波状文が施さ
れている。

R-3損l舌比

ZI%

-544

須 恵 器

甕

微砂粒を含
こ∫。

良   好 濁 灰 色
習穀装誉尻戸皇編音え券だ3ま雰雷
基潟:鳥セ習著l面

には櫛描列点文

R-2第 3層

ZI騎

-545

須 恵 器

器台 脚

脚底径

14.0

微砂粒を少
量含む。

良  好 灰 黒 色
筒

ｏ

うヽ

ｏ
る

ひ

る

い

く

い

て

き
て
れ

ｏ

大
せ
さ
る

で
さ
施
い

部
彎
が
て

裾
内
文
れ

，や
状
さ

で
や
波
整

部
は
は
調

脚
部
に
デ

の
端
面
ナ

状

，外
コ

筒
き
部
ヨ
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Q-2第 3層
図
号

挿

番
図版
番号

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口径 器高 底径

生
-546

須 恵 器

器台 脚

脚底径

26.0

微砂粒を含
む。

良 灰  色
蜜富き宅R菅評

で端部は下方へつま
外面には,2段に波状文が施されい
る。

S-2攪乱土

ZI~

-547

須 恵 器

器台 脚

Щ底径

32.0

の
む

下
含

以
を

皿
粒

１
砂

良 暗 灰 色

を

コ

帯
ヨ

凸

ｏ
，る

た

す

じ

曲
立
屈

ｏ

み
に
る

ま
方

い

つ
一四
て

に
は
れ

方
部
さ

外
端
整

で

，調

部
ち
デ

裾
持
ナ

R-3第 2層
図
書

挿
番

版

号
図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 底 径

生
-548

陶器(?腕
灰 白 色

やや粗い

釉の溶け
が悪いせ

須お発電
が悪い。

明 青 色

透 明 釉 ][i[ミ:];i登色曇吾F曾肴

P-3第 2層

笠
-549

陶胎染付碗
灰 白 色

粗  い
やや不良

青 灰 色

明緑灰色釉

高
取
ム只
国
内
あ
胎
様

，面
高
高
台
が
露
文

り
は
ら

。高
ち
付
は

お
端
か
る

。
つ
畳
に

て
下
脇
い
る
ば

，面

れ
台
台
て
が

，り
外

ま
高
高
れ
あ
り
入

，中

込

，は
ら
ら
残
が
り
１８

り
る
釉
け
が
が
入
入

”

Ⅷ
け
る
。くヵゝ
材
頒
姑
醜
味

や
内
い
厚
ら
削
に
条
１７

鵬
神
演
に
メ
蹴
鋼
同
る
。

台
は
さ
か
は
央

ｏ台
入

高
台
り
に
裏
中
る
高
が

S-3攪 舌L土

空
-550

陶胎染付碗
にぶい褐色

粗   い

オリープ灰色
から

暗オリープ灰色

浅黄色釉

民届33ら 3サ IF蓄苔顧車軍ま:

警〔を言illil::損貢馨″含

R-2第 2層

笠
-551

陶胎染付碗
灰 白 色

やや粗い

緑 灰 色

灰オリープ色釉

量i撃曽[貫:書碁鷺F,:量:所

書::賞種::λ資量具i『3:素i

Q-3第 2層

笠
-552

陶胎染付碗
灰 白 色

粗  い
やや不良

[]‡:l           il
る。17C末～18C中。
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R-2第 2層

挿図
番 暑

版
暑

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成
呉須の発色
釉 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 高台径

生
-553

陶胎染付碗
灰 白 色

粗  い

青 灰 色

オリープ灰色

層ラ薬あ占漁ふ天ぢ′外暑幡警雙繊軍
入る。全面にかん入が入る。
17C末 ～18C中

R-2第 3層

生
-554

陶胎染付碗
灰 白 色

やや粗い

明 青 色

透 明 釉

く
が
の

丸
様
色

ｏ

は
文
青
る

部

，明
入

端
は
は
が

縁
に
に
入

口
面
部
ん

，外
端
か

り

ｏ縁
に

お
る
口
面

て
い

，全

ら
て
り

。中

く
れ
お
る
１８

つ
ら
て
入

”

で
め
れ
が
末

手
さ
か
須
Ｃ

厚
お
描
呉
１７

P-3第 2層

Ъ
I~

-555
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

青灰色から
暗緑灰色

明緑灰色釉

やや厚手でつくられており,日縁端部

鏑恐lお長轟系私:λを役ワ:こ

は'雪

R-2第 2層

T
-556

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

明青色から
青灰色

明緑灰色釉

台

。　
，入
れ

高
梅
条
ん
さ

。
，１
か
ぎ

坦
は
に
部
剥

平
に
脇

一
釉

は
面
台

ｏ
に

付
外
高
る
状

畳

ｏれ
入
目

，る
ら
が
ノ

ｏ

し
が
み
線
蛇
胎

傾
あ
が
圏
は
露

内
に
様
の
込
付

干
め
文
条
見
畳

若
斜
の
２

。
。

は

，ど

に
る

る

台

は

な
台

入

い

高
裏

竹

高

が

て

P-3第 3層

%|~

-557
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

オリープ黒色
から青色

明緑灰色釉

口縁端部は丸くおさまり,日縁端部内
面には 2条の圏線が入り,外面にはコ
ンニャク印判による施文と筆 により施
文されている。17C末～18C中

S-3第 2層

%|~

-558
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

青 灰 色

明緑灰色釉

口縁端部は丸くおさめられており,口
縁端部内面には2条の圏線が入り,外
面には文様が入る。コンニャク印判に
よる施文の可能性がある。

R-3第 2層

%|~

-559
染付磁器碗

灰 白 色

精  緻

暗緑灰色から
青灰色

明緑灰色釉

口縁端部は丸くおさまり,口 縁端部内
面には 2条の圏線が入る。外面にも文
様が描かれている。

生
-560

染付磁器碗
灰 白 色

精  緻

明青色から
暗青色

明緑灰色釉

高台はほぼまっすぐにおり,高台下端
は若干面取りされている。高台裏はや
やお、くらみながらあがる。外面によろ
け縞文。高台に2条 ,見込みに1条 ,

圏線が入る。見込及高台脇にかん入あ
り。畳付露胎。

S-2攪乱土

Ъ
I~

-561
染付磁器碗

色
　
緻

白
　
精

青  色

透 明 釉

高台はほぼまっすぐにおりるが下端部でや
やふくらみ,端部で面取りされている。高台

胴勘こ|よI]集あ酪搬奄′鱚♂5
付着。
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Q-2第 2層

挿図
番号

図版
番晏

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 縁須
の発色

形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

生
-562

染付磁器碗
色

緻

白

精

青  色

透 明 釉
]量登「塁魚zli誓青蓋語「怠落

S-2第 3層

%|~

-563
陶器鍋 ?

淡 黄 色

粗  い
透 明 釉

:[諄l       藪1骨
かん入が入る。セト・ミノ系

Q-4第 2層

%|~

-564
陶器小鉢 ?

灰 白 色

やや粗い
灰オリープ色

;]:i[]1曇
ililti:〔

(

P-3第 2層

%|~

-565
染付磁器瓶

灰 白 色

精  緻
不  良

灰  色

透 明 釉
Fillili[lil:言 :iF

Q-4第 2層

笠
-566

磁 器 皿
灰 白 色

精  緻
明緑灰色釉

:::曾li::i:[曹首]il
S-2

%|~

-567
磁 器 皿

灰 白 色

精  緻

内面 明緑灰色釉

外面 黒色の鉄釉

最ウ警賃毛RT『基株膏喜享黎らマ
られている。畳付露胎。

P-4第 2層
図
号

挿
番

版
丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

生
―‐568

灯 明 皿

微砂粒を含
む。

良  好 茶  色 螢曽‖】「家程ら蜜販垂浄士尖島Ъゞ

Q-2第 2層

%|%

-569
摺  鉢

細砂粒を含
む。

良  好 赤 褐 色
冒銹細な里貨懲彎げなえ讐禽z介溝
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R-4第 2層

挿図
番号

版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 底 径

%|%

-570
摺  鉢

細砂粒を含
む。

良  好 暗茶褐色

口縁外面は,2条の凹線がみられ ,

内面は沈線ぎみの凹線が施されてい
る。条溝は,上端をその凹線によっ
て切られている。

R-2攪乱土

%|~

-571
摺  鉢

微砂粒を含
む。

良  好 暗 茶 色
民播借晃警れえ案縄冒骨至魚を警ζ
ナデによって切られている。

Q-4第 4層

%|%

-572
摺  鉢

皿
粒
む

２
砂
含

５”帥
処

０
．程
を 良   好 褐 茶 色

やや内彎ぎみに延びる体部を持つ
,

累帰続懲T緯ろ倉案隠憬鋭親ワ呈真
で施され,上端はヨコナデによって
切られている。

S-3攪乱土

Ъ
I~

-573
摺  鉢

細砂粒を含
む。

良  好 暗 褐 色

底部は厚 く作られている。
内面の条溝は密である。

Q-2第 2層

%|~

-574
摺  鉢

細砂粒を含
む。

良  好 黒 褐 色

底部には砂粒の付着がみられる。内
面見込み部には鋭利な工具による条
溝が施されている。
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石製品
図
具

挿

番
図   版
番   具

器 種 石 材
法 量 (llull)

重量(g) 観 察名

名
ド
層

ツ
土

り
土

グ
出 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石  鏃 サヌカイ ト 23.70 12.05 2.60 0.67 写書馨弄季:I界髪槽言重馨桑[髯F宮
暴惑

-4第 2厄 -421

24.75 14.10 2.80 (0.74)
凹基無形式 先端及び片翼を欠損している。

両面とも調整は少ない。 くり込み率0.22表 採 -422

21.15) 13.40 2.45 (0.56)
凹基無茎式 平面形は二等辺三角形状を呈す

る。片翼を欠損する。くり込み率0.40t-2第 2層 -423

〃 22.10) 19.85 (1.83) 艦子賃薇 【霜[砦曇霰詈勇蜃卓髪ギ高是たR-2第 3層 -424

〃 33.40 23.55 4.50 2.65
昇芦1,;1景]]:聯

暑:兇黒窟喬!こ集鳥麗
す

S-2第 2庭 -425

25.30 15.65 3.55 1.06
尉,Iき

'陽

I雪セリL吾尋ぢ「
を呈する。

R-2第 2層 -426

21.50 10.90 3.00 0.62 ‖雰I言]]j:暑I[「

自暫「景宴碁おり
R-2攪乱土 -427

12.25 10.20 (0.25)
平基無茎式 基部はやや凹形である。

先端及び片翼端部が欠損 している。P-4第 2種 -428

スクレイパー 24.90 46.50 3.60 4.98 〕;]]昔

`禁

官l`1)1:i邑
「

if]:こ子〉iiFi::]書きi:'1
られる。石匙の可能性もある。3-2攪 乱土 -429

打製石庖丁 サヌカイト 5.16
平面形は,三角形状を呈している。折損面以

外には調整が施されている。3-2第 2鷹 -430

結晶片岩

(赤  色)

130.61 66.30 (21.11) 譜界了魅号を考写fじ了雰ワ契誓ふ号た〔署免Ъ賃
る。下長辺に使用痕が見られ,刃部が摩滅している。3-2第 2庭 -431

砥  石 流 文 岩 72.95 49.40 (53.10 (248.74)
]:[
にはするどい陵がある。

R-2攪乱士 -432

不  明

(細石刃核?)

チャー ト

(青 緑 色)

11.35 13.15 15.15 2.72
ひずんださいころ状を呈している。側面に創

離が見られる。3-2第 2燿 -433

不   明

チャート

(青 緑 色)

23.80 25.85 12.95 9.10 稜上につぶれ痕がみられる。
R-2攪乱1 -434

※ 表中のN/Hは 長さ/幅の略である。

(註 )

1 愛知県陶磁資料館「城下町のやきもの」 P16① (16C前半)に類似

2 九州陶磁文化館「国内出土の肥前陶磁」 P54C)に類似

3「木村コンクション古備前図録」

4「杵築小学校 校内遺跡」 P46④ (18C前半～中葉)に類似唐津系
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先端部

例凡

長
´
さ

Ａ
＝
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
　
Ｈ
熙

長

　
さ

幅基 部(a

幅            くり込み率=b/a

※ 先端部0基部に欠損が見られる場合,反転復元のくり込み率は( )書 きをしている。

例凡

1間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長=(A+BttCttDttEttF)÷ 6

※ 1     1間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長=(Ett F)÷ 2

=(A+B+C+D)÷ 4

※ 2 2間 ×2+1間
柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9+10+11)÷ n
柱間長=(B+C+E+F+G+H+|+J+K+L)÷ 10

2間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9)÷ 9

柱間長=(A tt B+C+D+E+F+Gtt H十 1+Jtt K tt L)÷ 12
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Ⅳ 杵田八丁遺跡





1。 調査の経過

杵田八丁遺跡は,当初,大野原町中姫遺跡 (弥生時代中期)の近接地に調査地区があることか

ら,こ の遺跡に関連する遺跡であろうと思われていた。しかし,中姫遺跡は,不明な点が多く,

そのために,今回の対象地区について,調査範囲 0遺構の性格などを確定させ,よ り良い調査を

実施するために,昭和60年 2月 18日 ～同年 3月 4日 に予備調査を行った。

その結果,当初予想されていた弥生時代の遺構は検出されず,時期不明の柱穴及び包含層が確

認された。この確認された遺構の広がりで,14,000m2が 調査対象面積となった。

しかし,予備調査時においても,調査範囲内に依然として未買収地が残っており,確定された

調査対象地は,こ の未買収地も含めた面積である。

本調査は,未買収地があったこともあり, 3次に渡 り実施された。

まず第 1次は,昭和61年 4月 3日 から開始され,同年11月 28日 に終了した。第 2次は,未買収地

の畑地部分についてのみ昭和62年 1月 7日 ～同年 1月 27日 に実施された。続いて第 3次は,昭和

62年 6月 2日 ～同年 6月 18日 にかけて実施された。この第 3次調査をもって杵田八丁遺跡の調査

は,完了したことになる。

調査の方法としては,日 本道路公団の設置したセンター杭・幅杭をもとに,国土地理院国土座

標に準拠し,20mメ ッシュを基本とする調査区の設定を行った。

調査区設定にあたっては,20文 20mを 小区画として,東西にアラビア数字を,南北にアルファ

ベットをつけ,北西隅の記号をその小区画の名称とした (第 2図 )。

以下,調査の進行状況については,日 誌にもとづいて略述する。

調 査 日 誌 抄

昭和61年                              開始。まず,調査区北東部より表土剥ぎ

4月                     を行う。発掘道具等搬入。

2日  杵田八丁遺跡の発掘作業に先立ち,公         15日  表土景Jぎが終わつたグリッドから,発掘

団・企業体と打合せを行う。 (於長砂古現            調査を開始する。続いてB-11,C-10,

場事務所)                         D-9・ 10の表土象」ぎを行う。

3日 発掘調査に先立ち,杭打ちを開始する。         22日  ベル トコンベアー・発電機・水中ポンプ

現場作業員は,杵田八丁遺跡の準備が整            等搬入。

うまで長砂古遺跡で研修を兼ねて発掘作         24日  C-8・ 9,B-9010発 掘開始。

業を行う。                      30日  D-9010発 掘調査の結果,遺構は60cm

7日  現場事務所用地を整地する。                 程の遺物包含層除去後に検出されること

9日  室内作業のため杵田八丁遺跡の発掘に従            がわかる。

事する作業員は,現地に初めて集合する。                  5月
H日  調査区の草刈 りを行う。                 1日  D-9010,遺 構面精査。多数の柱穴・

14日  今日より本格的に杵田八丁遺跡の調査を            土坑などを検出。
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2日  パリバリの新採職員着任。

7日  C-10包含層発掘。須恵器・土師器が多

数出土する。

9日  当遺跡においても企業体との間でおこる

工事用道路の付け換え問題のために発掘

調査工程をその都度変更することになる。

12日  当遺跡の予備調査時に実施できなかった

南端地区の予備調査を行う。その結果 ,

古墳時代の竪穴住居・多数の柱穴を確認

する。

13日  この頃より作業員バテ気味,発掘作業に

なれていないためか。

19日  C-10,D-10の 結果からB-10011に

おいては,遺構面まで一気に重機で掘る。

22日  C-11に おいて遺構面精査。多数の柱穴

確認。

27日  C-10,D-9の 東 0南壁土層,写真撮

18日  C-8遺 構面精査。多数の柱穴,土壊墓

を検出。

21日  調査区北東部引き渡し。

25日  G-7,H-7,遺 構面精査,写真撮影。

G-6,H二 6,発掘開始。

31日  当初から発掘に従事 していた中西氏が他

の現場にかわられる。

8月

1日  G-6,H-6,遺 構面精査,遺構発掘。

柱穴が数個確認されただけで,ほ とんど

が攪乱を受けていた。

4日  G-6,遺 構写真撮影。中世の建物 1棟

確認。

5日  J-4・ 5の グリッドでは,ほ とんどが

攪乱上であった。

13日  G-405,H-405, I-405,       1

J-405の ほとんど全てにおいて,後

影,土層実演1を行う。                    世の粘土採取による攪乱が確認された。

30日  C-10の 遺構を発掘。                 14日 ～16日 盆休み。

6月                    19日  K-304, L-2・ 3,M-102・

3日  B-10011,D-9,包 含層発掘。遺構            3に おいて杭打ちを行う。

全体図,写真撮影後,平面実測を行う。         29日  当遺跡の中央部の攪乱をほぼ完掘した。

■日 B-10遺構面精査。多数の柱穴・溝を検            予備調査時には確認できなかつたことで

出。                            あるが,こ の攪乱のために大幅に発掘工

12日  B-11,C-10011,D-9010を 企業           程が遅れる。今後,こ うした地区の掘 り

体に明渡す。                        方を検討する必要があろう。

18日  A-9010,B-9010,発 掘調査開始。                  9月

24日  A-9010,B-10,湧 水のため側溝を         4日  E-506,F-506,発 掘開始。

掘る。この調査区は,最 も低い所に位置         6日  E-6,遺 構面精査。柱穴,土坑検出。

するために毎朝,湧水に悩まされる。          9日  D-6・ 7,発掘開始。

7月                   16日  K-4,L-4,表 土剥ぎを行う。

2日  A-9,遺 構面精査。多数の柱穴・溝 S         24日  調査区中央部が終了したので,教育委員

D01を 確認。これらの柱穴からは,ほ と            会・公団・企業体立会いのうえ引き渡す。

んど遺物が出土しておらず,時期は,現         25日  K-30405,L-304,発 掘開始。

段階では不明である。                    同時に,南端全域の草刈 りも実施。

10日  C-8,発 掘開始。B-9,遺 構面精査,        26日  E-7,D-8 発掘開始。予備調査時

遺構掘 り抜き。                       に竪穴住居を確認しているので慎重に掘

14日  B-9の 柱穴 より土師器の杯が数枚重           る。

なって出土,掘立柱建物に伴う地鎮祭に                  10月

使われたものか。                   2日  D-6に おいて,竪穴住居を掘る。当遺

16日  長砂古遺跡の終了に伴い全作業員が移っ            跡において初の竪穴住居である。

て来るのでプレハプを新築する。            3日  K-304,遺 構面精査。多数の柱穴 ,
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竪穴住居確認。

7日  D-7・ 8,E-7,遺 構面精査。竪穴

住居 5棟確認。D-60708,E-70

8では,竪穴住居址が 6棟検出されたこ

とになる。遺物より,古墳時代 (6世紀

末頃)と 思われる。順次,写真撮影,遺

構平面実測を行う。

15日  C-7に おいて,径 7m程の土坑が確認

され,中央より井戸が検出された。埋土

遺物より,近世の井戸と思われる。

22日  竪穴住居の平面図,写真撮影に手間取る。

23日  L-2・ 304,M-304,発 掘開始。

未買収の土地があるために,飛び地の調

査区となる。

11月

4日  L-3・ 4,遺構面精査。結果,古墳の

残骸,柱穴を確認。 L-20304,M―
102・ 3の土層写真撮影及び実測を行

う。

8日  G-8,F-8,E-809の 表土剥ぎ

を行う。古墳床上面から耳環出土。

H tt E-9, F-708,発 掘開始。

20日  E-9,F-8に おいても攪乱多し。     .
25日  E-9, F-708,G-708,遺 構

面精査。遺構はほとんど検出されず。本

日を以て,作業員の現場での仕事が終わ

る。ごくろうさまでした。

26日  残つている遺構実測を行う。遺物の水洗

いと道具の片付けを行う。

27日  教育長来られる。

28日  本日を以て,未買収地以外の調査を全て

終了した。未買収地は,宅地部分と畑地

部分があり,畑地部分がより早 く調査で

きるようである。

昭和62年                   ,
1月

6日  未買収地 (畑地)に関して,強制執行 (仮

処分)を行う。

7日  L-304,杭 打ち,表土剥ぎを行う。

8日  L-3・ 4,包含層発掘。

14日  ここでも攪乱部分が多く,かなり大規模

に削平を受けたことがわかる。

20日  L-304,遺 構面精査。土坑,多数の

柱穴を確認。

26日  遺構写真,実測終了。後は,宅地を残す

のみになる。

27日  L-3・ 4,引 き渡し。61年度の発掘調

査終る。 (残480耐―宅地部分)

6月

2日  発掘調査の残つていた宅地部分について

公団,企業体,教育委員会間で協議。

4日 物品搬入し,杭打ちを行う。

5日  重機による表土剥ぎ。

8日  作業員雇用開始。発掘調査開始。宅地部

分480m2の うち,庭部のみで遺構確認。宅

地本体部では,基礎工事のため攪乱され

ていた。

H日  遺構面精査,遺構発掘。竪穴住居 1棟 ,

多数の柱穴を確認。

13日  全景写真撮影,実測を順次行う。

17日 宅地部分の発掘調査終了。

18日 宅地部分480m2引 き渡し。これを以て杵田

八丁遺跡全ての発掘調査を完了する。
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遺 構 名 地 区 名 旧 名 称 遺 構 名 地 区 名 旧 名 称

掘立柱建物SB B-9 S D8503

39 J-3,K-3 S B8607 B-9

土 坑SK C-7,D-7・ 8

A-9 S K8607 D-9 8502

A-9 8606 M-3 8606

A-9 8608 M-2

A-9 4ヽ-2・ 3 8605

B-8 8605 竪穴住居SH

C-10 8601 D-8 S B8612

C-9 E-8 8613

C-7 D-7,E-7 8610

09 E-9 8612 D-7 8611

E-8 8611 D-6

K-3 K-7 8609

L-3 S X8601 K-4

M-3 8614 土墳墓 ST

M-3 8613 C-8 S K8604

溝  SD C-8 8603

A-10,B-10 S D8601

第 1表 遺構番号変更一覧表
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“―発掘作業に従事した人々一

秋 山 未 好

安 藤 弘 文

安 藤 好 道

石 j‖ 靖 恵

今 井 俊 文

今 川 勝 夫

入 江 さち子

入 江 弘 文

岩 田 幹 男

尾 池 政 秋

太 田 春 夫

大 西 和 子

大 西 敬 子

大 西 実 男

大 西   節

大 西 長 吉

大 西   登

大 広 林四郎

大 矢 ツルエ

荻 田 茂 義

落 合 正 信

景 山   勇

片 山 清 美

―整理作業に従事した人々―

石 川 ゆかり

小 畑 三千代

葛 西   薫

鎌 谷 周 子

片 山 康 子

加 藤 悠喜子

金 山 ヨシミ

河 上 忠 義

木 下 アヤノ

行 天 邦 喜

業 天 順 子

黒 り‖ 真 光

合 田 太郎吉

後 藤 満 枝

小 林 勝治郎

小 林 ミサヲ

近 藤 キクエ

近 藤 タマエ

斉 藤 一 夫

斉 藤 清 子

斉 藤   茂

坂 井 スマ子

佐 り|1  巖

佐 柳 文 子

佐 柳 正 明

篠 原 弘 子

篠 原 善 美

川 田 裕加子

高 橋 佳緒里

高 橋 千 恵

武 内 ゆかり

渋 谷   泰

菅 原   悟

資 延 百合子

田 岡 照 治

高 橋   勇

高 橋 シゲ子

高 橋 千 弦

高 橋 フミノ

高 橋 正 成

高 橋 義 計

立 石 利 幸

田 中 豊 子

田 辺 ミヤ子

千 秋 久 夫

筒 井 ヒサノ

富 田 忠 美

富 田 玉 恵

奈 尾 宗 昭

中 野 宏 子

中 村 栄 治

中 村 敏 子

中 村   弘

中 村 道 広

千 田 嘉恵子

筒 井 千 景

長谷川 郁 子

仁 尾 博 樹

深 川 マサエ

福 田  伝 ・

藤 本 アキノ

藤 本 武 弘

船 場 久 計

船 場 美和子

牧 野 秀 子

牧   久 雄

松 本 光 男

真 鍋 伊二郎

真 鍋 三 二

三 谷 サダ子

三 野   修

宮 城 修 司

三 好 春 義

森 岡  光

森 川  静

森   道 代

守 谷 峰 子

横 内 和 義

横 内 正 弘

横 山  薫

林   肇 子

藤 田 由紀子

森 岡 浩 子
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2.遺跡の概要

(1)地 形

杵田八丁遺跡が位置する所は,三豊平野を財田川,杵田川で北部 。中央部 。南部と三分割した

南部にあたり,杵田川によって形成された扇状地の扇端部である。扇状地形のために水の便が悪

く,調査区周辺には,農業用の井戸が多く掘られていた。

調査及び整理作業を円滑に進めるために,当遺跡においても調査区周辺を含めて微地形の復原

を試みた。その結果,当遺跡は,微高地状の尾根部にあり,北部が尾根の先端,南部が尾根の基

部にあることが判明した。西側には微高地が広がり,東側は谷筋になり次の尾根部になる。この

東の尾根部には,小天皇塚古墳など2基の古墳が位置し,周辺の小高い尾根上部に位置する古墳

群 (母神山古墳群 。縁塚古墳群)と は趣を異にしている。

12)土層序

杵田八丁遺跡においての基本土層を,C列以北と以南に分けると,前者では,第 1層耕作土 。

第 2層床土。第 3層暗灰色粘質土層,第 4層暗茶色粘質土層 (こ げ茶褐色粘土を含む),第 5層暗

こげ茶褐色粘質土層に分けられ,こ の第 3層～第 5層が古墳時代後期から中世までの遺物包含層

となる。

検出された多数の柱穴は,第 5層下で確認されたが,

柱穴の残 りが悪いため,上部がかなり削平を受けている

ものと思われる。また,後者のC列以南では,ほ とんど

全区において製瓦用の粘土採取のため耕作土直下遺構面

となっていた。そのため検出された竪穴住居は非常に残

りが悪 く,それ以外には攪乱土坑が多数確認されただけ

であった。
第 1図 包含層基本層序模式図

13)調査区周辺出土遺物資料

杵田八丁遺跡が位置する杵田川より以南の平野は,江戸時代に平田氏によって大規模な開墾が

行われており,その時に多数の古墳が破壊されたようである。この事実を裏付けるように,近年

の発掘調査によって破壊された古墳が多数検出されている。

杵田八丁遺跡の調査でも破壊された古墳が検出されたので,調査報告に先立ち,周辺に位置す

る古墳表採遺物を参考資料として紹介したい。

ここで紹介するのは,杵田八丁遺跡より南130mに位置する小天皇塚古墳及び隣接する古墳周辺

表採遺物である。

まず,小天皇塚古墳は,観音寺市遺跡地図に古墳として登録されてはいるが,現状では,水田

など周りの制約でかなり削平され,形状・時期については不明な点が多い。

①耕作土

②茶灰色粘質土層(床土)

③暗灰色粘質土層

④暗
奔湾感督蟹習fb0

⑤暗こげ茶褐色粘質土層

⑥茶黄色粘質土層

①

②

③

④

⑤

⑥
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第 2図 調査区周辺地形図・調査区設定図
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また,近接する古墳については,遺跡台帳に登録されておらず,杵田八丁遺跡調査中に環境整

備のため破壊された。誠に残念な結果である。

両古墳周辺より遺物を採集した(第 3図 )。 1は ,須恵器の甕で,外反する頸部と上端を外方に

つまみ出した口縁端部を持つ。 2は ,鉄刀である。全長は不明で,刀幅は,約 3.2cmを 計る。 3

は,弥生土器である。底部は,し っかりしており,少 し上げ底気味である。

この 2基の古墳は,ち ょうど今回の

調査で確認された古墳と同じ立地条件

を持ち,同時期に築造された可能性が

強 く,丘陵上の古墳と同じく高所に古

墳を造るという意識があったように思

われる。

また,当調査区北約100m付近の水田

畦畔工事中に発見された須恵質の陶印

もここで紹介する。

この陶印は,奈良時

代のもので,「封印」

と刻まれており,出

土地が安井廃寺 。南

海道杵田駅推定地に

近接していることか

ら,今後, これらと

の関係が注目される

であろう。

2

3 ♀     ,     lβ躍
:第 3図 小天皇塚古墳墳丘表採遺物実測図

イ
r

第 4図 陶印実測図 0拓影
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3.遺構 。遺物 について

(1)検出遺構の概要

調査の結果,当遺跡においては,後世の粘土採取によって,中央部が削平 。攪乱を受けている

ため,南西部と北東部に遺構が検出された。南西部では古墳時代の竪穴住居と古墳及び周溝が検

出され,同一遺構面上で中世の遺構も検出された。

古墳時代の遺構は,居住域と墓域がセットで検出され,両者を分けるように中央に柵列も検出

された。調査区南西端では,古墳の周溝と思われる遺構が検出され,調査区外へ続いていること

が確認された。しかし,こ の調査区外には,土井ノ池 (皿池)の堤があり,微高地上に位置して

いるこの池の築造時においては,か なりの遺構が破壊されたものと思われる。

また,調査区東の別の微高地上には,小天皇塚古墳を含む 2基の古墳があり,こ こでも高所に

墓域があることが判る。

調査区北東部では,中世の遺構の集中する所と竪穴住居の集中する所が分かれていた。

12)古墳時代の様相

古墳時代の遺構は,D-60708,E-7・ 8と K3・ 4,L-304,M-203で 竪穴

住居 7,掘立柱建物 1,棚列 2,溝状遺構 2が検出されている。北部と南部で検出された竪穴住

居は,同時期に比定され,一つの群を構成していたものと思われる。しかし,中央部の削平によ

り両者の関連性については不明である。

13)古墳時代後期 (6世紀末頃)

S H01

-辺約 4mの方形の竪穴住居である。主軸は,真北から約23・ 西偏し,検出遺構面から床面まで

は深さ17cmを計る。主柱穴は四隅に,側溝は西壁においてのみ確認された。また,北壁際におい

て,焼土が検出された。現状では,カ マドの施設は認められないが,お そらくそれに関係のある

施設の存在が想定できる。

この竪穴住居からは,出土遺物が鉄鎌だけで土器は出土しておらず,ま た,床面も整地された

様子が窺われないことから生活痕跡のない竪穴住居ではないかと思われる。

出土遺物は,鉄製の鎌 2点のみであつた(第 6図 )。 そのため,遺物からは,こ の住居址の時期

決定ができなかった。
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S H02

削平によって掘 り方が南東半分しか確認されておらず,そのために,規模については不明であ

る。主軸は,真北から16°西偏し,検出遺構面から床面までの深さは約 5 cmを 計る。

竪穴住居床面からは,多数の柱穴が検出されており,何回かの建て換えがあつたことを窺わせ

る。また,柱穴のなかには,根石を伴うものが確認されており,こ れが竪穴住居に伴うものかそ

うでないものなのかは不明である。

側溝は,東 。南壁際において確認したが全周しておらず,当初よりなかったものなのか削平に

より消滅したものかは不明である。

遺物 としては,床面直上より,須恵器 。土師器が出土している。土師器甕は南壁際におかれて

いたようで,その状態のまま押しつぶされたものと思われる。

第 8図

0                   10cm
l    l    l

H02出 土遺物実測図

第 9図  S H02平 。断面図

８

　

（Ｓ

ア・7V O

%◎ ◎∫
◎

―-288-―

=二
L=21.50m



S H03

東西約 5m,南北約4。 4mのやや横長い方形の竪穴住居である。主軸は,真北から約18.5°西偏

し,検出遺構面から床面までは深さ10cmを計る。北辺中央部に造 り付けのカマドを持つているが,

上部構造については,煙道部と思われるものが屋外に50cm程 突出しているだけで不明である。焚

口部付近には,焼土が残されていた。竪穴住居床面には多数の柱穴が残っているため,建物を構

成する主柱穴を復原するのは容易ではないが,お そらく四隅と中央に 1柱穴の計 5柱穴ではな

かつたかと思われる。また,側溝は,西半分に認められる。側溝内側には,小柱穴が主柱穴を取

り囲むように配しており,お そらく,屋根の下部のささえのためのものと考えられる。

出土遺物は焚口部と思われる東側に数個の石と共に多数の土器が出土している(第 14図 )。 その

他には,周溝中より数個の石と須恵器が投げ込まれた状態で検出された。

18・ 19は ,須恵器の不蓋である。天丼部と体部間に稜を持たず丸 くおさめるものと,少 し稜を

持つものとが出土している。口縁端部内面には,段の痕跡がある。

20～ 22は ,須恵器杯身である。立ち上がり及び受け部ともにかなり萎小化したものが見られる。

23024は ,土師器の甕である。直線的に延びる頸部とやや外反気味に延びるものとが確認され

ている。頸部と体部の接合痕は顕著に見られ,体部内面には,指頭痕もみられる。

S K10

S H02の南部に土坑が検出されている。西半分を攪乱により削られていて,全体は不明である

が,南北長220cm,東西長130cmを計る土坑である。

土坑出土遺物は,残存している部分で須恵器,土師器などが多数検出された (第 12図 )。

12～ 14は ,須恵器の杯蓋である。天丼部と体部間に稜線を持たず,口縁端部内面には段を有す

る。12の 須恵器不蓋は,天丼部内面にヘラケズリ調整時の同心円状の当て具痕を残している。当

遺跡においては,数少ない例である。

15016は ,須恵器杯身である。立ち上がり及び受け部のかなり萎小化したもの (15)と まだしっ

かりしているもの (16)がある。

17は ,土師器の甕である。直線的に外方へ延びる頸部を持ち,口縁端部はややシャープにつく

られている。

また,竪穴住居 。土坑間では,同一個体である須恵器杯蓋 2点 (10ご 11)が出土している (第

11図 )。 10011は ,天丼部と体部間に稜を持たず,口縁端部内面には段を有するもので,両者とも

緻密な胎土で良質に作られている。これら2点は,ほ ぼ真ん中で 2つ に分かれており,一方は廃

棄場へ捨てられ,一方は生活区で使用されていた可能性が考えられるが,竪穴住居廃絶時の何ら

かの行為による所産であるかもしれない。

時期は,竪穴住居 。土坑とも古墳時代後期 (6世紀後半頃)に比定される。
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第Htt S H03・ S K10出土同一個体遺物実測図
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第12図  S K10出 土遺物実測図
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S H04

東西3.46m,南北4.lmの やや縦長い竪穴住居である。主軸は,真北から約22° 西偏し,検出遺構

面から床面までは深さ10cmを計る。この竪穴住居は,四隅に主柱穴があるのではなく,掘立柱建

物と同様に 2間 ×4間の柱穴を持つ。柱穴径は,10cmと 小さい。

また,北壁においては,焼土が検出されている。しかし,北西部を攪乱されているためにカマ

ドは確認されなかった。

出土遺物は,須恵器・鉄滓である (第 15図 )。

25026は ,杯蓋である。天丼部と体部の境に稜がなく,天丼部からそのまま体部になっており,

また,口縁内側には少し段を残す。                         ,

27～ 31は ,不身で,やや内傾した立ち上がりを持つ。退化傾向のある立ち上がりである。30は ,

不身であるが,故意に立ち上がりを打ち欠いており,蓋あるいは皿へと転用したものと思われる。

また,竪穴住居出土の鉄滓は,製錬施設の存在を窺わせるが,そ の他に関連遺物が出土してい

ないので再度検討が必要である。

竪穴住居の時期は, 6世紀後半頃と思われる。

0                      1ocm

第15図  S H04出 土遺物実測図
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第16図  S H04平 。断面図

S H05                                         '

この竪穴住居は,西半分程が範囲外にあることから東西長が不明であるが,確認されている南

北長から推定して一辺約4.50mの方形の竪穴住居と思われる。主軸は,真北から約 16°東偏し,検

出遺構面から床面までは深さ20cmを 計る。

主柱穴は,確認されておらず,どの様な上部構造になっていたかは不明である。また,カ マド

は東壁にあり,焼土も確認されている。 S H01～ 04と はカマドの位置が異なっており,特異な例

である。

出土遺物は,須恵器を主としている (第 18図 )。

32は ,不蓋で天丼部と体部の境に稜がなく,口縁端部内面に少しの段を残すものである。

33～34は,不身で,やや内傾気味の立ち上がりとやや退化傾向の受け部を持つものである。
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35は ,砂岩製の砥石で,四辺に研ぎ面を持ち,かなり使い込まれたものと思われる。

|    !    |

L=21.50m

‐ ‐ ‐
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第17図  S H05平 0断面図

0                     1oOm

第18図  S H05出 土遺物実測図
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S H05・ S H06接合遺物

0                       1ocln

第19図  S H06出 土遺物実測図

S H06

-辺約 4mの方形の竪穴住居である。主軸は,ほ ぼ真北をとっており,検出遺構面から床面ま

では深さ10cmを計る。床面には,柱穴が数個確認されているが,それらに規則性はなく,こ の柱

穴を使つた上部構造は考えられない。また,北辺には,造 り付けのカマドを有し,焚 き口部では

焼土も検出された。しかし,カ マドの構造については,不明である。中央部床面は,少 し掘 りく

ぼめられており,中から土器が数点出土している。

出土遺物は,須恵器。土師器である (第 19図 )。 そのほとんどは,カ マド近 くの焼土中より出土

しており,他には,中央の土坑及び南壁際に土師器の甕がおかれていたように出土した。

37038は杯蓋で,天丼部と体部の境に稜がなく,口縁部内面に段を有するものである。

39～41は杯身で,39041は 内傾する立ち上がりを持ち,受け部もかなりしつかりしている。

42は ,敲き石と思われる。先端部に敲打面があり,中央部で欠損している。

S H05・ 06出土遺物の中に同一個体と思われる須恵器 (36)が確認された。36は ,須恵器の杯

身で,内傾する立ち上がりを持ち,受け部もしつかりとしている。このように,別の竪穴住居出

土遺物に,同一個体 と思われるものが出土するということは,両者が同時期に機能していたとい

うことであり,ま た,ご く近い関係にあった者が住んでいた可能性が考えられる。

時期は, 6世紀後半頃と思われる。
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第20図  S H06平・断面図

S H07

南北5.94m,東西6.62mの やや横に長い方形の竪穴住居である。主軸は,真北から約30° 西偏

し,検出遺構面から床面までは深さ20cmを 計る。

主柱穴は,四隅に検出され,側溝は周囲に認められた。柱穴は,、 掘 り方及び柱痕を残しており,

柱の大さが確認できる。北辺に造 り付けのカマドを持つ。焼土は,焚口部付近に堆積しており,

床面よリー段低 く掘 りくぼめられていた。

出土遺物は,焼土付近に集中しており,須恵器・土師器が多数出土している (第 21図 )。

43～ 49は ,杯蓋で,天丼部と体部の境に稜を持つもの (47049),日 縁端部内面に段を持つもの

(44045048)な どがある。

50～ 54は ,不身で,内傾する立ち上がりを持っているが,かなり萎小化している。

55は ,腱の頸部と思われる。

56は ,土師器甕で,口縁は外方に直線的に延びる。

時期は, 6世紀後半頃と思われる。

S H01～ 06出土遺物に比べると古い要素がなくなりかけているものばかりである。
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第21図  S H07出土遺物実測図
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S B39

S B39は ,梁間 3間 ×桁行 3間 (459× 516cm)の 掘立柱建物である。柱間長は平均約162.5cm

で,柱穴径は平均約65。 4cmを計る。主軸は,真北より23° 西偏しており,竪穴住居とほぼ同じであ

る。他の掘立柱建物に比べると柱穴も大きくしっかりした掘 り方を持つ。埋土は,竪穴住居の埋

土と同じであり,柱穴より遺物は出土していないが,ほ ぼ同時期に併存していたものと思われる。

当遺跡のD-6・ 7・ 8,E-7・ 8に おいては,竪穴住居のみで,S B39と 同規模の建物は

検出されなかった。

S H07に近接してS B39が検出されたことと,竪穴住居が他のものに比べてしっかり造られて

いることからS H07の居住者が,階層的に上位の者であったことが窺われる。

Ш08・ ZZ=¬

L=22.80m

0              4m

第23図  S B39平・断面図
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土井之内古墳

調査区南端のM-3で 検出された古墳は,周辺を粘土採取のため,ほ とんど破壊されており,

残存しているのは,古墳の基底石と床石の一部であつた。そのために,墳丘規模 。石室構造 。周

溝の有無については不明である。玄室規模は,基底石の抜き取 り穴から推察して幅110cm,奥行き

は,現存で160cmを 残すのみであつた。おそらく,基底石の構造から,観音寺市母神山古墳群,大

野原町縁塚古墳群などの特徴的な石室構造である方柱状の川原石を直列的に基底石として並べ
,

上部については川原石を基底石と直交するように小口積みする構築方法をとつているものと思わ

れる。

石床は,地山整形に 3～ 10cm程度の玉砂利を厚さ10cmに敷き,その上面を埋葬面としてい

た

['1「 景吾直上より耳環
l点

,須恵器片が出土しただ   くこン

57  ▲ ___58
けである。

思]「」:7揚 |:LT][〕 [1惨t][I彙[:,l[[               9
伴

ilF碁 [菫:「美井部と体部間に稜を残さず内面端部

｀十
二
=三==「=≡・

≡
・ )10

の段も消滅した杯蓋 (58)と 立ち上がりのかなり退化傾向

にある不身 (59060061)が 出上しており,こ れらは,同  0         10crn 61
-遺構面で検出されている竪穴住居とほぼ同時期の 6世紀                ¨

後半頃のものと思われる。 第24図 古墳出土遺物実測図

この調査で検出された古墳は,遺跡台帳に未掲載の古墳である。そのため,こ の報告書におい

て,小字名 (土井之内)を取り,こ の古墳の名称としたい。

柵列 (S A01002)                      ・

調査区南部の遺構検出状態を見ると,古墳時代の遺構である竪穴住居 S H07,掘 立柱建物 SB

39と 土井之内古墳を画する様に 2つ の枡列 S A01002が検出されている。これらの棚は, S A01

が柱問平均約120cmで ,S A02が 柱間平均約65cmである。この 2つの柵列は,互い違いにはなって

いるが,平行に造られており,竪穴住居・掘立柱建物と古墳を分ける様に造られていることから,

おそらく居住域と墓域を画する棚列かと考えられる。
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S D01

調査区最北端A-9,B-10011に おいて古墳時代 (6世紀後半頃)の溝を検出した。この溝

は,調査区北半をかすめるように検出され,調査区外へと延びている。そのために,性格等につ

いては不明であるが,竪穴住居の密集するグリッドとの間にこの時期の遺構が検出されていない

ということから推察すると,生産域においての水田に伴う灌漑用の水路の可能性が強い。

以上のように,古墳時代 (6世紀後半頃)の遺構を概観してみると,当遺跡での古墳時代の様

相は,生産域・居住域・墓域の 3つ に区画されていることがわかる。これを微地形に照らし合わ

せてみると,屋根筋の高所に墓域,低所に生産域,それらの中間に居住域が営まれていたことが

わかる。

S Kll

K-3で 不定形の土坑を検出した。出土遺物より,古墳

時代 (6世紀末)であることが判明 し,竪穴住居の可能性

も考えられたが,床面が平坦でなく,平面形 も不定形であ

ることなどにより, ここでは土坑 としてお く。

出土遺物は,須恵器の杯身・不蓋が 2点出土しているにすぎず,時期は 6世紀末でその他の遺

構 とほぼ同時期と考えられる。

♀  1  lρ Cln―・
・

第27図  SKH出 土遺物実測図

0                       10cln

―
~

第26図  S D01出 土遺物実測図
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14)7世紀初頃

S T01002

グリッドC-8において,土墳墓 2基 (S T01002)が検出された。

S T01は ,長辺216cm,短辺約76cmの 長方形を呈しており,検出遺構面からの深さは24cmを 計

る。主軸は,N-67° 一Wを とる。完掘状態の西側短辺際床面直上で,10× 20cm大の石が検出され

た。棺台あるいは石枕かと思われる。

出土遺物はなく,時期は不明である。

S T01の東に,主軸をほぼ同じくするS T02を検出した。長辺266cm,短辺約149cmの 長方形を

呈し,検出遺構面からの深さは43cmを 計る。S T01よ り少し大きく,掘 り方もしつかりしている。

出土遺物は,東辺に須恵器 (短頸壺 1点,不身 1点,不蓋 2点)4点が,ま とめられて副葬さ

れていた(第 28図 )。 また,包含層中には,38× 16cmの石があり,棺台かあるいは棺上に置かれた

石の可能性が考えられる。

65066は ,須恵器不身・蓋の逆転期前後の杯蓋である。65は ,逆転前の杯蓋でかなり小型化し

ており,天丼部はヘラ切 りのまま終わらせている866は ,逆転後の杯蓋で器高が低 く内側に小さ

くかえりがつくものである。

67は ,不身で,かなり萎小化した立ち上がりを持ち,底部はヘラ切 りされている。

68は ,短頸壺で,肩部に稜を持たないものである。

おそらく,65と 67,66と 68がセット関係を持つものと思われる。時期は, 7世紀初頃と思われ

る。  ・
・

S T01と 02は ,主軸方向が等しいことより,ほ ぼ同時期の土墳墓と思われる。

S T01に おいて枕かと思われる石が確認されていることより,S T02の副葬品である須恵器は,

おそらく足部に置かれたものであろう。 S T01に比べるとS T02は ,掘 り方もしつかりしており,

副葬品も埋葬されていることから戸主の墓ではないかと思われる。

また,当遺跡において,こ れらの

土墳墓と同時期の遺跡は,他に検出

されず,削平の可能性もあるが,今

回の調査では,単独の検出となつた。

0                      1oOm
i    l    l

第28図  S T02出土遺物実測図
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15)古墳時代後期～奈良時代

S D07008

調査区南端において, 6世紀後半 (古墳時代後期)～ 8世紀頃までの遺物を包含した溝状遺構

S D08が検出された。この溝は,調査区内で半円形状に確認されており,天幅255cm,深 さ41.7cm

を計る。

また,その中央部からは,細溝 S D07が北方に延びており, S D08と の切 り合いから見ると同

時期と思われる。

S D08出土遺物を見ると,須恵器不身 (6世紀後半頃),甕・壺 0高台付杯 (8世紀頃)が出土

しており,竪穴住居 0古墳が営まれていた頃～ 8世紀頃に機能していた溝と思われる。そのため,

この溝は,当初古墳の周溝の可能性が考えられていたが, 8世紀の高台付不が溝上層からの出土

ということもあり,一概に古墳の周溝とは言えない。

S D08は ,溝内埋土を上層・下層に細分できる。まず,上層出土遺物は,須恵器高台付不 (690

70)・ 壺 (71)である。69070は ,底部の端に偏平な低い高台が付 く不で,体部は直線的に外方へ

延びる。71は ,直線的に外方へ延びる頸部を持つ壺で,日縁端部は,上部に平坦面を持たせおさ

めている (第 30図 )。

次に下層出土遺物は,須恵器の杯身 (72),壺 (73),甕 (74075)が 出土している。72は ,立

ち上がりは内傾しており,受け部はじっかりしている。73は ,壺で,体部上半にクシ描きが施さ

れ,頸部はやや外反しながら立ち上がる。74075は大型の甕で,ほぼ一個体を破壊して投げ込ん

だように検出された (第30図,第31図 )。

0                     10clll

ー
73

S D08出土遺物実測図①第30図
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第31図  S D08出 土遺物実測図②
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16)中 世

杵田八丁遺跡では,中世の遺構として47棟 もの掘立柱建物と溝状遺構,土坑及び多数の柱穴を

検出した。これらの遺構は,ほ とんどが調査区の北西端で検出されており,中央部では後世の攪

乱のため中世の遺構は検出されていない。検出された遺構の時期は, S B10。 SBn以外の遺構

から,遺物がほとんど出土していないことから,遺構の時期差 0前後関係を考察するまでにはい

たっていない。そのためここでは,こ れら中世の掘立柱建物についてそれぞれの主軸方向でグルー

プ分けを行なうことによって,中世における各時期の建物配置の様相を考察してみたい。また,

土坑及び溝状遺構については,掘立柱建物のあとに述べることにする。

47棟の掘立柱建物を主軸方向で分けると,①約N-38°一Wに主軸をとる一群(S B03・ S B080

S B120 S B16・ S B260 S B450 S B47),② 約N-19.8° 一Wに主軸をとる一群 (S B23。 SB

300 S B320 S B460 S B48),③ ほぼ真北に主軸をとる一群 (S B05。 S B17・ S B21。 S B310

S B330 S B44),④約N-10.2° 一Eに主軸をとる一群 (S B01。 S B250 S B27・ S B290 S B

410 S B42),⑤ 約 N-16.3° 一 Eに 主 軸 を と る一 群 (SB200 SB38t SB43),⑥ 約 N-29° 一 E

に主軸をとる一群 (S B070 S Bl10 S B130 S B140 S B15e s B24。 S B34。 S B350 S B

360 S B40),⑦約N-39.2° 一Eに 主軸をとる一群 (S B020 S B04。 S B09。 S B19。 SB

28),③約N-44°一Eに主軸をとる一群 (S B066 s Bloo S B180 S B220 S B37)の 8群にな

り,それぞれの時期ごとに説明を加えるが,当遺跡の細分方法については,地理的条件及び生活

領域の制限などの外的要因を考慮に入れていないため,中世期の建物配置を復原していない可能

性もあるがここでは今後この細分が中世の建物配置の一資料になればと思い資料操作を試みた。

その結果を北半の掘立柱集中部分について概観してみたい。

① 第一群 (N-38° 一Wに主軸をとる一群)

S B03

S B03は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (275× 490cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均約255cm

で,柱穴径は平均約25cmを計る。主軸は,真北より38° 西偏 している。

S B08

S B08は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (269× 349cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約269cm(梁

間)。 174.5cm(桁 行)で,柱穴径は,平均約33.5cmを 計る。主軸は,真北 より38° 西偏 している。

S B12

S B12は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (288× 367cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約288cm(梁

間)・ 183.5cm(桁 行)で,柱穴径は,平均約27.7cmを 計る。主軸は ,真北より42° 西偏 している。

S B16

S B16は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (258× 360cm)で東西に長 く,南に 1間の庇を持つ掘立柱建物

であると思われる。柱間長は,平均約258cm(梁間)0180cm(桁 行)で,柱穴径は,平均約22.5cm

一-312-一
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第38図  S B45平・断面図

第39図  S B47平 。断面図

0              4m

を計る。主軸は真北より37° 西偏 している。

S B26

S B26は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (312× 349cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約312cm(梁

間)0175.4cm(桁行)で,柱穴径は,平均約24.5cmを 計る。主軸は,真北 より31° 西偏 している。

S B45

S B45は ,梁間 1間 ×桁行(2)間 [320× (520)cm]の掘立柱建物 と思われる。柱間長は,平均

280cmで,柱穴径は,平均約30.7cmを 計る。主軸は,真北より40° 西偏 している。

この建物は,南半分が範囲外に延びていることもあり,

全容は不明である。

S B47

S B47は ,梁間 2間 ×桁行 2間 (257× 288cm)の掘立

柱建物である。柱間長は,平均約136.3cmで 柱穴径は約47

cmを計る。主軸は,真北より42° 西偏している。

この一群のなかでは,やや大きめの柱穴を持ちほぼ正

方形に近い建物である。

以上中世第一群 (7棟 )の掘立柱建物の中で北半に位

置するものは,S B03・ 08012016・ 26で これら5棟の

建物配置をみると,全て南北長の建物が整然と並んでい

るのがわかる。

1蟷
L=21.00m

4m
i    :    |

第40図  S B23平 0断面図
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第41図 第一群掘立柱建物配置図

② 第二群 (N-19.8° 一Wに主軸をとる一群)

S B23

S B23は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (264× 525cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均約263cm

で,柱穴径は,平均約24.3cmを 計る。主軸は,真北より16°西偏 している。

S B30

S B30は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (323× 326cm)の ほぼ正方形の建物の西に 1間の庇がつ く掘立

柱建物である:柱間長は,平均約323cm(梁間)。 163cm(桁 行)で,柱穴径は,平均約30.7cmを 計

る。主軸は,真北より21° 西偏 している。

S B32

S B32は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (232× 432cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約221。 3cm

―-315-―
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で柱穴径は,平均約23.5cmを 計る。主軸は,

真北より20°西偏している。

S B46

S B46は ,梁間(2)間 ×桁行 2間 [(324)× 573

cm]の掘立柱建物と思われる。柱間長は,平

均約184cm(梁 間)。 286.5cm(桁 行)で,柱穴

径は,平均約47.5cmを 計る。主軸は,真北よ

り20°西偏している。

この建物は,南半分が範囲外に延びている

こともあり,全容は不明である。

S B48

S B48は ,梁 間 2間 ×桁 行

1+1間 (348× 192+306cm)の

掘立柱建物である。柱間長は,

平均約180cmで,柱穴径は,約

25.3cmを 計る。主軸は,真北よ

り19°西偏 している。この建物

は,桁行の柱間長に違いをみせ

ており,西側に延びる 1間は,

おそらく主屋に付属する施設で

はないかと考えられる。

ШOι
・ZZ=¬ __
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第43図  S B32平・断面図

第44図  S B46平 。断面図
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第45図  S B48平 0断面図
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第46図 第二群掘立柱建物配置図

以上中世第二群 (7棟 )の掘立柱建物の中で北半に位置するものは, S B23・ 30032で これら

3棟の建物をみると,建物間に距離があるもののS B30と S B32は ,東西長と南北長の建物の梁

間の延長と桁行の延長をあわせるように酉己置されており, ここにひとつの規則性をみることがで

きる。
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③ 第三群 (ほぼ真北に主軸をとる一群)

S B05

S B05は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (225× 603cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均約207cm

で,柱穴径は,平均約26.4cmを 計る。主軸は,真北より 5°東偏 している。東西に長い建物であ

る。

S B17

S B17は ,梁間 2問 ×桁行 1+1間 (323× 196+245cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均

約 173cmで,柱穴径は,平均約30.5cmを 計る。主軸は,真北より約 2・西偏 している。 この建物は,

柱穴の配置に特徴があり,北側の 1間 × 1間 に付随して南側では, 1間 × 2間 となっている。

S B21

S B21は ,梁間 2間 ×桁行 2間 (372× 385cm)の総柱の掘立柱建物で,西に 1間の庇がつ く。

柱間長は,平均約189.3cmで ,柱穴径は,平均約25.3cmを 計る。主軸は,真北を向 く。検出された

掘立柱建物のなかでは特異な例である。

S B31

S B31は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (265× 425cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均約230cm

で,柱穴径は,平均約28.3cmを 計る。主軸は,真北より約 5°西偏 している。

S B33

S B33は ,梁間(2)問 ×桁行 2間 [(329)× 531cm]の総柱の掘立柱建物で,南に 1間の庇がつ く。

柱間長は,平均約259.8cmで,柱穴径は,平均約28.2cmを 計る。主軸は,真北から 1°東偏 してい

る。
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S B44は ,梁間 2間 ×桁行

3間 (371× 444cm)の掘立柱

建物である。柱間長は,平均

約163cmで ,柱穴径は,約 38.4

cmを計る。主軸は,真北より

約 8°西偏する。なお,こ の建

物は,不明遺構 S X01に よっ

て削平されている。柱穴は他

のものに比べると少 し大 きく

造 られている。
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第51図  S B33平・断面図



以上中世第二群 (6棟 )の掘立柱建物のなかで北西地区に位置するものは, S B05017・ 21・

31・ 33で , これら5棟の建物配置をみると広場をとり囲むような形で配されている。その中で少

し大きめの S B33は ,主屋であろうか。そしてその正面左右に東西長と南北長の建物がならび,

隣接して総柱の倉庫と思われるものも建てられている。おそらくこのような建物配置が中世の建

物配置の一様相と思われる。

第53図 第二群掘立柱建物配置図
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④ 第四群 (N-10。 2° ―Eに主軸をとる一群)

S B01

S B01は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (556× 704cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約256.3cm

で,柱穴径は,約 34。 4cmを計る。主軸は,真北より約 9°東偏 している。

S B25

S B25は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (305× 368cm)の 掘立柱建物である。柱問長は,平均約305cm(梁

間)e184cm(桁 行)で,柱穴径 は,平均約 28。 2cmを 計 る。主軸 は,真北 よ り約 8°東偏 す る。
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岬
S B27は ,梁間 2間 ×

桁行 5間 (416× 1123cm)

の掘立柱建物である。柱

間長は,平均約218。 4cmで

柱穴径は,平均約28.9cm

を計る。主軸は,真北よ

り約13°東偏している。

東西に長い建物で,東

から1間分に間字きりの

ための柱穴を有している。

柱穴には,根石を伴うも

のもある。

S B29

S B29は ,梁間 1間 ×

桁行 2間 (304× 360cm)の 掘立柱建物である。柱間長

は,平均約304cm(梁 間),180cm(桁 行)で,柱穴径

は,平均26.5cmを 計る。主軸は,真北より約 11°東偏 し

ている。

S B41

S B41は ,梁間 2間 ×桁行 2+1間 (363× 404+278

cm)の掘立柱建物で,西に 1間の庇が附いている。柱

間長は,平均約191.8cmで ,柱穴径は,平均約27.3cmを

計る。主軸は,真北より約 12°東偏 している。

S B42

S B42は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (279× 607cm)の 掘

B01平・ 断面図
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第55図  S B25平 0断面図



立柱建物である。柱間長は,平均約279cm(梁間)・ 約202.3cm(桁 行)で ,柱穴径は,平均約34.4

cmを計る。主軸は,真北より約 8°東偏する。

北半に位置する3棟は,そ れぞれに間隔をあけ位置している。建物配置については不明である。

E
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¬「 =20.20m

第57図  S B29平・断面図 第58図  S B42平 。断面図
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第56図  S B27平・断面図
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⑤ 第五群 (N-16.3° ―Eに主軸をとる一群)

S B20

S B20は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (415× 784cm)の掘立柱建物で,柱間長は,平均約239.8cmで ,

柱穴径は,平均約30.6cmを 計る。主軸は,真北より約16°東偏している。

S B38

S B38は ,梁 間 1間 ×桁 行 2間

(348× 472cm)の掘立柱建物で,東に

1間の庇がつく。柱間長は,平均約348

cm(梁間)。 236cm(桁行)で,柱穴径

は,平均約21.7cmを 計る。主軸は,真

北より約 16°東偏する。

S B43

S B43は ,梁 間 1間 ×桁 行 3間

(376× 822cm)の掘立柱建物で,柱間

長は,平均約376cm(梁 間)0274cm(桁

行)で,柱穴径は,平均約26.3cmを 計る。
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第62図  S B38平 0断面図

第61図  S B20平・断面図
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第64図 第五群掘立柱建物配置図

主軸は,真北より約17°東偏する。

この 3棟の建物のなかで,北半部に位置するのは,S B20だ けであるので建物配置については

不明である。
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⑥ 第六群  (N-29° 一Eに主軸をとる一群)

S B07

S B07は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (452× 651cm)

柱穴径は,平均約24.5cmを 計る。主軸は,真北よ

S Bll

S Bllは ,梁間 2間 ×桁行 2間 (313× 361

cm)の掘立柱建物で,東に 1間の庇がつ く。

柱間長は,平均約168.5cmで ,柱穴径は,平

均約26.8cmを 計る。主軸は,真北より約28°

東偏する。

S B13

S B13は ,梁間 3間 ×桁行 3間 (408× 445

cm)の 掘立柱建物で,柱間長は,平均約142.2

cmで,柱穴径は,平均約29.9cmを 計る。主

軸は,真北より約 27° 東偏する。

S B14

S B14は ,梁間 2間 ×桁行 (3)間 [291×

(408)cm]の総柱の掘立柱建物である。柱

間長は,平均約163.4cmで,柱穴径は,平均

約29cmを 計る。主軸は,真北より約 24° 東偏

している。 この建物は,東半分が調査外へ

延びているため,全容は不明である。

S B15

S B15は ,梁 間 1間 ×桁行 3間

(297× 545cm)の掘立柱建物である。

柱間長は,平均約297cm(梁間)・
頸 |

0                       10cm

第67図  SBH柱 穴出土遺物

の掘立柱建物で,柱間長は,平均約220.6cmで ,

り約32°東偏する。

第65図  S B07平 。断面図
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第66図  SBH平 。断面図



181.7cm(桁 行)で,柱穴径は,平均約26。 2cmを計る。主軸は,真北より約29° 東偏する。

S B24

S B24は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (292× 465cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約252.3cm

で,柱穴径は,平均約25。 2cmを計る。主軸は,真北より約30° 東偏する。

S B34

S B34は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (240× 444cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約136.8cm

で,柱穴径は,平均約29.6cmを 計る。主軸は,真北より約31° 東偏する。

S B35

S B35は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (306× 405cm)の 掘立柱建物である。柱間長は,平均約306cm(梁
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第68図  S B13平・断面図
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第71図  S B24平・断面図



間)・ 202.5cm(桁行)で,柱穴径は,平均約29。 2cmを計る。主軸は,真北より約34° 東偏する。

S B36

S B36は ,梁間 2間 ×桁行 3間 (392× 501cm)の 掘立柱建物である。柱問長は,平均約178.6cm

で,柱穴径は,平均約31.6cmを 計る。
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第72図  S B34平・断面図
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⑦ 第七群 (N-39.2° 一Eに主軸をとる一群)

S B02

S B02は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (266× 400cm)の掘立柱建物で,東に 1間の庇がつく。柱間長

は,平均約266cm(梁間)0200cm(桁行)で,柱穴径は,平均約32.3cmを 計る。主軸は,真北より

39° 東偏している。

S B04

S B04は ,梁間 2間 ×桁行 2間 (532×

540cm)の 総柱の建物で,西側には 1間の

庇がつく。柱間長は,平均約268cmで,柱

穴径は,平均約29.6cmを 計る。主軸は,

真北より約40°東偏する。

S B09

S B09は ,梁間 1間 ×桁行 5間 (400×

898cm)の掘立柱建物である。柱間長は,

平均約400cm(梁 間)0179.6cm(桁 行)

で,柱穴径は,平均約26.lcmを 計る。主

軸は,真北より約39°東偏している。
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S B19

S B19は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (385× 584cm)

は,平均約385cm(梁 間)0194.7cm(桁行)で,柱

穴径は,平均約37.7cmを 計る。主軸は,真北より

約38° 東偏している。この建物は,北側の一部が調

査外へ延びるため全容は不明である。

S B28

S B28は ,梁間 1間 ×桁行 2間 (232× 436cm)

の掘立柱建物である。柱間長は,平均約222.7cm

で,柱穴径は,平均約30。 8cmを計る。主軸は,真

の掘立柱建物で,東に1間の庇がつく。柱間長
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北より約40° 東偏している。この建物は,西側の一部が調査外へ延びるため全容は不明である。

これら5棟の建物は,主屋と思われるS B09を 中心として後方あるいは左右に建物が立ち並ぶ

配置をとつている。

第82図 第七群掘立柱建物配置図

日
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③ 第八群 (N-44° 一Eに主軸をとる一

群)                 ШOz・ Oz=¬

S B06

S B06は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (252× 471

cm)の掘立柱建物である。柱間長は,平均約

252cm(梁間)0 157cm(桁 行)で,柱穴径は,

平均約29.6cmである。主軸は,真北より約45°

東偏する。

S B10

S B10は ,梁間 1間 ×桁行 3間 (356× 484

cm)の建物遺構である。柱間長は,平均約356

cm(梁間)0161.3cm(桁行)で柱穴径は,平

均34.3cmを 計る。主軸は,真北より44° 東偏し

ている。

この建物は,B-9に あり,掘立柱建物群

のほぼ中央で確認されたもので,柱穴の一つ

に土師器の不と小皿を計12枚埋納していた。

柱穴は,南桁行列の東から2個 目で,他より

少し大きく掘られている。土師器不・小皿の

検出状況は,上から3枚が不で, 1枚小皿が

入 り,以下杯が 6枚 というものであった。そ

の他に,破片であるが,杯が 2個出土してい

る。重なり状態は,不明である。土師器杯は,

によるものと判明した。

第84図  S B10平・断面図
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全て作 りが同じで,同一者

土師器不78～80,82～ 89は ,底部をヘラ切 りされており,体部は,直線

的に外方に延び,口縁はやや内彎しながら終る。体部は, ヨコナデ調整さ

れており,器厚はすべて薄手に作られている。

81は 土師器小皿である。低部はヘラ切 りされており,体部は,やや外反

しながら終る。体部は, ヨコナデ調整されており,不 と同様やや薄手に作

られている。

L=20.70m

第85図  S P07平面図

この柱穴埋納土師器の性格は,お そらく,掘立柱建物に伴 う地鎮祭に使用されたものではない

かと推察する。

S B18

第83図  S B06平・断面図
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8

第86図  S B10柱穴出土遺物実測図

tuoo lz=¬

第87図  S B18平・断面図
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1間 (400× 275+253cm)の 掘立柱建物である柱間長は,平均約

柱穴径は,平均約26.7cmを 計る。主軸は,真北より約44° 東偏

81

0                       10cm
に_____4_____J

S B18は ,梁間 1間 ×桁行 2+1

間 (3o8× 360+242cm)の 掘立柱建物

である。柱間長は,約 308cm(梁間)・

180cm(桁行)で,柱穴径は,平均約

31cmを 計る。主軸は,真北より約 42°

東偏 している。

S B22

S B22は ,梁間 2間 ×桁行 2+1

間 (328× 490+400cm)の 掘立柱建物

である。柱間長 は,平均約204.5cm

で,柱穴径は,平均約29.5cmを 計る。

主軸は,真北より約 44°東偏する。

S B37

S B37は ,梁間 2間 ×桁行 2+

200cm(梁 間)・ 137.5cm(桁行)で ,
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する。

これら5棟の建物は,全て東西長に主軸をとるものばか りで,こ こでは第七群 と分けてはある

がこれらを同一時期に考えるとS B060 S B100 S B18は ,近接 して第七群の建物に並んで建っ

ていることがわかる。
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171 その他の遺構出土遺物

ここでは,良好な遺物が出土している

ものについてのみ概略する。

S D02

S D02は ,掘立柱建物が集中する中央

部に位置する。かなり削平を受けており,

掘立柱建物に伴うものかその他の機能を

有していたものかは不明である。90は ,

S D02出土遺物で,底部はヘラ切 りされ

ており,体部はやや内彎気味に立ち上が

り,口縁端部は,丸 くおさめられている。

S D04

S D04は ,当初,竪穴住居域を画する

溝と考えられていたが,埋土中より土釜

の脚 (91)・ 瓦器が出土したことにより中

世頃に機能していた溝と判明した。

S K01

S K01は , S B07の 一柱穴を切って掘 られ

てお り,天幅92.Ocm,深 さ88cmの ほぼ円形に

近い土坑である。土坑内には,数個の川原石

が投げ込 まれた状態で検出され,土坑廃棄の

様相を呈 している。

時期については,両者 ともほぼ同じ埋土を

もつことから,時期差はないと思われる。

土坑出土遺物は,土師器片が多 く,ほぼ完

形に近い土師器小皿 (92)が出土 している。

92は ,底部はヘラ切 りされてお り,体部はや

や外反 しながら立ち上がる。

S K02

S K02は ,かなり削平を受けてお り,全容

は不明であるが,土釜の脚 (93)が出土 して

いることから,お そらく中世以降の時期のも

のと思われる。

1           93
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溝・土坑出土遺物実測図
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(8)柱穴出土遺物

杵田八丁遺跡では,北半でほぼ同じ埋土の

柱穴が多数検出されている。その中には,掘

立柱建物の柱穴として使用されたものとそう

でないものがある。そこで,後者の柱穴より

出上している遺物を観察することによって,

柱穴全体の時期を概略的ではあるが決定して

みたい。

B-8 S P08
(誰 3)

94は ,龍泉窯系青磁 I類 と思われる。底部

には,低 く太い高台が削り出されており,釉

は,高台内面以外全てにかけられており,内

面見込み部には,草花文がヘラ描きされてい

る。95は ,土師器の小皿で,底部はヘラ切 り

されており,体部は,内彎気味に立ち上がる

ものである。時期は,13世紀頃と思われる。

0           1       10cm     100

第93図 柱穴出土遺物実測図

7

C-8 S P05

96は ,土師器の杯である。底部はヘラ切 りされてお り,体部は直線的に外方へ延びる。

C-9 S P12

97は ,土師器の小皿である。底部調整は,不明である。体部はやや内彎気味に外方へ延び,日

縁端部は丸 くおさめられている。

C-9 S P13

98は ,土師器小皿である。底部はヘラ切 りされており,体部は外反 しながら口縁端部に至る。

99は ,瓦器婉である。内彎する体部を持ち,口縁端部は,やや外反している。体部外面には指頭

痕が顕著に見 られ,口縁部外面には,ヨ コナデが施されている。体部内面は,ヘラミガキが見 ら

れる。 この柱穴の時期は,瓦器婉 より,13世紀末頃 と思われる。

E-6 S P01

100は ,須恵器壺である。口縁端部がかなり肥厚 してお り,内面にはヨコナデによる凹線状のも

のがみられる。

柱穴出土遺物より,こ れらの柱穴は,13世紀頃 と思われ,埋土 もほとんど同一であることから,

大略的ではあるが,ほ ぼ同時期 (中世頃)の柱穴群 と考えられるのではないだろうか。
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191 近世 井戸・土坑

S K08・ S E01

近世の遺構 としては,C-7で 井戸を検出した。井戸は,南北約 8m程の掘 り方を持った土坑

のほぼ中央,深さ3.26mで検出された。出土遺物,埋土堆積状況より,こ の井戸は近世に使用さ

れていたが,その後,廃棄され,そのまま自然に埋没していったと思われる。井戸検出上面 (第

97図 )での状態から,廃棄時に,礫を多量に投げ込まれたらしい。

内径90cm,深さ100cmの規模で,川原石を使い造られた石組みの井戸である。井戸の内側は,ほ

ぼ垂直になっており,石組みも雑に造られている。

廃棄前の石組み上面構造は不明であるが,散積していた石が,井戸石組みに使用されていたも

のか判断できないため,木製の井戸枠を使用していた可能性も考えておかなくてはならない。

この遺構を井戸石組み内と上層部に分けて遺物を観察すると,上部土層堆積中より,石臼

(103)・ 土鍋の脚が出土している。この石臼は,砂岩製で非常に作 りの良い茶自である。

また,石組み内からは,キ セル(102)及び曲物底板 (101)

が出土 している。 このキセルは,火皿 と吸口を木製の管 0

r-.-------i__ u_ __ ==:_=j 102

でつなぐもので,残存している吸口部は,一枚の銅板を

加工して作られており,外面には金メッキを施している。

曲物の底板は,平面形が,長径13.Ocm,短径11.4cmの 楕

円形を呈しており,厚さ1.4cmと 厚い。側辺は,側板との

接合のために上端を削っている部分とくり込みを入れて

いる部分とがある。側面に木釘の痕跡は認められない。

蓋の可能性も考えられる。

0                   10Cm

第94図  S E01出 土遺物実測図
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第95図  S K08出 土遺物実測図
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第96図  S K08平面図
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αO 包含層出土遺物

杵田八丁遺跡では,遺構面上部の包含層より多数の遺物が出土している。特にC列以北の包含

層からは,杵田八丁遺跡で検出された全時期の遺物が出土している。しかし,各層ごとに時期的

な差はなく,時間幅のある遺物の堆積であった。そして各層上面において遺構は検出されず,遺

構面は,包含層除去後に検出された。また,C列以南では,ほ とんど包含層がない状態であった。

そのためにここでは各グリッドごとの包含層出土遺物を器種ごとに分けそれぞれについて概略し,

時期幅を考察したい。

① 須恵器

包含層出土須恵器  (第 98図  104～ 124・ 第99図  125～ 148)

まず須恵器であるが,D列の一部及びC列以北の包含層から多数出土している。時期は,古墳

時代後期 (6世紀後半頃)～平安時代までで,特に古墳時代後期のものが多数出土している。形

態は,坪身においては立ち上がりおよび受け部のかなり萎小化したものが多く,杯蓋についても

天丼部と体部間に稜線を持たず丸 く仕上げられたものが多数出土している。これら包含層出土遺

物が杵田八丁遺跡の調査で検出された竪穴住居遺物と同時期であることから,こ の時代に周辺地

域において多くの遺構があったものと考えられる。次に 7世紀の須恵器は,非常に量が少なく遺

構の検出状況と同じであることがわかる。 8世紀以降についても同様で次第にその数は減少して

いく。

106は ,須恵器の壺であるが頸部外面ヘラ状工具の先端部による刺突文がある。口縁部は肥厚し

ており端部を内方につまみだしている。また体部上半には,ク シ描きが施されている。134の 甕

は,頸部外面に平行叩きを残している。

F-708土 器集中  (第 100図  149～ 156)

F-7・ 8土器集中部分からは 6世紀末頃の須恵器がまとまって出土している。不蓋は,天丼

部と体部間に稜線を持たず,日縁端部内面に段を持つものと持たないものがみられる。杯身は,

立ち上 りと受け部のかなり萎小化したものがみられる。156は ,壺の口縁と思われ,直線的な頸部

とやや外反した口縁を持つ。口縁端部内面には,一条の凹線を持つ。これらは,竪穴住居と同時

期であり,出上位置も近接していることから竪穴住居に伴う遺構があったのではないかと考えら

れる。古墳時代の遺構は,中央部の削平部分の両側に位置しており,お そらくこの間にもこの頃

の遺構があつたことは間違いなく,そ の名残がこの上器集中部分であると思われる。

攪乱層出土遺物  (第 100図 、157～ 163)

前述したことを裏付けるように調査区中央部攪乱層より6世紀末頃の遺物が出土している。163

は土師器の甕で,体部中央部に上方へ屈曲した把手を持つ。頸部は直線的に外方へ延び,体部内

面はヘラ削りが施されている。
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第99図 包含層出土遺物実測図 (須恵器)②
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第100図 包含層出土遺物実測図 (土器集中・攪乱土層)③
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② 東播系こね鉢  (第 101図 164～ 183)

包含層より,東播磨系中世須恵器 (所謂魚住焼)が多量に出土している。口縁の形態で4種類

に細分できる。①直線的に延びる体部に,あ まり拡張されない端部がやや内方に屈曲するもの

(1640166。 16801690179)。 ②直線的に延びる体部に端部外面を三角形状に拡張させ,端部上

端を内方につまみ出したもの (1700171・ 1720173)。 ③直線的に延びる体部に,端部外面を三角

形状に拡張させ,口縁端部を内方へ屈曲させたもの (174017501760177・ 180。 1810182)。 こ

れらは,口縁端部内面に指ナデによる凹線状のくぼみを持つ。④口縁端部が上下に拡張され,上

端はやや内方に曲っているもの (183)。 以上, 4種類に細分されるが,こ れらの口縁部形態の特

徴は,東播系こね鉢の時間的な差において起こるものなのか,製作者の違いによって起るものな

のかは,判然としない。しかし,日縁部を形態的に見た時,①→②→③→④というような流れが

考えられるのではないだろうか。ここでは,各層ごとの前後関係で詳細にとらえるのは難しいが,

①の形態が各グリッドの下層で出土していることより,大略的には,こ のような形態変遷が言え

るのではないだろうか。

時期は,13世紀頃と思われる。
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第101図 包含層出土遺物実測図 (東播系こね鉢)④
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③ 土師器  (第 102図 184～ 205)

包含層出土遺物中の土師器は,掘立柱建物の量に比べると意外に少なく,土師器小皿・杯,黒

色土器婉,瓦器婉・小皿,土錘などが出土している。

土師器小皿は,底部が糸切 りされているもの (18401850195)と ヘラ切 りされているもの (1890

19001940196)があり,体部形態でも,直線的に外方へ立ち上がるもの (184・ 1850190・ 197)

とやや外反しながら立ち上がるもの (189・ 195),やや内彎しながら立ち上がるもの (18601940

196)な どがあるが,小皿細部の形態に規則性は認められない。

また,土師器坪についても小皿と同様な形態がみられるが,こ こでは,時間的な差を考察する

までには至っていない。

黒色土器の量は,非常に少ない。

瓦器の出土量も少ないが,体部のやや太 くしっかりしたもの (193)や ,体部外面にもヘラミガ

キのあるものなどがあり,瓦器でも古手の様相を示している。

包含層中より土錘が 2点出土している。 2点共に紡錘形を呈しており,中央にやや大きめの穴

をあけている。外面は,指頭痕が顕著にみられる。

くててこIIIII[二IIIIIΞ三ニラフ子:6
焦く辱[三二][唇冒]二EEEE三三ラフ子:9

2

第102図 包含層出土遺物実測図 (土師器)⑤
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④ 土師質土器 (第 103図 206～2130第104図  214～2210第 105図 222～ 232)

土師質土器は大別して,土鍋・土釜・橘鉢の 3種類に分けられる。

206～218は ,土鍋である。206は ,直線的な体部を持ち,口縁は外方に屈曲する。口縁内面に

は,横方向のハケロが施されている。207～ 209は ,内彎した体部を持ち,口縁は外方へ屈曲する。

体部外面には,指頭痕がみられる。210～ 213は ,口縁の屈曲が少なく,前述したものに比べると

大型化したものと口縁が外方に長 く延び,端部上面を上方に少しつまみ上げているものがある。

214～218は ,口縁が内方に屈曲する土鍋で,体部は内彎しながら口縁端部に至る。口縁端部は,

指ナデによりつまみ出されている。216は ,吊 り下げる穴を口縁端部にもつものである。外面に指

頭痕が顕著にみられるもの (216。 217),内面にハケロがみられるもの (215)な どがある。

219～223は ,土釜である。219・ 220は ,鍔が大きく,水平に突出しており,口縁部が鍔より上

部に延びているもの,短 く終るものの 2種類に分けられる。221～ 223は ,鍔がかなり退化したも

ので,体部は丸 くつくられており,口縁部は少し外反するもの (2210222)と 内方向に延びるも

の (223)と がある。体部外面には,指頭痕が顕著にみられ,体部上半・鍔直下に脚が付 く。かな

り大型のものや小型のものがある。

224～ 228は ,土釜の脚である。断面円形で,長 く延びるもの (224～227)や 短 く終るもの (228)

などがある。全面,指ナデ調整痕が顕著にみられる。

229～ 232は ,土師質の橘鉢である。直線的に延びる体部とやや内彎気味の体部があるが,口縁

端部は全て,内方向に屈曲しており,端部はつまみ出されている。体部内面には, 6本 1単位の

条溝がみられ単位ごとの間隔はかなりあけられている。体部外面には,指頭痕が顕著にみられる。

⑤ 備前焼  (第 106図 233～ 243)

233～ 238は ,摺鉢で,233は ,口縁を少し拡張させ,口縁端部は斜めにつくられ,上端と下端を

それぞれ三角形状につまみ出している。条溝は粗 く,単位間もかなり開いているようである。色

調は,暗青灰色を呈しており,還元焔焼成に近いものと思われる。間壁編年Ⅲ期に比定される。

234は ,口縁端部を少し拡張しているもので,上端はやや内方につまみ出され,下端は丸 くつくら

れている。口縁端部外面は,2330234と も凹線状の横ナデが施されている。体部内面には,単位

間が広 く目の粗い条溝が施されている。234の色調は,233と 同じであり,間壁編年Ⅳ期に比定さ

れる。235～ 237は ,口縁端部を拡張させ,内外面に凹線が施されており,口縁端部下半を丸 くお

さめているもの (2350236)と 三角形状につまみ出すもの (237)が ある。また,体部内面の条溝

も,単位間を開けるもの (235)と 密に施すもの (2360237)が あり,後者も条溝上端をそのまま

残すもの (236)と ナデ消すもの (237)に 分けられる。また,口縁端部は,全体に丸 く仕上げら

れているものから変換点に稜を持ちシャープに仕上げられているものまである。235は 17世紀後

半,236は 18世紀,237は 18～19世紀頃に比定される。238は ,橘鉢底部で,体部内面には,金具の

櫛による条溝が密につけられている。
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第103図 包含層出土遺物実測図 (土師質土器)⑥
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第104図 包含層出土遺物実測図 (土師質土器)⑦
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第105図 包含層出土遺物実測図 (土師質土器)③



輻

第106図 包含層出土遺物実測図 (備前焼)⑨
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239～ 241は ,壺の口縁と思われ,口縁は,別の粘土紐を端部に貼 り付け仕上げたもの (239),

外方に折 り曲げ仕上げたもの (2400241)な どがある。頸部は,垂直に立ち上がるものばかりで

ある。時期は,間壁編年 V期に比定されると思われる。

2420243は ,大甕と思われ,頸部は垂直に立ち上がり,口縁部は外方に折り曲げ丸 くおさめて

いる。242は ,間壁編年Ⅲ期に,243は ,Ⅳ期に比定されると思われる。

⑥ 陶磁器  (第 107図 244～ 262)

244は ,唐津系の皿である。高台は低 く削り出し,内面見込み部分には砂目積みの痕跡がみられ

る。釉は高台までかかっておらず,発色は悪 く,器面はカン入が著しい。時期は,16世紀末～17

世紀頃と思われる。

245～ 247は ,陶胎染付碗で,体部外面に発色の悪い呉須絵が描かれている。2460247は ,体部

外面下半に圏線がかかれている。体部下半は内彎気味に立ち上がる。高台畳付け以外に青味がかっ

た灰色釉が施される。器面はカン入が著しい。

248は ,二重網目文の碗である。高台畳付け以外に青味がかった白色釉を施している。呉須の発

色は悪 く,淡青色を呈している。

249～ 251は ,青磁染付碗である。底部には細めの高台が削り出されており,体部は直線的に外

方に延びている。外面には,緑がかつた釉がかけられ,内面及び高台内面には青味がかった白色

釉がかけられている。高台畳付け部分には,釉がかかっていない。口縁内面には四方欅文がかか

れており,内面見込み部には圏線とコンニャク判による五弁花文の退化文様が施されている。

252・ 253は ,染付皿である。高台は小さく作られ,径は,かなり大きい。体部はやや内彎気味

に立ち上がり,内外面に圏線及び文様が施されている。

254は ,唐津系の刷毛目鉢である。体部は,端部近 くで外方に屈曲し,上方につまみ上げられて

いる。

2550256は ,唐津系の青緑釉皿で,高台は高 く削り出され,内面見込み部に蛇ノロ釉剥ぎが認

められる。

257は ,肥前系の白磁皿である。高台は低 く三角形状につくられ,内面には溝状の凹みが認めら

れる。

2580259は ,肥前系の染付である。内外面に呉須絵が描かれている。

2600261は ,肥前系の陶器である。260は ,体部下半は内彎し,上半は直線的に延びるもので,

器面はカン入が著しい。釉は緑がかつた透明釉である。261は ,内面見込み部に蛇ノロ釉象Jぎ が認

められる。釉は,深い緑色を呈し,高台までかかっていない。

262は ,自磁紅皿で高台は低 く,体部は内彎しながら立ち上がる。体部外面には,縦の沈線が連

続して施されている。時期は,244の唐津系皿が16世紀末～17世紀頃で,245～ 247,25502560261

の陶胎染付碗及び唐津系の青緑釉皿が17世紀末～18世紀中葉に,そ の他は18世紀～19世紀初に比

一-353-―



定される。

⑦ 輸入磁器・緑釉陶器 。その他  (第 108図 263～ 278)

263～ 277は ,輸入陶器である。

263～265は ,体部外面上端に雷文帯を持ち,内面には片切彫による草花文が描かれた龍泉窯系

青磁である。体部はやや内彎気味に立ち上がり,釉はくすんだ緑色を呈する。時期は,15世紀頃

に上ヒ定される。

266は ,龍泉窯系青磁碗で,口縁端部内外面にヘラ描きによる横線が描かれている。

267～269は ,外面に鏑蓮弁を持つ龍泉窯系青磁碗である。13世紀後半頃に比定される。

ヽ  L ▼
´
プ已Z50

Ｆ

Ｉ

鸞
W262 ｀

   57

9__  1     19Cln

第107図 包含層出土遺物実測図 (陶磁器)⑩
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270～ 274は ,自磁碗で,日縁を玉縁状につくるもの (2700271)があり,太宰府編年白磁Ⅳ類

に比定される。272～ 274は ,自磁碗底部であり,高台は,太 く,低 く削り出すもの (2720273),

高く削り出すもの (274)が あるも274は ,内面見込み部外周に沈線を施す。これらは,釉を高台

までかけておらず,体部下半まででとめる。2720273は ,太宰府編年白磁Ⅳ類に,274は ,同編年

V類に比定される。

275は ,同安窯系青磁碗で,体部はやや内彎気味につくられ,体部上半でやや内方に屈曲する。

内面にクシロ文様を持つ。太宰府編年同安窯系青磁 I類 に比定される。

276は ,自磁皿で,底部は小さくつくられ,体部中央部で内方へ屈曲する。内面見込み部には草

花文様が彫られている。太宰府編年白磁Ⅷ-1類に比定される。

277は ,越州窯系青磁である。底部は蛇ノロ高台で,体部は直線的に外方へ延びる。全面に緑色

の釉がかかっている。太宰府編年の越州窯系青磁 I-1類に比定される。越州窯系青磁は,県下

であまり出土しておらず,官衝・ 寺院関係の出土例が多いようである。

278は ,蛇ノロ高台を持つ須恵器である。

て`
「

翫/ア ▼7=π 7

)3

下層ロフ64
7図

268

了冒

「

司657~唖 9

7
:7

ち78

270

0                      10cm

第108図 包含層出土遺物実測図 (輸入磁器)⑪
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③ 石製品 (第 109図 279～292)

279～291は ,サヌカイト製の石鏃である。形状は,凹基無茎式のもの (2790280・ 2810282。

28402860287028802890291)と 平基無茎式のもの (2830290)がある。凹基無茎式の中にも,

くりこみがV字状になっているもの (27902890291)と U字状になっているもの (2800281・ 282・

2840286・ 2870288)な どがあり,側辺も直線的なもの (2790281028202830287・ 291),外彎

気味のもの (28002840286・ 288・ 290),やや内彎気味のもの (289)な どがある。

285は ,石鏃の未製品と思われる。

292は ,安山岩製の砥石である。全面を研ぎ面としている。

△烹

292

二贔＾
猾

。
２８

・
２

一

． ２８

―

290 291

284

米_屁 鼈巳罠儡_

⇔

289

0                                  10om

第109図 包含層出土遺物実測図 (石製品)⑫
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4。 ま と め

発掘調査の結果,杵田八丁遺跡は,古墳時代～中世 (一部近世遺構を含む)に至る集落址であ

ることが判つた。ここでは,検出された遺構を時代ごとに細分することによって,そ れぞれの様

相を概観し,考察したい。

当遺跡では,ほぼ同一平面上で遺構が検出されたため,遺構及び埋土出土遺物により時期決定

を行つた。その結果,杵田八丁遺跡は,古墳時代 2期・奈良時代・中世 (鎌倉時代と思われる)

8期・近世の 4時代12期に細分できる。

古墳時代 1期では,竪穴住居 7棟 0掘立柱建物 1棟・古墳 1基・溝状遺構 2が検出されている。

これらは,調査区全域で検出されており,墓域・居住域 0生産域に区分されるものと思われる。

墓域であるが,微地形復原によって確認された高所には,今回確認された土井之内古墳をはじ

め,小天皇塚古墳などの古墳が造営されていたことが判っている。おそらく,こ れは,そ れまで

の慣習による丘陵地尾根部の墓域選地ができなかった集団首長によるもので,平野部で墓域選地

を行つた結果が, この古墳の立地であると思われる。言い換えれば,生活領域内に丘陵高所のな

い集団, 6世紀末頃から古墳造営に参加する新たな首長によるものである。母神山古墳群では,

現在確認されている古墳の中で 6世紀末頃以降に新たに造られた古墳はなく, 7世紀以降ではほ

とんどが追葬を行つている。このことは,丘陵を持つ首長数の増加がなく,新たな首長の丘陵ヘ

の古墳造営もないことを示している。しかし,平野部では, 6世紀以降新たに古墳造営が始まる。

以上のことより,丘陵をテリトリー内に持つ集団首長と持たない集団首長間の差が古墳造営位置

に認められる。古墳造営可能な首長の増加と考えられる。

また,後期の群集墳は, 7世紀前半に衰退していることからも裏付けられる。

最近発掘された雲岡古墳 0埴穴塚古墳などは, 7世紀の古墳で,特に埴穴塚古墳は, 7世紀初

に初葬が行われ,追葬の痕跡がないことから, 6世紀末頃新たに台頭した集団首長が造墓規制に

より衰退していつた結果を裏付ける古墳ではないだろうか。

平野部の古墳としては,調査区南西方向約1.4km地 点に小森塚古墳があり,築造時期を6世紀後

半とすることから,今後,丘陵高所に造営された古墳と平野部に造営された古墳の関係を考える

貴重な一資料となるであろう。

居住域であるが, 7棟検出された竪穴住居の中で最大のものは,他のものと比べ,よ り高所で

確認されており,近 くに掘立柱建物を伴うことから,古墳造営者により近い者の住居であつたこ

とが推定できる。この竪穴住居 S H07と 他の竪穴住居の間は,後世の攪乱のため,遺構は検出で

きなかった。そのために居住域の全体像は不明であるが,北側で検出された 6棟の竪穴住居を,

それぞれの特徴ごとに列挙すると,①造り付けのカマドを持つもの (S H03005・ 06),持たない

もの (S H01),②主柱穴を四隅に持つもの (S H01),主柱穴を四隅及び中央に持つもの (SH
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03),掘立柱建物状に 2間 ×4間の主柱穴を持つもの (S H04),③主軸をほぼ真北より20° 西にと

るもの (S H01～ 04),ほ ぼ真北にとるもの (S H05006)な ど各種様々で,こ れらが造られた 6

世紀末頃には,竪穴住居造営の規則性が薄らぐ時期・地域であったのではないだろうか。

これら古墳時代の遺構は,C列 を境にして以北には検出されなかった。おそらく, この地域は,

古墳時代の生産域であったと思われる。

この様に,古墳時代 (6世紀末頃)の様相は,高所に墓域・中程に居住域 0低所に生産域を持つ

て一つの村が形成されていたことが判る。

古墳時代 2期の遺構では, 7世紀初頃の土墳墓が 2基検出されている。しかし,他に同時期の

遺構がないことから,こ の地が墓域として存在していたかは不明である。しかし, 7世紀初頃は,

古墳造営が終焉を迎える前夜でもあり,こ の土墳墓が造墓規制に抵触する集団首長によるものか,

それ以外の階層によるものかは,今後の課題となろう。

また, 6世紀～ 8世紀に機能していた溝も検出されているが,範囲外へ延びていることから性

格は不明である。

中世の遺構 としては, 8期に細分された掘立柱建物群がある。それらは,主軸方向によりまと

まりをみせており,中世における建物配置の一様相を呈している。

これら8群に細分された掘立柱建物は,前後関係は判らないものの,各々規則性を持って建て

られていたのではないかと考えられる。ここでは,こ のグルーピングを一つの試みとして行い,

良好な結果を得たが,今後の資料の増加を待たなければ,中世の建物配置に規則性があったとは

言えないのではないだろうか。

以上,杵田八丁遺跡では,中央部が攪乱を受けているものの,各時代において貴重な遺構が検

出された。遺物としては,調査区内から,県下で出土例の少ない越州窯系青磁,隣接地から,陶

印と官衛・寺院に関係する資料の出土が相次いだため,今後,奈良時代に創建された安井廃寺あ

るいは,南海道杵田駅も考慮に入れた杵田八丁遺跡の位置付け及び性格付けが課題となるだろう。

(註 )

1.小天皇塚古墳

雲岡古墳

埴穴塚古墳

杵田八丁遺跡

2.柱穴により上師器の杯が出土した例は,四国横断道調査の上一坊遺跡においてもみられる。

3。 九州歴史資料館 研究論集 4 太宰府出土の輸入磁器

4.同志社大学教授 三輪茂雄氏に御教示を得た。

5。 県内で越州窯系青磁は,下川津遺跡で 1点 ,大浦浜遺跡で 9～ 10世紀頃のもの 1点 ,10～ 11世

紀頃のもの 1点の計 2遺跡で 3点が出上しているのみである。当遺跡で出土した青磁は,太宰府

編年越州窯系青磁 I-1類 (9～ 10世紀)に比定される。

6。 大化の薄葬令
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麒
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱  間

備 考
大 き さ 最大 最小 最長 最短

S B39
3間 × 3間

N23° W 大型の柱穴を持つので,主軸を竪
穴住居とほぼ同一方向に持つ。459× 516 65.4(平均) 162.5(平均)

中世 第一群

古墳時代後期

第 2表 掘立柱建物一覧表 (1)

単位 (cm)

S B03
1間 ×2間

N38° N
275× 490 255

※ 1

S B08

1間 ×2間

N38° W

269

易叩ふ響
「

の柱間長が異なる建

269× 349 33.5
188 161

174.5

※ 1

S B12

1間 × 2間

N42° W 〃

288× 367 27.7
183.5

※ 1

S B16

1間 × 2間

N37° W 1間 ×2間の建物の東側に庇を
持つものである。

258

258× 360 22.5
186

※ 1

S B26

1間 ×2間

N31° W

312

梁間と桁行の柱間長が異なる建
物である。

312

312× 349 24.5
174.5

S B45
1間 ×(2)間

N40° W 漂覆借果睛黎ダ管「
ており,全

320× (520) 30。 7 288

S B47
2間 ×2間

N42° W
164

柱穴径のやや大きい建物である。
257× 288 136.3

中世 第二群

S B23
1間 ×2間

N16° W
264× 525 24。 3

※ 1

S B30

1間 ×2間

N21° W 1間 ×2間の建物の西側に庇を
持つものである。

323

323× 326 30.7
163

S B32
1間 × 2間

N20° W 185

232× 432 23.5 221.3
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第 2表 掘立柱建物一覧表 (2)

単位 (cm)

屎
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱  間

備 考
大  き  さ 最大 最小 最長 最短

※ 1

S B46

(2)間 ×2間

N20° W 範囲外に延びているため,規模
不明。

184

(324)× 573 47.5
286.5

※ 2

S B48

2間 ×1+1間
N19° W 北東隅をS K14に 切られている。

348× 192+306 25.3

中世 第三群

S B05
1間 × 3間

N5° E 東西に長い建物である。
225× 603 26.4

※ 2

S B17

2間 ×1+1間
N 2° W 南側に一間の幅で入口と思われ

る部屋が付く。323× 196+245 30.5

S B21
2間 ×2間

NO° 西に一間の庇(?)が付 く総柱の建
物である。372× 385 25.3 189.3

S B31
1間 × 2間

N 5° W
265 185

265× 425 28.3

S B33
(2)間 ×2問

Nl° E
240

窺製集会rに切られて
いるため,

(329)× 531 28.2 259.8

S B44
2間 × 3間

N8° W S X01に 削られている。
掘り方のしっかりした柱穴を持つ。371× 444 38.41

中世 第四群

S B01
2間 ×3間

N9° E 西側に一軒間切 りがある。
556× 704 34。 4 256.3

※ 1

S B25

1間 × 2間

N8° E
20

305

305× 368 28.2
196 172

S B27
2間 ×5間

N13° E
244 206 東西に長 く床面積の広い建物で

ある。416× 1,123 28。 9 218.4

※ 1

S B29

1間 ×2間

N ll° E
304× 360 26.5

165

※ 2

S B41

2間 ×2+1間
N12° E 西側に問切 りと圧Eが付 く。

363× 404+278 27.3 191.8

※ 1

S B42

1間 × 3間

N8° E

279

南北に長い建物である。
279

279× 607 34.4
202.3
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封
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱  問

備 考
大 き さ 最大 最小 最長 最短

S B20
2間 ×3間

N16° E
191

415× 784 30.6 239.8

※ 1

S B38

1間 ×2間

N16° E 東に庇の付く建物である。

348× 472 21.7

※ 1

S B43

1間 ×3間

N17° E
376

376× 822 26.3
319 251.5

中世 第六群

中世 第五群

第 2表 掘立柱建物一覧表 (3)

単位 (cm)

S B07
2間 ×3間

N32・ E
186

452× 651 24.5 220.6

S Bll
2間 ×2間

N28° E
30 110 るあで

。

物
う

建
違

く
が

付
間

が
柱

庇
の

に
辺

東
長313× 361 26.8 168.5

S B13
3間 ×3間

N27・ E 柱間の狭い建物である。
408× 445 29.9 142.2

S B14
2間 ×(3)間

N24° E 東側を切られており,規模不明。
291× (408) 163.4

※ 1

S B15
間 × 3間

N29° E

297

297

297× 545 26.2
165

181.7

S B24
1間 ×2間

30° E
173

292× 465 25。 2 252.3

S B34
2間 ×3間

N31° E
しつかりした掘り方の柱穴を持

て)。240× 444 29.6 136.8

※ 1

S B35

1間 ×2間

N34° E

306

306× 405 29.2
182

202.5

S B36
2間 ×3間

N35° E
150.[

392× 501 31.6 178.6

※ 1

S B40

1間 ×2間

N35° E

440

柱間の長い建物である。
440× 684

342
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封
規模 (梁間×桁行)

方 位
柱 穴 柱 間

備 考
大 き さ 最大 最小 最長 最短

※ 1

S B02

1間 × 2間

N39° E

266

東に庇が付く。
266× 400 32.3

S B04
2間 ×2間

N40° E
249

西に庇が付 く,総柱建物である。
532× 540 29.6 268

※ 1

S B09

1間 ×5間

N39° E 南北に長い建物である。
床面積が広い。

400× 898 26.1
179。 6

※ 1

S B19

1間 ×3間

N38° E
28

否魁易塚身,「
いるが,庇の付

385× 584 37。 7
194.7

S B28
1間 ×2間

N40° E
232

232× 436 30.8 222.7

中世 第八群

中世 第七群

第 2表 掘立柱建物一覧表 (4)

単位 (cm)

※ 1

S B06

1間 ×3間

N45° E
252

252× 471 29。 6

※ 1

S B10

1間 × 3間

N44° E
28

柱穴より11枚の外と1枚の小皿
が出土している。

356

356× 484 34.3
175 141

161.3

※1※ 2

S B18

1間 ×2+1間
N42° E 南側に問切りがある。

308× 360+242

※ 2

S B22

2間×2+1間
N44° E

328× 490+400 29.5 204.5

※1※ 2

S B37

2間×2+1間
N44° E

36

馨燃程番写闇超楊ぞ鍬2:東側
400× 275+253 26.7

158

137.5
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竪穴住居

南北長にはカマド部分を含んでいない。

凡  例

1間 X2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長=(A+B+C+D+E+F)÷ 6

第 3表 検出遺構一覧表 (1)

※ 1

※1    1間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6)÷ 6

柱間長 =(E+F)÷ 2

=(A+B+C+D)÷ 4

2間 X2+1間
柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9+10+11)÷ 11

柱間長=(B+C+E+F+G+H+|+J+K+L)÷ 10

2間 ×2間

柱穴径=(1+2+3+4+5+6+7+8+9)÷ 9

柱間長=(A tt B+C+D+E+F+G+H+|+J+K+L)÷ 12

遺構番号 グリッド名 主軸 方 向
大 き さ (m) 土

物
出
遺 時 期 備 考

東西長 南北長

S H01 D-8 N23° W 4.07

※ 1

3.82 鉄 鎌
古墳時代後期

(6世紀末)

動‐こ酉己し，Ｍに

北
隅
た
遺

が
四
れ
の

い
を
さ
他

な
穴
認
の

た
柱
確
ど

持
主
に
な

を

。
い
器

ｏ

ド
つ
沿
恵
た

マ
持
壁
須

つ

力
を
西
で
か

た
土

，け
な

し
焼
は
だ
し

出

，溝
鎌
土

突
は
側
鉄
出

〃 02 E-8 N16° W (4.26) (3。 97)
須恵器

土師器
〃

東・南壁際に側溝がみられる。根石を持
つ柱穴がみられるが,竪穴住居に伴うも
のなのかは不明。

〃 03
D-7

E-7
N18.5° W 5.03 4.33

須恵器

土師器
〃

西半分の壁際に側溝がみられ,北壁には
造 り付けのカマドを持つ。主柱穴は,四
隅と中央部にあり,周囲には,小柱穴を
配する。遺物は焚口部周辺で多数検出さ
れた。

〃 04 D-7 N22° W 3.46 4。 10

須恵器
土師器

鉄 宰

〃

北壁にカマドを持つていたものと思われ
る。主柱穴は,掘立柱建物と同様に,配
している。焚口部付近で多数の土器が検
出された。

〃 05 D-6 N16° W (2.65) 4。 48
須恵器

砥 石
〃

東壁に造り付けのカマドを持つ。
主柱穴は,確認されていない。
カマド近 くの焼土中より砥石・須恵器片
が出土している。

〃 06 E-7 N5° E 4:10 3.96
須恵器
土師器
敲 石

〃

北壁に造 り付けのカマドを持つ。
主柱穴は,確認されていない。
中央に土坑を持ち,埋土中より須恵器が
出土している。
南壁際に土師器の甕が検出された。

〃 07 K-4 N30° W 6.62 5.94
須恵器

土師器
〃

を

　

カ

穴
　
の

柱

ｏけ

主
る
付

に
い
り

隅
て
造

四
し
に

ｏ
り
壁

る
か
北

まの
つ
　
，

で
し
ち

居
も
持

住
方
を

。

穴
り
溝
つ

竪
掘
側
持

の

，に
を

型
ち
囲
ド

大
持
周

マ
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坑土

第3表 検出遺構一覧表 (2)

溝状遺構

遺構番号 グリッド名
大 きさ (cm)

遺 物 時 期 備 考
天幅 深 さ

S D01
A-10
B-10,11

62.0 4.5
須恵器 古墳時代

後期
(6世紀末)

調査区の北辺で検出された溝である。
かなり削平を受けており,残 りが悪い

〃 02 B-9 44.0
器土

器
器
質

恵
師
師

須
土
土

中世

非常に残りの悪い溝であったにもかかわらず
遺物量は多かった。

〃 03 B-9 44.0
土師質土器 非常に残りの悪い濤である。

〃 04 D-7,8 67.0 27.9
瓦 器
土釜の脚

調査区を横切るように検出された

〃 05 D-9 12.0

西端で直角に南方向に曲る。
雨落ち溝の可能性有。

〃 06 M-3 28.0 20。 3

器
器

恵
師

須
土

かなり削平されていると思われるが溝は深い。
北部先端部には集石がみられる。

〃 07 M-2 42.0 29。 1

須恵器 天幅のわりに深い溝である。
S D08と 同時期と思われる。

〃 08 M-1,2 255.0 41.7
須恵器 古墳時代後期

(6世紀末)

～奈良時代

禁燿楼奨修辱髭重し雹=蒻 朧

遺構番号グリッド名 形  状 (cm) 遺 物 時 期 備 考

S K01 B-9
ほぼ円形

径 92.0

土師器
中世

形状円形で10～ 20cm程 度の礫が投げ
込まれた状態で検出された。

〃 02 B-9
ほぼ方形

長 88.0短 64.0深 さ25.5

須恵器
土師器

拳大の石を数個検出した

〃 03 B-9
長方形

長180.0短 100.0深 さ7.9

土師器 かなり削平を受けていて,性格不明。

〃 04 B-9
不定形 土師器 形状は不定形でしっかりしていない

〃 05 C-8
円 形

径 88.0深 さ17.8

土師器
土師質土器 中世

性格不明
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土  坑

土 墳 墓

不明遺構

第 3表 検出遺構一覧表 (3)

遺構番号グリッド名 形   斗犬 (cm) 遺 物 日寺 夕明 備 考

〃 06 D-10
楕円形

長176.0短 108.0深 さ43.1

須恵器片

耕軍耳裕彎あ競鶴からの出Lで
ある。

〃 07 D-9
楕円形

長 76.0短 46.0深 さ10.4

須恵器片

〃 08 C-7
不定形

幅780.0深 さ182.9

石 臼 中世～

近世

10～ 4{たm隆の川原准iが 多九tに 投げ人

き轡虚総穏下勢お島|と在Ъ考えられ
る。

〃 09 E-9
不定形

長118.0幅 54.0深 さ33.9

器
器

恵
師

須
土

性格不明

〃 E-8
方 形

長220.0短 124.0深 さ17.7

器
器

恵
師

須
土

古墳時代
後期

(6世紀末 ) 2‖ili:〔;illlili}

〃 11 K-3
不定形 須恵器 古墳時代

後期
(6世紀末)

〃 12 M-3
不定形

幅233.0深 さ23.8

？

・石
器恵

砥
須

モ易昔鶯写ぉ争腎1悦嵩整;暴英あ
礫が検出された。

〃 13 M-3
不定形

中冨243.0深 さ20.2

土師器 範囲外に続いており全体は不明。

遺構番号 グリツ ド名 主 軸

大 きさ (cm)
浬退 物 備 考辺

詢
長
帳

短辺 (幅 )

最 長 最 短

S T01 C-8 N67° W
摯え2榛 1報螢き見たitる

石

〃 02 C-8 N69° W 266
須恵器 西壁沿いに供献土器が検出さ

1:1:舌己薔liそ I:寸

'T‖

普;;lil:
おかれたものであろうか。

遺構番号グリッド名 形   1犬  (cm) 遺 物 時 期 備 考

S X01 L-3
不定形

幅 350深 さ27.4 脚

器
器
の

恵
師
釜

須
土
土

中世 (?)

埋土中は多数の自然石が投げ込ま

彎f∵誉ゝL45を切るように検出さ
れた。
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第4表 遺物観察一覧表

参考資料 小天皇塚古墳 。その他出土遺物
図
号

挿
番

ヒl版

番号
器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

-1

須恵器甕

微砂粒を少
量含む。

良  好 濁黄灰色

端

ｏる

。

，る
れ
る

り
い
りヽ
い

至
て
み
て

に
し
が
れ

縁
出
痕
さ

口
み
き
整

ら
ま
描
調

が
つ
シ
デ

な
く
ク
ナ

し
細
は
コ

反
を
に
ヨ

外
端
面
は

は
上
外
他

部
は
部

の

頸
部
頸
そ

-2
鉄   刀

刃長

(7.8)

幅

　

・
２

刃
　
３

素 材

鉄

刀の背は,太い

-3

弥生土器

底部

底径

H.6

0.2～ 2111al程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗褐茶色

底部は少し上げ底状でしっかりして
いる。

捺朝嫌告存娼テヌ警A讐ドを:

S H01
図
号

挿
番

版
畔

図
器

器  種

法 量 (cm)

素 材 形 態 及 び 手 法 上 の 特 徴
遺物番号 刃 長 刃  幅

6

鉄  鎌 鉄

塞獣ほ5管鼎;奮宅仕風
るゝが刃先でやや丸く曲ている。

刃は背を厚 く,刃部を鋭利にしている。
-5

(5.0)

基部を折り曲ている。
刃部は曲線状になっている。

-6

S H02
図
号

挿
番

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

81n0

-7
須恵器不身 12.0

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良  好 青 灰 色

かなり内傾した立ち上がりで,やや
外反しながら延びる。

各舗殻kり易;季なあ上

`寧

具調整
している。

-8

13.0 竪  緻 良  好 白 灰 色

かなり萎月ヽ化した立ち上がりを持つ
全面ヨコナデ調整されている。

81n0

-9
土師器饗 20.0

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良   好 淡黄茶色

児T憾警縁響liなタ
ヘ延び,端部は

S H03 S K10

n lH0

-10
須恵器杯蓋 14.2

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良  好 青 灰 色
否藤勲轟禽薔閣ほ霞:書与及

丸くおさめ
,

天丼部はヘラケズリされており,そ の他は
ヨヨナデ調整されている。
ロクロは左回転
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rril又 l
版
鼎

図
器

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

n lH0

-H
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 濁 灰 色

天丼部と体部間に稜を持たず,日縁端部内
面には段を有する。
天丼部はヘラケズリされており,そ の他は
ヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転

21Ш

-12

0.2～ 211111程

度の砂粒を
含む。 良 濁灰白色

天丼部と体部門に稜を持たず,日縁端部内
面には段を有する。
天丼部はヘラケズリされており,天丼部内
面には同心円1犬の当て具痕を残す。
ロクロは右回転

-13

細砂粒を少
量含む。

良 白 灰 色

口縁端部近 くでやや屈曲する。
端部内面には,段の痕跡を残す。
ヨヨナデ調整されている。

毘
IШ

-14

細砂粒を少
量含む。

良  好 青 灰 色

天丼部と体部間に稜を持たず,「J縁
端部内面に段を有する。
ヨコナデ調整されている。

21H0

-15
須恵器不身

0.2～ 21111n程

度の砂粒を
少量含む。 良 淡黄灰色

かなり萎小化した立ち上がりと受け
部を持つ。
底部はヘラケズリしており,そ の他
はヨコナデ調整されている。
ロクロは左回転。

21n0

-16
13.0

細砂粒を含
t∫ 。

良   好 青 灰 色

立ち上がりはかなり内傾している。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転。

″
IШ

-17
土師器甕 23.6

0.2～ 21111n程

度の砂粒を
多量に含むく 良 淡黄茶色

頸部は直線的に外方へ延び口縁端部
に至る。

MIШ

-18
須恵器杯蓋 13.6

0.2～ llnln程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗 灰 色

体部は外方に直線的に延び,端部は
丸くおさめる。
ヨコナデ調整されている。

Mlm

-19

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良   好 暗黄灰色

体部中央で屈曲する。
日縁端部内面には段を有する。
天丼部はヘラケズリされており,そ
の他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは左回転。

HI~

-20
須恵器不身

0.5～ 2mll程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

内傾する立ち上がりを持ち,受部も
しっかりしている。
その他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは右回転。

MI皿

-21

程
を

皿
粒５”．の

む。

０
．度
含 良  好 灰 青 色

のそ
。
り

る

つ
お

い

持
て
て

を
れ
れ

り

さ

さ

が
り
整

ｏ

上
ズ
調
転

ち
ケ
デ
回

立
ラ
ナ
右

る
ヘ
コ
は

す
は
ヨ
ロ

傾
部
は
ク

内
底
他

ロ

Mlm

-22

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良 暗褐灰色

立ち上がりも受け部もかなり萎小化
している。
底部はヘラケズリされており。その
他は,ヨ コナデ調整されている。

MIW

-23
土師器甕 20.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
多量に含む〈 良 暗黄茶色

頸部は少し外反ぎみに外方へ延び ,

因密糟殻繕]晶&繰暮農ふみぇる。

M ln2

-24

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
多量に含む。 良 淡黄茶色

覇獣鴻喜督惣繰各農↑保黙禽缶には
指頭痕がみられる。
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S H04
図
号

挿

冶

版

■
図
澤

器  種

法 量 (cm)

月台  」L 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

-25
須恵器14N蓋 13.2

細砂粒を少
量含む。

良 青 灰 色

天り「部と体部 1制 にflを 持たず .メしくおさめ

[1縁 端部内面には段を有する。
人外部はヘラケズリされており,他 はヨコ
ナデ調整されている。
ロクロは左 IFl転 。

馬
I H2

-26
13.8

程
を

。

皿
粒
む

５”‐の齢

∝
度
少 良 好 濁黄灰色

天 丼部 と体部門 に稜 を持 たず .メ しくお さめ

る。
11縁 端 部内面には段 を有す る。
天丼部はヘ ラ ケズ リされ ,他 は ヨコナデ調

整 され てい る。
ロ クロは左Ll転 。

-27
須恵器杯身 13.4

微砂粒を少
量含む。

良 好 青 灰 色

やや内傾した立ち上がりで,受け部
もしつかりしている。
全体にヨコナデ調整されている。

馬
I H2

-28
130 竪  緻 良 好 青 灰 色

内傾した立ちJiが りと,し っかりし
た受け部を持つ。
全体にヨコナデ調整されている。

-29
130

微砂粒を含
む。

良 暗 灰 色

立ち 11が りはやや内 lrlし て l」 り,端 部近 〈

でやや外反す る。
受 け部はかな り:パ 小 fヒ してい る。

底 部はヘ ラ ケズ リ,そ υ)他 は ヨコナデ Jil整

され てい る。
ロ クロは右 回 転。

51H2

-30

02～ lmm程

度の砂粒を
含む。 好 青 灰 色

立ち上がりは故意に打ち欠いた様で
全て取り除いてある。
底部はヘラ切 りされており,そ の他
はヨヨナデ調整されている。
ロクロは右回転。

-31

14.0 竪 緻 良 暗褐灰色

やや萎小化した内傾する立ちLが りを持

底部は尖ぎみにヘラケズリされており,

その他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは左回転

S H05, 06

掲
l n2

-32
須恵器杯蓋 143

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 好 黄 灰 色 貫素撃息賞サ畢i予「言傷聴有』I

ナデ調整されている。
ロクロは右回転。

B IH2

-33
須恵器杯身 14.4

02～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良 好 黒 灰 色

内傾する立ち上が りとかなり萎小化
した受け部を持つ。
底部はヘラケズリされてお り,そ の
他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは左回転。

-34
12.8 竪 緻 良 好 青 灰 色

内傾する立ち上がりは,中央部でや
や外反する。
受け部はしっかりしている。

毬
l n3

-35
砥 石

全長

15,9

幅
　
４
．

厚さ

3.9

石 材

砂  岩 濁乳白色

四面に磨面を持ち,かなり使い込ま
れたものである。

Ю
 ln3

-36
須恵器不身 13.8

0.5～ 211ull程

5豊馨警「 良 好 青 灰 色

内傾する立ち上がりを持つ。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転。

Ю
 ln3

-37
須恵器杯蓋 12.5

微砂粒を含
む。

好良 青 灰 色

口縁端部は内彎ぎみに作られ,内面

天算部借R9ツ集撃吉ンの他はヨコ
ナデ調整されている。
ロクロは右回転。
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図
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器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 に1径 器 高 高台径

Ю
I‖

-38
須恵器不蓋

02～ 2mm程
度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

縁

　

コ

ロ

　

ヨ

ず
　
他

た
　
の

持

ｏそ

を
す
　
。
。

校
有
り
る

に
を
ズ

い

。

問
段
ケ
て
転

部
は
ラ
れ
回

体
に
へ
さ
右

と
面
は
整
は

部
内
部
彫

ロ

井
部
井
デ
ク

天
端
天
ナ
ロ

墜
-39

須恵器不身

微砂粒を含
む。

良  好 暗青灰色

内傾する立ち上がりとかなり上向き
の受け部を持つ。

Ю
 ln3

-40

微砂粒を含
む。

良  好 暗青灰色

かなり萎小化した立ち上がりと,受
け部を持つ。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。

-41

細砂粒を合
む。

良  好 白 灰 色

立ち上が りはほぼ垂直に延び,し っ
かりしている。
ヨコナデ調整されている。

Ю
 ln3

-42
敲 石 (・′)

全長

78

一品

　

　

・
９

厚さ

1.7

石 材

絆謂:片岩 濁銀灰白色

断面は楕円形を呈し,端部は丸くな
っている。
もう一方は,欠損している。

S H07

-43
須恵器J4く 蓋

細砂粒を含
む。

良 白 灰 色

体部はやや丸みを持ちながらおさめ
る。
ヨコナデ調整さオしている。

-44

微砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

丸みを持ちながら□縁端部に至る。
端部内面には段を有する。
外面に自然釉が付着する。

-45

微砂粒を含
tゞ 。

良   好 白 灰 色

口縁端部内面に段を持つ。

-46

程
を

。

ｍｍ
粒
む

２”２の
齢

０
．度
少 良  好 暗青灰色

丸みを持ちながら口縁に至 り,端部
も丸 くおさめられている。
ヨコナデ調整されている。
ロクロは右巨l転。

21Ⅲ

-47

細砂粒を含
む。

良  好

外面 暗灰色

内面 白灰色

天丼部と体部の境に少し稜を残す。
天丼部はヘラケズリ。その他はヨコ
ナデ調整されている。
ロクロは左回転。

21n4

-48

0.2～ 21nlll程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

天丼部と体部間に稜を持たず.口 縁
端音6は丸 くおさめる。
天丼部はヘラケズリされており,そ
の他はヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転。

21Ⅲ

-49

細砂粒を少
量含む。

良  好 青 灰 色

天丼部と体部間に稜を残しているが
体部は外方に直線的に延びているた
め,あ まり段差を見ない。
天丼部はヘラケズリされている。
ロクロは右回転。

劉
I H4

-50
須恵器杯身

0.2～ 21nln程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗褐灰色

受け部も立ち上がりもかなり萎小化
している。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは左回転。
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図
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器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

alШ

-51
須恵器不身

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良   好 青 灰 色

全体に細 く作られ,受け部も立ち上
がりもかなり萎小化している。

-52

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

内傾する立ち上がりを持つ。

21Ш

-53
13.2

微砂粒を含
む。

良  好 暗灰褐色

立ち上がりはほぼ垂直に延び,受け
部はかなり萎小化している。
底部はヘラケズリされ,そ の他はヨ
コナデ調整されている。
ロクロは右回転。

-54

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良  好 暗青灰色

立ち上がりは直線的に内傾して延び
る。
ヨコナデ調整されている。

a lH4

-55
須恵器魅 竪  緻 良  好 黒 灰 色

直線的に延びる頸部を有している。

型
-56

土師器甕 23.0

程
を
む

皿
粒
含

２”２
の
立

０
．度
多 良 褐 茶 色

直線的に延びる頸部を持つ。
外面には赤色顔料を塗る。
体部内面には指ナデが施されている

墳古

Z IH5

-57
耳  環

さ

　

　

・
５

大
　
約

直径

約0.4

素  材

銅芯銀箔張
り

ほぼ円形に近い銅芯を使い,円形に
まげていたものと思われる。
ほとんど風化しており,銀色は呈し
ていない。

生
-58

須恵器不蓋

細砂粒を少
量含む。

良   好 灰  色

天丼部と体部間には稜を持たず,日
縁に至る。
端部は丸くおさめられている。
天丼部はヘラケズリ,そ の他はヨコ
ナデ調整されている。

Z ln5

-59
須恵器不身 H.6

細砂粒を含
む。

良   好 灰 黒 色

。
２
つ

つ

い

持
て

を
れ

り
さ

が
整

上
調

ム
ニ
ア

ニユ
ナ

る
コ

す
ヨ

傾
面

内
全

別
I H5

-60

11.3 竪  緻 良  好 暗 灰 色

萎小化 した立ち■_が りを持つ。
やや内傾 しているが外反しながら延
びる。
全面ヨコナデ調整されている。

-61

細砂粒を少
量含む。

良   好 暗 灰 色

立ち上がりはかなり萎小化しており
直線的に内傾して延びる。
全面ヨコナデ調整されている。

S D01 (古墳時代 )

%I H5

-62
須恵器不身 11.8

0.1～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好

内面 青 灰 色

外面 暗灰褐色

受け部は水平に延び,立ち上カ

底爺r興ッ♭兵∵魯れてぉり
他はヨコナデ調整されている(

ロクロは右回転。

そ の
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版
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図
器

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

η
 lH5

-63
須恵器不蓋

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

爺嵩薔だな議碁磐学なFり
.口縁端

ヨコナデ調整されている。

η
 lH5

-64
須恵器不身

細砂粒を含
む。

良  好 暗青灰色

が
る
る

ち
て
て

立
し
れ

る
化
さ

す
小
整

曲
萎
調

屈
リ
デ

ヘ
な
ナ

方
か
コ

外
は
ヨ

で受け部

S T02

器
I H6

-65
須恵器杯蓋 n.o

0.5～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

森な穀管谷え寧孔烹指奮誌をF'体
全面ヨコナデ調整されている。

器
l n6

-66

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好 白 灰 色

尖鼻糸省良リツ矢;省Я∵こTrO
る

'讐

1据呂絵F調整
されている。

器
l n6

-67
須 恵器杯 身

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良   好 青 灰 色

かなり萎小化した立ち上がりを有す
る。
底部はヘラ切りされたままでその他
はヨコナデ調整されている。

器
I H6

-68

須恵器

短頸壺
10.2

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

ほぼ垂直に立ち上がる短い頸部を持つ。
肩部には明瞭な戦を持たず ,底 部は丸 くお
さめる。
底部はヘラケズリ.肩上部にはカキロが施
されている。
ロクロは右回転。

S D08

∞
I H7

-69
須恵器不 12.0 10.6

細砂粒を多
量に含む。

良 青 灰 色
1撃 !::lク[』[ξ ]]||!liiiま

∞
l n7

-70

細砂粒を含
む。

良  好 暗青灰色
探獣急唇顧呂層I場だ通事を1,路
ある。

墜
-71

須恵器壺 21.0

5 11ull前 後の
砂粒を含む。

良   好 灰  色

直線的に外方に延びる頸部を持ち .

足撃響馨醤奮暮ら多
し拡張し,上方

頸部外面には2条の凹線を持つ。

∞
I H7

-72
須恵器不身 13.8

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良  好
外面 青 灰 色

内面 暗灰茶色

立ち上がりは内傾しており,受け部

基菩ヨ省

'1晶

墨倉1.て ぃる。

∞
l n7

-73
須恵器壼 16.5

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
少量含む。 良 濁黄灰色 澤繁1蒼骨塁僣″itti虎」il‖

る。
体部内面はナデ調整されている。

-74
須恵器裂 21.6 竪  緻 良  好 白 灰 色

[lil::l會 :香i宮言首を言
が残る。

m ln7

-75
25.3 44.2 竪  緻 良   好 黄 灰 色

頸部は外反しながら立ち上がり・口縁端部
は,外方に折りまげたように拡張部分が見
らオ■る。
体部外面は,格子叩きのちカキロ調整され
ており,内面は同心円文の叩き痕が残る。
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図
語

暑器  flf_i

法 量 (cm)

胎 上 焼 成 色 調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 器 高 底 径

解
I H8

-76
t師器14( 108 精 良 良 暗褐黄色

牽撃嫌食Z客″li舞勇尺姓び讐ll`は

全面ヨコナデ調整されている。

"I H8
-77

10.8 精 良 良 淡褐黄色
廉報習警隷爾肥}卜方に延び口縁近く
でやや内1,す る。

86上
翌

-78
110 精 良 良 好 暗黄褐色

牽摯嫌食こ?系 iサ1勇だとがなlド

は
全面ヨコナデ調整されている。

“
I H8

-79
10.5 精 艮 良 淡黄褐色

薔段品倉孟:11ふり「吉恵j嵩爺聖
は

やや内彎する。
全面ヨコナデ調整されている。

%I H8

-80

10.4 精 良 良 好 白 黄 色
肇鷲嫌食Z?ネ :起ふf呂縁盤1`字
内彎する。
全面ヨコナデ調整されている。

%120

-81
土師器小皿 精 良 良 好 淡 褐 色

底部はヘラ切りされており,体部は
外反ぎみに立ち上がる。

%I H8

-82
土師器不 no 精 良 良 好 淡灰褐色

底部はヘラ切りされており,体部は
直線的に外方に延びる。
全面ヨヨナデ調整されている。

%I H9

-83
10.5 精 良 良 好 暗褐黄色

体

ｏ
ｏ

・る
る

り
至
い

お
に
て

て
縁
れ

れ
口
さ

さ
ら
整

り
が
調

切
な
デ

ラ

し

ナ

ヘ
彎

コ

は
内

ヨ

部

や
面

底

や
全

%I H9

-84

101 精 良 良 好 淡 褐 色
辱鷲鑢轡Z?糸 :舞勇だとむ讐:Fは

全面ヨコナデ調整されている。

“ l n9

-85

10.8 精 良 良 好 濁褐黄色
舜贄讐分Z望 2皇無

`f呂

縁盤1`馨
やや内彎する。
全面ヨコナデ調整されている。

曽 I H9

-86
10.4 精 良 良 好 淡黄褐色

辱鷲寓轡ζ塚え皇讐二祟Z:体
部は

全面ヨコナデ調整されている。

%120

-87
10.3 6.5 精 良 良 好 白 黄 色

辱鷲鵠轡]塚た皇億1祟 2:体
部は

全面 ヨコナデ調整されている。

-88

精 良 良 好 淡 褐 色

るて

る

れ
び

さ
延

り

に
切
的

ラ
線

へ
直

は
は

部
部

底
体

%l n9

-89
116 (34) 精 良 良 好 淡白褐色 肛に　。

り

口

　

る

お

・

終

て
び
　
に

れ
延
　
プ

さ
に
　

一

り
方

　

ャ

切

外

　

シ

ラ

し

。
は

へ
反

る
部

は
外
す
端

部
や
彎
縁

底
や
内
口
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器 種

法 量 (cm)

胎 上 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

-90
土師器不

底径

9.0

細砂粒を含
む。

良 淡黄茶色
牽鷲嵩轡Z?ネЁ舌藤だ皇り

'琳

爺
は丸くおさめられている。
体部の調整は摩滅のため不明。

鑓
120

-91

土師質土器

脚

0.2～ 411ull程

度の砂粒を
多量に含む。良  好 褐 茶 色

断面円形で直線的に延びる。
先端部は欠損している。
指ナデ痕が顕著にみられる。

%ぱ 0

-92
土師器小皿

底径

5.6

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良 淡白黄色

舜馨じな承響呂息仕垂ぢ′全株剋続
くつくらオtて いる。
調整は摩滅のため不明である。

鉾
120

-93

土師質土器

脚

程
を
む

皿
粒
含

２”４
の
立

∝
度
多 良  好 褐 茶 色

断面はほぼ円形で直線的に延びる。
先端部は欠損している。
指ナデ痕が顕著にみられる。

柱穴出土過物

B-8 S P08

%120

-94
青磁碗底部 竪  緻 良  好

胎土 白灰色

釉  淡緑色

掲番寛迭以爺裾彗晃お綬様ふ話かれ
ている。

墜
-95

土師器小皿

径

　

・
６

底
　
６

微砂粒を含
む。

良 淡褐黄色

底部はヘラリ切されており,体部は
やや内彎ぎみに立ち上がる。
端部は丸くおさめられている。

C-8 S P05

墜
-96

土師器杯

径

　

・
４

底

　

５
精  良 良 淡 黄 色

底部はヘラ切りされており,体部は
直線的に外方に延びる。

C-9 S P12

93 1  -

-97
土師器小皿

底径

6.2

0.5～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良 淡褐黄色

底部調整は不明。
体部はやや内彎ぎみに外方に延びる

C-9 S P13

墜
-98

土師器小皿

底径

6.5

微砂粒を多
量に含む。

良  好 淡灰黄色

底部はヘラ切りされており,体部は
外反しながら口縁端部に至る。
全面ヨコナデ調整されている。

生
-99

瓦 器 婉 精  良 良 灰 黒 色

体部外面は顕著に指頭痕がみられる
外面口縁端部下はヨヨナデされてい
る。
内外面炭素を吸着している。

E-6 S P01

93 1  -

-100
須恵器壼

細砂粒を多
量に含む。

良   好 濁黄灰色

口縁端部は,外方に肥厚しており,

内面は凹線ぎみにヨコナデされてい
る。
頸部外面にはカキロ調整されている
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S E01

包含層出土遺物

A-9第 3層

図
諄

挿

番
版
丼

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 径 高 さ 高台径

%122

-102
キ セ ル

全長

13.9

径
最大

1.1

最小
0.7

素 材

真  鍮 黄 銅 色
機『鰐讐8死々

'IF修

311百 :ゝ

る。

%IЙ

-103
石   臼 19.2 (123)

石 材

和泉砂岩 茶 灰 色 幸暑E岬算罰を‖i量盲ibЪ ぁゞる

図
号

挿
番

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎   土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 日 径 器 高 高台径

墜
-104

須恵器杯蓋

細砂粒を少
量含む。

良  好 青 灰 色
]詔皆譜lt:瞑禁胃け暴得をFる。

%|~

-105
須恵器外身 竪  緻 良  好 灰 青 色

琴」1懲 しな来ぢtギス:Fつ
が'受

ヨコナデ調整されている。

士
-106

須恵器壺 22.4

細砂粒を含
む。

良  好 暗褐灰色
呂骨|ま笛蘊脈

"唇

ヨ了雰糸施響就宅
いる。
肩部にはカキロ調整がある。
頸部にヘラ状工具による突文があるで

B-9第 3層

墜
-107

須恵器不身

微砂粒を含
む。

良 白 灰 色
獣慧轟琴少

化した立ち_Lが りと受け

B一 H第 3層

98  1  -

-108
須恵 器坪 蓋

細砂粒を含
む。

良   好 暗青灰色
備獣|ま革軍騒言経営奪3F縁

に至り

98  1  -

-109

須恵器

高台付不

細砂粒を含
む。

良 白 灰 色

底部と体部の境に高台が小さく付 く

C-8第 3層

98  1  -

―H0
須恵器杯身 15.0

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色

内傾する直線的な立ち上がりを持つ
受け部もしっかりしている。
ヨコナデ調整されている。

C-9第 3層

%|~

-111

須恵器杯身 竪  緻 良  好 青 灰 色
受移糸富響ン存音れ寺l:2「

持つ。
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C-10第 2層
図
畔

挿

器

版

■
図
器

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

%122

-H2
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 暗青灰色

体部はやや内彎しながら口縁に至り
端部は丸くおさめられる。
天丼部はヘラケズリされており。そ
の他はヨコナデ調整されている。

墜
-113

須恵器不身

微砂粒を含
む。

良 白 灰 色

かなり萎小化した受け部と立ちJ「 が
りを持つ。

%122

-n4

底径

6.0

細砂粒を含
む。

良 白 灰 色

底部はヘラ切りされており,体部は
直線的に外方へ延びる。
日縁端部は丸くおさめられている。

C-10第 3層

%|″

―n5
須恵器不蓋 13.0

微砂粒を含
む。

良   好 暗青灰色

やや内彎ぎみの体部で,端部はやや
稜を残し終わる。
ヨコナデ調整されている。

%122

-116
竪  緻 良   好 灰 青 色

やや内彎ぎみの体部で ,端部は丸 く
おさめらオ■ている。
ヨコナデ調整 されている。

%122

-H7
須恵器杯身

細砂粒を含
t∫。

良  好 暗青灰色

立ち上が りは内傾 して小さいが ,受
け部はしつかりしている。

%122

-118

底径

6.4

細砂粒を含
む。

良   好 灰   色

底部は糸切りされており,体部は直
線的に外方へ延びる。
ヨコナデ調整されている。

%ぱ 2

-n9

須恵器壺

底部

微砂粒を含
む。

良  好 濁 灰 色

め
な

一尚
し

や
彎

や
内

た
や

　

ｏ

つ
や

　

る

ば

は

　

い

ん
部

ｏ
て

ふ
体
る
れ

に

，び
さ

方
ち
延
整

外
持

へ
調

は
を
方
デ

に
ム
ロ
外
ナ

部
高
ら
コ

底
の
が
ョ

C-10第 2層

%122

-120

須恵器壺

底部
竪  緻 良  好 暗 灰 色

底部は外方にお、んばったやや高めの
高台を持ち,体部はやや内彎しなが
ら外方へ延びる。

C-10第 2・ 3層

%122

-121
須恵器壺 30.6

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良   好

外面 灰黒色

内面 灰 色

び
　
れ

延
　
さ

へ

ｏ施

方
る
が

外

い
文

ら
て
状

が
し
波

な
厚
に

し
肥
段

反
面
３

外
外
は

や
は
に

や
部
面

ｏ

は
端
外
る

部
縁
部
い

頸
口
頸
て

C-11第 2層

%122

-122
須恵器不蓋 竪  緻 良  好 灰 青 色

体部は内彎し,日縁端部は丸くおさ
めらオしている。
ヨコナデ調整されている。
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